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序

近司王日本列島周辺では大きな彼害をもたらす地震や涼波地領発しており. 地震の活 動期に入 ったともいわ
れています。 その矢先の本年 1 月. 飯神 ・ 淡路大震災申発生により5.0ω人以上の尊い生 命と莫大な財産がー
歯車のうちに失われてしまいました。 一方. 平成5年の記録的な冷夏に縫いて. 平成6年には猛暑・ 水不足と
なる等. このところの設が国司国民生活は. 自然の猛圏直に銅弄されているといづても過曾ではあり ま せん。 大
災害の現実を目の当たりにしたとき. 人間8無力さを痛感致しますが， 科学による事実の分続と原因解明，
銭術による具体的な対応策のli立. そして社会制度の霊備とその的確な運用により. 次の被容を最小限に抑
えることb司監察であります。 地疎環境問題も含め. 国民の地E震や自然現象に対する関心は. 益々高ま勺ており.
正確な情報と的確な対応方繁急の線題となっております。地縁の表面積の7割を占める海洋は， これら異常
気象. 地鍛変動と密接に関わ。ております。 海洋将学校術センターは. 地琢環続問題における海洋の役割の
緋月と変動の予測手法の施立.海底下の暢造・現象に起因する地震・津滋等の災答申的確な刊1. 沿岸海域
の海洋生管系の保全を考慮した持続可能な開発事l周伎衡や海洋環境浄化に寄与する技術の開発など. 海津科
学校術の-}Iの進歩発展を図ることにより. 国民生活の安耳障と繁栄に寄与すベ〈努力を賃ねております。

当センターは， 昭和46年自発足以来， 科学技術庁申ご指導をはじめ. 国内外申関連機関の研究者. 技術者
自温かいご支援ご協力により多く の研究開発事療を推進してまいりました。 これまでに. 有人潜水調査船
「しんかい初ωjや 「しんかい6切0ム 無人探査機 「ドルヲィ シ 3 KJ. 深海lI!l:長期観測ステ甲!/.Yなどに
よる深海調査研究. 海洋観測船 fかいようJ などによる太平洋の観測研究や観測ステーショ ンなどを用いた
北極海織の観測研究. 沿岸海織の開発利用を図るための海洋エネルギー利用技術や地織との共同研究等を実
施し. いずれの分野でも着実に成果を準げつつあります。 また.現在.海洋音響トモグラ7ィー， 海洋レー
ザ田などの新しい海洋観測のための抜術開発を推進するとともに， 将来の大型プロジ皐 ク ト の l っとして考
えられている深海鋸削船システムの開発研究等を実施しています。 平成6年度の特筆すべき事項と しては.
(1贈疎規績の海洋諸現象の解明に資するため， 原子力紛 「むつ』叩改造により. 大型海洋観測研究紛を.備
する事業舟甥給されたこと. (2)世界最深偲への潜航が可能となる10脚m級無人傑査機 「かいこうJ が完成
したこと. (S)fしんかい6切OJ による大西海・ 東太平洋における国際共同研究航海 (MODE・94計画〉を
実施L.. 成功したこと等量得げられます。

当センターでは， このように海洋科学技術の総合的推迦を図勺ていますが. 海洋は広大であり. 海中は高
圧暗黒で， かっ. ‘波の使えない人類にと令て未だ近寄り 嫌い場所です。 このような厳しい条件を克服して
海洋と海底下の調奮研究と海洋の開発利用を進めるために， 以下の適正本的考え方のもと に事業を実施してい
ます。

@劇学と技術の融合
@崩御暗療機問題等に対応するための海洋科学佼術に係るプロ ジ a タ ト 研究の総合的推進
@酒内外申海洋関係機関との連憐・協力の強化
@溜際貢献を目指した国際共同観測計画等への積極的容加
@海洋科学に関するセ ン タ ー ・ オ プ ・ エ ク セ レ ンス化を目指し. 外 部に聞かれた優れた研究環境の箆備

この年報は，平成6年度における本セ ンターの事業級委をとりま とめたものです。 この冊子により. 当セ
ンタωの活動内容及び海洋科学技術に関する研究開発について. 皆機方のご理解を賜るこ とができれば幸い
です。 当センタ ー役職員ー問. 海浮科学銭術の推進のためー眉の努力を傾注する所存であります。 今後とも
当センタ ーに対する-I!IO)ご支援とご協カ壱賜りますようお願い申し上げます。

平成7王手911

海洋科学技術 セ ン タ ー

理事長 石 塚 貫
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第1章 総 鋭

1 . 事業慨要

海洋科学技術七ンターでは. 我が国の海畔捌発推進

のため. 内 外 の関係各機関と の緊密な連携と 飽力的も

と に . 平成6事業年度も， 研究開発事業. 研修事業.

情報業務&.び施設・絞備の獲仰と 供用等の事型監を実施
した。

各事擦の織委Iι次のと おりである 。

(1)研究開発事集

当センターでは. 研究開発の目的. 内容. 進捗状況

を勘案し プロジ品タト研究. 特別研究， 経常研究に

区分し. 年度当初に策定した計画に従。て研究を行う

と と もに . 年度途中に おいて. 情勢の変化や自由な発

想に 基づく創造的な研究を随時実施できる ような柔軟

な体制で. 研究側発を行勺ている 。 ま た . 内 外の関係

機関の婆惑や惚カの下に.受髭研究及び剣可研究を行う
ている 。

平成6事業年度に 策絡した各研究開発事象 は，次の

と おりである。

1) プロジzクト研究

当センターでは. 経済社会の発展に軍寄与し， 海洋 科

学技術の向上に資する こと を目的と して. 盤繋または

大規模もしくは総合的な研究・開発をプロジ￡クト研

究として推進することと してお1)， 平成6事業年度に

は. 次の24テー マ壱プロジ&クト研究と して実姥した。

①深海飼査研究

②深海の物質循環に関する研究

③ 無人傑査機の研究開発

③ 深海 鋸削船システb.の開発研究

③深海 治水調査紛システムの研究開発

⑤ 深海 軍軍機の研究開発

⑦ 研究.�家主量備の型車備

③海 岐市j御妓術の研究開発

⑨海洋 エネルギー利用技術の研究開発

⑩海 中作業技術の研究側発

⑬熱格赤道域の観測研究

⑫評価手法申開発

⑬箆熱得循環系の観測 研究

⑬北太平洋・北極海敏総合観測 研究

⑬ 海洋レー ザ観樹技術の研究開発

⑮海洋音響トモグラ7<ー絞術の研究開発

⑫海洋自動観測技術の研究開発

⑬ 海洋総合観測システムの疲念検討

⑪ 航 空機篠鍛裂マイクロ波放射針の研究開発
@海洋観測 プイシステムの開発

@音響によるデータ伝送授術の研究

@ 大型員器移動骨限究紛による海洋観測筏術の研究

@研究開発推進体制の獲織速営

@地綾共問研究開発

2) 特別研究

当センターでは. 経常研究等の纂礎的成果に 11;つ'き.

将来プロジ五クト研究に 発侵害せる ための研究・開発

を特別研究として娘進する ことと しており. 平底6事

業年度に は.次の4テーマを特別研究と Lて実施した。

①太平洋 プレート沈み込み織に関する研究

②深潟生物のu，礎研究

③海水の化学分析と 物理データの怨登補正の研究

③海洋 生態系の変動に関する研究

3) 経常研究等

当センターでは， 個々の研究者の研究能力を活かし

た自由な発想の研究線題もしくは将来. 特別研究. プ

ロジaクト研究に 発展 する 研究課題を経常研究等と し

て推進すること と しており. 平成6事業年度に は. 合

計19テ" マの経常研究等を実施した。

4) 受託研究及び共同研究

当センターでは， 海洋 科学技術に 関する もので. セ

ンターにと 勺て実施す る こと が有益であり. 他殺関か

ら�絡を依頼された研究を受託研究と して行うこと と

しており. 平成 6事司E年度に は， 10線題の受託研究を

実施した。

また. 他機関と 相互にそ由研剣朔発後カ . 研究成 果

を利用す る こと により. 経費の削減. 研究に 要す る 期

間の短縮及び優れた研究成娘が得られる 研究を共同研

究と して行う こととしており.平成6事灘年度に は .

24テーマの共同研究を笑絡した。

(2) 研修事業

当センターでは. 研究開発の成県を広〈一般に普及

し.裁が国に おける海洋 開発の鍵進に �裂な人材を養

成 する ために 研修事業を行っており. 平成 6司磯年度

に J�. 潜水技術等に 関する 研修を実施した。

(3)情報業務

当セYターでは， 海洋科学銭術情報の専門センター

の役割jを巣たすために . 海 洋科学技術に関する調査並

びに文献情報の収集. 加工&.び鍵供<?を行っており.
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平成6 事業年度には， 広場縫合繊辞客観測における潟精

度データの収集シス テムの潟l!f.文献情報の収集・提

供. 紙験研究報告の発行. 海 洋情報データペースの術

祭等を行令た。

(4)船舶等の運用業務

当センター では.上rt!の各事業を催進するために.

2∞Om級潜水調査船システム (fしんかい2ωOJ . fな

っしまJ及び 陵よ楚備場) ， 無人探査機 「ドルフィン

3 KJ . 海中作業実験紛 「かいようJ 及び 「 しんか い

6500J 潜水 調鑑給Vステふ(fしんか い65∞J. f よ こ

すか」 及び陵よ鐙備繊〉を保有しており. 平成 6事象

年度におけるこれらの紛納等の運用 実績は次のと おり

である。

1 )  íしんかい20∞J

駿河湾， 相模湾. 関西諸島. 八丈. IJ':笹原諸島. 8

本海等において計67回の潜航潟釜を行うた。

2) fなっしまJ

「しんかいm∞Jの潜航支援のために. 計6 包の航

海を行ったほか. fドルフィン3 KJ の海洋調査等の

ため. 7回の航潟を行い. 平成 6事猿年度の総航海日

数Iま219日となった。

3) fドJレフィン3 KJ 

海洋調査君事のため. 級河湾. 相模i宵等で計25回の語審

統を行勺た。

4) fか いよ うJ

3畦海績における笑験. 調査及び綬測と して. 平成 6

事業年度は計8 回の航海. 総航海 回数はぬ8日と な勺

た。

5) fしんかい6500J

大西海中央綿貫域及び環太平洋海膨域等に おいて計

61回の潜航調査を行った。

6) fよ こすかJ

「 し んかい650 0J の潜航支媛のために. �3 回の航

海をff勺たほか ， rかいこうJ 支媛等のため. 2回の

航海を行い. 総航海 自数It284固となった。

(5)締役・股備の艶舗と供用

当センター では. 海 洋科学技術に 関する各種研究開

発を行う上で， 共通に 用いられるち緬大型共用実験施

設・設備を保有しており. 平成 6耳I幾年度における全

共用 施設の延べ使用日数は. 宮72日 であり. うち自ら

の研究開発等に 559日. また外部関係諸機関の11:!�置に

応え. 413日 間共用に 供した。

2. 組織と定員

本年度の組織及び定員は畿一 1に示すとおりである。

定員については.涼海調査研究( 地球化学的現象〉

の強化のための研究主幹1名， 大豊富海洋観測研究紛の

改造のための研究員1名 .大型海洋観測研究紛の運航

体制のための係長i名. 無人探査機fかいこうJの陸

上支援のための係長1 名 ，海洋データ の処理霊及び 管理

のための室長代理 1 名の増員を行った。

なお. 本年度中の定員は， 役員10名 {内非常勤5人〉
織員16 5人骨合計17 5 入 (前年度171 人 5人地良 l 

人減員〉と なった。
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表- ， 組織及 び定員(平成6事業年度)

定員
総 務 銀 人事.給与.厚生.文書.庶務

役員10 (内非常勤5) 広 '電 箆 広報.初島海洋画糾館環員165
経 l!I! !t 平気決算. 周度

務 書E
契 車百 鐸 契約
工 務 穣 施殴t量償申保守.供用
安 全菅恕黛 安全管理
冒亀 査 t虫 業務運宮に関する輿l!i

「企 箇 線 業務の基本的運営方針.研究開発の企薗l!'i>I，縄車.事業計副作成

司 令 「しんかいぬ帥」且び「ドルフィン3 KJの織縦・猿備等ι関する
III務

笥 令 「しんかい65回Jの搬綬'ri備及び10，∞Om級無人傑議機「かいこ
うJの操縦・繋備に閉する裁務
民間協力団体と串連絡，寄付金及び出曹の事事金聾ぴ日賛助金の業務

ト企 画 ト 翻 際甑 →
トT 計画管理

1'-ー一瞬 暗
」深 海環嶋プログラム織道線

ι諜海研 究 吋:::;;;J ;
阿梅吋:::::;;;
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探 衛際協力及び交îiiに関する嵩務
繰 研究開発計踊申管理.受託・共同研究.特許等由業務
室 研修計画申作感.茜樋研憶の術噂

漂海環境研究開発の権道新高

深海母微細僧形.微細地質調時喰に関する調査研究
深海の現111及び生物に関する調査研究
深海における観s・'1，計測及びそれらに係わる手法に関する鉱級研究
潜水調査飴システムの開発及び深海掘削船システ..申開発に関する翁務
水中膏曹伎術亙ぴ晋暢盟国査観測健器に関する鼠験研究
需人探査11申開拠J!<U救離方法申調査研究
太平洋�1iI.亜同情域梅津現寵の総合的観測研究
北京平洋・北極峨海洋環境変動申総合的研究
港島E・海岸現場の総合野価予測研究
先電波.世畿による計測銭街.データ伝送技術導申揃樟割測鐙術
ι関する鼠験研策
海洋にお砂るエネルギー 置源相総合的利用に関する調査研究
海被環境 の縄茸.綜価.苧紙保全，改普及び利用に関する鼠験研
究
海援生態系申縄珪.符価.予狐保全及ひ'<!cl暑に附する鉱験研究
高圧環境下における安全性白向上.級備機器の槻発及び治ホシステ
ムの基盤銭術に関する鼠験研究
高圧環境下日おける医学・生里虫学・心理学に関する鼠験研究及び動
物による関連する鼠験研究

線 治司〈縄置始直び茸綬母船並びに海中作灘実験紛の運航に闘する業務
線 pm醐及び茸援母融脚に海申作蝦酬の楚鵬に関する難

篤 海洋科学校術情報申収集・分績.J!溜・加工・提供・保育



3.予算と決算

平成6事業年度I孟. 海洋開発に係る科学技術に関す
る研究開発等.総合的鼠験研究 滋びに研修及び情報等
の事業を推進するため. 収支決算で11. 17.262 百万円
の収入決定及び16 .245百万円の支出決定等で， 新たに
16万円の決算書l余金が生じた。 財務諸表では.120.002
百万円の資本金を有すること となる一方で. 当期損失

金12.729百万向が新たに生じたため. 欠煩金総額1;
92.095百万円とな勺た{巻末の 「資斜J 績を容照}。

なお， 平成3事業年度以降の予算の縫移を�-IIこ
示す。

(1)資本金

平成6事察年度においては. 平成5事業年度より
11.268.0ω千円を増資し. 120.∞2 .192千円とな勺た。
この増資は.政府出資金による ものである。

なお. 出資金申地担燃況を!l- 2 1こ示す。

(2)資本剰余金

平成6穆幾年度末におげる資本剰余金総額は.
3.149.912千円である。

13}契約

lj!Ji)(6事象年度における契約実績のうち主なものは，
次のとおりである。

研究開発貨では. 大型海洋観測研究船のl!I備等の鱗
負契約及びマルチチャンネル反射法皇軍�システム等の
売買契約を締結した。 また，北極海観測のため. 米国
アラスカ大学と紛由自の傭船契約を締結するなど， 海 外
の研究機関と直接. 契約を締結した。

業務違�貨では. fなっしまJ. fかいようJ. fよこ
すかJ 及び 「 しんかい2(削」 の運航管理察務. 65ωm 
潜水調査紛 fしんかい6旬。」 の定期検査工事等につい
て契約を締結した。

その他. rかい こ う 」 の完成に 伴 う て 必要となる盤
側婦の建設工事の契約を締結した。

なお. 平成2事機年度以降の契約実績{支出際図)
は， 表-3のとおりである。

M開MW
初
回
目押
叫
ぬ
幼
帥
叩
M開
削剥
初回
別

表-1 予揮 緯 移
(.111位 樟円}

30 

ロ

園

田

聾-2 出置歯の増加紋況
{単位:瞳円〉

区 分 5$幾年度 織成比� 6 事 雛 年 度 構成比事
(%) (%) 

政府出資 金 108.704.192 99.9 119.972.192 99.9 
民間出資金 30.ω。 0.1 30.000 0.1 

計 108.734.192 100.0 120.ω2.192 100.0 
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轟-3 契約{支出原因}祇況草鹿別権移
<.位:干円〉

年度 合 計 段計・監理及び工事契約 物件その他の契約
契約金額 件数 契約金 額 件数 備 � 契約金額 件数

⑮ 5 
(6，072) ⑮ 54，.お30

49•
• 
8応804 

1. 金 1 件額及 20び0万契円約以件数上の契約2 4..9336 42 •• 818ω 8 2 2 19 4 652，634 30 164 
⑮ 3，337，幻9 (6，仰の ⑮ 21 .， 7O924l ，

，87415 5 
⑮ 2. 段計・監件理�及 0万び円工以事上契約

3 6 5 4.519454A，6538 4 11 'ま， 1 
5，219，37 3 219 34 165 3. ( ) 内Iι 全契約件数

A⑮ g6，1 m7
37 
•
• 61020 2 

(5，8632 〉 ゐ⑮9
M，29O 3l..6鈍ω8 

4 2 4. 変更契約件数は除く198 15 5 ，375，174 183 
⑮ (6，臼43〉 ⑮ ⑮ 5.  .は債務負健行為

5 81 •• 6790993，Oω “ 9，294 I ，.鈴35 951. 70 2 
初4 1，353， 624 24 7.355.586 270 

(6，022) 
6 ⑮ 193， 

.121313 ⑮ 183. 
.121313 1 

し一一 147 ，382 252 例>6，3お 38 241，057 214 
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4 土地と建物

(1) 土 地

昭和47.年4 月. 箇から神奈川県横須賀市の国有地
40，159.57ø!の現物出資を受けた。 ま た昭和55事業年
度以来工事を進めていたセンタ問地先 の埋立工事 を.
昭和57事誕年度までに18.391.84ø! を綾工事せた。 昭
和秘事業年度には. 固からお6.鈎dを鵬入. 'lI!1こ. 昭
和ω年5月には第2lØ1埋立工事として4.518.93ø!を竣
工事せ，土地の合計面積Iま63.926ø!とな勺た。

尚. この埋め立て地 と既存地盤との悶に段差が生じ
ていたため， 既存地鍵の議上げ工事を， 昭和61-6�年
度で実施した。 また， 昭和6ト平成6年度で練内環繊
盤備工事を実施した。

(2)建物

表-1 のとおり昭和47車業年度から順次聾備 してお
り， 平成5事業年度迄で 各種 研 究施政機初練. 延床面
積22.702.83ø!とな った。

平成6事業年trlι新たに無人努Ji機墜備場{鉄骨
巡り. 2階建， 延床面積493，5Iøf)を懲役中である。
また， 老朽化している海洋工学実験織の屋根の改修工
事を実施した。

量 ー ' 研究施盤骨盤備状況

〈単位: øf) 
建 屋 区 分 延床面積 !U高年 度 建 屋 区 分 延床面積 事E備 年 度

潜水シミュレータ棟 1，認6.64øf 47年度及び:50年度 食 堂 198.69øf 51年度
海 級 研 究 練 430，鈎 47年度 動シミa レ ータ物

様
初2.05 52年度

ユーティリティプラント 330 ω " 
受 電 所 動物実 験 機 754.84 54年度
海 洋 研 修 様 弱4.88 " 

平成4年度改修
潜水呼股器t;t験室 54.08 5�年度
潜

型車
水

備
調

犠
査船

付
護

属
側 場

練
2.017.73 S

度
8
及
年度
び

.
平

平
成

成
3 年
元

度年海 洋 工 学 実験犠 3.0∞∞ 4
平
7-.成4 S

8年
年

度
度改修

海
保

洋 実
管

験 機 材庫 112.18 59年度
潜水訓練プール線 1.569.57 48年度
ガ ス パ ン ク 機 345.60 48年度及び53年 潜

変
水調査

電
船型車備

機
場 72.0 62年度

廃棄物処狸糠 153.90 48年度
深 海 総 合 研 究 機 5.639.82 平成5年度

本 館 2.249.93 49年度
海 洋 研 究 棟 1.981.80 " " 

�鹿実験水槽線 622.33 50年度
無人努査機R備 場 (493.51) 建N中

情 報 棟 796.50 51年度

合 計 22.702.83øf 
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図- 1 研究施段寄配置図

@本館

@食堂

@深海総合研究機

@海洋分析機

@動物実験憾

。aーティリティプラント
@潜水訓練プール棟

@潟水シミaレー聖徳
@海峨研究機

@ 海洋研究練

@情報練
@海洋工学実験嶋

@高庄実験水僧練

@海洋研修徳

@廃棄物処理機

@盟主偏ta付底練

@潜水調査船警備犠

@型軽人傑査機設備場(述段中)



5 国際3tìfE

地主君温暖化現象，昨今町異常気象等.地獄環場問題
に対する関心が世界的に高ま勺てきている。 その中に
は， 海洋が主対象であるもの. または海洋が大きな影
響を与えていると考えられている問題が数多く見られ

海洋の研究開発に対する祉会の期待は， ますます大き
く な っ てきている。

海洋科学技術センターでは. 太平洋を中心とした深
海. 海中. 海洋表面. 大気にいたる調査研究並ひ'に海
洋観測機探等の開発に取り組んできている。 しかし.
地球殿犠に来たす海洋の役割とい勺た問題の対象が広

大かつ多岐に亘勺ている為.一研究機関で取り扱うに

は資金および人的資源の商から限りがある。そこで.
広範囲におよぶ研究分野や. より高度な伎術開発分野
について， 研究者および研究強関が国際的な研究協力
体制の下で共同研究を実絡し， その資金および人的資
源を有効的かっ効率的に活用することを考えること以
重要である。

海洋科学筏術セγターでは， 海外の優秀な研究者の
紹へい， 受け入れ. および. 当センター研究者の海外
研究機関観測船への乗船など. 国際共同研究を積極的
に維逃している。

また. アジア・太平洋地措置の発展途上国における関
連研究開発レベルを向上させることは. 将来の海洋研

究開発の発展のために質要な77クタ ーであると考え
られ. 出来る限りの研究協力を推進していく計画であ
る。

平威6年度におげる国際研究協力を含めたまな国際
交流活動Iま以下のとおりである。

(1】多箇問!I.!カ

1) 世界海洋観測システ ム (GOOS)
2) 納得海洋および金E重大気研究計画 (TOGA)
3)世界海洋循環実験 (WOCE)
4) :lt太平洋海洋科学機嫌 (P1CES)
5) 深海掘再精f函(ODP)

(2) 政府間協定にもと づく国際也カ

1) 天然資源の開発利用に関する日米会議(UJNR)
2) 日中亜熱務循環系の調査研究
3) 日仏共同 fKA1KO.TOKAIj計画および rSTAR

MER/NEW STARMERJ 針薗

(3)樋民間協力協定に基づく回線也カの実線

機関間協力覚書を締結している研究所は. 以下のと

おりである。

1) 米国ウッズホール海洋研究所

昭和63年に研究臨力協定を締結して以来. 海中音響
トモグラフ ィ観測設街. 有人潜水紛の運航. 利用技術
などの共同研究を実施している。 本年は. 北極プイを
共同開発して段置. また s テザー式海洋音響ト モ
グラフィ ーの開発飽力覚書を締結した。

2)米繍Ã'Jリ プス海洋研究所
海洋科学の幅広い分野. 特に. 海洋大循11.. 海洋音

書 ト モ グ ラ 7 ィ ， 太平洋海洋プレmトの変形に関する
研究について. 研究協力協定を締結している。

3) 米盟大気海洋庁太平洋梅津型車検研究所
(NOAA/PMEL) 

国際共同研究エルニーュ，観測のお礎技術について
共同研究中である。 また. 熱帯績での係留観測プイの
展開について共同にて検討中である。

。 イ ン ド ネ νア技符市制面広周庁 (BPPT)
WOCEおよ び:TOGA (前述}の-11として. イン

ドネシア経済水緑内での海洋調査について協力関係に

ある。 また. グローパルリサーチネットワーク(GR

NS)申ー環と して，湯量暗磯デー タ セ ッ ト 作成研究協
力を実施している。

5) 7ルフレッド・ウェゲナー極地海洋研究所

(AWl) 
平成6年6月. テイルザー所長がセンターをtñ関さ

れ.包指約な研究協力関係を持つことを希望された。

極地鰻揖廠究分野および深海調査技術/深海研究分野
において包括的な研究協力協定を結ぶベ〈舗鍵中であ
る 。

(4) モの他の主な研究臨カ

協力協定の締結までには至 っていないが. 以下の機
関と研究協力を実施した。

1) ウ ィ ス コ ンシン大学
笠気飽和潜水に関する動物実験について

2) 7 ラ スカ大学およびロシア北極南極研究所
チaタチ海観測について

-8ー



3) メリーランド大学

深海微生物申分繊/婚餐等について

{日外国出自t闘車問. 在外研究員等の澱泡海舛研

修者の網"・

詳細については..斜10 r外国出張等Jのとおりで

ある.

(6)科学後続1Tフzローシップ湖底にaづ〈海外研究
者の受tt入れ.

鉾績については.資斜10r外園出張等』のとおりで

ある.

(7)外相人家紛者の受け入れ.

詳細については.資料13f来防省Jのとおりである.
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第 2 章

研究開発活動
1. 深 海研 究者事

2. 深海開発銭術書官

3 海洋観測研究綿

4. j毎峨開発・利用研究部

5 . 巡 航 総

6. 電子計算機釜

7 . 深海環唆プログラム推進課

8. プロジェクトチーム



M2. 研究開発活動

1 • 深海研究銀

l1)研究の方針

当センタ Fにおける深海研究は. 海t曹における必1告
かも現在にいたる御車の変動現象や. それに伴う物理・

化学・生物・地質漫象の相互作用を解明し t深海織
のte合的な理解」を8的として爽縫している。 この目

的のために.有人湯水調査鉛l';tテムfしんかい叡聞IO�

およびf しんかい飴∞ム鰻人録道後fドル7ィンー
3 K"・ 深海曳高正式探査システム:JAMSTECディ'

プ・トウJ等を有効に活用した研究壱進めている。
昭和58年度以米深海でこれまでに知られていなかう

た種々の現象が発見され. 深海峨が島わめて変化に富

む世界であることが明らかにな。た。これらの現象は
鉱物および生物資源や. 環境・紡災問題はどと密接な

かかわりを待つため. ζれらの現象を伊月し. 相互関

係を 明らかにするための研究にも2量点をa置くこととし

ている。

すなわち. 深海犠記おげる長期観測によ勺て. 短時

間の調査では捉えられない深御陵の長期変動や. 発生

時期が予想できない現象幸正E置に把慢する。また， 隆

起源および生物起源物質の涼潟への移動・鉱散過程'1>.

S匝海拘置の然水. 冷水なと'掩護沙ら供給される物質フラッ

ヲスを杷鍾1.，.海洋全体における物質の循環過程を明

もかにする.

平成6年度fま. 1)渚水調査紛によるB:$:周辺と大西

洋および東太平洋海績における総合調査. 2)栂模湾初
島沖におけるf深海底総合観測ステーシ，ンJによる
S盛期観測， 3)隣西諸島および東シナ海における物質循
環研究を主体とした研究を災施した。

(21研究開発の概要

1) fしんかい2000Jによる縄資
平成6年度の「しんかいぬ∞..! I乱従来から重l�海

犠として調貨を行なっている伊豆・小笠原諸島. 衛首

路島. 三鐙金穆山沖.栂償t宵. IW海トラ7. 巡州灘。
B本海司事の海滋で潜航繍進壱事官絡した。

日本精では平成5年7月に発生したíl993年北海道

問西沖地震ー震源綾周辺の奥尻海績において調査を行

い断層運動等について有益なデータを得ることができ

た.伊豆・小笠原諸島海域では.海経鉱物資源の銭武

海理E火山の活動史に関する測量�. 間酋鰭島海域で(;1..

沖縄トラ7の熱水活動t己附する自国宣告.;1.(縫した。また.

相償問・衛海トラ7ではプレートの沈み込みに伴う変
動現像や生物活動に関する調査を行ない.三陸沖・遠

州認ではまに水産資源として重婆結集物に省gした調

査を爽.1.，.特に遠州援の金洲の織では化学合成生物

群集の調査が行われた。

2) rしんかい6500Jによる潟造
平成6年度の「しんかい6筑蹄Jの潜航割'1'は昨年6

月から 11月に かけて大西洋中央海験と東太平洋海膨海
域で国際共同潜航調査を実絡し. 合計6O@Iの潜航を無

事に終える事ができたc この一過の研究航海は. MO 

DE・94 (Mid 0国.nic Ridge Djying Ex牌dition)計
図と名付け品れ.大西洋においてはウッズホ-)1侮洋

研究所(WHOllとの研究協力協定により. また東太

平洋においては科学妓街綴奥羽Jurr海副賞におけるエ

本ルギー・物質フラックスの解明に関する国際共同研

究Jにより. 園内各犠B唱の怠加により海F草地縁(海洋

プレート}形伎の場である中央海信系における地質・
地E書物理・地EまIt学的伝総合研究を行う計画であラた。

なお本計画はインターリヲジ計画(In同r Rjdge)の

一週間でもある. 8月下旬までに. 大西洋での2行動が

順調に鈴7し. さらに9月14Bから東太平洋海膨にお

いてI.Iilfを開始しl\ij29Bに金行動を終了した。

3) iドル7<ンー3 KJによる純資

平成6年度の「ドルヲィンー3 KJによる深海絢査

は「しんかい20∞J の事前縄査を含め. �崎西諸島. 鹿
児島湾. 相模湾.三陸沖. 日本海等において織鉱調査

を実絡した..1:な内容は.鹿児島湾の海底噴気現象や

それに伴う生物混集の潟査. 湖西t富島の然水活動. 相
機湾におけるプレートの説:み込みに伴うた変動現象や
生物活動に関する調liモfTゥたaまた. 相模湾では生

きている化右と呼ばれるオキナエピスガイに関する調

�b待。た。

。 JAMSTECディ ープ ・ トヲによる調査

lf.・成6年度は.fJ鈎3fI'北海道南西神勉震J余震域

および三臆仲日本海溝において平尾HJt:10月からllij
にかけて深海曳車穏寓査を行うた。朗容については. 奥
尻島北西から蘭笛沖にかけて， 住状線泥と対応させた

海底の観察を実施したc その総操. 本海械では地.等
による海底�L泥流が繰り返し鈍生していることなどが
明らかにな令た。三陸沖については. 緩めて�常な気

/11.により海況不良が緩いたため. 新たな知見は得られ

なか今たが. 海溝陸銀斜面に底filìJ(i耐定期保留系をE聖

書i1.，. I王手閉め長観樹首査を行う予定である.

五) �軽侮織の長期観測
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平成6年度l乱 栂糠湾初AM>に設置した 「深海窓総
合観測ステーνョンJ による観測を継続する と共に，
鐙上局を初島海洋資将館内に移投L.. 陸上島の観損l除
勧lを強化した。 これに伴勺て. 水中部および陸上部の
活様を無停略化した。

観測の結媒. 平成6年11対の伊豆半島東方沖の鮮発

地緩とそれに本目前後して発生した地中温度の変動. 同
10月の北海選東方沖地袋等の途地地震liI.びそれに伴う

圧力変化を検出している。 また観測開始以来シロウリ
ガイの放繕 ・放卵と思われる現象を10@l程度確認し.
放精・ 放�ß活動に与える環境悶子について解街中であ
る。

6) 深海の物質循E軍
平成6年度は， 海洋における物質係環研究のために.

沖縄トラ7および東 シナ婦において. rかいようjで
2航海の調査があり， セジメ ン ト ト ラ ップの回収・設
置. t量水. C'rD. 濁I!t. 祭主E宅事を行い. デ四タやS式
料の分析を行令た。

(3)主な研究m発の内容

1) 深海底の地形， 地質および地球物趨
平成6年度はMODE'94による大西洋中央海績と策

太平洋海膨で大宰な成果が上が今 た。 こ こでは主とし
て大西洋と太平洋の成泉について述べる。 大西洋中央
海績のヶーン断裂帯の西WMARK地尊重でほ地殻下部
及び最上部マン ト ルを織成すると考えられる岩石がト
ラ ン :J..7;t-1.>.断層沿いに上昇してきているのが初め
て観察され縁取され. 大西洋中央海績に上昇するマン
トルの佐賀が明らかになる。

上下方向の断層地形. 地すべり地形及び線復の見え
る断層が観察され， ト ラ ン ス フ ォーム断層が現在緩め
て活発であることが明らかとな勺たeまた， 申iR事すべ
り耐とその表面の断層給土を観祭・採取でき. 活動時
期. 活動悶嫡等の解明が期待される。

一方. TAGの熱水マウンド (直径約250m. 商事*!J
5Om) ではその全体とその周辺海底の詳細な地形目 地
質の�lilil.ぴビデオの映像の解街を行。た。 その結果.
熱氷マウンドの締衝な榔遺. 形態が明らかになり， 然
水マヲンドの地下構造が1量定され. 断層と熱水マウン
ドの分布関係から熱水循療に関する新しいモデルが得
られた。地磁剣T資源の値としては. 従来の観測健に比
較し数10倍大きい100mW/nfを鎗えるliliが得られた。

ブ ラ ッ ク スモーヵーからの熱水噴出状況をそユター
する鉛滋型長期損度測定装紙〈通称。 ジャイアントケ

ルプ. Ciant Kelp). 執ホマウYドの5駐車i付近の勲流
盆を計測する長期熱清貧観測装!i (通称.大仏). 然

氷マウンドの表腐付近の海底環境を鰻祭する長期海底
観察装置l (i麗称.マナティ. M制副田〉及び海底地震
討を 「 しんかい65∞JでTAG熱水マヲγドの上に�
置する こ と に成功したg即iの2 つの装置は現在も計測
中であり. 葱年3月に共同研究相手国である米国の潜
水船: 7}レピY考� Iこより凶収された。

TAG熱水マウンドのプラ ッ ヲ ス モーヵー及びホワ
イ トス毛ーヵーから噴出する魚水の採集に成功した。
分析の結集. ry)レピシ号J Iこより1990年に採取され
た時の分街憾とは異なゥた化学級成. 特にシリカと硫
化水型軽の値が得られ， 地下の熱水活動に変化が生じて
いることが示唆された。またホワイトスモーカーの黙
水のアルカリ度と水紫イオ ン濠度 ( p H ) の備は中央
海嶺で今迄に得もれているどの値よ哲も低いことが判
明したe

母紛 「よこすかJ に装備された観測議置により. 中
央海畿とその周辺の広樹脚物理蹴倒を実絡し，ま世弘
愛カ. 地磁気に関して延べ8.∞0マイル以上にわたる
観測が行われ. 22・Nから40.Nの範廊の大西隊中央海
獄中軸穏で今迄地疎物理観測値の無かった地嫌が完全
に埋められた。 これらのデータは申央海嶺の地下嫌造
や温度機造を知るための重要な手儲かりとなる。

14・Sから2O.Sに至る東太平路海膨では2行動〈第
3 .  4 レ グ) が持たれた。 潜 航の結果. プルームの直
下に優勢な熱水活動が発見され， 例年度の事前掲壷の
結果が裏打ちされた。 治 航は4ケ所の地点で行われ.
ブラ ッ ク ス モーヵーで代表される高温の熱水活動 ( 2
ク所; RM28.RM29)と. 低温の広範な熱水活動 ( 1 

ゲ所; RM23)が発見された。 プルームの化学級成は.
その起源が高温のプラ ッ ヲ スモーカーであるか. Jt:ië 
な低温の湧水であるかによって明瞭に区別されること
カ伺月らかにな っ た 。 つ ま り . 硫黄に'A'むプル-1.>.ほ低
温熱水起源であり. 鉄に1((むそれは高温熱水起源であ
るe また特徴的なことと して. 低温のサイ ト Iこはエピ，
カユ. ヒパリ貝. イソギγチャクなどの生物が密集し
ているのに対L.. 高温サイ ト にはきわめて限られた生
物しか観察されなかった。

高温剣水4ま地下で沸騰していると考えられ、 海水の
燈分濃度の4分のlのものや. 海水の纏分濃度の1.5
傍のものが見つかった。約者は蒸気の樗凝縮したもの
で. 後容は濃厚1.1*が噴出しているものと怠われる。
低混熱水はチオ厳厳を含んでおり. 硫黄を酸化するこ
とによ勺で独立栄獲パク チ リ 7がエネルギーを得てい
るものと考えられる。 またそれにより この地点の非常
に濃集 した生物群集が支えられているばかりでな く ，
プルーふ申に見られた高いパヲテリ 7濃度の原因となっ
ている。 これらの結集を総合することにより. 地E苦肉
告書からの熱や物質の放出量が定量的に計算できるよう
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にな勺た。 例えば. 南部東太平洋海膨における海械の
単位議事当たりの鉄の放出量は， 北部東太平洋海膨の
ω倍以上に途することが分か勺た。その他の元素やこ
E量化炭素. メ タ ンについても間後に高い放出盆が見ら
n. ここが地球上で最大の熱・ 物質の放出点であるこ
とが判明した。

第 3 レ グの成果を諮まえて熱水プルームの滋下で
「 しんかい65∞Jによる15自の措華航を行い， 新たな熱
水チムニ句がRM28，RM29，RM24.R:V1例で合計8サ
イ ト 見つかり. チ'"ユーとその周辺か色葬礼水， ブルー
ム. 熱水位沈殿堆制骨，チ'"ユーおよび生物の獄斜な
ど7ラックスを見積る為に必要な7ルセットが得られ
た。 線道海域の-ji北にあるR加104のチ'"ニー{白織〉
はa陸海温度3 74'Cで量生に富むスモーヵーの代袋で他の
サイ ト のチム・ユーとは異なること 舟gわか今た。

東太平洋海軍草の海嶺紬lζ沿っ た14・から18022'SIζ要
る広艇は地域の地形 ・地質. 岩石の情報から各セグメ
ン ト 毎の詳細な情報が得 られた。 特に海綴紬に道交し
た方向〈東西方向) の情報が多く得られ. このことか
ら速い鉱大輸の発進史についての大きな手掛かりが得
られた。

海嶺紬のよに長期熱流量測定装置 {ケープルf1と座
布団g)J). 短期長期熱謙撮測定装置 (1lI!布団型}を設
置することに成功した。 ζれは地獄の内部から放出さ
れる熱流量を.iE磁に測定する装置で， 熱 フ ラ ッ ク ス の
解明に大きな手掛かり がえられま したe また. 海底地
震計を 7i1海底に綬慢し音源 (エアガン発振緩〉を用
いて海績の地下機造の解明を行った。

3 レグと4レグを通じて母鉛 「よこすかJ に装備さ
れた観測装置により. Jtt太平洋海!lliとその周辺の広織
地縁物理観測を実施し. 泡形. líカ， 地陰気に関して
延べ約7.∞0マイル以上にわたる観測が行われ. 140S 
か品200$の範周の東太平洋海膨申給部で今迄地球物理
観測値の無かラた地調l (18045' .200$)も完全に緩めら
れた。 これらのデータは中央海磁の地下傷造や温度構
造を知るための.:繋な手織かりとなる。

2) 深持軍織の長期観測
平成6年度は. I縫上局の機能向上として. 夏島局に

オ ン ラ イ ン データ処理システムを!'l備し. 前年度まで
はモ品タ醤iliiへの数値表示 しか行われていなかゥた.
C1'D. 地中温度， 滋向流速の各データについて. リ
アルタイムデータ及び過去に収録 したデ甲タをグラ7
表示による変動現象の司被化等， 陸上綾織の機能向上
を行った。 初島局においては. 地震のディジタル波形
データを連続的に収録するシステムを製作した。 また.
初島陸上局の初鳥海洋資料館への移設をí'Tい， 本絡的
な観測体制を量Eえた。 また. ltillJ精度向上のため. C

TDセンサの現場4'令リ プレ ー シ ョ ンを潜水調査船
fしんかい2ωOJによ り飲みた。

これまでの観測で. 平成6年11月の伊豆半島東方沖
のやや鍍著な群発地震に際し. $.p時間が約 2-3秒
の地震波形を観測するとともに. それに栂前後して，
シ ロ ウ リ ガイ群集内の幼申温度の低下現象を検出した。
また. 周年10jjの北海道東方沖地震に際しては， それ
に伴う圧力変化をC1'Dで検出している。 テレピカメ
ラにより， シロウ リffイの放縞 ・糊Hと尉コれる現象
が!it草さ れており . ステーショ ンの綾fIf以来これまで
の悶に10回程度観察されている。放精・ 放卵が行われ
た場合. 長期ス テーショ ンのテレピカメ ラ樋扇が一面
に白濁し， 約5分間にわた勺て視界の惑い状態舟犠〈。
画面が白濁するため放繍・放卵を行う個体の正破な健
体数は不明であるが. 通常. iÑi笛か.;観察される範囲
に数十銭体のシロ ウ リ ガイが観察され. その内+数舗
体が放精・ 放卵を行う。 1者自体の放事費 ・ 放卵時聞は十
数秒から約 1分程度であ。た。 放精・ 放卵開始時の水
準は3'C前後で. 開始腕の水温 よ り 約O.2'C緩度常に
高<. 従勺て海水準のー特約な上昇がシ ロ ウ リ ガ イ の
紋精・ 放卵活動の引き金とな勺ている可能性が高い。
但1.-. これまでのデータから翁海時に常に放精・放卵
現象が確E草されている釈ではなく， 今後も引き続審綬
衡を継続し， テ レ ピ薗像及び各種物理計測デー タを解
訴することにより. 化学合成 主主物鮮集と地態変動の関
係、についての新たな知見が得られるものと期待される。

また. C1'Dデータの針演j精度向上を目的として.
キャリプレーシsン済みの自己記録型C1'Dセ ンサを
ステーショ Y近傍に一定時間般債後図収1.-. ステーν，
ンに搭殺されているC1'Dセ ンサのデータと比較する
ことでキャ リ プレーシ，ンを行う猷みを. 潜水調査紛

「 しんかい2000Jにより行勺た。
現在. 当センターではf自己記録�J. r リ ア ル タ イ

ム箆J 及び「 プイ衛星型」の. 3つのタイ プの観測手
法による深海底の長期観測計画を進めている。特別研
究および共同研究で(i. rプイ衡島mJ 長期観測ステー
ショ ンの基礎研究を進めている。 これは. 日本海溝の
ように.健から速く 縫れた. 水深の潔い嶋所で発生す
る地緩や津波を長期かっ広敏的に鯵J則するために. 海
底で連続観測を行い. そ こから一定期間毎に海面にプ
イを浮上書せ， 衛星経由で援上にデー タを送るもので
あるe平成6年度は. タイマー怨動方式の切り離し鍍
搬を搭殺 したf機緩ス テーションJと. r横鍵データ
伝送プイjとをま式作1.-. 切り縫1.-1動作とえチーシ冨ンー
プイ 悶のデータ伝送機絡を磁叙するこ とを目的とする
実海織での実験を行った。実験は 2回実施し 1回目
はステージョ ン全体を船上か ら ケ ー プ ルでS程度6.0∞
mまで吊り下げて行い. 2回目はステーシ，ン全体を
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回収できる係留系壱滋賀!tl.，海成』ζ実際に設.ij!lして行。
た。 1@)!3の実験では， 切り離し動f'F&びデータ伝送
がほぼ正常に1Ï'われていることを確æしたが. 2@)!3 
の笑験では海況の態化によりえテーシgンが回収でき
ず， glJの機会に回収及び災験結娯の解析を行うことに
な勺た。

f自己記録!J2Jの長潮観測については. SJZ.高x6年度，
JAMS1'Eα裂ディジタJν海底地.1llf討を開発し. 北海道
前西沖>>.ひ守自検湾初島沖にて試験観測を行った。この
海底地震計法， 3成分のセンサ出カをlOOH.サンプリ
ングで3カ月間ディジタル連続記録できることが特徴
であるe
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図ー， 鍛精・惣卵輔の水温変化
A:柑9・年5月26日. B: 1揖4年7月22日 C 叩95隼1月268.

車線凶放精・放卵随始時期

3) 深海の物質循環研究
近年:CO， (炭殻ガス). CH， (メタン)をはじめと

する温室効巣ガスの大気中濃度の増加により， 地E事温
暖化が世界的な問題となっている。海洋t草地琢表面積
の約70%を占め. 大気の50倍以上もの炭紫を含んでい
るため. 海水中の炭紫の微少な変化が大気中のCO，濃
度に大きな変化とな勺て現れる。さもに海洋における
炭紫等の物質の輸送・循環過程は緩めて不明なところ
が多い。それゆえに地稼温暖化の予測のためにも. 海
洋における炭紫哲事の物質の鞍越・循環過程を把怨する
ことは， 大変量著書であるe 深海研究$では物質循環研
究として. 平成4年度からプロジ&クト研究「深海の

物質循環に関する研究Jと科学技術庁娠輿1周妓貨によ
る「縁辺海における物質循環機楊の解明に関する国際
共同研究) (MASFLEX)に取り組んでいる。

「深海の物質循環に関する研究Jでは. 当センター

一14-

写.-1 ステーシーンから見たシロウリガイ(1995年1月26日}

A:蝕精・鰍E前置前(9:�). B:敏椅・紋卵軍後(9:38)



の特色を生かし. 他の研究機関では実絡が1ft幾な.深

海底周辺における物質循環過程に関する研究を行ゥて

いる。本研究の自的iま. 沖縄トラフにおいて海水及び

f盤機物の総合的な観測・研究を行い . 液体co./然水

/冷水として濠海緩から噴出する物質について.その

量・底分を程費量すると共に.∞Jラスレートの存在

itを見積もることである。さらに.海洋における物質

循環骨量鳴を明らかにするため.燈起源物質・生物館源

物質の深海への験送過程を含め. 深海底周辺の物質の

移動・鉱微量Ut過程を綬測・研究するとともにそれら

の剣査のための機務開発を行うことである。今年度ほ

ー沖縄トラ7において銅査を行令た。まな調査内容は.

然水噴出城〈陶If西海丘)を中心に系統的な採水. c 
TD観測. 濁度計測. ピストンコア/ポックÃ"7録

制Ë.サプボト...プロ7rイラーによる調査である。保

水銀斜については.鉛上でメタン， ラドン. 金炭酸を

測定し. 渡りのサYプルは. 実験実に持ち帰り天然欽

射性被糧.窓会.等の分続を行令たs現在のところ分

割ーはすべて完了したわけで俗ないが.鉛上で得もれた

デ-!1にI;�水起源の化学的シグナル. つまり高濃度

のメタンおよびラドンが見られたeまた. 昨年度沖縄

トラ7中紛の水深1.7∞mに綾還したセジメントトラッ

プシステム(会長1.200m. トラップ3�. iiI!向涜遮

針31')1 係留を回収し. 同地点に再銭iIしたほか.

新たに統球梅鴻陰側(JJ!良問海裂筒東側〉の水深
3.7∞mにもセジメントトラップシステム(会長3.000

m. トラγプ3l1i. 涜肉流速計3]1) 1 係留を設置し

た。沖縄トラ7申輸より回収したセジメントトラヲプ

サンプルについて.炭素. �紫. *案.。ン.ケイlIt.

重金属. a射性按種軍事の湖定を行った。これにより.
一昨年度.昨年度と2年間にわたるフラックス変動吾

絶望ーすることがで轟. 沖縄トラフでは海底に滋積する

量の方が. その上局のトラヲプにたまる量よりも多い

ことがわかヲた。これは. 東シナ海大陸棚の地積物が

大陸揚斜面を伝わって連lまれて来ることを示唆してい

る。はお. サンプルの分析は現在も道行中である。

「縁辺櫛における物質循環機嫌の解明に測する国際

共同研究J 1;1. 国立研究償問・犬学等の13研究機関.
17研究グループによりはる共同研変であり. 中邸との

回線兵問研究でもある。本研究は. 生物生産の高い縁

辺海における物質循環過程の時笠間的!Il:動スケールの

把績とそれに関連する翁過程を解明L.縁辺海bl海洋

におゆる物質循環に祭たす役割を明らかにすることを

目的とする.特に隆起源物質・生甥起源物質の物質収

支から対象海域における生座il.物質移動循環盆の時

!G間変動是正確に把豊富することを第1のB的とし. �

U，1)1孟m，;.-ナ海及び刷辺海織を研究海域に選定した。

深海研究徳は海水中の巨大位状物質(マリンスノー}

の分布. 存在盆. 形態.沈降過認を中心とした研究を
剣畠し. マリンスノーカ〆ラを開発し ょreの項gに

ついて調査・研究した。さらに.微小司書濁健子につい

ては.先送過度計を使。てその分布と零�.祭itを明ら

かにした。懸濁紘子Q)分布は氷涜栂遣に大事〈依存し

ていることb明らかに伝うた。従事華道皮の早いマリー

ンスノ ーも又水塊梅迭に大き く 依存してい る. ll健生
51に大き〈関与する鉄について . 荷主存F・(n)及び

t�状Feの耳障動を明もかにするためにサンプリング

(採水〉を行令た。また. 本年度は第IlVl.終年lJrで
あり. :$プロジ必クトの研究成県をJê1.liするため. 学
会の特別セッションや国際シンポジウムを開催した。

�) 深海の化学合成生物採集に関する進礎研究

地路線複で海洋生物環境の実態を解t斤するためには.

生物b��生物環境とどのようにリンヲL. またどのよ

うな彫穆を及ぼしているかを犯怨することが盤要であ

る. このため，浅海犠の生物のみならず深海崎直に生息

する生物に関する研究が大きな愈穫を待ヲ ている。ま

た . 担磨海生物tι我々人績から晃れI;!. 海底.崎県.

像温という苛髭紅型開に生息Lていることから. その

適応繊能11.独特であり. これを解明することにより.

人婚にと勺て有益な機能を見出だすこともで串ると考

えられる。海洋特学技術センター1:1.. 有人・無人の治

水調査船を有L:設が箇で最も容易に深海域1�7ブロー

チで曇る機関であることから， これらの深謝主主物に関

する創造研究を積4量的に実施している。

平耳H!i'lJrにおける深海生物に関する純益研究は.

これまで見つか勺ている相模湾・小笠原t!島海域・沖

縄トラ7・鹿児島海にある化学合成生物軍事織を主体と

して実絶した。また.新たに遠州遣の金洲ノ瀕では化

学合成生物群集の本格的調査を行ヲた。

深海拘置の化学合成生物群集について.

① 生理主望書学・分類学的研究

②深海生物の飼育手法の検討

③生化学・分子生物学的研究

の3つのテーマを設けて行な勺た。分耳目掌的・生理生

態学的腕究では.化学合成生物鮮.を構成する動物納

を把鑑するために.化学合成生物��の申で1Ii:要な位

。Eを占める欽体動物等の分Rí:学的研究を行い. 日本周

辺のみならず世界各地にいる化学合成生物邸織との比

械を行。た。深海生物の飼育手法の検討では， ユノハ

ナガユやオクギガニ怨の飼育を継続し これらのカエ

は3年以上の長期にわたる錆育に耐えうることから.

今後の本緒的む各種生智頭識に供することが可俊とはヲ

た。また.鹿児島湾から篠集したハオリムシ績につい

ても硫化ナトリウムを添加することにより飼育に成功

した。生化学・分子生物粉ヲ研究では. シロウリガイ・

-15-



5) 緊急研究など

<D i海底変動に関する研究j

(期間 : 平成時年度) (望書徒者 . 将学主主術斤}

本研究は. 平成8年12月28自に八戸沖臼本t極海で発

生したM7.Sの地量産にかかわる平成6 年度科学技術綴

興掬礎資による緊急研究と して実施されたs 当センター

においては， (1)海底ステFシ . ;/による環縫変動観測.

(2)海底地音量針による余緩観測. について笑潟紙調獲を 4 . .・・
行い. 地震活動に 伴う断婚や海底地滑り等の海段変動 。

と地震活動との関速を明らかにする ことを目的として

実錯した。 このため. 平成7年3 Jl. 海洋観測 紛r若

淑丸J により本畿の震源南側の余袋が多〈 発生してい

る鳩拘置に海膨蝦tt 3�. 海底Zテー シ ョ ;〆 1 適正鵠

捌し観測を行。た。

海底ステー シ B ンIま八戸沖日本海郷里量側斜筒 (北線

40・07.62'. 東縫143059.15' ， 水深4，220m) に約20日

開設穫され， 海底滋上 (水深4，220m) の師i向 ・ 掛i品�，

濁1!!， ピデオ映像. 海中音穆のデー タが， ま た海底上

約35m (深度4.185m) の淡向 ・ 総連. 濁1ftのデωタ

が得もれた。 海Jn:ょにおいて得られたi斑向 ・流速・

濁!!tの変動によると. 流向は90・-270。の簡で変動し

南向きの流れが卓越しており. 浪速については. 平均

波法7.2叩/s回. 最大脱退21叩/secで. 約12時間関191

の変動が皐量書していることがわかった。 また. ビデオ

カ メ ラ と濁lJt'官「に よ り 3 月 19日の063争-12時にかけて

滋しい濁9が確f{!.された。
海陵地緩討は3NSß\'1I!したが. 観測期間中tζ海軍E地

hìl計を回収するこ とができなかったため. 余話E分布に

ついては. 東北大学の陵上での観測縫製を見せてmい

た 。 位緩や深さの精度は望め ないが. 大 きな余震の獅
無についての情報は得られるため. 海底ステー シ s ン

データとの比較に使用した。

余 電量分布と海抜ステー シ E ンでu}品れたデー タを比

較した総集. 今回級制されたi蝿伎の上昇は， 余怨によ

る斜面脱線よ廿 も強総による海底袋騎の土佐官置物の巻き

上げによ る可能性が部く . 余震に誘発された斜編磁場

のllU事告捉えるには�らなか った。

ハオ り ふ シ鎮の1寺つ活性物質， 脂肪後. 抗泊物質の検

索を行ったe また. シロウ リ ガイ 費目 ・ シ ン カ イ ヒ パ ワ

ガ イ 鎖 ・ ハ オ リ ム シ 慾 ・ 綴定績から遺伝E日子の納おを

2式み. 一部陸上生物との比殺に者手したc

一方で. 金海洋のプレート 燐界織に存在する化学合

成立主物群集聞についての比較研究も行ゥた。 第ー段階

としては. 相模湾の化学合成生物群集と重要似した環績

にあるカ リ 7 宕 ルエ7州モンテ レー}喝のE機について.

'E- ン テ レー湾水族館研究所 (MBARI)と共同で街群

集の生態学的比般を遂行しているs

また. 海底ステーシ. ;/では， 3 月 6 日目時加分隊

3月12813時40分頃に時計四りのずれ舟智郡華されたが.

この変化に対記:するように， 3 月 6 日15時23分にはM

5.0， 3 月 12臼13時40分にはM5.6の地緩が発集してい

る。特に3月 12日13時40分の池袋�i. 重量糠 リ ス トによ

る と処1同期間内最大の余緩であづた。 海底ステー シ ョ

ンの方位変化と余震の発生時刻がほぼ一致しているこ

とから. 海底ス テ ー シ ョ ンの方位変化はこれら余震活

動によ勺て引き起こされた可能性が高いと考え られるc

今回の観測期間中には， 地滑り や斜面勝緩等の大綬

撲な海底変動にかかわる現訟を鎚えることはできなかう

た。 地震活動のsmと海底変動演象との関連性をより

的穫にre擬するためには半年か ら l 年単位の長期観測

が必婆である。
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6) 釦際共同研究
① 「海底地震計を周いた地鍵活動及び深都傍遣のvf

究及び火山活動とマグマ漏りの進化に関する研究」
絶滅内邸から海洋・大気への魚 ・ 物質 の ヲ ラ ッ ク ス

の相当節分は. 大洋φ央海嶺及び背型車海盆の海績に於
いて. 活発は熱水活動 ・ 1<.威活動を遜して起こ 9てい
ると考え られている。 本研究に於いては. これらの海

措置での海底長期観測等の手法を通して. 地珍m司自変動

を左右する重要な因子の一つであるこの地湾内鈍から

の 7 ラ ッ ク 旦置を定鑑的に評価するこ とを目的とする。

そのため. 国際的な海徹研究組織であるイ ン ター リ ッ

ジ計衝と速悔し. 海<<岐に�いて， 熱 ・ 物質 の 7 ラ ッ

クスの定a量的な観測研究を行う科学妓街振興調ti慣に

よる 「海慣におけるエ本ルギー ・ 物質7 ラ ッ ク スの解

明に関する国際共同研究J に容加 し. そのう ち.
@ 海軍E地髭計を用いた地震活動及び�郎総治のE再

究

⑥ 火山活動とマグマ溜りの進化に関する研究

の2項目を分自白するものであるc

③ については. 海績の鉱大の一つの街綴である自

然地震・ 海底火山活動の佐賀を明らかにするとともに
地震被告使。て海徹及びその深都の糠造を明らかにす
る こ とを目的とする。 また. ⑥ については. 大洋中
央海側 ・ 背弧海盆等の海Il鉱大織における海底火山他
形 ・ 鳩治相Fを明 らかにするとともに. 海底火山 ・ 湖水
減での活動度の変化や海底火山地形 ・梅治等とマグマ
溜りの消長過復調事の因果関係を解明することを思的と

する。

尚. 火山. �水活動域の活動の把握， 特に岩石学的

手穫による研究については. 岡山大学理学部へ再委託
を行令た.

平成6年�It. 琳S臨船 「しんかt喝却」 および
支!I!a紛事事 「よこすかJ により. 南米神の東太平津海

航輔鶴海蟻に於いて拘置E航海が行われた e ま た . ωE
調造船 「ラ タ ラ ン j に よ り . 南太平洋北7< ジー海盆
に於いて純益航海が行われた。

@ rしんかい6500J / rよこすかj 航海

:vtODE94AA;海のうち. LEG 3 .  4 が本研究の航婦
である。 行動Btilま. LEG 3 が 9月14臼パルポ7港

出港. 10月198パルパラ イ ゾ港入浴. LEG 4 が10月
258パルパ ラ イ ソ 港出港. 1 1月308パベーテ港入港で

あ勺た。

上紀③については. Leg3では6台. Leg 4 で は 7
台の池震討を位置 し. 自然地震緩測を行う と共に. エ
アガンによる様造llIIiiも行令た。 自然治緩め紀録で1:1.

L回3で調査した繭総18・06' においては. LEG 4 で

の筒舗18・22'とは対称約に多く の微小地震波形が銀側

された。 LEG 3のS3では. 158r.nに341個の地袋を

記録した。 これらの地震のうち他の地震計でも験測で
きたのはS個であ勺た， LEG4のS2で1:. 15日間に

19個の勉震を記録し こ れらの地緩で他の地笈計でも

験測できたものは伝かった. LEG4で観測事れた地

緩はやや低周滋でほぼ単一周主主訟の単純な濠滋滋形を

示す特E腕ものであるe LEお3でもこのよう な波形

が観測されており. 話事織の紛穏において活発な鰍水活
動や火劇活動の復務が治水絡で観測事れていることか
ら. これらの特徴的な渡形と熱水活動や海底下でのマ

グマ移動との関連が注目される。
上fè⑥については. 昨年度の f メ ル ピル」 航織に

より得られた大隊中央総繊 ・4背弧海諸等の海.111:'拡大績
における広織的な海E聖火山地形 ・機造・ 岩石組成司Fの
結果を溜まえて， 罪事ホサイ ト . 重視鉱大舗はどに潜航
し. 治IIt拡大の過程を示す溶岩湖や溶岩盤とそれに伴
う低温の熱水活動. 給部のグラーベンに泊。た高温の
県水活動などを調査した色 この結果から. 鉱大によ9
てゆ始時芸が発達し. 谷のiIをfFるグラ・・ベンの断層を
渇今て高混白燃料電動が起こ り. と き おり湾総が噴出
して谷を満たし. その後は余熟による低温の熱水活動
があるという， 一連の海底鉱大による海底火山地形 ・

栂越の発途の過程を解明 した。 また. 岩石の採取をfi

い. その成分壱分析して. をき石学的手法による火山­

m水活動織の活動の研究を行った。

③ NOFI 航海
日仏共同研究NEW STARMERに畠づ き針樋喜れ.

実施された， 仏 国調査紛 f ラ タ ラ ンJ による北フィ ジー

海重量北部凋蛮航海�;o;OFI 航海J に#加した。 f ラ タ
，:'-J O)行動日程は. 8月268ヌメ 7港出港. 9月18

日 ヌ メ 7港入港であ今たs

本1III続海lま， 南西太平e洋海域での鉱大 〈 リ フ ト 〉
孫をf寄っマイ デロプレー ト箆縁海軍1のゆで般大縦割匝の
ものである:lt7 ィ ジー海盆のうち. 従前のSTARME

R針薗害事の対象か§外れていた同海盆北留を1111.対象
と した. 本富田蒼海織にはほぼ東西に延びるお叫h Pan. 

dora Ridgeと呼ばれる海績があるが. こ ζ で は新た

な拡大を示唆する�拠がこれ迄にi専られており. 仏閣

研�チ-b.によって 「 ラ タ ラ ンJ を用いた縄企航潟が

機*され. 銀択されたものである。
調査船 f ラ タ ラ ンJ に!i. SI:vtRAD:縫製マルチビー

ム音暢測漆装健EMI2D. 鉛よ盤カ計. プロ ト Y砲カ

肘. 3.5kHz音波�牽装置1. 6 テ ゃ ンネ ル反射法地震

鐸.:'後置が装備され司 書尊重正海議内での飯倉中li常時こ

れらの議/1による建球物理探査が行われた。この他

地質軍事査所よ り船上3成分後カ討を持重量し. 航海中常

時測定を行。た。 またこれらの調査の結果を受けて.
適宜ピス ト ン-=>7による後積物録取. ド レ ッ ジによる
お石録取を行。た。
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結果として. 調査海織に当たる12・$-15.S. 1i1.E 
-178.Eの貨問の海臣賞は. ii:t 8銅の海自責セグメ ン ト よ
ワ成り. 西i1il程申柏谷が発途していること， ζれらが
N300e方向に斜3l:鉱大していること. 鉱大速度は. 地
自証気デω タの解析から約1.6cm/lj':と縫定される こ と
が明らかにな。た。 また. !自鮫の ア イ ソ ス タ シ ー (均
衡} については. 海敏東部と西部とで性質が異なって
おり. 前者は-'e*面の採さ迄で エ 7 リ ー の γ イ ソ ス タ
シーが成り立勺てお1). また後者は表面の地形の符隻
が一部地般の仮想的な型車性体と しての性質によって支
えもれていることが明らかとなった。 己れについては.
海慣習買部の方がより活発は火絞活動が起こ勺ているこ
と. 海域西邸は海綴での火球活動が活発でなく. 地裁
及び上部マント ルが思いままの状態を維持し. 海績で
の噴出物による1可嚢を支えるのに充分な強肢を保今て
いるこ とが考えられる。

7 )  受託研究
① 「渇重量ケーブルシステムを用いた多目的地稼濁境

モユターネ ッ ト ワ ー ク の開発に関する調査咽
本研究は 既設の仲縄ーグアム間海底問紬ケープル

(TPC- 2 ) 壱用い. 海洋底における個体地獄科学及
び海洋学ょの諸現象を， 長期間. リ ア ル タ イ ム で拶却11
するそ品タ ー ネ ッ ト ワーヲを繊祭するために必要な諺
盤技術， 観測対象及び観前1織務等を検討す る 7 ィ ー ジ
ピ リ テ ィ ・ スタディ である。

�鎗妓術の開発に関しては. 掘るli\:t費酷厳司EからTPC-
2向車曲ケー プルへの信号/電力の総合方式. 信号伝送

方式. 電気/光各種氷申 コ ネ ヲ ? 電源装置. 分岐光
ケープルと その買主役方法. ルー ト調査. 装置の絞t1l/
結合時の各綬海草草作鍍等の項自に分け. 個々のlJlEl毎
に検討を加えた。特に. 海底観測装自置から同事iIìケー プ
ルへの信号/電力の結合方式については. 自主銭分岐結
合方式:. 'ili磁総合方式. 1S気結合方式の3 方式が侠織
と して挙げられ. それらの信額怯. 続減量生. 実現性に
ついて比絞検討を行っ た 。 ま た . 開発伎術WGを倒縦
し. 上記の各検討項目についての愈見交換を行い. そ
こで得られた知見を加え. 検討結果をまとめた。

観測対象としては. 海底地緩観測， 海底火山噴火毒事
の音響鍛i!!11. 海底地殻.�動観測. 津波観測， 水禁イ:t
ン指数や溶存ru!Ji最有事の化学計測. 地中温度 ・C1'D・

流向・ilIt速等の物禦n串1. 移動体による観測の各項目
が準げられ. それぞれの観測対象について開発が必饗
な観測機裁や観測技術の検討を行令た。 特に. 低治資
電力ítや， データの信頼度を政保するためのキ ャ リ プ
レ ー シ 習 ン方法苦手が各観測機器に共通のI!I\題として検
討された。 また. システJ，.活fflWGを開催 し. 上記の
各検t-t項Sについての意見交換を行い. そこで得られ

た剣l見を加え. 験討結巣をまとめた。
② 「深海モニ タ リ ングシステふ側発の予備調査J
本調査は. Bホ9聖子力餅究所において深海 〈約5干

mまで) の紋射能 レベルを調査するシステムを開発す
るための予備調査を目的として実施した。 このため，
当センター所有のディープ・ ト ウ シス テム等に絡由主可
能な放射能測定装置をH備し. 深海犠における自然放
射能レベルのモニタ リ ン グや. データ解街を行うため
の潟査を実縫する。 本年度は. 前年度盤備した深海周
放射能測定器の深海域におげる性能試験を行うため，
ヂ ィ ープ ・ ト ウ システムの曳航ケーブルを介して情報
告紛上民伝送するためのイ ン タ ー フ & ース壱鍍備し.
笑海域試験を行勺たe

今回箆備した深海舟放射線測定器の実海続性能誌験
1;1;， 平成6王手10月に行われた奥尻島尚西沖ならびに周
北西海域において実施した。 放射能測定装積水中部を
ディープ ・ ト ワ カ メ ラに搭鍛l. セ Yサは海底を曳航
してイ ン 夕 日 7 墨 イ スを介した放射能レベルのデ申タ
が取得でき る こ と を確段、した。 なお. デ目安の収集解
続方法， ディープ・ ト ウでの連用方法など ソ フ ト函の
改筈itJ(必要と恩われるが. ハー ド衝については初期の
目的が達成された。

8) その他の研究
① 「深海底場界局内の物理権造の研究j
本研究11. 海底直上の流れ・ 濁度等の物理量の針測

手法を検討 し. セ ン タ ー所有の深海探査王機器を利用 し
た深渇Iæ境界層内の波れ等の観測手法の確立を目指す
と と もに. !専られたデータ を還に境界.wのìiIiれ場の締
法を解明することを目的と して2聖徳された。本年度広
実海械で得られたデータの解析及びモデル実験のため
の実験水備の製作. 実験を行った。 その結梁. モデル
海織として選定した駿河 ト ラ フ においては， 平均旅迷
のt首加にともない揖iれ織は等方性毒L液に近づ〈 こ と が
わかった。 また. 内部滋の海底斜面への影響を調べる
ために実施した氷鹿実験では. 斜面において内部波に
よる と思われる流れが生成されることが確æできた。
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Z 潔海開発銀術部

(1 ) 研究開発の方針

1) 深海側発投術部は， 深泌を調査するための大豊富機

器を開発している。 これまでに， 有人潜水鰐造船 「し

んかい初ω」 及び支援母船 「なっしまJ. 3.0ωm級無

人探査機 「 ドルフ ィ ン 3 KJ 並びに有入浴氷絢査船

「しんかい6悌OJ 及び支援母鉛 「 よ こすかJ . また平成

7年3月には10.∞Om級無人傑査機 「かいこうJ がマ

リ ア ナ海溝世界最深慌での治銑に成功し. 書量事. 開発

品終了した。

2) 海洋観測妓街の開発においては. 現在. 原子カ紛

「むつJ の原子炉撤去後の船体を活用 し. 新鋭の海洋

鍛測1i側を絡敏した世界最大級め海洋観測研究紛へと

改造する事業が. 平成9年度の完成を目指して進行中

である。 完成すれば. 太平洋での広範囲にわたる鯵測

や. 特に. 従来から観測データが欠如していた荒天海

況下での観測が錐進されるととになる。

3) 今後は. 海疲下地E車内部の鈎査を滋めるとと もに.

銭術進歩を踏まえて新たな深海調査機器の開発を進め

る。

具体的なテーマとしては次のようなものがある。
G潟洋観測プイシステム

地球環境変動に巣たす海洋の役割の研究の必要性が

世界的に確忽されており. 当センターでも損害t客観測プ
イ ネ ッ ト ワ ー ヲ構怨が進められている。 この縞怨に基

づき. 広範な海洋を同時. 立体的. 継続的に観測する

ために低鎗度績から高純度緩までの広い投笛海織を考

慮しつつ. 長期間. リ ア ル タ イ þ.で高精度のデータを

収集でき. 耐久性に優れかっ船舶による設置. 回収，

保守作濃の容易な高性能の海洋観掴1Iプイシステふを開

発する。

②深海館削船システム

l1P事の歴史や構造の究明. プレー ト テ ク トニクスの

解明と地震予知. 地E事現有車変動メカニズムの理解を滋

進するためには. 海底下深邸地U騒を採取するとともに.

海底下深部に観測機器を訟縫する��匪がある。 これら

を実現するため目 深海域において， 海底下漆く の也嘗

まで掘削できる涼海掘削船システムを開発する。

③水中音響妓衡に関する研究1開発

11績のij;かない海中において. 嫌々なセンシ ング通

信を�Tうために. 音波が用いられている。 そのために

必要な纂礎的な研究 ・ 関発 〈信号処理筏術. 送受i盟器
の研究等〉 及びそれらに伴う超音波水槽や実海域での

針衡を行っているe また. センタ ーの所有する治氷船

や船舶の音響機器を含む航法システムについての研究 ・

開発も併せて実施している。

③自律整無人調書水援の開発

これまで. 当部が開発してき た有人治水調査紛 「 し

んかい筑岡崎j 及び 「 しんかい6ωOJ 並びに有紫無人事軍

輩横 fドル7 ィ ン 3 KJ 及び 「かいこ うj は. いずれ

も大型の紛上装置を必要とするため， 支鍍母紛が必要

不可欠で. 建造及び運航に多額の.用を要しており.

このようなシステふを多数建造運航する こ とは不可能

である。 この為， 専用の支援母船を必要とせず， 長期

間海中に留まり. TVカメラやソナーの情報に基づき，

観樹を行うことので毒る自律型無人深海績を側発する。

4) きちに. 今後. 海申動力説 耐箆初制. ::: ンヒ・，，-

9制御等暴本的な技術の巡展を踏まえながら， 人績が

地嫁上で繁栄してい〈 ために必要とされる研究開発を

進めていく方針である。

(2) 研究開発の織嬰

1) 海洋観測プイ システム

海洋線機プイシステムの開発は平成4年度から開始

され， 平成4年度には護軍書調査. 続く平成5年度には
録音f研究及びlltil海滋�IJのプイの緩念設計を実施した。

本年度は概念投計の結果に基づき. 実用機としての観

点から具体的なプイ の佳織を設定 し. 平成7年度に実

施を予定 している選本設計及び実証実験に備えるとと

もに， 量産量E実験計画について. 計笛の綴嬰及び実証実

験機の佐織の策定を行令た。 ま た使用を怨定している

電磁誘導モデムについて. 性能及�肋磁患のおのデー

タ伝送実験を行った。

2) 深海掘削船システム

深海制11船を織成する船体シスチム. DPS. ::>7ザ

ンプワングシステムについての検討を待っ た。 また.

主要要素筏術の検討として. 2.ω伽nal ラ イ ザ ー シ ス

チムの検討. ウ & ルコ ン ト ロ ー ルシ ミ a レー ν . :/の

初期的検討. 能動制御ラ イザーハングオ 7装置の穣密

実験並びに笑システふとしての適用形態についての検

討などを行今た。

3) 水中音響t責術に関する研究開発

音響によるデー タ通信技術の研究. 及び海底地形を

調査するための音響機器へのサイ ドスキャ ン機能の付

加のための研究を行っ た。 ま た. 支援母船 『なっしまj

の音響航法システムの改修を行い， 実海績での性能ta

験を順調に終了し. l).!連用を開始した。
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{役軍〉 深度等壱最大の海会を想定して緒綾討を行勺
たが. 実機においてはプイ絞覆海紘 鍛掛l項目等によ
りその様践が変わ令てくる。 現在のところ西部太平洋
赤道海域を申心iこプイを展開する容が考えられている
ので. 同海犠 {低鎗11:) 周のプイ とい う事で緩念設計
の結果を リ 7 ァ イ ン し. 袋鳴 l に示す練にブイシステ
ムの概略仕様を2量定した。 またmJ- 1 に プイ システム
の概念図壱示す。

4) 銑定型無紫無入浴水被の研究開発
本研究は平成5年度かも海洋科学妓術センターと住

友電気工業で進められ、 曾律して水中を航走する無人
潜水織を開発 している。 この般入浴水機は決められた

経路に従い. 海中を自由に銃Æするための獄作機であ
る。 このため. 比般的小怒り縦人潜水機で. 平成6年
度は以下に述べる機体の役針 ・ 製作の一部. 官電子機器
を中心とする制御該自Eの-00および観測装債のー部を
製作した。

3号おe

嵩猿H

5) flj'んたつ500J を局いた深海遺物生息分布調査シ
シテムの研究開発
信井県と海洋科学技術セ ンターで平成元浮かも 3 年

まで行われた地織共同研究では. 納径ケープル無入浴
水機が開発された。 実際に実海犠で量�Iïlされている無
人4震を利用 して. 海底付近を耳元走する無人潜水機に必
婆な自律機能を調牽し. 側発した。

海洋観測プイ梅念図

円筒箆半球塑/上部

約2.5m
約2.5m (i.字体部)
約4.6ro ( タ ワ ー頂部〉
約2.5m t f 
浮カ体 :塩化 ピニル系発泡体

タ ワ ー 7ルミ合金

プイシステム概略tt線 (低練度用〉

プイ浮体構造
形状 下総

寸法 a径
e喝さ

2重量
構造・材質

T4・

1ヂ

電邑 ー 、

"'J:ilf 

ゾカバヲ・プイ
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まな研究の内容

1) 海洋観測ブイシステムの開発

地縁型車浸変動に対処するため. 全地蜘司規模での海
洋観灘の必寮性が世界的に認滋されており. 政府間海
洋学祭員会 ( I OC) において. 世界海洋鍛測Vスチ
ム針路 (GOOS) が検討されている。 わが闘として

は. 径峨及び膚辺婦績を含む太平洋 {鐙界海洋の1/2.
地E章表面の1/3)の渇F客観測を積録的に行い. 能界に
質献する必婆がある。 この広穏な海洋を長期間. 継続
的. rr.体的にかっ多種類の海洋データを高練度で鍛測
するためには. 表層係留ブイを申心とした海洋緩締lブ
イ システムを広範な海洋に多数展開する必要がある。
しかしなが告. 現行の海洋敏雄割プイ システムは. 副首候

性. 寿命等に払閣がある。 宣伝研究!t. 長期間. 高矯度
のデータ を収集できる高性能の海洋観測プイシステム
を開発するために行うものである。

平成6年度li. 平成5年度の懐念翻意書果繍まえ.
実用機としての観点から. また. プイの展!婦が低緯度
海敏から始め られる事から. 低怨�.用プイを中心にプ
イシステムのよ り具体的な仕憾諸元のt量定を行い. 平

成7年度実施予定の基本段計及び実1正実験に備えると
ともに. 笑!iE.実験計画につき， その概要及び実証実験
機 〈プ ロ ト タイプブイ〉 の{士織の策定を行勺た。

またプイ に搭娘する各種機器類の検討評舗の一軍事と
して. 特に水中データ伝送用電磁誘導モデムについて
当所の岸壁にて性能・ 効力総認賦験を行い. 使用可能
である事を確認、した。

①プイシステムの仕綴設定

綴念段討では， 装備する針蹄l器の数及びその係留

(3) 



(2) 係留素系
係留深度 優大6500m

伝送用係留索 ワイヤーロープ 〈彼檀付き)
係官官索 ナイロンロープ

切媛装置 音響切厳装置十浮カ体
リカ/<リープイ シ ン タ ク テ ィ ッ タ フ ;t-ふ

シ ン カ ー 氷ゆ重量 約 3 t f 

(3) データ伝送装置

水中ヂータ伝送 電磁誘導モデム使用

衛星通信装置 イ ンマルザ ッ ト ー C

(4) 電源裳鑓

燈化チオニユルリチウ b.一次電池

(5) 続線機器

タ ワ ー剖1 風向・風速計

格対濃度計
大気温度計

大気圧計

荷量計
短波紋射計
傾斜計

方齢十
水中怒 C T D  (伝導度/海水温度/水圧計〉

CT (伝導度/海水滋度針)
調層減計

②実証実験計画について

海洋銀狐プイシステムの外力条件 (海潮流. 被泊〉

に対する応答特性， 耐候性及びハ ン ド り ン グ性等につ

いては. これまでの設計研究及び概念設計において.

0ン ミ ュ レー シ ョ ソ等により検討し. その結果Iこ基づき

システふ設計を行っているが. このlU十方法の妥当性

を検証するためにプイのプa ト タ イ プ実証実験機を製

作し. 陵上:;t，験及び海績での実海犠獄験を行う。

実証実量産S慢にはプイ の動揺計測装置 {運動セνサー，

加速度計等). 風波計測装置 {相士、付く位計等). 係留然

強力針及びー憶の氷上及び水中センサーを装備し. 計

測データは術展通信を介して段上に伝送し;種々の解折

を行う事にしている。

;i:;海績試験としては水深約ι∞Omの海績に約 6 タ

月間段躍する こ と と し . 現在のとこ ろ平成7年度の後

半に鉱重量を行う予定である。

@泳中データ伝送用電磁誘君事告デふ

水中部に絞置される各水中センサーと プイ本体聞の

データ伝送には， 当初電磁鋳型車モデムと有線のシ リ ア

ル伝送 (R S485 ) の併用を考えていた。 これは篭磁

2需導モデムによる伝送路線の限界点が明確でなかった

事によるものであるが， 結果的に係留索の複維it. 大

径化及び各水中センサーを係留索とイ ンラ イ ン�tする

ために. ハ ン ド り ン グ伎の低下等の問題を派生させる

事となゥた。

そこで. プイ に搭載する各種機畿の検討符衝のー却

と して. 特に宮ã�量誘導モデふについて笑機を用いて当

セ ン タ -�盤でii認銭験を行い. 現在想定 している伝

送距舵 〈低練度周 プイ の場合150m) で使用可能であ

る，を確認した。 この結果に もとづ量. 水中データの

伝送は電電磁誘導モデムのみで行う事とし 実機及び実

征実験織の仕織に反映させる事によ り. プイシステム

の小!tHじ シ yプル化を図った。

2) 深海掘削船システムに関する掛f及び要望農技術の

研究

深海抱削船システムは， 海底下i1Ii古都まで編首111..，. そ

の館再飢からま量積岩などの銭斜を採取するとともに.

孔内で各種の物理 ・化学的計調!などを行うシステムで

ある。 それによ勺て得られるデータを基にして. 地E書

の地般機進や地震発生メカユズムの解明. 及び地琢環

境変動の研究などが行われ. 地蔵科学に関する研究が

促進される。 これらの研究を通 して. 統一的地琢:.の

確立が進め ちれるが， 深海織再1I紛シス テムIま. その中

で. 非常に1重要な役割を担うζととなる。 本研究は.

この深海掘削船νステムを研究測発する目的で. 平成

2年度から続げられている ものである。 なお. 平成6

年2月には. ODP(歯際深海掘削計画)， 科学技術庁
及び当セ ンターにより， OD21(21世紀の深海箔削針

通〉に測する共同ワ ・・ デ シ ， ッ プが開催され. 関係各

闘の科学者よ り， 本深海掘削船開発計画に対して強い

期待が袋明されている。

平成8年度は， 開発に必要な要望号妓衡を中心とする

技術全般の最新動向を. 前年度に引き続き縞重量1.." そ

れらを本システふのおよび婆紫技術の研究に役立てる

とともに. それらの技術的評価を行い. 将来の投術協

力やモの技術の採用などの可能性を探った。

また. システムの設計研究として. 船体システム，

自動船位保持システム(DPS). 及びコアザンプリング

システムに!鳴する研究などを行今た。

さらに. 主饗要素伎術の研究開発として. 能富市制御ラ
イザーハングオ 7袋僚に関する研究， 大水深衝削対応

ウ .dv コ ン ト ロールシ ミ a レー シ a ンの有期検討， ラ

イザーシステb.の検討を行った。

<D-ー般潟査

海洋及び陸上において実縫中. も し く は計蘭中の学

術ポーリ ングプロジェ ク ト の現状と動向をE閣議した。

乏に， ODPの佼術工学:M発委員会(TEDCOM)などを
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Z閣叢対象とした。

③システムの役計研究

(a) 紛体システム

ilt樋t1i本条件として. 涜機条件， 及び掘削関連作業

等の獄働条件を. 今年度までの研究の巡展に応じて経
理した。 また. 船体システムについては. 最終包標で

ある水深4.000mJllの ラ イ ザーがm裁可能であ る こ と

を前縫として， 船体主要13. 一般配S't. 総書�. 及び避

勧応答等についての検討を行令たc

{ω 自動紛位保持システム

DPSを装備する既存の掘削船について鱒牽し ラ イ

ザー錨削作業限界等を考慮して. DPS計爾l1í本条件を

改めて役定した。 また， その条件下での静的Jt;1i及び

動的応答 シ ミ A レー シ ョ Yを行い. ス ラ ス タ義ぴに主

後進装置の所要カ震の榔持行。た。
(c) ::r/サンプリ ングシステムの初筋検討

海底下地届をサンプリ γグする場合に必要となるコ

アサ ン プリ ン グシステムについて. 学術掘削及び石油
纏削簿で周いられるものについて甥査し. 本深海鋸削

紛システムiこ対する適用可能性や改良 ・ 新規開発の必

要性について， 綴略検討を行った。

③主要要素技術の研究防発

(a) 能動制御 ラ イ ザーハングオ7裟鑓

ラ イ ザーの下端を海底のBOP(暴噴防止装包)か品

切り離した状態など， ラ イ ザーを紛体で吊り下げる場

合に. 船体動絡がラ イ ザーに影響をおよtまさ屯いよう.

動指を駁収し ラ イ ザーよ端の変動力を低減する装置の

綾討を， 昨年度に引き続き行。た。 今年度!�. 装置の

全体織成. 使用条件. 技術的課題等について機校行。

た。 また. 模型実験も行い， 能動制御動指吸収の有効

性の検怒， シ ミ a レー シ s ン解析の精度検疫. 及び各

種外liL婆図のライザーの応答に対する影織の線道を行令

た。 その結集. 動員喜吸収の有効住吉事が謙2草された。

{ω 穴水深婦かl対応ワ 品 ル コ ン ト ロ ー ル シ ミ a レー

シ ョ ン初期検討

鎗削孔内に地層面、流体害事が浸入した場合に. 池宮圧力

と泥水圧力とがパランスする状態に戻すために. ウ 孟

Jレコ ン ト ロー ルが必要である。 本年度は， 犬同漆に対

応したウェルヨ ン トロールシ ミ ュ レー シ s ンの初期検

討を行い. その可能性や有効性等について検討した。

(c) ライザーνステム

本深海掘削紛Vステムで使用する2.0∞m級ライザー

システ ムについて， 最大限界水深を明!iするため， 数

値計算による繊討を行。た。 モの結果. チ ョ ーク ・ キ

ルライ ンをチタ ン合金総 ライザーパイプ. プースター

ライ ンを銅製とした湯合に. 限界ホ深が2.6ωmであ

る こ とを6iìRした。 また. 4.000m ラ イ ザ ー シ ス テ ム

についても. その成立の可能性を確総した。 さ らに.

ライザーマネ ジ メ ン ト について. 必要となるハード/

ソ フ ト の初期的伝検討を行った。

Iill- Z  深海路樹紛システ1>.の桜念翻

3) 水中音響妓衡に関する研究開発

海中では. 1it�や光は. 陸上と異なりilJ.ì!i在離舟場事

常に短いため. カ メ ラ官事の光浮機器を除けば. 調査観

測や通信の手段として. それほど有用ではない。 そ己

で. 海中で{i. 鐙上における電波や光の役割のほとん

どすべてを音波に綴っており， 水中音響伎術に関する

研究開発は. あ ら ゆる海洋調牽において非常に賃婆で

ある。

記事海開発倹W溺1第 2研究グループにおいては. この

海洋調1l<に欠く こ とのできない水中音普段衡に関する

研究開発を. 以下に述べるよう に多角的に実施してい

る。

① 「なっ しまJ め音響航法システムの改修

潜水調査船システムにおいて. その拘置E活動のため

に音響航法システムは不可欠なものであり. 高精度か

っjOjj言鎖性舟療吹される。 しかし. r俗つ しま」 に搭

載されている音機航法システムは老朽化が進み現実に

シ ス テ ム の ト ラ プルにより潜航作品提に支隊をきたす事

態が生じている。 このため. I自システムに換えて. 新

しい音響航法システムを導入することになゥた。

本システムの織成を凶 “ 3 に示す。 l1í本的な役'11'綬

念は次の巡りである。 (1) 装置のニ重化によ る信頼性

の向上。(2) 紛内LANによる分散処唆νスチムの傷祭。

本システムは. SSBL処環 i!5や. イ ン タ ロ ゲー タ コ

マソダ等を各2台待つことにより. 不�Iの務態に備え

ると共に. 各装置を. 同ーのパγ コ ンで揚成すること

により. 各装置を入れ替えても使用できるようにした。
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さらに， これらの装債を船内LANで有機的に結合し
て. データ を共有するように した。 この結果. 各量産慢
の負荷が分散され. パ ソ コ ン レベルのものであるにも
関わらず. ミ ニ コ ンを使用していた旧システムよりも.
織々な機能を付加することができ. 速周も容易にな勺
た。

また. 最新のGPS受信器を含制蹴航法措. $J深
データから自動的に海底の等深線図を箔〈 等深線図作
事量産自1. 海底の箇像を音波を用いて伝送する. 画像伝
送装置も装備する。

更に. 今回新しいトランスポンダを4台導入した。

1..，.， c'..，豆弓奈召

これまでのものに比鮫して. 小.!';l!騒量 (1i貨 ; 約半
分， 長さ . 約7割〉 に な っ て お り . 設置・ 回収時等

の取り扱いが容易にな勺た。
平成5年度tこ. 設計及び機器の製作. 更に機能毎の

単体調書Eを終了した。 平成5年度は. 5月に本船への
量豊富産. 6月ι笑海紙総合銭験を行令た。隠-4にそ<>)
とき縛られた音響測位による母紛の航E容を示す。 図の
ように. ぱらつきが非常に少はく安定した測位結果が
得られているこ とがわかる。 また. Im- 5 1主管渡測位

による母船の航跡と等深線図を:1:ねて描いたものであ
る。

図・・3 システム栂属国

甲

t;J 官 ? 官
9 ? 王砺Om

国-4 雷管による母鉛の厳跡 図-5 電渡による母船町線劫および等深線図
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�ïよこすか」 鰐量産のマルチ ナ ロ ー ピーふ務理'il!J深

結Iζ隠する研究t開発
本機鑓{以後MNBESと織す}は. 水深の約2倍の舗

で精度良〈 測深できるほかに目 海底の反射強度を測定
する機能を備えている。 そこで平成4 ・ 5年度に. 術
!!s.の反射強度と底貨を関係づける べ く ， 海底反射強度
の計測及び銀貨の採取を行い， データの搭積をlilI勺た。
平成6年度b続けて実海核!;t験を行い， 海底反射強度
データの計測を行勺た。

また. MNBESの送技 ピームが::60。まで伸びてい
る こ と を利用して. 調IJ滋i図より も微紛iな侮畿地形を表
現できる。平成4年度に紙験剤受信回泌を製作し. 実
海域叙験を実�した。 また， 平成5年度は. このtt験
用受信図路の不良合を主主豊島して. 災海織tt験を��告す

るとともに. リ ア ル タ イ ふ表示穏を製作した。 平成6

是正伎は， 昨年度までに得台れたデータの解析を行った。
平成7年度に実海域試験を行う予定である。

③水中通信俊衡に関する研究開発
平成3年度までに. 潜水飴か ら支授母鉛までカラー

静止笛像を伝送する氷中画像伝送号室績を開発したが.
この絞術を更に発展させて. iim像だけでな く様々なディ
ジタルデ由 タを伝送するための研究を行勺 ているs

また. 現状より更に観測のfÃ.桜4とを凶るためには，
衛星と通信可能な大型の海洋観測プイを銭liL. その

周り の海底に観測殿器を広範鶴に銭附する!l:裂がある。
その場合， 紗凋4銭穏とブイ との間(;. 奇襲によるデー

タ通信技術を利用 してデータの綬受を行わなければな
らない。

平成8年度11， Sf-成S年度に製作したデータ伝送獄
験装置を用いて， 超音波水槽で誤り持:毒事の鋲殺を行い.
データ壱取得した。

また. 平成4年度に シ ミ s レ- !/ ヲ ンを行ってその
有効性を館認した. デー タを符号化する方式について
も併せて試験を行勺た。

4) 航定型盟無索無入浴水機の研究開発
本研究は平成3年度から海洋科学技術センターと住

友電気工業で進められ. 自律して水中を航;tする無人
潜水被を開発 している。 この無人潜水被は決められた
綾絡に従い. 海中を自由に航走するための試作機であ
る。 ζのため. 比綬的小E匝の無人潜水織で， 平成6年
度は以下に述べる機体の間十・ 製作の一部. 官電子機器
を中心とする制御装置Eの一部および観測装債の一郎を
製作した。 氷槽ま たは実海域の獄験で得られた結果(<1.
広域を移動しさまざま な海洋計測を行う機能号待つ無
入浴水織の開発に役立てる。

①機体の開発
図- 6 は航�1!2無人潜水機の概略を示す。 長距艇を

車完走する無人被の鉱験機の開発が目的なので. 航造語正

統が小書く かっ経量となるように鴎反容量号がそのまま
綬体となる構造とし. 金援が約2.8mの魚留置置にした。
これより. t武作する無人滑水機のlt.最 (空気中} は約
180kgf (設計健} で. 耐圧容器が持つ浮力を用いて

水中で中性浮カとする。 このため. 内部に浴載する装
置の重鎮から&，�な浮力を求め. 嫌体とな る耐庄容器
のE主計と製作を行ったc 機体の前線には7 ? リ ル ド ー
ムをもち. 圏直体内部に緩み込んだ小型TV カ メ ラで氷
中の映像を観察できる。 機体前蕊の級測 ドームの鴻造
を検討し 製作を1'Tゥた。 それぞれ500Wのモータで

駆動するプロペラを傍量産L， 発生する縫カにより前進
と回顧を行う。 潜航できる水深は耐圧容器の強度で決
ま り 股告すでは約50mである。

@盟国側議自置の開発
無人語香水穣の前面には観測用にテレビカメラを側え，

水中の映像をフ ァ イ パーケープルをF書いた光通信によ
り阪上でモニターすることがで き る 。 また. 誌験を1，.
う と き . このケー プルを通じて無人機の内音ßに組み込
まれた制御装置の情報や電源電圧を監視することが可
能となり. 制御装置Eに緩み込んだプログラ ムのデパッ
グに役立てるこ とができる。 また. この無人潜水綬は

j!1i進議鐙

綬軍4 ドーム 昆E亀

光7 7 イ パA プーラ

�-6 航定型織λ潜水機の舛影
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広鶴岡に移動し. 紛組などによ る支援を受けないこと
を前提とするので. 位僚の決定に音瞥測位装訟を利用
するこ とが織しい。 こ申ため. 無人潜水機の泊l伎は海
面に浮上したときに. GPS受信療を作動させ自動的に
位置を計測する装置を猷作 した。

③制御装Iiの開発
図一 7 は銃走型無人機の溺庄容器内に収納する電子

装置線のう ち メ イ ン コ ン ト ロ ーラのプロァ ヲ図である。
こ のメ イ ン コ ン ト ロ由ラ のほか， 制御装置は機体のl&'
勢を計測し. �勢を制御する コ ン ト ローラー. GPS受
信機との通信を行い. 測位Illf標を他の抑1*直系に変換す
る コ ン ト ロー ラ は ど. タ ス タ を分担する複数のCPU
で構成される。 各CPUほお互いに通信回線を利用 し
て. 旗第結果やステータスなど必要な情報の交換を行
う。 また. 電力消費を鈎1えるため， 低r高賞電力!r!デバ
イ ス を多数利用 している。 運用時間は消費徳力とパγ
テ リ ー容量で決まるが. 消費霞カの見積ではおよそ2
時間を予定している。 平成6 年1Jr1�. ハ ー ド ウ ι ア と
してモー タ事Ij儀信号を発生するPWM1!緩. GPS受信

織を俗載する1!援などを製作し各ユニ ッ ト の組み立て
を行ラた。 ソ 7 ト 系では. 電電力管理軍のためGPS受信機
帯}御. 測地座線変換のほか. ア ナ ロ グ ・ デジタル信号
の変換認や通信ポートをリ 71レタイムで事i獅できるハー
ド ウ ェ ア織り込み周 ドライ パを製作し制御装置Eに組み

込んだ。

M.白内u.崎重
S:)'".-mC刷嶋崎.I )・..xeo .... pω.， ST8DT"ω� .. 

p。π 守、�‘k'

GPs p.，.1・kmin$ υ州電
図-7 メ イ ン コ ン ト ローラー

5Hげんたつ500J を用いた深海生物生息分布調蜜シ
シテムの研究開発
福井県と海洋科学技術センタ ーで平成元年から 3 年

まで行われた地織共同研究では， *田径ケー プル無人潜
水機 「げんたつ500J が開発された。 現在 「げんたつJ

は写真 一 7 の よ う に現在福井県水産鼠験場で連用さ札
ズワイガユなど海底に綾息する生物資源の調蕊を行ゥ
ている。海洋科学伎街セYターと筒井県水建E式験場は
平成6年度から. オ ベ レータに代わり水中の熊人機を
自動的に機織するシステムの開発を進めている。 これ
により. 海底付近のあ らかじめ決められた調査緩路に
従い 「げんたつ」 は航走でお 綾息する生物の密度の
認査が効率的に行えるよ う に な る 。 ま た . 実際に実泌
犠で道局されている無人搬を利用 して. 将来的に海底

付近を鋭返する無入浴水機に必要な自律機能を織査し
開発することができる。

①システムの観察
水中の無人機があらか じめ指定された経路に従って

航走するには無人穫の位績を潟地系など地球!!I!傑系で
正確に知る必要があ る。 汎池E帥J位システム (GPS)
を利用すれば簡便に地嫁*.t層系で測位ができるが， 水
中では電波が伝費量 しにく いため. 海底付近を航走する
無人搬にGPSはどの電波測位を利用できず. 海面にい
る紛絡などに繕載された音響測伎による音響測位が不
可欠である。 しかし. 音唱E揖1伎は母紛などの義�点と
無人織の相対位置を計測するので. 水中の無人機の絶
対位績を知るこ と はできない。 そ こで， 音響証明伎座績
を支援母絡の!!I!標で変換して. 水申の無人機の位置を
絶対応僚に換算し. 無人機の銃続を求める。 この緩路
と. あ'"かじめ指定した経路の比較は母紛上の銑行繍
算袋慢で行い. 演算結果と して得られる ス ラ ス タ の回
転数を. rげんたつJ 船上制御装置に鼠接入力する。
平成6年度は以下のOGPSシスチムの股計 ・製作と.
既存の鉛上制御装置にイ ン タ ー 7 ..イ スを設け航行演
算量産寝か ら ス ラ ス タ の録作畿が出カできるようにした。

②OGPSシステムの綾計・製作
水中の無人機の位置を地域廃糠系で知るには. 母船

の位置をGPS測位L， 得られたIllft票から無人般の音轡
測位データを!!I!線変銭 して母船の座綴と重ね合わせる。
しかし， 支援母船を諺織とする狭い範砲を統走する無
人潜水機では. 母鉛のGPS単独溺伎は音締測位の測位
精度より華民く， 2つの測位結柴を!Ií:ね合わせる こ と が
できない。 そこで. 経常研究の成娘か'"水中の音響iJllJ
位装績と絡み合わせて. 章者人訓告水搬の位慨を地球5i織
で リ アルタイ ムで正確に調IJ位するために支媛母紛に搭
敏可能な写真一 81こ示すDG?S置Hft装鐙を録作 した。
OGPSj高正にはRTCM 104 Typel メ ッ セージを使用
した。 鐙上での測位訟験の結果では. 数メ ー ト ルの該
�が兎られたが. GPS単独世H!iに比殺して.tIi!itに精度
が向上し. 音響jl'j位座標系の基準となる母船の世l位制
度が向上することが獄待でき. 無人語i*機の位績を音
響測位Illf.擦と組み合わせて地球箆検系に変倹できるこ
とがわか勺た。
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③混動特性の鮮価
fげんたつ」 はiB:涜モータでプロペラを自伝宰せ娘

道を1$る。船上に置かれる航符演算装置はオベレータ

に代わりを- �の回転訟を制御し. 無人穫を航遂事せ
なければならない。 オペレ-�ttテレビモιターに映

し也容れる映像から. 無人織の速度壱将訴 してジaイ
スティ ッ ヲ を操作するが. コンビ"'- �で黛人事農の運

動制御を行うためには無人犠の逮動特性を知り. 演3軍
事長置にプログラふしておく必援があるe そこで. rげ

んたつ」 の速動特性を鋒偏するため実海域において.
オ ベ レ ー タが鍋作した ジ ョ イ ステ ィ ッ ヲ の鎌作殺を紀

録し. ス ラ ス タの伝連特性か ら ス ラ ス タが発生した縦

カを再現することができた。
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a 海洋観測研究郁

(1) 研究鵬発の方針

地疎!<蘭拍車内7害時を占める泌洋の実感告地獄規模で

締切することは. 地Eま11嶋変動の解明 ・予測のために

不可欠である。 このため. WC R P (世界気候研究針

箇〉やGOOS (世界海洋観測計調) など海洋観測の
ための国際プCグラ ムが権進されている。 また. 日米

閣では 「太平洋総会綬測研究イユシ7ティプJ として

太平洋の総合鰻測研究を共伺で行うベ〈 針種が進めら
れてい る。

海洋観測研究官�I:t. これらの国際プログラ ムをîlrIま

え， 北太平洋及び北極織を中心に海減変動. 熱循環.

大気・ 泌洋栂互作陽電事による海洋変動鰻鱒や海洋の3基

礎生11カの解明を包約とする海洋観測 ・ 研究. 海洋大

循環モデルの開発及び効率的f.海洋観測に，z-!要伝草草詩

的海淵鯛銭術の開発を援遺する。 更に. 大型海洋綬
副総の紙航時に向けて研究方針を倹約すると伺時仏
語待観測プイ<T.I!iM計画をi革めている。

特に広大紅海洋の観測は. 組織的な観測による紗測

データ の蓄積が象萎であ り. 園内外の研究機関との協

力体制の下で， 独aの研究目的を待つ鰻測計画と実施

が必要である。

1) 海洋観測研究

①太平洋熱帯赤道 ・豆熱傷海地車総合観測研究

太平詩魚帯赤道海域は. 太陽からの放射燃を最も多
〈般収・ 毒自Eする海域で. 大きは海流が形成されてお
り. これらの海涜による魚鱗送. 海洋・大気祖瓦作用，

ilFiR湧昇等によ。て特徴づけられている。 また. エル・

ι ー よL ・ 現象に代表される梅津変動を引 き起こし. 地
�縦横の気候変動の駆動機とな勺ている。 特に芭部太

平洋動車特赤道域1:. 南赤道海波. �字通fil昔話L 赤道反置も
北ilFìl描J iìt!. イ ン ド 本 シ7通過涜f.どによる媛氷の蓄

積. 散逸が行われている。 この海峨に起いて船館級車臨

係留プイ観測によヲて海濠変動を鰻欄t... 緩水プール

の奮績と散逸に関わる海洋草書造変動過鹿の解明を海洋
大循Blモデルの開発と並行して泊める。

黒潮を含も寸t太平洋:!I然裕縄問織は. 低練度海域で
太陽から受けた熱エネルギーを最も多く 放出する海域

であり. 員臨調閣の巣たす熱験送量の定録的把穫がiJt突で
ある。 海洋銀測研究笥!I:. 水13豊臣及び気象庁と共同で

ト カ ラ海峡に係留系をN:i置して. 調車峡憾の涜れを通王手
観測I及び鑓鎗鰻測を行い. 然鎗滋置をte獲すると共に
その変動機自障を解明するa また. 歪絡線循環主主の気候

変動への果たす役割を究明する。

制t太平洋 ・北E腕減総合制t研究
北太平洋葱型事務梅犠は. jt極敏とp;に俄循環宣車援母

袷源であり. 然絡・重要事鋳海尊重の海洋 ・ 大気�勧に呼

応する現段が示唆さ礼 金球的弱織変勧告決定するよ
で重.�な役割を担ゥていると考えもれているにもかか
わらず. 環境条件が温酪なために級制ヂ- 9が磁めて
少い。

北太平I!t.斑寒締海域では. ア リ .;2， - >/ ゃ Y列島を通

じて行われる北太平洋とベー リ ング海の聞の海水 ・ 熱

祭織の実悠や琵慾待循環系による熱循環. 海洋 ・ 大気
附の枢草作用などを明かにするæ:.y:があり. 海洋観測

の爽縫及び市洋物理過程の脚Aを行う。 また. P 1 C 

E S  (北太平洋の海洋将学に関する国際線傭} におい
てもこの海績における海洋物理聖治総の研究縫滋が議ま

れている。

jt領補犠(;1.. 地隊環境変化に般も敏感に応答 L. 海

氷のt首長有事に最初に変化が現れる一方. 金際的な影響

をも及tますため. その影轡を評価するこ とが鑑要であ

る。 また. 海洋~大気濁の熱交換過種に海本が介在し

ており. 海洋~海3主~大気mの栂互作用逸品畢を船鎗，

水海周自動観測ステ ー シ ， ン. 係留プイ君事により長湖

毎測すると共に海然変動をモデル化し. 地E事環礎童E費量
との飼わり を定値的に評価する方訟を確立する。

2) 観測伎術の研究脱l発
①t幅減レーザ観測筏筏の窃究鯛発

海洋レーザ観測裳穫は. 海洋生物生鹿の直俊の指標

である植句プラ ン ヲ P ンの水平方向及びホìi方向の空
間約時n.�分布及び消長を広域にわたり. 迅速に観測
することを可能とする革新約な議置である. 海洋のt賢

官量ガス収支及び生物生産の評価を目的と す る J C O F
s (合間企琢海洋物質循環観測研究} においては. J1;，
繊の海洋における植物プラ ンク ト ン鑓の観測が必婆と

され， 術邸俗般の海色'"ンサ と組み合わせた観測手法

の開発が期待されている。 こ の海洋レーザ裁置による

鍋物プラ ン ク ト ン量の媛測 ・偲趨及び衛星によ る海色

センザデータの徳正手法の開発を行う.

@晦狩.脅曜書俳モグラ7ィ -tま術の研究開発

海洋曹司' ト モ グ ラ フ ィ 一銭衡は. 広域の梅洋のiTtれ

や水illの変動を立体的に実時間で観測を可能とする畿

新約級測伎術であり. 留際的に早急の実用化が望まれ
ている。 1，0∞同四方の海洋内部�聞の減れ. 水温精
遣を災時間で観測を可能とする200H.送受信vスチム

81Æで織成される海洋音響 ト モ グ ラ ヲ ィ - yステムの

偶発を進めると共に. 海洋嫌造解析に不可欠fJ.解析妓

衡の関fêllt.び解続被�の向上を計る。 また. 海洋音容

ト -E: グ ラ フ ィ ー伎術の応用による溺滞気候変動綾測計

闘に積極的I�参加する。 なお. この研究i湖発は. 海洋
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曹司Eトモグラフィープロ ジA ク ト チームによ今て実施
している。

③人工衛星による海洋総合綬測システムに測する研
究開発

海洋の全地球的伝実態解明と地球環境変動に及Iます
海洋の役割を明かにするための観測として. 人工術患
による観測が大きな役割をmゥている。 衛星情報の処
理 ・ 解析銭術の確立. 概存毎積センサデータの有用性
の鮮価を行いつつ次世代海洋観測衛星の設計仕繍Il!!
の支鍍を行う。 なお. こ の研究開発!i. 海洋観測衛星
利用研究プ0 ジ ェ ク ト チーふによって実施している。

(2) 研究開発の概要

1) 海洋観測 ・研究
①太平洋熱帯赤遜域の観測研究
平成5年度より開始されたプロジsヲ ト研究 f太平

洋書在籍赤道場の観測研究J 1ζ引継ぎ. 西部太平洋熱帯
赤道場における暖水の嘗積及び散逸に関わる海洋櫛進
をf巴錘するための観測研究を�j勺ている。 この研究に
おいて. N O A A ・ PMEL (米国海洋大気庁 ・太平，
�海洋環焼研究所) と共同研究を実絡し. PMELの
赤道海上気象観測プイの役目i' 回収の協力と観測デー
タの共同利用を行令ている。 また. イ ン ド阜シ7と共
同観測を行い. 200'海織内での観測を行うた。

WOCE計画に関わる日本の取り緩みと しての科学
技術鍍興調務費による 「海洋大循環の実態解明と総合
観測システムに関する国際共同研究J (平成2 年~平
成6年度計画) において. rイ ン ド ネ シア通過世iの級
相l研究J を分1ft 鋭部iを実施した。

平成5年度，t. 勲帯太平洋モデルを75年間駆動した
結果により. 7 ィ リ ピン東方海域における薦東太平洋
からの高雄分水の食入が西邸太平洋執締赤道織におけ
る熱唱E循環と密綾な関わ りがあることが示唆されたが.
平成6年度は. イ ン ドネシア通過慌の メ カ ニズムを研
究する為に， イ ン ド太平洋海域の数値モデルを気候風
と大気型車フ ラ ッ ク ス で95年間駆動して. 観測結果と比
較した。

②IfÆj処縛書面積系の観測研究
亜熱帯循環系の海洋車種追及び変動機t聞をJe複するこ

とを目的として. 水路部'&び気象庁と共同 で ト カ ラ 海
峡に係留系を設置し. 海峡を通過する黒減額tlAをi車年
観測すると共に. ト カ ラ師事咲の周辺海域でCTD観測
を行い. 黒潮t!:行に関わる知見壱i尊た。

2) 北太平洋 ・ 北径域総合観測研究
本研究は. α灘測によ り径織の海氷， 大気. 海洋に

おける短期及び長期変動の解明. ②これらの年変動を

再現でき る素通程毛デルの格築. ③繁過程変動号デル
を統合した極敏変動モデルの開発. @!i敏変動モデル
による縫域内変動と掻級外$l:動との関係の斜面， 吏iこ.
6海域変'Ætかも場外変動縫�の可能性の検討等を目的
と している。 平成6年度Iま前年度に引き続き. 総給及
び係留系によ1). ア ラ スカ沖のパロ ー梅底峡谷を中心
とするチaク チ海の多年氷縁辺海織の観滅を行うと共
Iこ. 海氷変動モデルの開発に翁手した。また. 氷海用
自動観測ステ ー シ ョ :.-' ( I O E 8 ) 2号機により. 4 
月-10月の問， 北経海中央都永久氷域の観測を行った。
また. 平成7年1月には. 科学技術振興調箆費による
「北極識における気樹 ・ 氷 鴎 ・ 生物自国の変動及びそれ
らの稽互作用に関する包際共同研究j において 「国際
北極圏総合研究シンポジウムj を科学技術庁と共催に
より成功慢に開催した。

3) 観測技術の開発
①海洋レーザ銀総綬術の研究llIl発
海洋レーザ観測技術の研究開発において. 平成6年

度は. 海洋レーザ綬if.)装置による観測量か.;，織物プラ
ン ク ト ンの色濃を求めるために開発した検出手法の実
証訟験を赤道湧鼻境及び黒潮流織で実施し， その有効
性の確認とìIi礎生産力の確認を行令た。 また. 本研究
に関連する科学技術綴興調盤費による 「マイクロ波セ
ンサデータ利用等によ る り そー ト セ ン シ ング高度化の
ための基盤妓街続発(第 I 期 ; 平成4年~平成6年度)J
の中で 「織物プ ラ ン ヲ ト ン援の把握の高度化に関する
研究j及び f地周術学妓術研究のためのグローバルデー
タセッ トの作成研究 (第1l1li :平成5年~平成7年度)J
の中で 「海色評価手法の研究J を実絶している。 これ
もの研究実絡の概要は(3)項で述べる。

②海洋音響 ト モ グ ラ フ ィ ー技術の研究開発
海洋音 響 ト モ グ ラ 7 ィ ー筏術の研究開発において.

平成6年度には. リ ア ル タ イ ムデー タ伝送機能を有す
る200泌送受信システふ 2纂よ り構成される海洋音響
ト モ グ ラ 7 ィ ー シ ス テ ムを平成7年3月に完成させた。
また. ウ ッ ズホール海洋研究所との共同研究として.
5 テザー海洋音@ ト モ グ ラ フ ィ ーシステムをmいた地
中海トモグラ7ィー鋭ifiiJ実験をs)'i成5年 1 月か.;，10月
まで実施し. 縫いて. 研究員 1名をウッ ズホール海洋
研究所に派遣 し， このデータの共同解析を実絡した。
更に. 太平洋総合観測研究イニシ7ティ プの一環 と し
て， ワ シ ン ト ン大学の協力を得て. 米国ユ 品 - 3 - 1
ltiセネカ潟において. 2ωHz低周波音源の総合特性試
験を実絶 した。 乏な研究内容は第8攻に記載されてい
る。
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織れてイ ン ド ヰ シ7多島海へ流入してい るのが平成S

年度の雌測で確E草されており. �担分水の掌動につき
新しい知見を加えた。

九 “ a・r .... 
- ..・ ‘lO企.，. ... JfUtb， 4'(" " U(�k句

- ー.. '" ... !:! 

③人工衛星による海洋総合観測 システムに関する研
究f.ll発

当面の銀題として. 衛星情報の処理・解lIT段街の確
立及び担存各種衛星センサデー タの有用性をS宰領する
ために. 海面高度デー タ及び海上凪ヂ-，の応用プコ
グ， ムの作成告fiゥた。 また. 海」ヒ嵐データについて
は. 海浮大循環モデルに組み込んで. その有m怯を検

討した。 主な研究の内容は第 8羽にðè俄されているe

。 太平洋然得赤送・ 夏熱縛海地主総合観測研究

α燃格赤道緩の観測研究
本研究l;t. 西部熱帯太平樽におけるIil泳の.穏と散

逸の退穣. 及びその過程と岡崎に進行する海洋 ・大気
相互作用を理解する ことをB的として3腕している。

1994隼4月-5月の航海{乱 イ ン ド串 シ 7妓術評価
応、周斤 (8 P PT) 及びNOAA太平洋海洋環場研究
所 ( PMEL) と海洋科学妓術センター との共向観測
と して実施され. イ ンドホシ7人科学者I ;名. ZE鴛海
.士宮 l 名�びPMELのプイ銭術者2名が乗船L.

ア ト ラ ス プイの展開・揚i(llのため媛給した。 この続海
は. 図一 l 航跡により. CTD. X8T. 総書自j甚毅A
o C P (20m. 5Om. 8û聞の3/1) の観測を行勺た。

例年4月-5月. 赤道近傍147・-1320Eにおける一
般謝況は海上限が2-3 m/秒の貿易風であ今て平均
の健を示し 表面水温も29・C以よで平均随を示 したe
叉. 水深20田の波向・浪速もおおむね北西向きでぬ個

/紗程度の流速を示していた。 野道魁遮断面の表面�
29"C以よで. 28"Ca上の氷温分布が氷!?I!50m-1ω
mに観察された 〈図- 2 ) 。 文 . 34.496以下の降雨に
5< 低犠分氷が広 〈表面から水深5Om-10mまで分布
して平均的 プ ロ 7 ァ イ ルを示した。

南半球から北半球に輸送される高級分水が. 赤道上
13:r Eから147・Eまで氷深100m-3∞mに分布してい
ること をこの観測によ り初めて積認した (図- 3)。

この1鈎4年4 �-5月の航海で綬II L. I鈎4!i'12月
に図収した赤道147・EのAD C P 1"-? (�- 4 ) を

見ると. 水漆1∞m.......1切mに却価-40叩/抄町西向き
のì1íれが5flから6fl. 7 月 に中断して8月から12}ì
まであることが示されている。 これは組分分布と組み
合わせるとI有半I掛からの高桜分水が水源100m-150m
を笥向に鱗迭されていることがわかる。 ;喝塩分水自体
の分布は. 水深1ωm-ぬOmである ので水深1õOm
~初Omにある東向きの涜れ告示す高温分水f:. �鉱
散を伴う鉛直方向の循環を示穫するものと怠われる。

赤道上水深1∞回-150mをi!!i泡する術樋分ホは太平
停のi!!i�富. ハルマへラあの北のマルヲ締峡で太半誇を

1錫4隼4月-5用品航海骨航跡包図ー'

主な研究開発の内容(3) 
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関-4 �遭147'Eにおける表層液逮 〈東西成分}

由時系列

②亙無事帯循E離系の綴ìJlll研究
この研究は， 日本周辺から黒潮の滅淀滋までを含ん ま

だ受熱帯循環系の変動の犯録及び赤道を中心とする海 町
洋変動が52熱帯循環孫の変動とどのよ うな根草作用を
しているか明らかにすることを自的と している。本研
究は黒潮の開発利用調査研究の一環であり， 水路部，
気象庁. 水産庁との共悶潟褒研究である。

平成6年度は. 九州南方 の ト カ ラ海峡で黒潮涜量長
期連続観測および足1習阿南東のTOPEX/POSEIDON
軌道沿いにCTD観測を行勺た。 平成7年3月に行づ
た ト カ ラ海峡の長籾遠鏡観測では. 前年3月および9
月に後置した係留系41(;を回収し新たにS系を絞置し
たc

平成5年3月および平成6年3月に回収した係留系 吉
のデー タ解析を行。たところ， こ の期間の ト カ ラ海峡 。ず
通過帽の平均鰭1:1:約30Sv (ISv210・uI/s) であり. 3 
過去にI専られたCTD観測データ から縫定される総衡
流量とほぼー重宝していることが確かめられた。 また.
ト カ ラ 海峡遜過流量と日本南岸の黒潮流路変動の関連
伎について解新を行勺た。 その結果. この期間におい
ては黒織が蛇行流絡を取る と き ト カ ラ海峡遜過派貨が
滋少し 直進旅路を取ると事流鑑が増大 していたこと
が明らかとはづた。

@瀞il手法の研究
等*皮商摩領海洋モデル (OPYC) を使い. イ ン ド

洋 ・ 太平洋の海洋循環を棋鍍した。海綾は. 東緩25度
から西経.70度， 繭緯65，.から北緯60，.までの. イ ン ド
洋 ・ 太平洋海域で. 水平解傑!f3度で海岸線と海底地
形を1ì;穫したが. イ ン ドネシ7海織は， 解IU�が30km
になるような禽解像度を採用 した。 COAOデータから.
海よ風. 海よ気温， 海上混!l!:. B量を採用 し. 大気か
ら海洋への熱と乱滅エ*ルギーのÐf.入を計算した。鳳
応力は. ヘルマンとローゼyスタイ ン(1鎚3)を使。た。
海表面における纏分は， レピタ スデータに緩和 (r.lax)
させた。 モデルは93年間積分して. 表層が平衡状態に
逮 し た こ と を確かめた。

モデルは (畿函水温. 表面海減， 赤道治1l!. 東太平
洋の冷水質人. 西太平洋の高塩分貨入等). 季節変動
を機緩Lた。 1i?J-5は， 西経1401l!:におけ る 2 月 の犠
分の鉛直断面図. 鴎-6は. 東緩IωIl!:に お け る 2 月
の担分の鉛ìa断福岡である。 また. 表面水温の変動の
西進が織自書され， 観測データと比較したと こ ろ ， モ デ
ル結果と観測結果の間に俊樹ずれは見られなかった。
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2) 北太平洋・ 北極海犠総合観測研究
海洋観測研究認では. 平成6年度に俗2テーマの北

極績の観測研究を実施した。 1 つは出資金によ る 「北
極海犠総合観測研究J であり. 他方は科学銭術斤研究
開発局地深約学僕術縫巡:Ii!からの受託による 「北極械
におげる水圏の氷， 熱及び物質循11過程に関する観測
研究」 である。 以下は. これらの平成6年度実施経過
である。

￠混じ極海域総合観測研究
北極犠における変動1:1:. 北半球の気象. 気候に強〈

影響するとされるが. その過程についてはほとんどわ
かっていない。 そこで. 本研究は， これを明らかにす
るこ とを目的と して. 平成3年度に出資金により開始

ー号訴)_. 



したもので. 平成6年度は4年目である。
北線67.5・以北は北極掴と呼1:1:'れ. 北極海のほか. こ

れを取り臨むシベリ 7大儀や北 7 〆 リ カ大量豊の北部.
さらにはグリ ー Y ラ ン ド1凶事が含まれる。 北鍾置の海
洋 ， 曾到に 並びに大気は智aを通じて大事〈変動する.
海洋将学校術セけ四では. 特に�t極海部分に.. �持
続るとともに. これに. :11:棲浄}太平移問の絢互作沼
を考えるよで.�なベーザ ング海 m!lill立冬期に給氷
する} を含めた海織を広穫の:11:益減と して観測してい
る。 本研究では. 観測lζより海洋. 11氷. 及び大気の
変動を観測 し. 年間変動を再現できるモデルを臓発L..
さらにこれらのモデルを組み合わせる ことにより. 海
洋. 大jl\. 及び雷氷の変動を同時に考慮することので
きる鑑繊モデルを開発ことがその具体的内容である。
したが令て.観滅とモデルの開発を並行して進めてい
るが.平成3-7年度の5年間を第 I湖と位置付け.
海織としては北極海と北太平洋との接点であるべ-1)
ング海劇t鎮のチa タ チ海を対象と している。

平成3-5年度の観測では. ベーリ Yグ海狭量Eから
'f..デチ海中央官Bに儲けての海嶺， 並びにチaクテ海
の7ラスカ沿岸織において. 夏期の車総流観測を策絡
した。 S的lま. 主として卓也流が輸送する熱の観測の
ほか. 特にパロー海底峡谷におザる海盆~霊童槻間水交
検とこれに伴う勲交換の過程を観測した。平成6年度
は， これらの観測に加えて. 氷海における大気~海洋
聞の還動uびに熱量の交換と. 代表的海氷の分類及
び猟伝導率等の物性測定を�M!した。 観測は， 船舶に
よる夏期のみの観測と. 海底畿電!J!!及び海中係留盟関
システムによる通年観測を実縫した。紛鎗観測It. II'Ø­
l に示す剥織に沿。て911申旬から儒10月中旬にかけ

て実施した. 海盆~健ïll'oIlホ受検(1， 4寺に鐙繍斜面の
司書谷舗において活発であることから. チaクチ海にお
いてはT.，，，，カ沖で量大のパロー峡谷に. 音響式ill向
涜通計と海申係留=システムを役置し. 1年に及ぷ長
期錨測を実施した。 さ らに， 人工衛星による海本観測
も J ，惇にわたり実施した。 ただし， 観測にはマ イ ク 。
波術島を串1!lIしており， 衛農データの入手が 1 ，年後と
なるため1年遅れで解析している。 大気~水海聞での
運動盆. 主主びに熱量の交換貨の観測は. ゾンデと氷上
N:1lr1観測νステムにより実施した。

船鎗観測は. 米国政府科学獄図最新有し. T ラ ス お
大学が還航する耐ホ観測鉛 「アルフ ァ ・ ヘ リ ヲ ク ス号J
æJ-8) を'1l1liして行勺た。 この観測は. 日 米. ロ
の 3 ヶ国図際共同と して実施され. わb粗からは淘洋
科学後術セ ンター. 米国からはアラス治大学. 海洋大
気庁太平縛海洋11媛研究所{シ7トル〉等. ロシ7か
らは包νァ政府水現気.委員会:ftli陽極研究所 {ザン
タ ト ペデルプルク) が容加 した。 そして， これもの観

測から. 当t車海織における阜魅海涜， 海盆~飽棚間水
蝕交換. 海氷の物E聖的後貨や年間の変動パタ ー ン . さ
らには大気吋主海聞での逮動量並びに微量の交線過程
に関して大いなる知財鳴られた。

また. :11:擾海のような遺書量な環境下では. 骨量人の自
動鰻測ステ-!/. !I'が効集約であり. これの建造. 海
上紙験を平底5年度までに終えた。 平尾u年伎は. こ
のステーションを 4月下旬に北極点近傍にに役置し.
10月末まで北獲海中央審5永久流水織の節祖闘を実施した。
このステーシヲ ンIま: 11月上旬に. グ リ ー ン ラ ン ド東
方に波出 してきたため. 回収した。 1 号機に比べて.
この2号機では大部分のセンサーが正常に作動し. .
.なる成果を上げた。

一方. これらの観測と並行して. 北極判事におげる海
氷の年変動を再現する海氷変動モデルの開発を平成5
年度に号l線事実擁した。 海氷の変動には2 とおりの遁
極があり. 1つは海洋の表層漫合婚が冷却. 温暖化を
織り返すことにより結氷. 融解を織り返す飢カ学通程.
他方It. 生成した海氷が海流や恩により移動し. ホIf
の変形を生ぜしめる遥穫である。 平成6年度は. 平成
5年度に開始した熱カ学過程の鉛直 1次元�デルINlJê
を継続突纏するとともに. 鎗3:. 経!r. 気象 ・ 海洋条
件等により任�の海域の海ホ状況を予測を可憾とする
革本モデルを開発した。 また. 力学過績の�ヂル化も
開始した。

制t極織における水廊の水， 然及び物質循環過程の
観測研究

本研究li. 科学校街庁研究側発局地路科学技術継t草
案が権進する豊富奥羽11質研究 f:lt極織の気!IJ.ホ匝・
生物衝における変動並びにそれらの相互作用の観測に
関するlØl共腐研究』 中のサプ・ テーマとして受銃L.
爽縫したもので. 平成6年度をも。て終了した.

本研究の目的は. 北極海におげるい〈 つかの代袋的
処点において. 図-9 に示す氷上設置lll1の自動観測ス
テ- '!/ . ンにより氷上気象， 雪氷， 及び氷下の海洋袋
R置を長期にわたり観測することであり. 科学校術庁が
序回航する上旬テーマにおいて， 北極海の竃機敏湖を実
施する唯一のサプ ・ テーマである。 海洋科学技術セン
9 ーは. 米国の ウ ッ ズホール海洋研究所と研究協力也
�を締結しており. 10テーマを超える務究が前線開で
共同で実施されているが， ζの観測研究もこの研究悔
カテーマの1つである。

この自動観測ステーショ ンは. 平成2-3年度にこ
の復興n費に よ り ウ ッ ズホー凡侮洋研究所と共同で
建造した第1号機に続く第2号機で.①に述べたもの
と悶ーである。 第 2 号機の大部分は:<1>の出資金により
建造したものであるが， 海洋物理学的観測周セ ン ザ ­
Z買をこの緩興鍵盤貴により増強し. 観測を強化した。
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この地強によ り ， 海洋物rl1l!. 海津化学。 調極洋生物学と

多岐に'&ぷ観測が強化されたのみ屯らず. この種の通

年観測と しては世界的に例のない愈欲的. 先駆的誌も

のである。 観測データ は気自民衝患を利用 したりTルタ

イム伝送システふである7ルゴ;:r. . システムにより逐

次伝送される。 ζの観測により得品れたヂmタは現在

も解析申である。

また，平成7年t月には. 科学校術庁筑法研究交流

セ ン タ ーにおいて. わが国初の. 国際的な北緩11総合

研究シン;!!ジウムを開催し. 媛'''1I11貨による 5年聞

の北極研究目成果を発袋するとともに.当センターの

出資金による北健研究成集のほか. 一般の北極研究の

成果を発袋し. !曹給実僚を図，た. そして. この!!<興

草書2.研究により. 北極研究に対するわが慣の機運の

置Ii!l. 主主ぴに漫掴めが完了し. その目的を十分選成す
るこ とb'できた。
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3) 海洋レーザ観測装置Eによる織物プラ ン ク ト ン栂JJ
海樽の植物プラ ンヲ ト yを効J;lよく観測するための

量産贋として. 海洋レーザ観測装置を開発し. 赤道直下.
赤道�昇事時海織. 黒潮に沿。た海織に結いて. レーザ
励舘の指物プラ Yク ト ンからの9t光値か ら ? 0 0 7 イ
Jレ- 81溜度を推定する ことを目的に実験を繰り返 して
ðた。 この結泉. 外洋性の積物プ ラ ン ク ト ンに関して，
相関性の良い経験主主を開発 して書た。

これに加え. レーザ励起の植物プラシタ ト ンからの
さE光強度の昼夜変動が11mされ. ζの昼夜変動の機縁
を解明すべ〈観測を継続した。

また. 植物プラ ンヲ ト ンの.. 生虚カを計測すベ〈
持軍存酸察法と. "C (カーボン13)法によ る現場法と.
鍵似現場法によ る計測比鮫実験を行令た。

1994iF5月にパラ オから 7 ィ リ ピン東方海域を北上
し. 沖縄西方かも東シナ海のP N ( ポ I) 鼻 四 Y' a ン・
ナガザキ〉 ラ イ ンに沿ヲて班経124度割程まで妄り. jt 
s・31lr線に沿ヲて東νナ海壱東海し観測をlA!!をした。

この観測では. 7 � リ ピン東方海地置の外洋系の海水
と. JI(;，ナ海鐙概上の河111からの浪人氷を含む海水と
の組物プ ラ Y タ ト ン生産..の異なる海水を対象と し
て. 昼夜変動の検m.と. 基礎生産カの鰻測を実飽した。

1994年11月にグ7ムから南下し. 線道に沿って東進
し. マ ジ s ロ において嫡給後. l!に保道にt骨勺て西経
1651J:まで東進し， その後マジ品 ロへ戻る航路におい
て観測を実絡した。 己 の観測でl�. 亦道湧界系の栄養
塩漬度の高い植物プラ ン ヲ ト ン組度の高い海織と . 百
I!I!太平洋側の栄雪量塩温度が低〈組物プラ ン ク 争 ン湿度
のaまい海織において. 5 月の海洋観測と同織に昼夜変
動の検証と， 基礎生産力の観測を実擁した。

この結果. 7 ィ リ ピン東方海績の栄.11濃度が低〈
5..の植物プラ ン ク ト ン温度の低い海峨. また. 19事4
年11月はエル ・ .:.ー ユ 賓 の温度分布t.遣にあり. 活縫
165ll:まで暖氷プールが進展 し然餐峰湿度が低〈表掲
の横物プ ラ ン タ ト ンiJI度の低い海織において. 昼夜変
動の確認が自自鍵であ った。

一方. 東 シナ海の海滋では， 績勧プラ シ ヲ ト Y温度
が高いものの. 潮汐に伴う市ホの濃入が確mさn. 昼
夜変動を磁mすることが図鍵であ。た。

1994年 IF Iの日付変更線から東側の海嫌において!ii
t軍事れた昼夜変動は. 栄.混濁療が高 〈 。 組物プラン
ク ト ン濃度が高い海績の現象であ 勺た。 この海織の纏
物プランヲト ン径大層は. 50聞から70mの浅い悔域に

存在し 夜間における海水の鉛直混合及び日中の成眉
による植物プラ ンク ト ンのtt，.1i匁定された。 この伝
総を検liするため. 引き続きレーザ観測を継続する予
定である。

.礎生産力観測に関しては. 溶存酸11法による観測

と. I'C法による観測を展開した。 こ の鰻測で1;. 日
の出mに海水を培釜窓にとり 銭水..の深度へ絡重量震
を庚 l... 6時間おきに叙時間の絡事E観測を行。た。 光
と植物プ ラ ン ヲ ト ンの増殖を.礎生底力と して観測す
る こ と を目的とした。 しかし. ニースキンボトルによる
保水に関して， 董を締める黒ゴム. � リ コ ンゴ;.の彫
轡. 採水時閣の差による溶存厳然量の�動などの問題
があり， おおよその基礎生産カの深度分布告知る こ と
が可能であラたが. 十分な繍皮を持つ分析結果とはなっ
ていはい。 引き続き. 観測を継続する.

樹博レーザ観測銭備の研究路発に関連する研究とし
て. 科学主華街振興縄霊貨のもとでlXの二つの研究を実
絡している.

①将学主主術娠興調整費総合研究 『マイヲ o波センサー
データ利用等に よ る リ モ ー ト セ ン シ ング高度化の
ための.豊富枝術開発」

(a)海洋蛾測におけ る リ モ ー ト セ ン シ ング利用の高度
化に関する研究

〈・ー1)地涼温暖化問題に対応した海洋研究高度化
のための眠突

(.-1・・1)種物プラYタ ト ン貨の健鍵の高度化に
関する研究 {第JM 平成4年度から
6年度}

この研究lt. 人工衛星第敏の海色セ ンサーから海水
中の植物プラ ン ク ト ン震をf量定するための大気補正手
法の開発を自的とする。 平成6年度は. 赤道直下にお
ける分光lGIl及び分光輝度の計測を実施し. 大気繍正
手法の縄集. &ぴ水中光学of:デルの可能性を導いた。

②科学妓術1<.縄聾費総合研究 『グローバル・リザー
チ ・ 皐 ヲ ト ワーク』

(b)l塩琢科学技街研究のための蕃礎的デー タセッ ト作
成研究

(c胸洋ヂ四;9-1:ッ b作成研究
(c-1) 梅色評価手法の研究 (鱗1 M平成5年度か

ち平.$;7年度)
この研究は. 人工衛星洛援の海色センザーの観測ヂー

タをはじめとする積物プラ ン ク ト ンに関する計測デー
タの西線太平洋におゆるデータセッ トの作底を目的と
する. このため. 平成6年度は赤道直下の観測の僚に.
NOAA裕織のAVHRRの観測データから海表面温
度分布を家めた。 このii像によると， 東側に進展する
破水プールの存復由勾1m害れ。 植物プラ ン タ ト ンの分
布と強い関係にあることが磁録された。

また. オ ース ト ラ リ 7及びインドネ シ7と織物プラ
ンデ ト ン現存量に関する共向観測を察官在した。
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4 . 海域開発 ・ 利用研究部

(1) 研究"発の方針

1) 趣返の主主が図沿燦峨の現状
地球上の沿鯵織は金海域のた今たI割に しかならな

いが. 生�カにおいてはその3割以上告占めている。
そればかりではな く . 多 く の海産生物に とって鐘卵や
さ主育の場であるとと もに. そ こで生草草された. 或いは
燈生起源の有般物の分解も活発に行われ. 海洋生態系
の中で最も重要な位置を占めている。 ま た包常生活と
の関連においては水準餐殖. 海洋レジャー等. 人間生
活との関わりが極めて濃織して存在する場である。 己
の様な鍾要性を持つ沿岸績ではあるが. 近年人間の手
による嫌々な形での改変が進み. この一世帯として. 自
然形状を残す海樽線は現在日本金国ですでに半分以下
とな。てしまゥている。

海際線の保全や高潮への対策， 海域面の有効利用と
いっ た揚造改変に加えて. 生活宮跡、 工湯銭水. 農雛
俳氷. 給餌養殖などによる水質の汚濁は. 近年の沿岸
環横が勉える最もIi婆は問題となうている。 沿岸績は
河川水の最終到着地でもあり. 陰績での汚濁物質は最
終的に必ず沿岸海域にJi.践し. この蓄積によ。て生態
系の厳織を も招いた事例1;1;袋々の臼常生活の周辺でし
ばしば自にしてきたところである。

2) 当都の包絡す沿海研究
上述の殺が国沿膨域の現状を踏まえると. 海域の中

でも特に沿岸援を対象として研究標題を綬定している
当認では， �軍機保全を年頭に置いた上での錬題取り組
みが不可避となってきている。 海域開発 ・利用研究lま
海織環境を健全に保った上での研究でなければその存
在智義も問われよ う。 このこ とを念績に当邸では沿岸
域の開発・ 利用に向けた研究を今後も展開 していく予
定である。

また. さ まざまな公的海洋関連研究犠摘がある中で，
後々が集たすべき役割ほ. 海洋科学技術センターでし
かできない特色ある研究開発の機築であろう。 すなわ
ち. 機器開発能力， 学際的研究機能. 潜 水調査能力，
等を十分に生かした上で. 社会的要捕の強い地路環境
問題， 沿拶域生態系保全， 国際協力. と言うたキーワー
ドを取り入れた研究鎌豊富をE量定していく�疫がある。

また. 単発で終わる研究ではなし 研究の繋がりゃ.
社会への賞献舟時現待でき る線題の段定を考えていきた
い。 当都では. 海洋工学. 遊紛ヱ弘 海洋生物. 海洋
化学. 治水医学， 等の研究者に加え. 阜鑓 した請書水技
術を有Lている。 この織な学際的研究領績と銭害時との

融合による， 沿陣織開発事'J周のための研究を展開して
い こ う と している。

(2) 研究側発の復要

海犠開発・ 静岡研究館では既に述べたよ う に海洋半
学から生態学. 潜水医学まで多様な研究範趨を5つの
グループで行うている。 各主要録題の研究観察の紹介
はこの意以降でなされるので. ζ こ では各グループご
との研究内容について紹介する。

1) 海洋エ阜Jレギー利用に関する研究
1 グループではプロ ジ ￡ ク ト研究 「海洋エ車ルギー

利周波術の研究臓発J において， 得体式波力強置であ
るマイティホエールの作蟹に向けて， プ ロ ト タイプモ
デルの60分の 1縮尺検裂によ り水槽実験を行い， 滋j盟
中移動の数値 V ミ a レ ー シ ， ン計算など地叶Tわれた。
またこの装置の割陸海績でのエ阜ルギー利用に向けた�
礎的研究ともなる海犠底舗の低酸繁�t防止に向けた実
験を地織共問研究 f内清環境放泉技術の研究」 と し て
三賞県南勢町で行った。 この結果から底届氷の貧厳務
化防止には園闘に四郎、効果舟S認められ. 石灰散布や外
海水導入などより も効果や経費のJ点で有効であること
が判明した。

また海洋深層水が待つ氷混. 栄養績等のエネルギー
ltl用と し て高知県及び民間5祉との共同研究「深層水
の効率的利用訟に闘する研究J を担当1." 実用化に向
けた一連のシステムの作成. 深廟氷の事聞に関する検
討をおこなった。 この結果. 浮滋幼集期のカキの生l!l
司停の向上などにおいて有愈な結巣が樽られた。

2) 沿F軽微細環績に関する研究
2 グループでは沿陣織の微細物理型車墳のモユタ リ ン

グ. モデル化. 更には シ ミ ュ レ ー シ ョ ンへの研究を展
開しており， プ0ジ&ク ト研究の 「海核制御陵術の研
究調発J の中で， 海中フロート 2号機を作盟国し. 浮量E
幼生の移動パ タ ー ンを シ ミ ュ レー シ 雪 ンするための研
究を行勺た。

また沖縄県石垣島の川平サンゴ号車場で. 海水減動に
ついて観測を行い. 型車犠内では礁績を越えて浪人する
ことにより氷が供給され. 織の水路から演出していく
というパター ンをõræした。 宮城県との自由荷量共同研究
「仙台湾沿贈漁場における水境流動モιタ リ ン グシス
テムの研究開発j は当年度から開始され. システムの
進本設計等を行ゥた。

3) 生態系後摘に関する研究
3 グループでは生態系級事障に関連する碗究を展開し

-34-



た。 特例研究の f海洋生態系の変動に関する研究j で

は動物プラ ン ク ト ン計量量産置を作成し. 綴器の作動等

に関する段上訴験を行うた. また受n研究の f海E主演

界庖での分解 ・ 調�I担.の調査研究jでは存年度作製さ

れた潟底嫌界扇定期取水量産自Eにより. 東シナ海での4

�点において. 有機物の分解速度についての実厳結集

をfl;jた。 ま た広島県と行勺た地織共同研究の 「養殖海
績における潟'A!ク リーンνステムの研究開発J では最

終年度を迎え. 各ユニッ ト部分を合成lì草剤鉱験をfTっ

た結集， 有機物を多賀に含む底泥が水と盤状物とに分

諸処理できることを確認した.

。 潜水a礎銭術に関する研究

4 ダループではプ旬 ジ � ? ト研究 「訓告水aw筏衡に

関する研究開発J で. このグループb噂再発した7プレッ

シブウ，.-?-ジ￡γ ト水中切断設置の使用にかかわ

る安全伎の問題として. 機器の噴淡による外傷や騒音

による聴カへの影響に関する検討を行勺た。 ま た 「研

究飢発周鹿設隻鏑J では. 動物シ � � レータの循環系

配管の節分後浄. 潜水ÿ� .1 レータのS 1 チ ェ ンパー

生体計測用貫道揚子母更新工事. 0 1 チ ，，- Yパーの駿

繁呼吸装置の更新工事などを行ヲた。 また日本海のズ

ワ イ ガユを対�と して経常研究 「大陰線生物資源の調

査及び管理妓衡にJIIlする研究Jまた. 岩手県とは綾塗

港湾において共同研究 「織梅浮上邸人工海底の長餓実

ltI化研究J が行われ. 給総f嘩を対A<としては勉犠共同

研 究 f沖合海中空間前fll!鉱大銭術の開発j と して人工

海底の沖合展開改良モデルの製作が当年度より開始さ

れた.

5) 潜水医学に隠する研究

5 グループではプロ ジ � ? ト研究 「動物シ ミ a レー

シ， ン実験J においてウサギを用いて20m21日間の長

期飽Jn�層水実験を行い. 駿禽分圧. 深部締法などに関

する検討を1'T勺た。閉じプロジ3.? ト研究の 「有人シ

� � レ ー シ ョ シ実駿J では. へ リ ワ ムー厳.�l呼吸ガ

スとする実験において180血源相当庄での弘司自潜水実

績により. 呼駁循環系及び神経系に関する生:m学的検

討を行。た。 ま た窒素ー厳禁伝よる20血の穏当庄実験

では. これまで3年閣の実験により減圧援を作成する

こ とができた。

またtl常研究では 「高圧下iË迎繍境に関するlI!i礎研

究H飽和治1/1ダイパーの疫学側査J を. 共同研究で

は. 神奈川歯科大学と 「高圧環境事館での骨変化の自画
像工学的研究ム ユs四ヨーヲ州立大学とí .ふなど・

海女の循環動態に掬する研究ム ハ ワ イ 大学. ウ ィ ス

ヨン1/ン大学と 「積玲問調量ホ時の是適滋If手法のi1!礎

研究ム 早稲図大学と f閉鎖環嫌下におけ る対人受涜

の分析Jなどを展開した。

(3) 主な研究開発の内容

1) 湯布量制御筏術の研究m発

本研究開発でf:. 沿B智治織の海水波動およびこれに

伴う物質の釘必過程を解明する ζ とを目的としている。

このため. 平成8年度は沿岸海域の潟水交織の1I!:Ii評

価と沿博海級生態系の再生産に係わる浮遊幼生の研究

手法の開発を行。た。

q論陣中7 0 ー ト の研究開発

沿惇海緩め生態系の寓生遭遇健において. 底生理罵脅

微動物の浮遊幼生の分散と加入には能動験送プロセス

blJt裂な役割を繰たしていると考えられている。海中

7 D ー ト はこのようなプロセ スを解明するため. 人工

の坪沼紛自主として実際の生物幼生の行動をVミ z レー

シ . "する手法として研究開発を巡めている。初期の

緒過程が解明できるばかりでなく， 浮遊幼自主の生態的

怠慢についても解明でき る こ とが期待事れている。 平

成6年度は水足 水準. 塩分. 光量子を入力センサと

してよ下移動する海中70ートの 2号機をtt作1... 行

動を制御する7ルゴリ ズムの開発を進めている。

@精氷iiitIJ数値シ ミ aレーシ賓 ンモデル

沿陣織織の海水草電動を数値シミ s レ - 'Y . ンするモ

デルを研究開発 している。 平成6 年度は. 多数の浮遊

枝子を追跡表示するプログラムを限発した。これによ今

て. 鉛ill移動する浮遊幼生の愉送逃縫をVミ ュ レーνョ

ンするこ とが可能とな勺た。

また. サンゴ礁では霞績を超えて涜入する海水が水

路を通じて涜出する循環が形成されている。測位変革島

嵐及び滋浪によるサンゴ礁の海水循環モデルを開発し

た。

2) 海j$エネ ルギー利用枝術の研究開発

地 E綱相眺閣が忽議されてき ている時今において.

9 り 四 ンで再生可舵であり. また雌.. 僻地. 開発途

上国指どの沿岸海織において簡便にエネルギーを供給

でき る分散型のエネルギー源となる滋Zネルギーの経

済的な利用銀衡を開発する 己 と は，重要である。 我が固

においては. 沿燦績における多〈の人口とi!i!禦活動に

よる内海域などの沿縁海織の水 質 ・ .Il1tの悪化が顕著

であり. これらの改善が急務とな勺ているが. 波エネ

ルギーは沿隊海織において得られる自然エネルギーで

あり. こ れを活用した沿障環境の改径が可能とはるの

であればその効果は多大である. ー方. 我が図の沿俸

海織は般熔漁業や海洋レジャーなどに活用されており.

今後b益々鉱大される傾向にある。 しかし. そ司ため

の新たな静穏海犠の確保が闘鑓な状況にあり. 静穏海
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犠鉱大銭術の研究開発の進展舟E期待されている。

t字体式波カ援II f マ イ チ イ ω ホ エ ール� Iま. .;宣エネ

ルギーを効率良〈駿奴して沿岸海域の有効利用に貢献

す る と と もに. 義援の後背浴場を静穏化する機能を有

しており. 今後の沿岸繍発のニーズをおたすことの可

能な溺洋締造物である。 海洋終学技術セYターにおい

ては， 海洋エネルギー利用技術の研究開発と して白 こ

の fマ イ チ イ ーホエ-Jり の安全かっ経涜的な建造 ・

��・ 運用技術の確立をB指し. 実車産線機のプロ ト タ

イプモデルを局いた実海域実験を， 三2脱皮錦繍勢

町の五百富所湾の鴻ロ誠において実施す る こ と を計jIjj し

ている。

平波6�g(においては. 1<海滋実験に用いる fマイ

チ イ ーホエールJ プ ロ ト タ イ プモデルについて. 経済

性及び安全性を考慮した浮体給元・構造を明らかにす

ることを包的に. 1/60.繍尺t尊重Eを用いた水憎実験及

び乙の結果に基づく銭設計な もびに波浪中学動の紋織

シ ミ a レー シ a シ計算を行づた。 その詩集， 長さ30m

で舷O草1)1ζ浮カ1l:を有する4構造が過 しており， この鰐造

のプロ ト タ イ プモデルの繍造1股fを行った。

また. マイチイーホエールにより取得したエネルギー

の利用方法として， 圧縮笠気を作り. 沿雌海駿の浄化

に用いる シスチムを検討した。 図 ー 1 に示すjË絡出カ

20kWの実験期 タ ー ピ ン ・ 発2草機・1I織機をプロ7-

S式験望書鐘に接続し. 一定派Jtの?!気波中における作動

実験を行った。 この結集. 般大発電賓と等しい負街と

なるようにイ ンパータ ーの出力周波数を制御して庄織

機を運転することにより. 高効率で圧繕空気を作るこ

とができることが確認された。

一方. í マ イ テ ィ ー ホ エール」 による海域環境ゆ化

妓術をjËj量的にf芭復するため. 沿岸海織の生鍛系を櫛

1vtする索活法の変化を観察するための実験生態系研究

を縫巡するための2華麗である 「生管系索過程実験猿鐙

(マイ 7 0コズム)J の製作を笑絡した。

画闇居届舗臨

図- 1 プロワー実験組最

3) 海中作業妓衡の研究側発

この研究開発は. ①治水医学の研究. ②潜水Yi�妓

鋳の研究開Jê. ③研究側発用施綬豊富備の3つに分かれ
ている。

包潜水医学の研究 (有人シミ ュ レ ー ν ョ ン〉

へ リ タ ム司酸素 w..O.)と!l紫}敵紫 〈め.0.)申

異なっ た潜水呼吸ガスを用いた飽和1潜水実験を実Sをし

た。 潜水深度Iま. He.O，t)lI80m相当深度圧. N，.O.:lJl 
20m相当深度圧とした。 雨飽和潜水実験と も非鍛錬者

である普通の研究者が潟庇環鏡下に長期間滞在 し研究

を frうための基礎資料を得る ことができた。 ま た .

ぬO.の議決度の飽和潜水で(�. 内郎の被験者の対応

に直接外部の人が入室し:対応でき る こ と . 主主ぴiζ被験

者と して各年齢構成でも対応で き る こ と を確段、した。

(動物シミ ュ レ ー シ ョ ン〉

ウザギを使用し. 20m相当深1Jl:1I. �気E軍機下に21

日間の長期総和潜水実験を実縫 した。 その結果. 酸素

分圧がO.5barを超えると酸素中毒の危険が大 き く . 重量

lfi分庄0.4-Q.5bar内が良好であ る こ と が�録された。

ウサギを用いた適応機序の解明の研究では， 深部脳波

の計測を実施した。 更に， 例数および絡の計測部位を

増加させ検討する予定である。

②治水yi礎妓衡の研究開発

よ り安全な継泳技術を確立するため. ハー ド上の:1:

饗構成要素である3項目について研究を行勺た。水中

作業機器の安全性研究では. 高圧7プレー シプウ*-

9 ー ジ ι ッ トによる氷中切断装置について. 機器作動

中のジふ ツ ト 月貫流による夜桜!JI傷 (外傷〉 および雌}援

演翁 (水中級官による聴æ低下) に関するデータを取

得した。 繍境制御技術の研究では， 窪 紫 ・ 政策飽和潜

水に対応可能な扇境制御装置の媛念設討を行ゥた。 噂

級そふタ リ ン グ妓術の研究では平成5年度に開発 した

高任期呼吸モふタ リ ング装置を用いて有人による声高圧

下評価試験を実�した。

③研究開発用施設設備

動物ν ミ a レー タでは循環系配管の 豊富分洗浄を実施

した。 泌水シミ a レータではS I チ ふ Yパ-�主体計損IJ

用資i醐子の)!新工事を行っ た他， 査官紫・ 駿9巨樹日潜

水実験に伴う長崎舗の酸素呼援に対応するため. D I 

チ A ンパーの百産業呼級装置の更新工事を行った。

4) 内湾環境改良技術の研究

この研究は. 内湾海滋において水質 - J志賀ともに貧

D�の状態が生物の生存やfi!;'質内の好気約分解の妨げ

になることに務自し. 自然の浄化プロセスを強化して

水質・ 1ま貿の改良討すう方法と して岡県気 (エアレーショ

ン). 海水交町換を主体と した水質およびi志賀改普シス

テムの側発に資する基礎資料を得ることを目的と して.

悼四



わない語圏直氷繍 〈対照区〉 とし. 残 り 3 穫の水捕に対

L.気. 外海水場入. 石灰散布等の人為糊鐙iを行い.
水質. 底質中の物理的， 化学的. 生物的信状態変化を

比綬. 倹討した。

これまでの結果よ り， この海織での底膚低酸素化.

これに対する暖気と海水噂入の有効性が以下のよ う に

明らかとな。た。

① 殴 - 3 に示すように， 園I�Iま浴存政策置の士官加に

加えて海ホ循環に効果があり. O.2-O.9NaI/h自給

気盛で約6-8哩/目立上の溶存厳黛量を上J置から

有検"の好気的分解等で酸素泊費量の多い下着まで.

略気期間の長期. 短期に係わらず. 11ぽ今ーに維持

で事る。

悔洋科学技術センターと三質調院が地厳共前研究の-1t

と し て平成3年度より繍給された。

実験1!!1量は. 三重県度会初期努町稲賀補@大機内に
図..... 2 に示すように水深約8 m (満淘時) の概略平沼

な砂地のよに 3-5圃程度の腐泥が雄積する池�に直

後6m. 最大設置可能深志9mの4il1Sの災験氷柵 {メ

ソ :> ;>. ム } 並びに曝気に係わる給気段備， 外海水導入

に係わる制御a;:備. 針嵩JIlI:仰を級慨 した。

実験li. 平成5年度においては. 夏 ・ 秋 ・ 冬季実験

〈各<1111自問} を実施した。 また. 率直主6 ま，，�置は夏季

において前年より長期の釣2ヶ月間の実厳期間を設定

し. 前年度夏季実験データの補足および長期的なiI気

並びに海水51:複の効奥について検討を加えた。

各実験では. 4.の水備により水擁立主ぴに底泥を罰百

厳し， lliは人為的規乱 (マユピa レ ー シ ョ :;) を行

尽』→

実駿獲量配置翻

を :8 4 
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‘。

f : � � 
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(2) 
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② 外海水の場入は縫存厳禁貨のt桜田に効娘があるれ
溶存重量紫の増加賞および投入エ卓ルギー最の薗から
H眠気には劣る。

③ 取中ポ ンプによる循環の促進だけでは. 水質 ・底
貨における有機物の好気的分解等に4Z4箆な厳禁量を
紛えず. 溶存E毒素意Iまu時的に減少する。

③ 表- 1 Cこ示すように. 1I!l気. ポンプ循環， 外海水
導入の実験時の遅延 コ 旦 ト の比較においても. 曝気
の径涜性における有事触が明 らかとなった。

lIì- I 書マ=ピaレーショ ン由連結コ ス ト

マエピ aν-!.t;，ン æ JII I・5き茸絡
陽気相軒oI/h) 3ンプレヲ惨- ;!:繍t 歓筆

ポンプ徳康 氷φポンプ 定絡0.�k" 
鋒0・)j(湾人(z oI/h) 級水ポンプ lI<彼3.lkY

道e::�ト (1 8 1きり〉

。 H P!
H ‘ 何
， I I p! 

5) 養殖海坂における海底ク リ 叩 γ シスチふの研究開
発
この研究は. 平成4年度か ら 3 か年計画で. 地織共

同研究の一環として海洋科学校術センタ ーが広島県と
共に実施している。

環境の劣化が危倶されるカ キ養殖海緩等では， 現行
の型軽殖に影響を与えずにII質の改善を図る必婆がある。
この研究では. 海底褒j績の有機地積物の除去 ・ 処理を
可能とする小援・ 簡便な訟験システムとして f海底ク
り 申 ンシステムJ を開発し， 運用・ 評価鼠験を通して
実用化をめざした検討を行勺ている。

このシステムは. �島泥試験ユユ ッ ト と分縫処理鉱験
ユニ ッ ト から構成されるが， 平成5年度に製作を終了
し， 予倒的な速期獄験を行ゥた。

平成6年度は. さ もに一割程の改造を行い. このシス
テムを用いて海織での自由混と分続処理量に関する鉱量産を
行ゥたs ま た沼崎題調査により， システム逮周時の環境
への影響を調査した。 (写真一 1 参照)

その結果. システムはおおむね厳潟に作動し. 毎分
約502の泥水を携脅さし. 毎時2 rrtの泥水を税法ケーキ

と余氷に分離処理でき る こ とを確段、l.1::. ま た各試験
ユ ニ ッ ト の処理効司障の!l合性向上や合理的な連用方法
の確立など. �周化に必繁な改善点壱摘出した。

写真- I 揚混低蛾ユニッ ト

6) 仙台湾沿陣漁織における水塊流動モニタリ Yグシ
ステムの研究'.'l発
本研究は. 地織共同研究の一軍事と して平成6-8年

度に8嫁県と共同で実施するものである。 仙台湾奥認
の石巻鴻東部において. 海水環境の鉛直プロ フ ァ イ ル
を 号 ユ タ リ ングL.. 氷塊の性質. 形態. 動態などを鋭
詰問する"^テム及び海水鏡動を予測するそヂルを研究
翻発することを目的としている。

仙台湾沿縁海敏は基礎生産力が高 ( . 餐嫡識業や漁
船漁業を中心tζ高度に利用されている。 この海織の海
水環境を観測し. と く に氷割程の波動をそユ タ り Yグす
るζとにより. 生物生産環続申実態解明に結びっ く も
のと期待される。

①海中エレベータシステムの研究開発
海中エレベータシステふは緊様係留状態のガイ ドケー

プルに沿って. 浮カ潟p.によ り シ ャ ト ルが上下する方
式で. 討証明機器績を搭織する シ ャ ト ルが一定時間毎に
海面と海底を上下に往復し. 環境変還の鉛直プ ロ フ ァ
イルを連続計測できるものである。 針演傾自は， 術句 ・
減速. 水温， t:::分. 溶存後素， pH. 透過度. ク ロ ロ
フ ィ ル a ， 水中光S量子である。

平成6年度は， 海中エレベー タシステムのフ ィ ジ ピ
リ テ ィ及び絞計条件を得るために. プロ ト タ イ プを設

計創作 した。 sfl成7年度は. プロ ト タイ プの性能拘留E
及び海中エレベータシスチム鐙置予定海域の海犠潟貨
の結果にÆづいて. 実海域で使用するための海中エレ
ベータシステふ本機を校計 し そのシ ャ ト ル部を製作
する。

②仙台湾の海水型車線特性
当該海域の潟水環境特性を把察するために海域絢疫

を実施するとと もに. 海水流動のモデル化を行う。
SJ!成6年度は. 海中エ レベータシステムの設計条件

を得るとともに綾置海峨の海水環境を担鍾するために
実擁する石港湾東eß海繊における海域潟査について検
討し それに必聖書な観測機お等をp.備したc また仙台
湾の海水環境特性を把録するとともに. 海水流動のモ
デル化に必要なデータを得るために実施する仙台湾全
域における海域調査について検討し. それに必要は観
ìIi'.機器等を愛備して調査の憎僑を行った。

平成7年度は. 海中エ レベータシステム役置予定海

械及び仙台湾会織の話語紙調鳶を実絶するとともに. 仙
台湾の海水波動をモデル化し数値シ ミ ュ レ - �ltンを
.f:rう。

7) 海底筏界層における有機物の分解・ 溶出量の研究
この研究I:l:， 平成4年度から縁辺海の物質循環機織

の解明に関する国際共同研究の-l曹と して実Bをした。
研究は科学筏術庁の支援を受けて行われた。
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溺I草に沈降する懸i田態削闘は海問。苗で分解富札

釦成した，.犠栄餐塩が海水中に溶出する。 この研究で

は ベ y シ ッ タ チ ェ ンパをJIlい海底の現場でこれ告の7

ラ ッ ク スを縄貸するとともに， マルチプル�7ラによ

り銭取したザ ンプルを船上でイ ンキsベー ト 1-. これ

ら結集号比厳樹守している。 ベンジヲ タチs. y，パIけー

ン7 ・ タ リ ス チ ャ シ セ ンモデルを援用し平成5年度;ζ

製作した。 平成6年度はI!シナ海の4点で�*を行令

た。 {写真ー2#照〉

その翁県. 有機物の分解は大陸棚の海底で大きく海

盆績で小さい舗 と な 勺 た 。 ま た . 日本の研究機関とし

て初めて刻ープンシ由で最大l.026mまでの水深でI!)!

査を実施することができた。
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5 運航部

「スーバーハープTVカメラ

による途方監視の研究j

紙作した 1 イ ンチ モ ノ ヲ ロスーパーハープTVカメ

ラを無人探査機 「ドルフィ ンー3KJ の中央上軍事iこ固

定し 〈写真- I ) 実運用下での性終確認と限題点の析
出を行ゥている。

この取り付け位置は. 左右の高締度放電灯との緩離
が近いため. 懸濁4却による視穆飯容の影響が径めて犬
きい。 この影響を回避して， 途方を滋観するためには.

照明とT V カ メ ラ の関係位置を変更する こ とが必要で

ある。 しかし. T V カ メ ラ の取り付け位百置の変更はカ

メ ラ本体の大毒事の帯助上撲し く . 照明の位置を変更
す る こ と は. r l'Jレフ ィ y - 3KJ の運用上問題があ

る。 そこで， 現装のTVカメ ラ レ ンズの仕様を変更す
る事により. TVカメ ラ全体町小選化を縦すしている。

また. こ の T V カ メ ラの超高感度特性では， 水深

500m. 無照明と いう条件においても懸濁物質中に含

まれる. 生物発光君臣1(をも映像と してfè録で き る こ と
を確wした。 さ もにテザーケー プルに発光スティ ッ ク
を取り付けて. こ の T V カ メ ラ で�観すると無照明で
も遠方のケープルの状況が篠訟できるこ とがROVの

運用現場から示唆されている。

U - l スーパーハープT Vカメラ
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6. 震予計算鈍重

(1) 研究開発の方針

電子計算機釜においては. イ ンタ ー ネ ッ トを利用し
た研究情報の収集. 最先端の コ ンピaータ利用技術研

究， 各稲の海洋観測デー タ1ζ関するデ四タベースの開

発及び運用. 共用計算機νステムに関する管理E ・運用
なと・を行勺ている。 データペースに関しては今までに.

海洋観測データ の所在管理情報. 給総選航情報及び.
深海醤像デー タ等のデータ ベースftを凶り. ζれも。
データベースほ身近のコ ン ピふ-!I線末より7クセス
が可能とな勺た。 しかし， 海洋\Qð時データに関しては.
ただ単にデー タの所在を管理するだけではデータの奇
効活用を図る こ と は重量 しいので， 各種の海洋観測デー
タをー元管理I!t.... 観現Iliií図や期間， 観樹パラメータ等
の検索条件に合致したデータを摘出し. それを一次処
理した後に研究者に迅速に縫供可能な. 新た江データ
ベ一見を開発する必療に迫られていた。

一方当セ Yタ ーでは. 主主年前からNOAA (National 
00伺nic & Atmospheric AdmiDistration : 米国海
洋大気局) のPMEL(Pacific Marine Environmental 

L品。rat.ory ; 太平洋海洋E車場研究所〉 との共同研究
惚定に纂づき. PMELで開発された. 太平洋赤道竣の
海洋観測プイデータをより簡単に取り級うためのデー
タ管理・解桁ソフ ト ウ エ ア ; EPICを導入し. すでに
多 く の海洋観測デ-7を管理している。 そこで. すで
にEPICで管理されている蛾抑jデー タも取り級えるこ

とが可能な海洋観測デー タ管理・鍵供システムの側発

研究に着手した。
この開発研究は， 平成5年度かも研究が開始された

科学技術綴興調箆貨による 「世界海洋観測 システム
(OOOS)構築に資する革新的プイシステムの諺豊富銭術

開発研究J の一課題と して. 科学技術庁から 「 オ ン ラ
イ ンデータ管理霊 ・ 提供システムの開発研究j と して委
Zモされた ものである。 この革新約プイ システふの基盤

技術開発研究では. 自己移動帯l銅製プイや漂流プイと
い。たプイシステ'"その ものを研究する グループ. ブ
イに俗暗躍するセンサーの;:;精度化のための研究グルm
プ. そして. 今まであまり 目が向けられていなか今た，
取得した海洋観測データを一元管理し. 一次処理した
後. そのデータを迅速に研究者に健保 t.... 取得データ
の有効活用をはかるデータ管理システムの研究グルー
プの3 グルー プに分かれて捌発研究を巡めることとなっ
た 。 議 セ ン タ ー は 3 11陸自の開発研究グループのもとに.
総書自や海洋縦横lプイなどで取得された海洋観測データ
を一元管理し， 当センタ ー内外の研究者の要望に適応

可能な形式の海洋1JI1JI7'ー タセッ ト 吾作成し. 海海観
測デeヲをより有効的に活用できるようにする こ と を
目的として， 本研究開発を実絡する ものである。

(21 研究開発の箆婁

海洋観測データ管理 ・ 銭供システムのm発研究で雛
形と したEPICシステムは. VAX/VMS環境下で動作

するソ フ ト ウエアであり. 主に赤:宣域の係留ブイデー

タを取り級う事を考慮して綬針されてお り， また， コ
ンピ品-!Iに関する知織を有する者でないと操作がし
に く い と いった倒錯点があ勺た。 そ こで本システムを

開発するに当た勺ては. EPICで使用 されているデ­
!l 7 .. ー マ ッ ト . 同tCDF(世界的に広く利用されて
いる. サ イ エ ンスデ-!Iのアクセス用デ-'/7才ーマッ
ト〉 を採用しつつ. 取り扱えるデータの議頬を婚やし.
デ-!Iの盈録/検索/一次処理/結果の出力といった
一連の作業を対話形式で， ユーザにと って線作しやす
い ソ 7 ト ウ エアを開発す る こ とを目標に研究を実施し

た。
初年度にあたる早成5年度は. システムの概念設討

を行う と と もに. 汎用グラ ヲ ィ ッ ク ツ 町ル IDLを用

いて. EPICソ 7 � ウエ7で検索されたデータをー次
処理して. その結果をカ ラ ー グラ 7 ィ ッ タ袋示するソ
フ ト ウ エアの開発研究を行った。

2年度目にあたる平成6年度は. 前年度の概念綾針
を�に. CTD. ADCP. XBTなどの代表的江海洋観
測データの室長弘 綴集， 検索， 及びー次処理結果の出
力など一連の作禦をUNIXシステムのワ イ ン ド ゥ上で，
汎用データベー スツール:!ngresを用いて， 対話形式
で簡厳に様作できる. 次の捜能を祷ったソ 7 ト ウ エ 7

の開発をiT勺た。
①データ登録機能
③データ検索/参照/削除機能
@lIJ用者受録/削除綴能
③データセキA リ テ ィ 機能

⑤データパッ ク ア ッ プ機能
⑥システムセ γ ト 7 ップ機能

⑦EPIC互換機能
⑤HELP綴能
データの主主録や削除は必要条件をメ品aーからマウ

ス録作によって選択入力 したり， 必要に応じてデータ
固有の条件をキー入力す る こ と に よ 。て容易に行うこ

とができ. またデータの検索は. 1宙出したいデ】タの
日付や. 鈴鹿 経度. あるいは銑海番号などの必要条
件を. 用意されているメ品a ーに従勺 て入力す る こ と
により行うことができる。

また， 表示データにタイ トルやコ メ Y トを付与した
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l). f.主用す る 7 ;> ン ト の大きさの1旨:.i!. :J ン タ公示1窃

織のf旨1t. X.y総のパラメ- :9 �陸IR. カ ラ ー テ ー フ ル

の偽�. カ ラ ー パ，やグリツ 子表示のri照などを. 斗ー

ザが希望する係正tで担lllll総泉を出ブiできるよう。 ワ イ
ン F ヲ上でカスタマイ ズでき る表示機能を強化Lた。

さ 告 に ポ テ ン シ ャ U話l.lrや密度 !草分など. 3:掛íf直

で は な く 計算にょうて求められるパ ラ メ ー タ について

はデ7 ォ ル ト 式のi世. 二..-ザが独告に計算式を定住す

ることができ. -�哩浸した後にその結娯をグラ フ ィ ッ

9表示するこ とが可能と なった。

演時点ではユーザは�録制 と し . γステムのやflfW寺

にユーザ名とパスワード. および所属グループのチ 九 γ

タ を1'1ぅ。 また. データを至宝録tる際に. 箱入レベル

のデ-�. グループレベルのデータ. -ij主公開可能な

デーFなと. データにセキ ぷ リ ァ ィ レベルの!il !生を付

与することにぷ勺て。 データのアク セス継がないユー

ザはデー ? を 7 ク セスーする こ と ができないように. デー

タの鴻腐娠を保護するF豊能を強化した。

今後の探題としては. 平成6 年度にl別発 したνステ
ム(;(:. C'i'D.AOC?X�Tなど. 代表的な鮫測データ

しか取り扱 う こ とができないので. 海洋綬湖面面1lif'­

Pや精密祖miヂwタなども取り扱えるようにデータベー
スを改惑するとともに. 出力結巣の 3次元表示やアニL

メ ー シ ョ ンイヒなどが可能と な る よ う . グ ラ 7 ィ ッ ク 表

示機能を向上させる計置であ る。 ま た 。 BPICとの互

険性という，鳴から. 取りi及えるデ四タの鯖�(ま.!l!1背llt

である ため. 倍精度デ申7 も取り1&え る よ う シ ス テ ム

を改装廿 る予3どである。

-
b

訓

-

3

A}

ζ

・

園
山

川

つ

ρ
、一

一
.

- ‘ -." 

'.'ピ'.'

7.::;' 
-34E，

 

.. " ，企

， 

、 ." ，句 ・ e / "..よ

l1.:" '.暗闇叫 I

図 ."" 

.，，' '1. 句 、 .
9ν 匂 令 、 ‘弘、 令 ;ト !‘

鴎-2 境分濃度骨組[唖断濁l調也力側

--42-

-会 ご 一一

!�.;合、.-・ー
川一



7. )J海環鏡プログラム

(11 研究鱒需の方針

濠Hーを構成する生物学的 ・物理量学的・化学的諸重要素
の動態とそれらの相互関係を明らかにする とともに.

源海珊績と他の海洋環境との機界における緒現象の動

悠を解明する ことにより. 深海環境のみならず海滞環

織の金畿を地感緩畿で杷援す る こ と を目的とし， 研究

の迦妙に応じて. 定期目且 織々な専門科学約背景を

有する阻内外の研究者を結集した f深海環境プログラ

AJ において. 深海環骨量を対象とする先海的 ・基礎的

研究岳災鎗する。

(21 研究開発の慢要

平成6年度lま. r深海環繍プログラAJ の 「深海微

生物研究グループJ 内に綾置された 3 ゥの研究チ-A

により. 深海敏生物の繕餐 ・ 形態:. ftJI ・ 生理. 並び
に. 遺 伝子 ・ タ ンパク貨に関する研究を実施した。

1) 研究の目標

①培餐 ・ 形態の研究
深海微生物の有効な培雪量方法を碕立するとと もに.

薗体. 細胞膜 細胞内4、器官等の絹漉と機能を}般微

生物や他の特孫環境微生物と比絞し. 深海微生物の生

懸学的な特徴を明らかにする。

。明 ・ 生患の研究

深海微生物の患者担能特色 及び炭素. イオウ等の代
11織嶋. 並びに二次代謝麗物等を一般微生物や他の特

殊環境微生物と比殺し. 深海微生物の代謝及び生理学
的な特徴を明 らかにする。

。車伝子 ・ タ ンパク貨の研究

糠H陣微生物の代創・生理・ 生体繍康成分の生産等に

関与する遺伝子及びタンパタ貨を... 解析するとと

もに. 遺伝子の嫌遣と発表調節... 並びにタ Yパタ

貨の情迭と機能を一般微生紛争処の特森環境教生物と

比般し. 漂海微生幼の分子生物学的信特績を明らかに

する。

2) 研究の実施状況
(ì)I告書E・ 形態の研究
絡事監 ・ 形態研究チームは. 主と して以下の 4項目に

ついて研究を実絡した。

(al 濠海然水環境下に綾息する起好然性組薗の研究

(1)) 濠海の好冷性S菖密に関する研究

(c) 濠海微生物の分頬 ・ 保存Iζ関する研究

(dl 環境条件の変化が動物細胞に及ぼす彫場の研究
。切 ・ 生還の研究

代謝 ・ 生理研究チ-.&.は. まとして以下の2項目に

ついて研究を笑絡した。

(al 有繊熔媒E首位曹に関する研究
(bl 深海性隊母の佐賀と利用に関する併究
。宣伝子 ・ タ ンパク貸の研究

遺伝子・ 9 ンパタ質研究チーふは. 主と して以下の

3項目について研究を実絡した。

(al 深海サンプルからのillE性， 好圧性微生物の分

.と佐賀の研究

{ω 潟水底下における遺伝子実現制御の窃笑
納 鰍氷および海底泥中の微生物の研究

(31 主な研究関発の内容

1) 地強・ 形態の研究

①漂海熱水源境下にJ棲息する趨好然性細蘭の研究

組野熱性細菌は新しい生物資源と して有用であり.

また. 生物の温度適応接梅や生命の温度限界を知るた
めにも興味深い細菌である。 16S/I8SrRNAE列に基

づ〈道化祭儀樹によると. 緩好調血栓JIB薗は現存最古の
生物と鑑定され. 生命の起源との関連でも注目されつ

つある。 こ れまで筆者らは沖縄 ト " 7伊平鹿小海磁の

鰍水噴出峨より数積の超鰐熱性細菌置を分継し. そのー

邸機をTh，rm肘肘吉凶 profw凶uと命名 し. 新種と し

て縄唱した。 また. !!#代謝に着目し. *薗鎌が薗体
鎗JI自のlO�にも及ぶグルタ ミ ン酸脱水索隊窯(GD

H) を保持していることから. 本勝繁の生理掌的:t!.

を明らかにするため本聾素を精製1... その釜本的な佐

賀を明らかにした。 6年度は本書事業に関する更に詳細
な解析及び本間徐における雀濃代謝員長の構築を目的と
して研究を行。た。

(al T.profU/幼時GDHの活性及び二次精進に対する

温度の.. ・

*勝繋の活性は温度の上昇に伴い地加した。 Ahr開e

m岨プロ ッ トにより解析した鎗果. 本隊案反応の活性

化zホルギーは釣6O"Cを績として大事〈低下した。 こ

れはこの温度付近で本酵素の梅遺が. より活性の;t;い

線道へ.-:化したことを示唆 している。 本画事業の様々な

温度におげるこ次副町議をCDス ベ ク ト ルIとより追跡し
たところ. a.helix含震の指械と なる222nmのCD億が
温度の上昇に伴。て徐々に治加した。 ζれは温度上昇
に伴いa・hel叫がunfoldingしていることを示している。

このunfoldingは4段構で起こり. 最大の変化は5O'C

からω℃の聞で起こ今た。 従令て. ω℃以上での酵素

の活性化は. この α-helixの叩foldinglこより引き起こ

されたこ とが示唆される。
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{ω T.profund回CDHの一次務遣の決定
本酵素のア 主 ノ宋鑓配亨1)をペプチ ド シ ー ク エ ンサー

によ今て決定し. それに毒づいてオ リゴヌデ レオチド
を合成した。 これをプロープと して本酵素渇伝子を大
腸簡を宿主と し て ク 0 - ン化した。 この遺伝子は大腸
菌内で発現し. 生産されたCDHはア ミ ノ宋錫のメチ
オ ユンが除去されていないこ とを除いて. 元種縁由来

のものと向ーの性質を待っていた。 本酵紫遺伝子の犠

遂E�)をDNA:Yークエ ンサーを用いて決定している。
(C) Tρrofund叫におけるアラユンの.�賓
大量のCDHが存在する こ と ， そ の反応の平衡がグ

，レタ ミ ン酸合成001に偏ヲていることかも. グルタ ミ ン
iIl或いは他のア ミ ノ磁の醤績が示唆された。 培婆中に
箇体外にさ主語草されるアミ ノ酸を湾海? oマトグラ7ィー
或いは濁速液体ク ロ マ ト グ ラ 7 イ 世によ令て分析した

結果. 本酒株はし7 ラユ ンのみを菌体外に生援するこ
とが切らかとなった。 その生産量は培養液中の謙度と
して1.5mMに遣 した。 ア ン モ ユ ア非存在下ではアラ
ニ ンの濃度は0.7mMに低下 した。 こ の時æ体外に放
出される7;/をユア滋度は対数増殖期にプラ ト ーに遣
し その様度は0.3mMであった。 (アンモニア非存在
下での!il索源は培地中に微量に存在する酵母エキスと
考えられる。}

これらの写実より. 本菌株においては過剣な蜜紫は

ア ラ ユ ン と して排出されること地S明らかと なった。 7

ラ ユ ン生産に関与するE事業はア ラ ニユン鋭水素酵素或い

は ア ラ ニ ン ア ミ ノ ト ラ ンス 7 品 ラ ーゼであるが. 本頭
株においては術者は存在せず. 後者について高い活性
が得られた。 従ヮて. 7 '/モ品71まグル タ ミ ン厳鋭水
素酵素の働きによりグルタミ ン厳と して同化され， そ
の後7 ラ ユ ンア ミ ノ ト ラ ンス 7 品 ラ ーゼにより ア ラ ユ

ンとなり薗体外に放出されると考えられる。

②深海の好冷性綿密に関する研究
深海'$0から得られた-lI曜の好冷縫細菌およびiI冷性

細菌の低温適応機構の解明へのアプローチのーっとし
て. それらの綿自由の細胞膜の絡肪厳の組成と培獲温度
が脂肪蹴蹴に与える影響についてガス タ ロ マ ト グラ
フ ィ ーを用いて検討した。 また. 好冷性組閣の酵素に
関する研究と して. 得られた細醤のなかで特に好冷性

の強い菌株5710稼 よ り リ ンゴ懲脱水繁勝繁を精製l-.

際業学的踏性質を調べた。

細胞膜の脂肪徴組成を調べたところ. 好冷性細菌に

�i. 高度不飽和嶋肪酸であ る エ イ コ サ ベ ン タ エ Y厳
{炭素数20. 不飽和総合 5 ) や ドコサヘキサ エ ，1111
〈炭素数22. 不飽和総合 6 ) をもつものが存在したが.
生育限界温度の高い耐冷性細菌の総抱撲には， これら
の高度不能制蹄働組られなかった。 また. 培養温

度の縄胞膜の脂肪酸組成への彫響を調べたところ. 低

溢での堵II時には. 好冷性細簡は高度不飽和脂紡酸を

増加させていることが判明した。 一方. 耐冷性細菌は
炭素数16の鎗和脂肪E査が減少し. ーつの不飽和総合を
持つ炭素数16の不飽和田旨筋重量が増加していた。 これら
の結果より. 低滋への適応機織として. 好冷性j細鴎tま
融点。低い高度不飽車問旨筋酸母生合成経E蓄を獲得する
己とにより. 耐冷性細菌は鱈和脂肪酸をより間量点の低

い不飽和脂肪厳に変換することによ り低温での細胞�
の波動性を保っていることが推察された。

5710株より綿製さ れ た リ ン ゴ重量脱水素直事�lt. 大場
開由来の リ yゴ酸脱水禁勝繁と比絞したところ. ア ミ
ノ取組成が磁似しており. N末端の7 ミ ノ 厳配列は21
残J;まで完全にー致していたにもかかわ 色ず. 熱に対
して非常に不安定であ り. 反応、妻敵温度も低いことが
明らかとな今た。

@連事海微生物の分類 ・ 保存に関する研究
深海微生物に適用可能な保存方法. 分額鼠験方法の

検討・ 開発を集結するとと もに， グループの研究者が
分継した筒株の保存を行った。 好袷細聞や好庄細鴎.
耐圧縮聞など. 従来保存が繁 しいとされている商株に
ついても. ガラZ ピーズを利用 した保存パイ7)レを液
体2置紫タンヲ で保存する減給法により保存・ 磁の復元
が可能だった。 液体墾紫保存では一般に経年変化によ

る生残寧の低下より も薗体の凍結徹解に伴う生残率の

低下が何倍も大き いことから. 一度この方法で保存 ・
復元が可能であった薗綜については長期の保存を期待
できる。

分類ji(験については. 指養が幾しいものがあった場

合でも適用できる手法のーっとして. PCR法の利用
によ る遺伝子の解析手法をほぼ碕立するこ とが出来た。
特に16SリポソームRNA遺伝子の シ『ケンシングの解
析については. PCR法に加えてヲ ロ ー ユ ン グの手法
を使うことによりかなりの湿度ルーチン化できた 。 シ ー
ケ ンシン グの解併では. コ ン ピa ー タ ーネ ッ ト ワ ー ク
を利用して. いつでも最新のデー タベースの検索が出
来るようにした。

通常の分績猷験についてはそれぞれさらに簡便化を
図るとと もに， 分析機穏やマニ� 71レの聾備に努めた。
また， 微生物分類で&�な様々な分析技術を確立して
きているので， 例えは1聾体脂肪酸などの分析について

は他の研究者に協力している。

③環境条件の変化が動物織胞に及ぼす影響の研究
ザケ渚餐細胞に及ぼす壊分の影響を. 細胞の増殖活

性および綬水索隊索活性を指標に して調べることがで
きた。 まず. 長期間の培養の結祭. サケ培養細胞を低

温分 (O.85%NaCl) と高温分 (1.35%NaCI) に販化
す る こ とができた。 これらの順化細胞は. 0.65・1.35%
N.CIの担分鎚周で， 担分に対して�なる反応を示し
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た。 すなわち. 低謹分順化細胞では筏分が高くなるに
つれて婚殖活性 ・ 膨索活性ともに低下したが. 高複分
l暖化細胞では1.1・1.2%NaClに活性ピーずが見られた。
こ の よ う な 2 種績の寝分順化細胞という実験系が作成
されたことにより. 浸透Ifの影響を細胞レベルあるい
は細胞下 (subcollular) レベルで調べることが可能に
な勺た。 さらに. サケ細胞上での直後蛍光PRC (jn 
situ f1uorescence PCR) 法により. 任意の遺伝子を
細胞内で視覚化できるようになったので. 浸透庄の影
響を分子細胞生物学的に鏑べること も可能にな勺た。

マウ ス細胞の細胞骨格は. 静水圧が1ω.200気圧ま
では顕著な変化を示さなかったが. 200.300気圧で形
態が嫌れ始め. 4∞気圧以上でほ細胞内での分衛範簡
も小さ く な る こ とカ扮か勺た。 ア ク チン1:1:. 細胞骨絡
以外にも. 種々の$飽機能を鐙う重要なタ ンパク質だ
が. 本研究で?ウ ス細胞をmいたことにより. 深海生
物のアヲチ ンの静水圧への分子的耐性・ 適応に隠する
reference dataが渇られたことになる。

2) 代謝・ 生理の研究
d河宵穣溶媒耐性簡に関する研究
これまでに検討をつづけてきた海洋也 コレステロー

ル分解性でかつ有機溶媒耐性薗Arぬm加cter sp.釘'.1
株は， 決浄箇体を50%有機溶鉱存在下で反応させ. T
LCおよび液体 ヲ ロ 7 � グ ラ 7 ィ ー分析によりADD様
物資を生産することがわか勺た。 本曹は. ベンゼン.
トルエ yのみならずヘキサ ン等にも耐位を示 し. 各種

有機荷主媒存在下でのAOD!:主;rlま. 水系培地に懸濁し
た犠合と比べ高い生獲量を示 した。

また. 20%濃度ベンゼンを資化するBacilll凶属細菌
OS.I902繰をはじめとする芳容族炭化水禽分解薗は.
ベンゼンのみならずナ 7 !1 レ ンあるいはピ7..ユルを
も分解した。 と く に ピ 7 鼻 ユルについては. 有犠溶媒
存在下で0.1%浪度で効事 よ 〈 分解するが. 実用的に
1i'J>な く と も 1 %以上の濃度の分解が望まれるe そこ
で本簡を対照とした検索の結果. 2.0%濃度でもかな
り強力な分解カを軍事する溶媒獄位磁が分緩でみ 現在
PCB'分解へ応用している。

一方， 細淘の有機溶鉱耐性は. 発展的に検討されて
いるが. 官事母に至勺ては. アルコ ール発酵は特殊な例
として. いまだに溶媒耐性を示すものは分離されてい
ない。 しか しながら最近にな勺て. われわれは， ジ7.. 
ユルエーテル耐性を示すC由UJ必a!ll酵母Y.44株を分離
した。 ジ フ ι ，:;./レエーテル. シタ ロヘキサン. イ ソ オ
タ タ ン. オ タ タ ン. ヘキシルエーテル. ノ ナ ン， デカ
ンおよびドデカ ン'$ど種々 の溶媒に耐憶を示 した。本
簡は. 細胞皇世話S角専務素だけで簡単にプロ ト プラストを
形成するため. その応用と し て他の有用機能をもっ酵

母への浴媒耐性付与が考えられたが， 再生Z容が極めて
低いこと. また遺伝的選択マーカーがつ き に く い こ と
などの問題点がある こ と がわか勺た。

いずれにしても. 水系培地での反応と比べて有機溶
鱒の存在下で. より物質変換がìf!;むため当初の目的で
ある水を使用しはい発酵に一歩近づいたと考えている。
また. 有機溶鉱感受性であるが， 宿種ベ9タ ー系が完
成しているPseUlÚ>mo岨$ aer噌"ino却に耐性を付与す
る こ と に成功し. 己れに有用遺伝子を取り込み. 発現
させる銭みも進めている。

②深海性鯵母の性質と利用に関する研究
Hansenulc. sαtum叫に寓するキラ ー隊母t弘 従来

のキラーとの殺し合い反応および非プラ ス ミ ド伎など
から， 新規性が予想、された。 今後も. さ らに検討を継
続する。 アルコ』ル鱒母については. 実験システムの
稼働もふくめて. アルコール発醗へのIfカの影響に関
する実験を待ラた。

3) 遺伝子 ・ タ ンパク質研究チーム
α草署海サシプんからの耐圧性. 好圧性微生物の分離

と性質の研究
(a) 分厳された好庄性なもびにiíI圧性微生物の進化

系統学的な絵討
これまでに分幾された好圧性微生物. 及びliiI圧性微

生物の16SrONAの縫基配�Jの解訴か も. これらの株
はいずれもプロテオパクテリ アガンマザプグループに
属する微生物群に含まれるこ とが示された。近自書館合
法によ り決定された進化系統樹より. これらの微生物
は， 問サプグループのなかでザププランチを形成して
いる己 とが明かとなり. 既に報告されている好圧性微
生物WHB46・1株. 及びWHB46・2繰の進化系統学的な
関係もやはりこの間じサププラ ンチのなかに含まれて
いることから. 深海の好f王位徴集物. 耐圧性微生物と
しての， 一つの独立した系統が形成されつつあ る こ と
が示唆された。そしてこれらの深海微生物は， 遺伝学
的に最もよ く 知られている大腸菌と比絞的近縁関係に
あ る こ とが明かと なヲた。

(b) マ ザ アナ海海底泥サ ンプルよりE組織された好庄
性微生物の特性

平成5年度の 「しんかい郎ωJ に よ る マ リ 7 ナ海溝
潜水調査 {深度6，499m)より得ちれた深海底泥サ ン プ
ルから新たに好反性微生物の単縫を行い. J慎書草された
好圧性綿麓の生育特伎の検討およE穐伝子解析を行い.
日本近海の深海ザンプルから単書置された好庄性微生物
との比較を行っ た。 マ リ アナ海議底泥サンプルから好
鹿住細菌OBF株. DBR株が111緩きれた。 これらの組
関の生育主連条件は. OßF株は温度条件が10'C. fE 
力条件が70MPa. DBR株のそれは10'C， ωMPaであ
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り. モのときの倍加時聞は 2 - 3 時間であった。 これ
らの細跨は10. 15'Cの温度条件での常庄下では金〈生
育がitæされず. 絶対好庇絵錨密と しての司皆勤を示 し
た。 また. 生育泌度20'Cの条件では. どの庄力条件で
も生育がwn軍されず. 典裂約な好冷性細菌と しての挙
動を示 した。 ま た温度条件が低温 ( 4 'C) では. 生育
速度特性はあたかも耐圧性繍閣と しての拳動を示した。
これらの好庄性細菌は. 生育室適温度は10'Cであり，
生育至適圧力li. それらの微生物の生育環境の静水圧
に近い圧力であ った。

次Iこ. 好圧性細菌086705株の圧力応答遺伝子と栂
間性のある遺伝子がOBF株及びOBR徐DNAに存在す
るか検討した結果. 南株共に本遺伝子と穏周性のある
遺伝子領滋を含むこ と舟符藍認された。 このことから.
本圧力応答遺伝子は. 広 〈 銀座性綿密に分布している
であろうこ とが示峻された。

②潟水庄下におげる遺伝子発現制御の研究
(a) 好圧性微生物ONAか品の圧力応答渇伝子の解

自時
好E王位微生物086705株ONAか<;. 高圧下の培養で

遺伝子発現を地検させるプロモータ』領域をヲロ-.::.
ングした。 ク ロ ーγ化された 約 2 kbの金ONA復基配
列を決定 したところ. 圧力Jt.答プロモータ ーの下留置に
2つのオープンリーデイングフ レームが見いだされ，
悶遺伝子領域が圧力応答オ ペ ロ ン と して存在している
ことが示唆寄れた。 086705株を1O-70MPaの条件に
で培養し. 本プロモータ ーによる転写産物を解訴した
結果. これらの渇伝子の発現は転写 レベルで圧力によ
り昔制御され. r%if下においてよく発現することが示さ
れた。 現在のと ころ， 本プロモーターの下流に存在す
るORF発現産物の自豊富告や. 高庄下においての生震的
な性質等は不明であるが. おそちく 微生物の好庄伎に
�い関わりを もっと考えられるので， さ もに詳細に研
究をi革めていく予定である。 次に大腸箇での本遺伝子
プロモーターの発現制御を調べたところ. 喜子庇性微生
物と肉鎌��， 転写レベルで遺伝子の発現が圧力��す
る こ と が示された。 このことから. 分類学的に近縁な
荷積の微生物において， 問機な圧力応答システムが存
在するこ とが示唆された。

Ibl 大自書簡における圧カ依存性遺伝子発現の解街
進化系統学的な検討より . 涼海から分毒草された好æ

性微生物は泡伝学的に最もよく解明されている大腸菌
と非常に近い関係にあるこ とが示され， さ らに大腸菌
fi深海微生物と間織に. 圧カに対して制御される遺伝
子発現システムが保存されている可能性について指衝
した。 そこで. 解事rrをより容易にするために. 大腸簡
でのよく知られている既存の発現プロモーターをもち
い. それら民よる加圧応答伝ついて掬べた。種々のテ

ス ト したプοモーターのうち， 特IこpUCベヲ ター由来
のlàcプロ モーターにおいて30MPaの加[fにおいて顕
著にその発現が地婚する現象が見られた。 本làcプロ
モータ由は. 2脅迫事物質であるIPTGにより 発現鋳導さ
れるこ とが知られているが. そ う した誘導物質の関与
なしに加医により発耳障が続噂されることが示書れた。
しかもその後の検討により. 本プロモーターによる加
圧発現は. 転写レベルで制御されていることが明かと
なり. 30MPaの庄カにおいて最も強〈誘織されるζ
とが示唆された。 また同時に. 50MPaまでの遺伝子
発現を調べたところ. làcプロモーター と問機にIPTG
によ勺 て発現誘導されるtacプロモータ ーにおいて50
MPaでの量時なi量伝子発現のE欄が観察され. あた
かも圧カが. �骨導物質の代わりの役割をはたしている
かのような影轡を与えた。 本来. こ れらの遺伝子発現
にかかわる鋳導物質は. プ ロ モ ー タ ー領場のONAに
結合しているタ ンパク貨に作用し. その立体構造を変
化させ遺伝子の発現僑導を示すものである。 我々が今
回明かにした圧力のそう した機能は. 複雑な遺伝子発
現和j錦wステムという ものが， どのように進化してき
たかを考えるよで大変に興味深いものである。

(句 深海微生物の転写機構に関する研究
好圧主主及び耐圧性徴主主物は. い く つかの遺伝子発現

が圧力により制節されている と考えもれるが. その発
現時制御の!Ç本をなすRNA>!! リ メ ラ ー ぜ. リ ポ ソ ー ム
等をコードする. いわゆるハウスキーピング遺伝子が
圧力に対しどのように応答するかといった情報は皆無
である。 己のような遺伝子発現の麓斡をなすt構成分子
の潟水圧力下における性質. 動態を解明するこ とは，
深海に生息する築物の高水圧力下での適応に関する手
がかりを鍵示できるであろう。 そのような理由から.
遺伝子発現の最初のス テ ッ プである転写の過程に注目
した。 深海微生物の転写機構を理解するためには. ま
ず�庄下での銭験管内 (in vitro) 転写の系を開発す
るこ とがこの研究における重要なプレー ヲ スルーにな
ると恕われるが， ζの転写に.ø療なRNAポ リ メ ラ ー
ゼの糊豊臣は， とれる箇体貨が袋織に少ないため困難を
極めている。従って. これらの遺伝子を取り出し:大量
発現による再編成を行えIt. RNAポ ザ メ ラーゼが酵
紫として純粋にでき るだけでなく. 突然変異導入も可
能なので， 例えば圧力応答する よ う な ド メ イ ン構造も
明らかになると期待される。 まず. その足がか り と し
て好圧倒086705除RNA ポ リ メ ラーゼαサプユ ニ ッ ト
遺伝子の単線を訟みた。 好庄麹由来遺伝子ラ イ ブ ラ リ ー
の作製. EI的遺伝子のス タ q 一品ングとそのサプタロー
ユング， 纏筆画��ir.決定 aザプユニ ッ ト の発現ベク ター
の作製をtすった結果を報告する。
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(dl 遺伝子ライ ブラ リ ーの検定
微々は滋E置の 7 7 ー ジを大腸菌に感後させ， そのプ

ラ ー ヲ 形成数を数え た。 そ の結果11. l.09x10'pfu 
(p1aque forming unit) であった。 ラ イ ブラ リ ーの
作製で}番.要なのは. すべての遺伝子がいかにまん
べんな 〈 ラ イ プ ラ リ ー中に含まれているか と い う こ と

であるが. 繍涜での理論衝は10'.10'pfuで期待値の10
-100倍の効率で作製ができた。 完成度の高い遺伝子
ラ イ ブ ラ リ ーができたことになり. こ れから嫌々な遺
伝子の単穏に応用できる と期待される。

(el 目的遺伝子の単線. サプクローニング
プ ラ F タ ハ イ プ リ ダ イ ゼ 四 !/ ' ;J ン に よ 。 て . 約3

xlO・個の プ ラ ー ク か ら 3個の陽性 ア ラ ー ク を選択し
た。 また. サザンハ イ プ リ ダイゼーショ ンにより. プ
ロ ープと して舟いたαサプユーッ ト とハイプリダイズ
す る こ と も確かめた。 得られた ク ロ ー ンは約11.5kbを
カバーする比般的大事な ク ロ ー ンであった。

(f) ク ロ ー ン化遺伝子DNAの解析
復基1!i'!�11決定された遺伝子を解析した結泉. αを含

むa:tペロ ンの-f臨が コ ー ド さ れており， その遺伝子
編成は大腸菌と同一で. その数百ペース下況には. 大
腸菌円マョBと糧問なrrnオ ペ ロ ンも見いだされた。 OB
6705株と大腸簡の7 ミ ノ 酸菌E担lの比綬では86.9%の抱
向性を示した。 これらのアミノ酸の慣換は. N宋織か
ら約240残基までの置換に由来しており. C末端から
877 ミ ノ 厳については変化がなかった。 これらは. サ
プユιッ ト防相互作用やRNA ポ リ メ ラーゼのコ7隊
lI:f育成が. jl;ff， 低温といヲた好庄司自の生息環績に適
応しているものと考えられる一方， C末端の保存性か
ら. 大腸箆と共通の転写因子宮曜の存在. 類似の転号舌
性化機構を示駿する。 rmオベロ ンの1J111!i'!�11 の う ち
16$rONAを. 当限究グループの浜本によ。て分縫さ
れた好冷性締堕5710株のそれと比鮫したところ. 98.2 
%もの高い相向性を示した。 こ れは好圧蘭086705綜
地何時に好冷性細菌と し ての性質を脊することを矛唆
するデータと して興味深い。 また， rRNA遺伝子プロ
モーターの大腸閣との比鮫ではかなり保存性の高いIJ
11配列が見いだされた。

@湖水および海底泥中の微生物の研究
太平洋鰐酋!Iilに位aする伊豆小笠原海犠およびマワ

ア ナ ト ラ 7の熱水鉱床より200-，初O'Cの熱水を採取し.
趨好熱性細麗の分縫を行うた。 それぞれの海織から.
2種の微生物が分援され， 生理制切性質， および16
S リ ボゾーム遺伝子の梅益配列の比較等から， TMrm 
o∞cc回属に含まれる超好熱性古細菌であるこ とが切
かとなった。 分離された微生物は， 100'Cでの生育が
確E亘書札 報告さ れているどのThem坤叩叫叫腐綿欝
よ り も高温織での生膏速度が早いことが示された。

一方. 深海底泥中には， 顕微鏡観察による と. 数多
く の微生物の存在が磁認事れるにもかかわらず. 培地
中で培養できるものは. わずかその数%程度にすぎな
い。 そ こ で環境中の微生物コ ミ A 品 テ ィ ーを調べるた
めに， 手石海丘 〈火山性のコールドシープが メ タ シ ガ
スと共に湧き出ている場所} の様々の深度において得
られた底割Eザ ンプルから， PCR法により増幅された
16$リボゾーム遺伝子の纏穫量E列を指棟として， 培養
す る こ と な く 各種の微生物の同定を行令た。 その結泉
純 の ク ロ ー ンが間定され. それぞれ古細菌 I ク ローン.
プロテオパタテり728クローン. およびその他であ勺
た。プロテオパクテリ 7のゆでも. ガンマザプグルー
プに含まれるものが23 ク ロ ー ン信iJ�され. 本グループ
に属する微生物がこの現有車中に多〈存在するζとが示
された。

(4) 研究支援緩衝の関発

1) 技術開発の方針
「深海環有権プログラム」 が実絡する先導的・ 11礎的

研究を効果的民支援するため. 深海実験材料の縁取 ・
運織・ 維持等に必要な研究支援技術の開発 ・ 運用及び
深海ï;t'車専の管理・ 提供�I;:係る研究支援事業を実施す
る。

2) 技術開発状況の概要
平成6年度は. 深海Iil:'泥等に穣息 している深海微生

物を保庄状悠のまま銭取， 運織し. 実験�で単調量 . �苦
養するための深海微生物実験システムの適用. 及び深
海微生物研究グループの研究活動によって得られる深
海微生物の分類・ 保存技術の開発を進めた。

3) まな技術開発の内容
①深海微生物実験νステムの運用
深海微生物実験システムを用い. 高庄下での酵母簡

のアルコール生産性および港型堅実験， 喜子熱曹の高温 ・
高圧下での培養実験， p，岬udomoM$廃細菌の高圧下
での待養�験等を行い. それぞれの実験において取得
したデータを深海微生物研究グループに提供した。

@深海微生物の�*再保存
本年度当初計画に蕊づき. 理化学研究所微生物系統

保存魁批共同で. 深海微生物の分M及び来続保存の
研究を笑絡した。

細菌に関しては. 深海底泥から分童書されたFla叩ba・
cteri酬の臼.p�a Co叩I.xについて. 近縁の株も
含め， 16SrRNAの嵯基配列の解析を行い. キ ノ ン と
積体脂肪駿などの化学分類学的性状との関連を検討し
た。 酵母に測しては. 分類・ 同定手法の習得のため.
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伝細惇法及び化学分怨学的手法を用いて. ωndidα
_$倒的情群の研究を行った。 また. 18SrRNA極筆
記列に基づき. 銀子箆系酵母のUde.刷omyces.属及び関
連株の系統解析を行。た。 深海鼠料からの勝母の分離

法について検討を開始した。
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8. プ ロ ジ z ヲ ト チ ーム

(1J 無人探査織臓発プロ ジzヲ トチーム

平成7年3 月248. 10.000m級無人探査機 「かいこ
うJ は. マ リ アナ海溝チ キ レ γ ジ ャー海淵の地殻最漆
部(水深10.911.4m. 7]<.i!l分布および纏分讃度分布によ
る繍正範)に到遣 し. 赤茶色泥貨の海底に務ræした。
さ;;.に. そ こにマーカ ーを綾置した後. 海軍室付近を書完
走し. 敏種の生物を発見した。

10.0∞m級の無人傑査機 fかいこうj 1ま， 地�最深
部までの海底の近接詳細調査 及び有人治水紛 「しん
かい65QOJ 潜銑潟�地域の史航事前掲筆壱行 う こ と を
目的として， 側発されたものである。

19ω'.$1ζ人綴が初めて地E事最深豊富に到達して以来，
湾ぴそこ にilJ遣できる手段を有す る こ と に なる。 「か
い こ う 」 の完成によ り ， 地嫁上の氷で纏われていない
すべての海洋緩の淘査が可能となり. それによって.
地獄科学的. 及び生物学的な研究の躍進措号線侍される。

① 「かいこうJ の綴要
「舟山、こ う j は. 有索中継方式の無人探査機であち.

海底付近を自由に航走 ・調査昔るためのピークルと。
ピーク ルの水申発着台となるランチャー， 並びに電力
送電と情報・ 制御信号綬受のための一次ケーブル及び
そのケープルハ ン ド リ ング豊富竃から絞る。 ピーヲルと
ラ ン チ ャ ーは. 結合したが;悠で海底付近まで降下され，
そこで分隊後. 詳細観測 ・ 繍歪等が行われる。 「かい
こ う 」 の操縦は. 支援母紛 「よこすか」 上の「かいこ
う J 鎌縦盤において行われる。 その主要目は次の通り
である。

ピ ー ク ル
長さ . 約3.1m. 舗 . 約2.0m. 高さ 約2.3m.
�中質量: 5.4t， 水中!Ut: -IOkg 

ラ ン チ ャ ー
長さ : 約5.2m. 信 : 約2，6m. 商事 : 約2，Om.
?l中重量量 ・ 5.1t， 水中重量 ・ 3.lt

③ピーヲ ル絡載微震
ピークルには， カ ラ ー テ レ ビ カ メ ラ 3 台 . 放送局級

テ レ ピカ メ ラ 1 台， 後方自照テ レ ビカ メ ラ 1 台 . ス チ
ルカ メ ラ . マニピュレー タ(7自由度)2 �正が絡載され
ており. 海底の観測や。 海底純質 ・ 生物のサン プ リ ン
グなどが行われる。 また。 航海装置と しては前方隙審
物探査ソーナへ 方位St， 深度計. 高度計が搭織さ九
ており. 7台のスラスタによ り航行する。 'lli穆減位装
置としては SSBL. レスポ ンダを装備 しているe

fかい こ う 」 の運用モードには， 最深務までの海底
の潟資を行うピークルの自軍団調査をード。 及びランチャー

を曳航しつつピーク ルで溺穫を調進す る速力1.5ノ ッ
ト までの分聖堂曳航調車号ー ドがある。

③ラシテャ ー鰐鮫機鋒
ラ Yチ ャ ーには. 音響篠遊装置として 海底鳩形を

潟誕するためのサイ ド ス キ ャ ン ソ ー ナ ー . 及び海底下
地質を舗査するためのサ ブ ボ ト ム プ ロ フ ァ イ ラーが鯵
餓されている。 これらは， r しんかい65∞J 治航地域
の事官ii'司li等のために， rよこすかJ によ勺て曳銃さ
れる場合に使用 される。 その他. 前方湾省物篠liソー
ナヘ C!'D. 深度計， i?i鰐量1)位装置(LBL， SSBL. レ
スポ'/Y).及びランチ令ーとピータルをつなぐ司欠ケー
ブルのハ ン ド リ yグ薮優等を搭電車している。

@ケーブル
ランチャ』は. ?i-径約44mmの一次ケープルで fよこ

すかJ と結ばれ， ラ ン チ キ ー と ピ ー ク ルは。 外径約28
圃のニ次ケープルで結ばれている。 これらケープルの
中には. 光 フ ァ イパーケー プルや電力線が入勺ている。
ラ ンチ ャ ーやピータ ルによ勺て収集されたデーテや.
運動制御舟信号等の母鉛との送受信 は ， 光 フ ァ イ パ ー
を通じて行われる。 また， 電力線を通じて母船か ら ラ
ンチ ャ ー ・ ピーク ルに対して. 3.∞OVの給篭が11'われ
る。

⑤紛上装!I
支援母船である 「よこすかJ上には，一次ケープル

ハ ン ド リ ング後鑓. rかいこ うj JII移動台車. 別索活
水揚収2産鑑‘ 「かいこう」 織縦鍛等が1;敵されている。

@洋成6年度について
)l!成6年度li. 平成5.$ 3 月 1 Bに行われたマ リ ア

ナ海織における最大深度泌航斌験における事故のfJll因
究明から始ま った。 この事敏は， ピ ー ク ルが海底付近
を紋走中に， 光伝送系の異常が発生L. 油圧系統及び
マ ニ ピ a レ ー タ がm傷した。

その飯田5究明の結果. 二次ケープんの繊造に問題が
あり， ケープル内部にある光 7 7 イ パーが水庄の影響
を受It， データ伝送に隊容が出たζ とが判明した。

二次ケー プルの機迭は. 水圧の影響を受けないよう

に改良し. また. 事故で損傷を受けた節目時を復旧した。

その後笑海織滋験が稽織した。
平成7.$ 21lには. 腕球海語障の6，500m海域におい

て. 1，11日後の機能確認のための滋銑鉱験を行令た。 そ
の後. 3月にマ リ ア ナ海?需において， 最大深度潜航E正
験を行ったe 費量縦割lに翁底しマーカ ー等を絞蜜した後.
1 時間紛の筒. 織経付近の銃走 ・ 調査を行ラた。 その

問. 多毛類及び縦脚類の生物を発見し， 映 像 ・ 写真に
収めた。 また. 昨年のマリ アナ湾首町泌銃獄験の際に，
事自主発生自ijにtt越 していたマーカーを発見l.， 非常に
測位f育園Eがi'3í く ピンポイ ン ト の絢査がで き る と い う こ
とが証明された。
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以上のように. 最大深度t曽航試験は. 成功裏に終了
した。 今後 「かいこうJ It. 科学的調査のために運用
され. また. その調査 ・続初験器等のさらなる向上が
図られる予定である。

良輔、'#::'If
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(2) 大Z腕i草観測研掛鳴鏑プロ ジェヲ トチーム

。 概要

大型海洋観測研究紛の隻備は. 原子カ船 f むつJ の

原子炉撤去後の船体を活問1-. 新鋭の海洋観樹役備を

繕織した也界.大級@海洋破源院究給へと改遣する司E
S睡で. ljl�9年度の完成を目指して推進されている.

大型海洋観測研究絡は. 大量躍である敏仏 従来の銭

測船より荒天下での級機能力が向上する。 また. 海浮

観測プイが多数側線可能である， さ らに航続ié緩が畏

〈取れる等の特長を有している。

ζれらにより. 太平洋での広域にわたる観測や. 絡

に. 従5軽から観測データが欠如していた責苦笑海況下で

の観測が権渇されることになる。

本年度は大E臨海洋観樹研究紛の警備 I で船体節. 繊
関部. 電気婦のJi*計箇及び霧車田綾計を. また大型海

洋観樹研究紛の聾鍋Bで健樹役備部のlfa及び基本計

画面を行。た。

図- 1 にその完成予懇悶を示す。

2) !I備の背最
温暖化に代獲される増減E軍機の変動の予知， 地震の

ようえ五地紋変動の予測等， 人績の生活11境の保全の観

点から. 海樽の鰍現象を地球線機で科学的に解明する

ことが人絹共通の課題となうている。

このためには. 損壊洋における地路線機での長期的.

岡崎的. 立体的な観測が必要となる。
この状況に対応して. わが留では. ・21世紀に向け

た地琢規模の海洋調査研究の計画的な縫滋・ {平�S
年12月. 泌存続発事�1量会答申〉 が図られており海洋縄
査研究の質及び量の向上のため. 海津潟筆研究6;盤で
ある船舶の一層の充実強化金ちまめられている.

3) 妓備の必繋健

海洋の緒現象を地E聖健機で科学的に解明するために

. 海洋における熟循環の解明

・海洋における物質循環の解明

. 海洋生態系の解明
・ 海洋liIダイ ナ ミ ヲ スの解明

にかかる繍査研究を麗4量的に推進する必艇があり. 熱

裕赤道緩や極蟻a データが不足している濃天厳司Fにお

いて多織で高精度の海洋観測データを大量に取得する

必要がある。 異体的にt乱
・ 太平線における係留プイの展m

.音書トモグラ 7 ィ ー銅の1il'.II

' 1Ilí純度海議観測研究

・長大ピス ト ンコ ア ラ ーによる観測研究

電車の ミ ッ シ ， γを推進することが求められている。 こ

箇ー1 大型位指洋観測研究舗の完威予忽包
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れらの ミ ッ シ ョ ンを高純度. 広域. 長崎矧. 安全， 効
率的に��するため， つぎの要件を満たす大E陸海洋観
測研究給を展倒する:0援がある。

・広域. �長時制の税測航海が可能であること。
・ 荒天時の航行性に優れ. 耐氷性を有すること。
・大震の係留プイシスデふなど犬!i'1観測機器. 機材

の信敏と組立て点検修理. 観測海織での綾11. 回
収が可能であること。

・採取した猷料を洋上でiI!tやかに処理. 分析出来る
スペース と機能が確保出来ること。

・観酒田寺に優れた練船性を有する こ と 。
上犯の綬損!朋究よのふーズに対応し. 原子力船rむつJ
の粉体を有効活用 し!大�海洋観測研究給に改造する。

4) 特に配慮した事項
一般に海洋観測研究紛は次に述べるような特徴と技

術的問題を抱えており. 大型海洋鰻測研究紛の�備に
あたうては. これちに充分な考慮を払って益本針通及
び詳細設計を展開した。

. r.せられる ミ ッ シ . Yが多いJ
大気. 海洋. 生物. 深海. 海底の観測研究など

広い分野にわたり多数の ミ ッ シ ョ ンが謀せられる。
. i箔級機器の績績と数量�いj

装備する綾援の種類や数が多 く . それもの機器
の性能を発探させるための合理的な綾器配置およ
び. 低振動 ・ 低騒音・ 水中放射雑音低減等の性能

の向上が要攻される。
. . 研究室の数と函績が大J

観測分野の多さに対応して多数の研究室。慰霊}
や広い面積由民必要で， それらの紛内配慮や研究:!it
内部の合理的配置が4Z4要。

. [4斜i車な繰紛設能j
街道観樹活動の為の微速航行. 定点保持， 方位

保持などの各種運航モードに対応出来る特嫌な録
鉛性能が必>!Jl!。

5) !ë備の内容
①大型海洋観測研究紛の獲備 I

〈船体部、 機関節. 電気邸〉
観富i研究紛と しての必要な性能・機能を持たせるべ

く ， 船体部・織関部・ 電気郎等にかかる次の改造を行
うための鉾細役針等を行。た。

・観測時の作業性. 練縦性能の向上， 静粛位向上の
ため. l f由 1 ft:か ら 2 紬 2舵のディ ーゼル・ 電気
複合推進システふに自民装する。

国一 2 に電気推進システJ.系統図告示す。
..t!2の推進システムと共に後鞠帥の改造を行う。
.船尾甲板を観測プイ等の観測機材が究者1$約かっ安

全に取り鍛えるように拡幅する。
・極繊観測のため喫氷線近く を樹氷権造に改造する。
・ 練船位向上のため. パ ウ ス ラ ス タ へ ス タ ンスラ

ス ターを装備する。

x 900rpm;880kり

(2600ps x 720rpm;1760kw) 

(2500ps x 120rpm) 

図-2 11寓推進システム系統図
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多関節 ク レ ー シ 3 ト ンx21mRx 1 � 
ジプ式デッ キ 7 レ 』 ン 10ト ンx2lmRx 1 �車
観測ウインチ lO� 
ト ラ ヲ ショ ンウイ ンチ及びスウ孟ルヨ ンペンゼ­

? X 3 式

係留ブイハン ド リ ングシステふx l '武
CTD・採水ハ ン ド リ ングシステムx 1 式

.気象綴測研究絞術
総合海上気象観測装混

大気ガス採取装tIf.

高崎気象観測装置 {ラジオゾ ンデ. 放路コンテ

ナ}

ドップラーレーダー (スタ ピ ラ イ ザー付き〉

術鹿データ受信システム

気象観測室:設嫡 (計2釜〉

②大雲海洋観測研究紛の2軍備E

{観測設備邸〉

研究室の新役等に加え. 泌洋観測研究鉛と して具備

すべき. 以下の観測補助役備や観測�備などのi\:償計

酒と基本佐織の決定を行った。

.u樹補助役備

プイ ハ ン ド り ング装置.

多関節 タ レ ー ン . 観劇ウインチ.

ステム， �

・ 観測1量備

音書式洗向続適針. 音響続法滋11. 宅事

A フ レ ー ム ヲ レ ー ン .

データ管理シ

8) デロ ジ 兵 ク トチーム

上位の大型海洋観測研究紛の聖書備を的確かっ円滑に

実施するため. 平成6年度にプロ ジ ェ ク トチームを役

置し， その箆備に関して次の事項を行った。

q河童術{士緩の検討

@汲stにかかわる協議事項の検討

@灘備に関する必要事項の検討

プロジェ ク ト チームの組織編成及びその所隼業務は

次の通りである。

全般総指

E 

6) tI本仕織

観掛i研究紛としての進本主要因を以下に示す。

・用途 。 多目的海洋根測研究紛

・主要B

L x B x D x d : 約1 30mX19，Om XI3，2m/10.5m 

X6.9m 

総 ト ン敏 ・ 約8，6∞ ト ン

絞i'Tg敏 .遠洋区敏 〈国際航海〉

紛級 。 日本海事協会

研究員/研究支鰻要員/総踊

: 28.人/18人/34人 (合計80人)

銃海速力/航続挺緩

: 16ノ ッ ト/12，∞0海盟

: 608 

: 変拳極海級航行可

NK Ice Class IA 

: ディ ーゼル電気複合織進

主機関 2，500P$X 4 台

連続航海回数
耐氷性

健i瞳システム

- 重要事項に係るアドバイス

書官備方針緩定 ・ 絞針盤合性

検討・ 予算契約の業務補助

。 総括責任者の補佐

- 総体. 機関. 電気各部の{士

織. 協検閲の検討

船体・機凋・2置気
グルー プ i 

: 観測設備の仕様. tnl聾自由，

研究活動スベースの検討他

ー プイ r 、 y ド リ ングシステム

の仕線検討他

口百軒i LZとこ乙」 .，ts­，qE
 

7
一
樹
プ一
回昭
二
6bv
iv­
F
f

 

海
グ一
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7) 主要観測研究設備

上記の縦調l研究設備のうち主要なものを以下に示すe

. 海洋鰍棺l研究段鏑

音響航法裳贋 {送受被昔官界院議置付)
マルチナロ甲ピ句ム措l滋!�皇賞

音響弐流向流速S十

3.5kHZ池属探査装置E

海洋 レーザ』 システム

11渡航法主主援
CTD，XBT，XCP，XCTD，200 t援氷3聖書E
20m ピス ト シ コアサンプラー(10，∞Om水深用〉

総上重力計， 紛上腿カt十. プロ ト ン磁力計

SI究室段備 (昔111蜜〉

コ ン テ ナ研究室 (8・x8・x20') x 4 li1i  

. 級品自I研究織助ßl鱗

A 7 レ ー ム ク レ ー ン

ギ ャ ロ ー ス

22ト ンx I 基

1 1 ト ン x 1 基



(3) 海洋音響トモグラフィープロ ジヱク トチーム

1) 200H.i革受信システムの完成
平成6 年度に完減 した200Hz送受信システム 2lSは.

1.000kmの範囲の海洋現象を ワ ア ル タ イ ムで級制でき

る伎界唯一の縫能をもっ海洋音響トモグラフ ィ ー :;/Ä
テムである。 このシステふは。 海中に役慣して音容信
号の送受を行う ト ラ '/Vーバ〈写真ー 1 ) と. 鯵J田:デー

タを衛星経由で伝送するための海面プイを中核とした
係留系(図ー 1 ). 音響 ト ラ ンスポンダセッ ト ， 及び陸

上解析システふ等で織成される。 システムの特援を以

下に示す。
• 1.0∞加の範llIIの. 2年制にわたる連続観測を実現

するために， 鑓磁歪材料を用いて 田町俊率. 大出

カ化を図り， 測時分解能を上げるため広帯織な音
波を開発 した。

・ ト ラ Y シーパ内で音線の分縫. ピーク検出までの
処理を行い. 海面プイからインマルサ ッ ト 衛星縫
自で陸上の解析システJ，.{こ処理データを送信する
事によ り ， ザアルタイ ムで娘測データ#鳴られる。

.双方向から音波を伝搬させることによ り減速測定
が可能である。

・陸上解析シス テムでは. このデータを基に解析を

行い. 海申の音速 (水温分布)， 減速分布の時系
列変動が可織化できる。

本システふI弘 直径1.∞Okmの リ ング上に8�の200

Hz送受信システ ムを設iI L . 網の B状に海績を観測

する事により ， 海洋.�聞の3 次元内華客様迭の計測を行
う こ とを最終形態としているが. 現在完成した2lSを

用いて。 2 次元断面の計測が可能にな 勺た。平成7是正

度にt，()ωMの双方向音証宣伝搬実験を行う予定である。

今後. 気候変動に影響を与える熱循環等の観測を通 じ
て， j也琢環境予測に役立つデータを縫供できるものと
期待される。

2) 音源性能ii銀総験
海洋科学伎術センPーで開発した海洋音響 ト モ グ ラ

ブ ィ 四周200H.音源は，緩磁.lIí材料を用いており.実用
化されたものと しては他に霊園例のない音源である。 そ
の性能を正 し く 評価するためには， 他のトモグラヲィー

音源等を計測 した爽績のある測定絡役でlIl'iiする必要
がある。 そこで. 平成6年12月 。 ワ シ ン ト ン大学の協
力のもとに.米国ょユ ュ ー ヨ ー ク 州 . セ ネ カ 湖の測定施

設において，ζの筑)()Hz昔話事の総合的ti，音響特性のま式

験を1'1勺た。 忽験項g と しては. まず.iE弦信号を馬い
た綜聖書と して. イ ン ピーダンスおよび出カ音庄の周波
数特性. 指向特性， 高郷波歪み等の計iJllJをtすった。 特
に， 定111涜駆動による凋液数特性のデー タは， 憲治-1':

デルと比較をする上で貴監なデータである。 次に， 実
際の週用時に周いるM系列信号による滋験をi-rい. 滋
数と苦言舗を変えたデータ{随一 2 ) を得ることができ
た。

今後Iま ワ シ ン ト ン大学と共同でa これらの測定デー
タと理論計算{宣との比絞を行い. 趨舷歪初音量棋のより
精密な理論モデルの繊築をめざす予定である。

3) 400Hz ト モ グラ 7 イ 田観測実験

平成6年7月， 四恩沖の立体的拡 ト モ グラ 7 ィ ー観

測を行うため. 1 辺約250kmの3角形の測線を有す る
海犠を設定L，3台の400Hz ト モグラフ ィ ー ト ラ ン シー

パを設置した。 実験海場は. TOPEX/Po碑ido。高度

計衛星の軌道に沿勺た測線 (ASUKA LINE)を 1 辺
とし. 寮経132.皮北緯32m:付近にあると考えもれる媛
水測を凶む形で役� した。

残念ながら. 3台の内。 l台は不綱のため 9 月 7 日
に回収した。 残りの 2台怯. 9か月後の平成 7 年 4 �

20， 21臼に無事回収された。 茨在.データ解析中であ

る。

4) 地中海共同銀掴IJデータ解析
平成6年1 月末より10月末まで. 地中海西部に於い

て ト モ グ ラ フ ィ ー実験が独. 仏， ギ リ V ャ ， 米， 自 の
ト モ グラ フ ィ ーチームにより行われた。 海洋科学筏街
センターは， 米包ウγズホー111揮洋研究所の ト 毛 グ ラ
7 -< ーチ ー ム と共同で怠加L.400Hz ト モ グ ラ フ ィ ー

ト ラ ン シーパと海面プイを持勺たSテザーシステムと

呼ばれる ト モ グ ラ フ ィ ー係留系を11lI - 3 中のSの{)irl

に綬覆した。

このSテザー係留系1:図ー 3中のW2. W 3 .  W 4  

及びW5 1こ示す位置に綾摩さ れ た ト ラ ンシ由パと. 1 

8 4 自 の交信を行い約幻0日間にわたるデータ を得.
後にこのデータによる水温分布解析をfT勺た。図-4
はその一例で. S.W4内の海洋断砺の71<温分布の時系
列変化を得る ことができた。 図中の50日 ( 2 月20日〉

付近では. 海底から海面まで水揖が等し く なる地中海
特有のitみ込みが見合れ， また. 水温分布の季節変動
が捉えられている。
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(4) 海洋観測衛星利用研究プロ ジ ェ ヲ トチーム

1) TOPEX/POSEIDON高度計の利用及び画像処理
ソ 7 ト ウ ェ ア の作成

TOPEX/POSEIDON 1丸 海洋循環を計測する こ と
のみを目的と した初めての街lI1'l;ある。黛湖や媛・冷

水渦を伴う海流は. 地球が自転しているために海面高
度とな勺て表れる。 数年周期の気候変動と して. 近年
になって特に注旬 されている エ ル ・ ニ ー ユ ョ 現象も太
平洋赤道績を伝書置する非常に長波長の波 (ケルピン援
や ロ ス ピー波と言われる〉 であ り . この波宮町jに伴う海
流が婦商高度となって袋れる。

TOPEX/POSEIDONは. マ イ ク ロ波高度併を用 い
て海面から術i\までの距離を非常に.iEi曜に計測するこ
とができる 〈渓盤は公称でほぼS個程度}。 これもよ
り， ジオイド， 潮汐等を取り除く と水位を計測する こ
とができる。

海洋観測手段と して非常に有効なTOPEX/POSEl
DONの高度計デ四タではあるが， デー タ震が多いた
め， その利用には繁雑な作業を必要とする。 また。 デー
タ解析をした結果をすばや〈画像化することは. 研究
の効率を高めるために鑑婆な婆{牛である。 このような
研究・ 業務を衛星データの専門家ばかり でなくa 維で
も簡便に使 う こ とができるよ う なソ フ ト ウ a ア開発を
昨年に引き続き行い. 高度計解街で.�も基本的なパラ
メ ー タ である水位7ノ マ り (7ノ マ リ と は， 平均値か
らのずれ) を簡単な録作で作成できるゾ フ ト ウ ェ ア を
作成した。

図- l lこ. 会僚における水位 ア ノ マ リ の分布の例を
示す。 期間は， 1994í!' 1 月 か ら 9 月までである。 図­
l で最も顕著な現象は. 1994.年の太平洋赤道域の水位

変動である。 1994年当初. 1月から3ßにかけて西太
平洋での水位が高< . 東太平洋では水位舟唯いラ ・ 3ユー
エ ャ の状態であ今た。 それが次第に緩和し. 7 ßには
西太平洋における高水位が次第に策へ移動しj始めてい
る こ と がわかる。 8. 9 月 でそれが顕著となり. 潟水
位品機岸へ徐々に緩近する。 これは， "， Jレ ・ ユ ー ユ ョ
の発穫の典型的なパターンである。

2) ERS 1 の海上風デー タの海洋数値モデルへのA凋
化
衛星データの海洋研究への応用を進めるために. ヨー

ロ yパ ・ リ モ ー ト セ ンシンクNtlï1l! (ERS)のマ イ ク ロ
波散凱去十により観測さ れた海上原デー タを海待，大循環
壬デルに緩み込んで， その有用性を検討した。

今年度の目的は，
①海上態データによる認動期間の延長
前年度111輯屍嵐データ i 年分を用いて。海洋モデル

を駆動した。 今年度は駆動期間を 2年割に延長し. 衛
星の長期的データ利用の効果を評価する。

@料水量に対する応答の検討
海洋モデルへの入力のうち. 降水震を気候健から大

気モデルの出カ (ス ヲ リ プス海洋研究所よ り入手〉 に
変更したときのモデルの応用について検討 し. モデル
の振舞をS手偏する。

③1if.量データ の追加入力方法の予備検討
モデルの入カのうち. !lrfitデータを気候健から術lI!

データに変更する方法について予備検討を行い， 今後
のモデJ�帯IJ周純闘の徳大に備える。

③スペク ト ル解析による評価の導入
解続結果の比較手法として， 前年度の時空間自己相

関に加え. 時間・空間スベ9 ト ル解析を導入 した。

使用したデータは. ERS1の鼠観測データ. NOAA 
街獲によるSS1'データ. �びに， 過去3 0年聞の平勾
鑓であ る海上風 (気候儀と呼ぶ) と ス ク リ プス海洋研
究所大気モデルから計算された降水量デー タである。

①ERSIの嵐観測データ
ERSlのマイ ク ロ波散乱itで得もれたものを. 宇宙

開発事灘間を通して入手した。 海洋セ ンタ帽において.
水ljl.解像度1 . で E ゲ月平均の風ベク ト ル舗に変換 し
た。海洋号デルの駆動の為には. 風の絶対値と練準偏
差と乱波エネルギー の 1 タ月平均直が， モデルの格子
点の上で与えられるようにした。

②NOAA人工禰墨によるS5Tデー タ
NOAA人ヱ衡患のAVHRRセンサによる水平解像度

1..  1週間平均のSSTデータをそヂル検証周に使用
した。

海洋モデルは. マ ク ス ・ プラ シク研究所のオベル7
パーのグループが1鈎4年8月に完成させた Venion
3，0である。 これは， 最上局に大気と海洋の相互作用
を表現する乱涜混合宿を持ち. その下方に10婦の等密
度簡を鉛直li線に銭局 して. 海洋中の中綴棟渦による
等密度面ii合の役割を表現した新しいモデルであ り .
等箆皮膚の厚さが時々刻々と変化することによ り . 中
鋭旗泌と海洋筋線が再現できる。

モデル骨量遣は. rtifl140・. jt�60・E 東縫1 18.. 西経
70・の熱帯太平洋海績を. 現実の海底地形 〈ス タ り プ
ス水深データ 1・解像度) と . 水平方向には固定境界
条件を持つ10 �留の等笛皮膚と ， 最上層は君主合層カ学を
取り入れたモデルを使用 した。 赤道織では. 南北方向
に0.5'. 西陣ならびに束縛では経理E方向に1.5. に し .
太平洋中央審ßでは格子倒織が 4・になるよ うに. なめ
らかな笠間協子を訟1iO した。

大気からの駆動と して使用 したのは. 風応カ (ベタ
トル健. 絶対値. 標準偏差). 熱フ ラ ッ ク ス (太陽か
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鐙ると見なされている 7 < リ ピ ン!K方泌械の表層調筆者世

の挙節変動 〈 ミ ンダナオ務総の イ ン ド ネ νアi車道波へ

の務与と反時計凶り方向lへの編広い流れ. さらにふ品ー

ギニ7北i事の袋婦からlIl!表.fãにかけての量陸自主方向への

frotx締逃〉 がこのモデルにおいても�月もかにな今た。

らの入射熱， 渇袋砺か色の放射�. 詩書熱. �員数} な ら

びに塩分 フ ラ ッ ク ス {蒸発!!-降水露〉 の過安30年の

月平士号f直である。

i専られた結果の例として. 海洋センタ 自のWOCE級

制で明らかにされ. 密部熱手書太平洋の言語洋変動の鍵を
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第 3 章

研究開発活動 の推進
1 ， 圏 内 活 動

2 ， 図 際 活 動



第 3 . 研究開発活動の推進

1 . 圏内活動
科学技術申轡及 .@穫を図る上で. 研究分野毎の錦繍会やR&D<ーティ ングを湾室開催するζとは重要である。

海洋斜学銭術センターは. 研究開発を鉱!l". 成集を広〈関係容に理解してもらい. さ らに外fIIIO)iIl斬の研究側発

動向を取り込むため.以下のとおり揖演会. 研究会及びR&D等の活動を行った。

(1) 海津斜掌餓術センタ曲第初回研究発表会

平成7年l 月268 ・ 27日. ヨ ク ヨ ホ ー ル {晶111)

(プロゲラム}
1) 深海絢Ii ・研究について

①伊豆 ・ 小笠原. マリアナ. パラオ， ヤヲプと南海 ト ラ 7及び涜球海溝

@籾島沖の長期観測とわが国周辺海核の深謝底広繊細訓練惣
@湘償担E初島沖にお吋るシロウリガイの生活鎌式と間験水中の硫化物濃度

2) 濠海微生物研究について

① 『深海微生物実践システムJ の開発
@湾軍海微生物の環嫌適応
@湖町水圧1;1.111桜生物の細胞にどのような彫響を及lますのか
@頭助事よい環境浄化。 微生物生産のための有機溶煤耐性宿主の開発

3) 海洋観iII'l ・ 研究について
①海洋レーザ観測量産厳による機物プラ ン ク ト シの観測について

②海得音響 ト モ グ ラ フ ィ 四データによる水温分布の解析
⑮榊用自動観湖ステー シ ・ ン2号線による北極海観測

③ス，イ ド式曳航体による東シナ海内務潮汐の観測結集とその解街
⑤嵐と飢峰によ。て駆動される否認織太平洋の海洋循環

。 海蟻開発・fjlID ・ 研究について
<DIIl貨循環研究に向けたベンシフタチ令 ンパの側発
@耳理が濁の潜水割融業ダイパーの減反軍Eと骨議死発症の危険性

③内情氷貧酸案化防止銭術の研究

5) 深海銀術開鎚について

①長距骨量菅波伝搬による音速試の検経
$水中観測織滋用燃料電池の開発

(2) 漂海研究鶴

1) シンボジヲ}，.

平成6年12月148 ・ 1.8. ::l? "ホール (.lIJ11)
fllll1図しんかいνシポジウムJ

2) R & D ミ ー テ ィ y グ

平成7年3月16自， 海洋科学銭術センター深海総合研究機セ ミナー室
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研究主幹 直面間換太郎
研究主総 f'l!鴫 大和

研究創玄勝 綱本 悌

推進標 ・ 研究員 野 正憲
チームリーダー 加繍 平明

研究員 阿部 文快
研究員 小松 徹史

研究副主幹 浅沼 市男

研究員 自画税 英俊
主任研究員 滝沢 隆俊

続究員 三守 史央
研究副主幹 中本草-l1li

研究主事宇 伊康 信失
研究副主幹 他谷 111 
研究別主砕 RI尋 宮前久

研究副主幹 土目陸 軍'I雛
研究創主幹 青木 太郎



fTh. NOAA VENTS Program and JAMSTEC:Partners in the Explorati。問 。f th. East Pacific Rise.J 
宮崎師: OR.John E LUPTON (アメ リ カ海洋大気局: NOAA) 

平成7年3月17日。 海洋科学校術センタ ー大講義室
講師: Ecol. Normale 教授. Xavier Le Pichon博士

(3) 海洋観諸研究鶴

1) シンポジウム

平康7年 1 月 12日 ・ 138. 科学技術庁研究交流セ ンター 〈っく Jt)
f国際北極極総合研究シンポジウムJ

主催 。 科学校術庁 共催 海洋科学技術センタω

2) R & D ミ ー テ ィ ン グ
平成7年1 FJ 18目. 海洋科学技術セ ンタw

「エルエーユョ. 水文学及び侠業の生成と繍送過寝J

自陣師 本庄 至上級研究員 ( ヲ ッ ズホール海洋研究所)

平成7王手2FJ 2 日 . 海津科学技術センター

「エルユーユ雪スケール及び10数年スケーんの変動に関する一考察j

平成7年3月例日， 海洋科学按術セ ンタ"

「北極圏氷海織の海洋科学ー現状と展望J
平成7年3月29日. 海洋科学技術セ ンター

「海洋観測技術J

平成7年3月30日. 海洋科学妓街セ ンター

「北太平洋表 ・ 中層水塊の形成と循環J

書簡舗: 須賀利雄樽士 {東北大学〉

3) セ ミ ナ ー

平成7 年 2 月 8 日 ， 海洋狗学技術セ ンター

「西部熱帯太平洋織の海洋章構造J -K9406 “かいよ う・ 観測航海速報一

4) 講 演

平成6年UFJ22目. 海洋科学技術セ ンター

「強風説浪織の大気海洋相互作用 一展裂と課題一」

講師: 鳥羽良明東北大学名誉教綬 (臼本海洋学会会長. 海洋科学技術センター静媛県〉

の その他
平成7年2月n日， 海洋科ド学緩衝セ ンター

「当セシタ"における成果に対するQ&Aの会J
繊師: VJadimir Pavl刺 客員研究員

(4) 海蟻開発・ 利用研究郵

I} R&D ミ ー テ ィ ング
平成6年7月22日. 海洋将学銭術センター

rThø Dovolopmeot of a Ncw GOnératÎon of IntG同帥白描 Convorsion Ta.bles J 
講師: Yu.Chong.Lin.Prof，叫帥r (ハワイ大学)

平成6年12月19日， 海洋科学校術セ ンター

「なぜ高圧下でパソプレシンは減少するのかJ
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2崎師: Or.Jhon H.CI町baugh (ハワイ大学)

2) 研究会

平成6年6月248. 海洋科学設街センター海犠側発 ・ fllIII研究郵会議室

「サンゴ建生物総集の基礎生産力と石灰化J

(5) 深海llllプロダラム雛進操

1) R&O t ー テ ィ Yグ

平成7年3 月22日。 海洋科学校術センタ ー深海総合研究棟セ ミナー室
f海縛生物がつく る商品位複合材料ーパイ オマテワアルという新しい紫材叩J

t時師 Or.O.ni.1 E. Mors.博士 〈カ リ 7 ォルユア穴場ザンタパーパラ校マリ ンパイ オ テ ク ノ ロ ジーセンター)
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2. 国際，置動

(1) MODE94 (Mìd 0 .. 8ni. ridge Dìving Expedition) 
本年6月-11月にかけて. 中央大西洋および東太平洋海域において， r しんかい6500J による国際共同潜航調査

を実施した。 国際共同研究としては. 大西洋において. ウッズホール海洋研究所 (WHOI)との研究憶力協定に基
づき. 海洋地般形成場である中央海嶺系における地質・ 地球物理・地球化学的な総合研究を行ラた。

(2) GRNS (Global R糊8r.h Network Svstem) 

科学銭街振興繍穫量置による笛際共同研究として. 平成5年度より. 5 勿年計画で実施中である。 当センターでは.

1) オ四ス ト ラ リ ア海洋研究所 (AIMS) と珊瑚礁データ セ ッ ト についての惚カ。

2) オース ト ラ リ 7連邦科学工集機構 (CSIRO) と海色デー タ セ ッ ト についての協力。

3) イ ン ドネ シ7技術評価応用庁 (BPP'I')と澗瑚磯デ目 タ セ ッ ト およびデー タ セ ッ トについて申協力。

を実鈍している。

(3) UJNR海水船鴎蛮専門郵会

平成5ま同月の日米科学筏術協力也定に基づく第4 回合同高級委員会において. 潜水伎術部会から措豊川由を使用
した舗査に関する部分を潜水船調査郎会 と し て分雛することが合意され. その第一回会合が. 以下の通り開催事れ
た。

日 時 : 平成6年7月29日
場 所 ・ ウ ッ ズホール海洋研究所
内 容 : 1) 潜水鉛銅査研究の現状のレピ，，-

2) 将来の共同研究に関する鍵案
日米の潜水船の相互活用および若手研究者の積極的な努換が必要との合愈を得た。

(4) UJNR太平洋総合観灘イ=シアチプ

天然資源の開発利用に関する司米会緩/海洋資源工学縄箆委員会 (UJNR/MRE∞} の下に卸会を股置して行
う こ と で ， 協力テーマの選定. 協カ計画を日米双方で調書E中であ る 。 当 セ ンターでは. いく つか0テーマの協力相
手先とな今ている。

(5) J.<JOOS (GOOS糾掌彼術委員会〉

政府間海洋養員会 (I0C). 世界気象機関 (IVMO)， 国際学術連合 (ICSU)が共催す る もので. 1.000$ 
(OOOS政府問委員会) 1こ対する科学技術的側面からの助言を行う為の袋員会である 。 当 セ ン タ ー か ら日本代表寮
員を出している。 OOOSの科学筏術面からの将来像の検討に怠加し. 海洋観測. 数億モデル. 各閣の要求等を含む
現状について検討を行勺た。

(6) 国際シンポジウム. ワーヲショ ッブ等の"催

PICES.sTAモニタ ') "グ国際ワーク シ ， ァ プ
日 時 : 平成6年10月22-23日
湯 所 : 椴百E市殴・館

。，U60

 



内 容 : 1) PICES (北太平洋海洋科学機嫌〉 の対象とする麗態調書・ 北太平洋海滋における海洋調査申現状の
E聖織

2) モユタザ ングにおいて今後促進すべき方策についての討論
モニタリ ング活動の計画の立案を目的としたをユタリ ングワーキ ンググループの新彼等申PICES欝組会への鍵容

を取りまとめた。
当センターから. 日本側費負を出すこととなった。

(7) 因遺海洋法条約の施行に関わる業務

国連海洋法条約は昭和57年に採択され. 60番目の批准魯または加入寄が国連事務総長に寄託されてから 1 年後に
発効されるこ ととな勺ており. 平成S年Il月16自にガイアナの批准が60ヵ国包とな勺た為. 平成6年Il月16日付け
で発効宰れた。

海湖特段術センターの観測紛が関係沿岸田の排他的経務水嫌に入。て海洋調奪研究活動を実絡するに当たり.
4必要とされる終可申繊手続きについて. 沿岸砲の関係当局と連絡を取り合。た。
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第 4 :x且写主

情 報 活 動
1 . 活動の続袈

2 . 図合 ・ 逐次刊行物等の収集 ・ 管理

3 . 内外情報の収集等

4.  成栄華普及
5 . サ ー ビ ス活動

6 . マ ル チ メ デ ィ ア情報の管理 ・ 謎供

シ ス テ ムの術祭



'匹4. 情報活動

1 活動の緩妻

情報室の活動の邑的は. 布陣j草料伊妓f折に附する情報
〈歓{直情報を除く ) を. 的確かっi且泌に提供す る こ と
により. センターにおける種々 の活動の文段を行う こ

と及び我が国における海洋林学校術情傾専門破損事とし

ての役割を担うことである.

ま た. 本年度は必需の業務 に加え. 新た に. 英文年

傾 (Annu.1 Report) 及び業績鼻咽作段を開始した。

書 らに情報管理æ供システム及びマルチメディア情報

管理E ・ 1是供Vステふを空軍備するとともに. 新情報練に

関するu!屋内の レイアウ ト を検討した。

1iÇ本的担業務I!次のとおりである。

(1) 図書 ・逐次刊ff:幼軍事の収集 ・管理 ・ 提供
(21 研究成果の普及 ・ 啓司置

ω 情報ザーピス活動・他犠測との協力活動

Z 図・・逐次刊行物等の収銀・管理

泌縁関速の図書 ・ 雑 :t ・ 妓術レポー ト等を広く収集
し. 分l:Ii・!I'!涯を行ったのち保管している。 図欝資料

の管理と検索のために。 セ ン タ ーの電子計3軍機 システ

ふのチ」タベース (MA S T- O R) を用いている。

また図書道�打合せ会を開催するなどして。 利用者が

図書資科を活用 し易い環境作りに努めている。

(1) i!'í意図書資将の状況

早成 6 年度末における所蔵図帯資純I�. 表情 1 . 表-

2. 義制 3 に示す。

111位 ; 干
6 
5 
ー

3 ì 
z -l  

。
和書

平餓6�寧鹿所属図書

緯'
� 輔嶋崎入

寄紛窃書

- 6 5 -

縄 絹

相 魯

r.f!. "'1 

2専問図轡

合 計

悌書Il飽
(44.4") 

種 AA

和維:t.

縛i雄陀

合 計

高- 1 所蔵図書

所 蕊 量生

4.741締

1.979紛

5.088嫡

11.808鱒

平尾6草産所蔵"箆

査-2 "時車線院

所 蔵 数

496種

233種

729掻

新規腸入

577冊

100AÐ 

205冊

882fIØ 

4日曹維u;
(55.6%) 

新規附鼠i

5頓

4縄

噌

平�6'草車センタ一品属物

定期刊符吻
〈開.3，，)

査ァ3 センター鍋係出版蜘

磁 恕 新規刊行

定l明fljl'i物 28稲
受託研究報告舎 2梯

受託研究報告谷 1様

合 計 31種



ω 図書運営打合ぜ金句"催

情鰻室川書書資斜管理線則tこaづ 8. l!lI・資料の管

理を行うにあたゥて. 図書利用者の窓見を反映させ図

.資斜の有効利用を図るため. 図・運営打合せ会を 3

図捌催した。

a 内外情報の収集等

広大な海洋に関する研究ÞIIRli. 従来のように一機

関やー留のカだ砂で遂行できはいことは明らかであり

内外司関係犠凋の也カ事らには関係留の政府レベル申

飽カ金保可欠とな今ている. またセンターの研究甥発

及E税務に関しての情報ニーXも繊維化・多面化して

書ているとともに. 海洋制学銭衡に関する情報量も地

大しつつある。 特に研究開発活動が総合的・学襟的・

国際的になりつつiI>.õ現在においては. 内外白情報関

係線開との協力関係を維持し海洋凋連情報告収集して

お 〈 こ と弘主要である。

(1) 園内活動

我が固における海洋資斜に関する連絡会である 「海

洋資斜受換圏内連絡会J (事務局 : 海上保安庁水路郎〉

に書加 し. 我が観におゆる海樽資料刊行の現状令国際

峨闘における刊行状況についての情報を把捜した。

神国高川県内に所在する企集及び公共繊関等の資料室の

交自民会である f神奈川県資将軍研究会J (待資砺) に

積自量的に書加し 情報室のa曾の向上に闘する最新自

情報を把湿した。また. 情健室長は. 神資窃の理事と

して活動した。 専門図・館の団体である専門図・ö!i

.会主催による r.門図・館管麿者 ・実務者セ ミ ナ ーJ

及び総会に容加し. 情報室の運営の向上に関する最新

の情報を把握した。

t2I 園開隠動

当面. 地琢環境問題等ーのt士会ι-7(の高まりに対応

して. 地軍事表面の7司障を11い. 入額の接近古糧費Eであ

る海洋の実態を他血聞との悔カのもとに把握すること

が世界的な趨勢とな勺ており. センタ自の研究開発も

悶際化しつつある。 したが，て情報護としても. この

よ うな情勢を緩み. 海洋先巡回である欧米の主要庖や

主要研究機関. 並びに国際繊JMI. 国際研究プログラム

申動向について. 常時偲鑓してお〈こ とが必要である

との考えに基づき情報収集活動を展開している。

1) 10C刊行物の管理 ・提供

従来. 震が留にお砂る 10の1)行物の管理は海上保

安庁水路飯田本海洋デサセンPー(JO即〉が. I∞ 
o.po.ilOry Cen悼r と して行令ていたが. 当センター

が1993年度から. Key NationalO咽制。IgraphicInsti� 

tutionとして園内で二番目に IOC刊行物の提供を受

けることとな。た。 このため.

①刊行物申獲理 ・ 保管
③刊行物リス争自作成

@溜内関係機関への周知を行令た.

2) IAMSUC (lnternational AISOCi.tion of Aquatiç 

.nd M.rine sci回碑 Librari蝿 and lnformatioD 

CÄnters : 鴎際障水海桝梓情報償金〉

セン9ーは. 重量が固では唯一の加盟繊闘でおる。

19例年10月に米閣のホノルルで開催された第初回年次

総会に出席し. .加各留との情報受織を実絡した。

3) ASFA (AquatiçSci岨曲帥dFi・b・ri・.Ab坑聞は :

海洋精学伎衝に関するデータベース}

ASFA It国連の4機関 (FAO が専務局} が推進し

ている総合的な海洋科学技術を対.とした公的なデー

タベ-;tである。 1鈎4年10月にゆ閣の芙織で開催され

た11124図のASFA給問委員会に吸が留の National

Input Center である他日本水底資源保鰻協会と と も

に出席し. 民連情報告収集した。

。 国際繊関・ 国際研究プログラふに関する情報

国際根拠・国際研究プログラムの動向は. 今後@海

洋科学研究@大きな枠組尋を決める貸契な情報である

と宥え. 号1事続き情報の入手に努めた.
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4. 研究成果普及 ・ 啓.

車-‘ センター刊行絢

... ンターにおける研究成巣を広〈普及させるため.

また海持に関する知2障を瞥叢するために. 平成6年度

1tQ!下に示す刊行物を録集・刊行を. 実縫した。

官: 邑d

また. 平成6年度から新たに. f英文年報J 及び海
洋科学館街センター業績集J の刊行を開始した。 前刊

行物It年刊 と し 各 1 1草分を収録し'IIJñを. 実施した.

センターの刊行物旬発行にあたり. その編集事務奇

問滑に処濁するため. 相府豊智鍵集委員会を位置してい

る. また. 刊行物‘集委員会には. 作業部会があり細
書Eの側持行。ている。 さらに. 年報と英文年報申内

容を検討するために. 年報編集専門祭員会を設置して

いる.

5. ... 情報サービス

所内。 所外の利用者に対して各担の情報提供を行い，

利用者が資料もし〈 は情報を有効に活用できるように
している.

(1) 図・ ・ 鎌鑓

1) 術者図書案内を原則と してJl 1固ま付. センター

ユsース ftlっしまJ の毎号に渇.

2) 続事，.量捻舗のコ ンテンツサー ピスを毎週及び月末

に実施

(2) 内歯車・外歯車デ由タベース

1) 図書検索システム(MAST.OR)による"*鯨←

ピス申実漉

2) 所厳外の文献等の所在祭肉について外郎データベー

ス利用による代行検察の実施

3) 日本科学筏術情報セ ンター(JJCST)のSOJザーピ

スを利用した特定テー?に関する情報縄供を月 2図

書院繕

。 内郁 ・ 外部ヂー タベース利用織習会。実施

平成6年6月29日 {内鶴ヂータベース}

平成6年7月13.15目 〈外部デー タベース}

5) ユーザーによる外留データベ，スの使用件徴

52件

(3) カレン ト情報

1) 海洋に関係する新開配事情報を毎日 「ニaースレ

ター」 と して提供

2) 新聞担事の索引を週1回 「海の新聞情報」 として
鍵供

3) 会.・ 震源会情報を随時提供

。 J(訓C 'IIJf宇"の刊行情報をセンタ-��ース ftl

っしまJ 及び日本海洋学会機関誌 f海骨研究J に随

時掲蛾
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5) 悶際泌戸字情報について íNE:W$ AND Vn:;W J 
と して随時1M供

(4) レファレンスサービス等

1) 所蔵図稽 ・雑誌・資料等のレ7T レンスサービス

の実施

2) 泌洋科学妓衡に関する相談窓口として. 外銀か告

の問い合わせに対する相談及び紹介等を実施

平成6隼度レヲ ァ レ ンスザーピス

絵文
(16.0%) 

人初情鰍
(φ4.0%) 

.-5 レファ レンスザーピス

内 訳 件 数
人 物 情 報 22 

i告 文 ! 8 
容 高E ? 
新 聞 32 事 3 

そ 申 他 10 
合 計 50 

6. 情報システムの型車i蝿

(1) マルチメディ 7情舗の管理 ・鍵供システムの笠備

情少年の利学技術に対する関心の低下により. 科学

技術系人材不足及び将来の図表の科学妓術に対する関
心の低下が懸念されている。 したが勺て. 脊少年や闘

震に対して海洋科学妓衡に関する知識の�援を図るこ
とを毘的として. セ ン ターの今までの研究Jm発活動を

紹介する広報期の写n ・ ス ライ ド ・ ピデ...等を授裂し

てマルチメ ディ ア ラ イ ブ ラ リ を繊築するためのシステ

ムを1'11(<曲 した。 現住運用のための榔{簡を行勺ている。

このシステムによってビデオ ・ 写真 ・ ス ラ イ ド等の

画像・ 映像資料及び音声を対象とした. データベース

を栂築でき る。 そして. ヂwタを効率良 く 検 索 ・ 能供

することができる。 (図ー 1 ) 

(j)サーパマ シンは オど容貨の メ モ リ を持ち. データベー

スを一元管理する。
②ユーザー検2柱部はサーバ上のヂ・・タベースに絡納

された情報告. 検索し袋示する。 また. サーバょに絡

納されたシナ リ オ やCD.ROMに密主込まれたシナり

オを実行し表示できる。
③�Oイ ンチ大型プロ・J ι 9 タ ー及1:>$マルチメディ

ア縞宋音容は本館 11者ロ ピーに綬置さn. 来訪者向けの

プレゼンテーショ ンやマルチメディ ア情報の検鍛を行

う こ とができ. 線作はタ ッ チ ス ク リ ー ン壱使用し大型

プ ロ ジ 兵 ク タ ーに表示する。

⑤動画像調書3駐車産笛及び⑤静止画俄編集装績には. ピ

デオデγキ及びスキ ゃナーより. それぞれ動衝像及び

飾止画像を入力できる。 ま た入力画像の加工 ・編集・
澄録が可能である。 さちにプレゼンチー シ � Y周に作

成 し た ス ト ー リ ー デ ー タ をCD.ROMに曾幸込む ζ と

もできる。

\2) 情報管理 ・鎗供システムの墜備

雪国:(f， 情報箆ではセンタ ーの1li子計算餓システムに

よるデータベース (MA ST-DR) の図書検索機能

を用いて図書資料申管理をl-rヲている。 ユーザーが記事

易に利用でき. かっ図書データ管理機能を向上さ せ る

ために. 従来から桃祭 してきた図書書維誌の所蔵データ

を利用L， さ らに新着筒轡案内等の情報発信も可能で.

機内ネ ッ ト ワ ー ク を利用して利用者の情報端末かも手

軽に検識ができ る専用の情銀管理 ・鍵供システふを情

報室に型車備した。 凌在適用のための準備をtすっている。
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システム編成図

①サーパ
③ユーザー検索郁
③大型プロ グsクタ
③マルチ〆デ<721示都
@動薗・ 編輯書費量
唖現静止麗績聾装置

③ 

10イ ンチ 大型
プ ロ ジ 孟 タ タ
本館』階
ロ ビー展示室

SONY VPH・筋肉

① ② ② 

図-1 システ1.穂高E国

一約一



第 5 章

電子計算機室 の 整備 と 利用
1. '，11子計算僚の務備状況

2 . 電子計算般の利用状況



MS. 電子計算事量婁の益備と車両11111

1. 電子計算慢の聾債依毘

(1) 共用電子計算鱒システム

篭子計算機室で1;1:平成5年度にホ ス ト ヨ ンピaータ.
錦米 胤辺装置等の更新を行い. l!!.II:示す共用電子
計算繊システム壱後備した. これらの!-'Ãテムは平成
6年度にosのパージ ョ ン 7 ヲ プを行い. ソ フ ト ウ エ
アのR舗を進めるなど申胸曹にと。て使いやすい環境
を1IIえつつ運用 している。 また周辺畿置としては以下
の後畿が竃備され. 利用事れている。 この他 3臣家連
絡所にはワ ークスチーシ. :-V AXuUion4∞0をNII

し. ISDN回線によ唖横須賀本部の構内 ネ ッ ト ワ ー ク
及びイ ンターネ ッ ト へIP接続し. 相互に ネ ッ ト ワ叩タ
をftl用できる環境に改めた。

- ク ラスタ硲気ディスタ (48ギガバ イ ト )
・演浮ライγプリンタ
-日本語ポス ト ス ク リプトプリ ンタ
. カ ラーハードコ ピー装置
・大型カラー静電プ ロ ッ タ (NScalcomp製〉
• Xyプ ロ ッ タ (NSc8lcomp盟国}
・ 磁気テープ装iI (2台}
• QICテープ装置 (]/4イ ンチ)
・TK50テープ装置 (DEO腿}
・42ギガバ イ ト 自動パヲ 9 ア ッ プテープ望ÆII

. 8 mmテωプ議置 (2台}
・ 5 イ ンチ光，i!!気ディスタ (6台}
・ ネ ッ ト ワーク舷視装鑑(D以::34ω)

(2) 構内阜 ッ ト ワ - 7

当 セ ン ターでは平成5年度に筒子計第織システふと
併せ. 図ー 1 に示すよ う な コ ン ピ...- 9 * ヲ ト ワ ー ク
を聾備した。 こ申本 ヲ ト ワーヲはホ旦 ト コ ンピaータ
の位置されている情報徳内申FDDI? DÃパースイッ
チ (GIGAswitch) を申心に. 各遺展開壱給ぶ1∞M
bpsのFDDI (光ケ四 プル} 幹線と. 11111内のイーサ
皐 ッ ト (lObase.T) の支線LAN とから成る。 ユーザ
は端末を各底i:の情報ヨ ン セ ン ト に銀統することによ
り. 織内ネ ヲ ト ワーク1/1.ぴイ ンターネ ッ ト を介して全
日吉界的コ ンピaータに7タセスす畠こ とができる。

(3) 鋪旅館置

織内ネヲト ワークに隻綾されるワ ー ク ス チ ー タ ョ y
及び鳩宋は嶋加町一途をたどり. 平威711'2月現在練
内 車 ヲ ト ワ ー ク に接続されている機おは ワータステー
シ. :-38台. ホス ト マ シ ン 4 台. パソコ ン及びX鑓末

262台. * γ ト ワ ー ク機器印台となうている。 こ れ ら
端末等のt曽加に対昆3するため. リ ピータなどホ ッ ト ワ ー
ヲ機器の相役を行い. また. パソ ヨ ン 〈マ ッ キ ン ト ッ
�.:t.) についてはルータでゾーンを分げることにより.
ト ラ 7 ィ ッ タの分散化を留っている.

鑓来については. マ ッ キ ン ト フ シsおよびプリンタ
をそれぞれ12台士官役L. 事務のOA化を錐逃している。

(4) マルチスキャンプロジェヲタ

電子計算鎌吉置ではコ ンピ"，-9の利用吾推進するた
め， VM鋪陣習会， UNIX.習会. マ ッ キ ン ト ッ シ....
習会など随時行うているほか. ネ ヲ トワ-?I/)ll新緩
衝を紹介するなどの活動虐待ヲている. 平成6年度に
1II備した70インチのマルチ スキφンプロジ易?9には
ワ-?ステーショ γをはじめZ鎗未 マッキントッジム
ピデオなど量犠観されており. ユーザ紋宵等に大変有
効的に使用されている。
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ー 寵 M.-・2‘
璽 ._.."，.

O 富 h・H・h
包 …山H
B お2・・

1 =  ;r. .. 

裏- 1 央用電子計算機システムー覧

指揮算サーパ バ ッ タ 7 ， プザ四パ EPに処磁装置

ノ ー ド名 MSTHAL MSTKlD MSTEPS 

システム モ デDEルC6720q∞AXP モ デD ルEC471
∞0A

o
XP VAX4100 

OS Open V
V
M
6

S 1 Alpha Open VMS Alpha 
V5.1 

Open VMS VAX 
V6.1 

CPU数 2 

主紀憶メモリ 1ギガパイ ト お6メガバイ ト 64メガパイ ト

硲気ディスク 30ギガパイ ト 自 4.2ギガパイ ト

IPア ドレス 192.2制 198.12 192.244.198.13 192.244.196.4 

DECne.ア ドレス 40.559 40.560 40.579 

図-1 海岸科学篠街センター コンビaータ本ッ 砂ワーク横線図
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2， 電子計算機の利用状況

(1) 共用慣子計算機システム

この電子計算綴システムは念センタ ー的に利用され
ている もので， 主な利用目的は. 泌F宇ズ婿環シミsレー
ショ ン. 潜水調査紛の外部教鍵綾の一つである救鍵鍛
の 3 次元第動 シ ミ 品 レー シ 事 シ. 衛星リ モ 伊 ト セ ン シ
ングによる海面水温分布のカ ラー画像処砥 マルチナ
0 - ピ』ム (シ“ピーム〉 データによる 3次元海底地
形図の作成， 海洋音書 ト モ グ ラ フ ィ ーデータ解析， 各
種データ検索のため由所在情報データベース. 潜水調
査紛の潜航紀録や船舶の行動記録， 洋上作鎌内容等の
re費量のための速織情報データベース等である。

また， 電子メ時ル4'IJ用者を含む演算サーパへのユー
ザ登録者数i乱 業務協力員. 減動研究員， アルパイ ト
等を含めた会事量員の7 !lJ以上の287名がiJUJサーパに
ユーザ鐙録している。

(2) デ-?ベー玄関発

1)  図書検索システム
l1Z�6年度は情報室との協力により. 従来科学伎術

針算周演算サーバ上で機供していた書籍管理データベー
スを吏新t... 専用マシンによる図書管密検索システム
を梅lI5した。 このようにデータベースを分散化するこ
とにより. 演算サ叩パの負荷が軽減され. 研究のため
のよ り大規模で高速な計算を行える環織となるととも
に. 図書管理聖検索システムは多湿の画像フ ァイルを扱っ
ても高速で高機能な検索が可能となうた。 後索は繍内
ネ ッ ト ワ ークに接続されている結措O台のカラーX娘末
を返してアクセスすることが可能となうた。

2) 深海画像データベース
深海画像データベース ⑫ーのは. rしんかい初制

「しんかい筋OOJ 及 び f ド ル フ ィ ン 3 KJ 等で撮影さ
れたスライ ドやビデオをデータベース化t... 構内ネッ
トワーヲ上のマ γ キ ン ト ッ シsからアヲセスできるシ
ステJ"で. 平成4JiFJlrから運用をはじめている。 平成
7年3 月現在. 画像資斜保管離には約11万枚にのぼる
ス ラ イ ドが保管されており， そ申スライ ドの画像受録
作鍵を進めている。 受録は利用頻度の高いものから行今
ており. 約2万7千枚の鐙録舟司書わっている。平成6
年度はず ラ イ ア ン ト ソ フ トウエ?の改良を行い. 操作
性の改良. ソ フ ト ウ エ アの英語化をはじめ. サーパ担IJ
での管潔機能に対応 し た ク ラ イ ア ン トを側発L.. アク
セス制御. ログ収集機能が付加された。

3) 精密副l深データのデ"タベース
平成6年度から側発を始めたデータベースと して，

締官測深データのデータ ベ由スがある。 これは当セン
ターの船員自に装備されているマルチナロー ビーム音轡
測係機(シーピーム} のデ由タをワ ー ク ス テ ー シ ョ ン
上に表示t... イ ン タ ラ ク テ ィ プに編集が可能で. 任怠
の海績を指定するこ と に よ り ヨ ン タ ー マ ッ プの作成が
できるシステムである。 サーバマシンと してシ リ コ ン
グラ フ ィ ッ ク ス祉のIndig02を用いた。 図 - 3 に出力
画面倒を示す。

(3) インターネットーSTA同t績続ー

当セシターでは平成 S 年 l 月 よ り イ ン タ ーネ ッ ト
(TISN:国際建学ネ ッ ト ワ ー ク ) に64kbpsの専用回線
で態統しており. これにより国内外の各研究機関と研
究情報の受換をネ ッ ト ワーク経由の篭子メール. 7 ァ
イル転送等で行うことができるようになり， 情報受換
の迅油化が図られている。 図 - 4 に平成6年6 月現在
のTISN ネ ヲ ト ワ ー ク 綾続図を示す。 またこれに加え.
平成6年10月からは科学技術庁傘下の研究機関を永ッ
ト ワ ー ク化するSTAnetに768kbpsの専用回線で接続
した。 この回線は従来のTISNの回線に 〈 らベ高速で
あるため. 最近繍加してきた術廃デー タや画像 フ ァ イ
ルとい勺た火容量の フ ァ イ ル転迭もよ り快適な環境で
利用することが可能とな令た。 また. 通信プロ ト コ ル
ょの問題 (DECnet'対応)もあヲて当面はTJSNを廃止
することはできないため， これをパ・ノ タ ア ップ回線と
して利用でき. よ り信頼性の高い織成となづている。
図-5 にSTAnetc1:>ネ ッ ト ワ ー ク披貌図を示す。

(4) WWWサーパ

WWW (World Wid. Web) は世界中にあるハイ
パーテキスト と画像. 動碕. 音声などのマルチメディ
ア情報に簡単にアクセスするこ とができる。 ィ y タ 叩
ネ ッ ト上の広域情報検索機能として最近にわかに注目
されているものである。 海洋科学技術セ ンターは平成
6年9月より， WIVWサーパを立ち上げ. 図-6に示
すよう なJAMSTEC Home Pag.を作成し. 公開して
いる。 WWIVサーパの内容と しては. 各研究部の研究
紹介を始時. 平成6年6 月-11月に f しんかい65ωJ
を用いて行われた国際共同研究MODE'94 (Mid 0僧a
n Ridge Diving Exped山on)速報などを b ピ ッ ク と
して鍵供している。 今後は各研究部および広報など申
也カ壱得て. 最新の研究成果等を提供していく 予定で
ある。また. IVIVWの ク ラ イ ア ン ト ソ フ ト ウ エアであ
る Mosaic， および Netscape を歯車算 サ ー パ (Open
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VMS Alpha)， ネ ッ ト ワ ー ク サ ー パ (OS</1) およ

び�lacin.tosh上にイ ン ス ト ー ル \- ， 各 官結束か も ア ク

セスできるよう にE軍備をfi今た。
URLli. http:〆www.jamstec.go.jp/。

図-2 深海自画像データベースシステム
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政射線医学
総合研究所

rutS.gO.JP 

海外のアクセスポイ ン ト

囲内の他ネ ッ ト ワ ー ク

IMnet 大阪 IMnet 東京 IMnet 筑波
科学校術庁

SI3.g0 . .JP 

日本原子力
研究所

Jaen.go.Jp 

新技術事業悶
jrdc.go.jp 

動力炉核燃斜
開発事業団

pnc.go.jp 

1
8
1

 

糾学技術政策
研究所

金属材料校術
研究所
町田1.gOJP

日本科学校術
情報セ ン タ ー

IlcSl.gO . .JP 

海洋科学綾術
セ ン タ ー

J加国lec.go.jp

防災科学妓術
研究所
加sai.go..ip

航空宇宙技術
研究所
陥J.go.jp

理主化学研究所
(和光)

riken.go.jp 

理化学研究所
( つ く ば)
riken..go.jp 

mnm.go.JP 

間- 5 STAn.1蟻錬廻 〈平成e揮10月現在}
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研 修 業 務
1 . 活動の概要と研修実績



第6. 研修業務

1 活動の慨要

当センターの研修室では. 現在. 潜水業務や海洋研
究に携わる筏術者並びに研究者等を対象に，潜水に関
する訓練や教育を行い， 当主査分野の人材育成に努めて
いる。 また. これと並行して. 潜水作業現場の監督者
等に対する安全衛生教育や. 潜水従穆省並びに初心者
に対する体験潜水を実施している。

今後は. さ らに研修事業を拡大し。 青少年を対象と
した 「海洋研修J についての啓穣普及活動を行う予定
である。

2 研修の実績

潜水関連の研修は. 昨年度と問機に特別研修と業務
管理研修0:>2積を実施した。 特別研修では. 潜水技術
研修. 体験潜水並びに安全衛生教育の 3コースの研修
を実施した。 このほか海洋研修に関する郵毛調査を笑
絡した。

(1) 特別研修

@潟水妓術研修
本研修は， 原則 と し て 5 日 間 (ー部10日間) の日程

で. 治水に関する知識や基礎的技術を習得させるζと
を目的とした研修を行なうている。 本年llli. 警察庁
ほかS線開から135名の怠加を得て行なった。

②体験潜水
本研修には初ùtlに対L. .!Iiに潜水を体験させるコー

スと， 潜水従事者を対象と した再圧 タ ン ク を周いた圧
カ体験とがあるが. 本年度は前者のみを実施した。 参
加したのは2機関，ω名であった。

@法全衛生教育
本研修li�障畿のみで. そのほとんどþ!現地へ出向い

て行なう研修である。 対象者は潜水作業容を現地で指
担凪 監督する立場の人速で. 本年度11. 火力発電所の
埋立て工事現織や海底線ケーブルの敷役作業を行な う
ているNTT際通の機関等. 計 5 ヶ所で実飽した。 受
講者は針155名であづた。

(2) 業務管理研修

本研修I主潜水作量産者及び潜水関連会社宅事の聡貨に対
して実絡するもので。 上記の③の安全衛生教育骨内容
に加え， 飽和潜水の概要や海外で行なわれている治水

作業申実態など. 潜水難務金般についての幅広い情報
を提供している。 本年度は， 昨年皮肉嫌。 2度実絡し.
鈎機関から31名申書加があ。た。
上記m. (2)の研修実績を表一l に示す。

(3) 委託調査

本側牽li. 今後. 当研修棄が中心とな。 て実施する
予定の普及聖書I!活動 (仮称「海洋研修J) に関する基
礎資料を入手するために実施した。 本年度は， 青少年
の 「理科離れJ φ実態や 「海洋研修J の必凄性等につ
いてのア ンケート調査を行なったほか. 国内の水族館
や樽物館で実施している研修や揖習会についての資斜
を入手した。

車-1 平峰崎皮研修期E

織 関 名 回数 書加者数

織須賀地区消防本部 5日間 10畠

曹察庁ー 1 10日間 35名
糟

曹察庁-2 10自問 35名

水 湖南地区湖防念宮6 ' 海洋サー 5自問 17名ピス
特 銭 エー・イー. :<ス ・港湾舘研 5日間 21g 

八景島シーパラダイス 5日rdl 4名
術

別 三崎水産高等宇佐 5目間 10名

川偏重工事1(出弧研修〉 3日間 3名

研 体 東京都教職員 2日間 蝿 |
験潜水糾学績術健保組合 2日間 20名 l

構
安

{出ハ強ザ研マ修・前回・日本国土J V) 2日間 32名

生 出張研修(NTT慣浜) 2日間 帥名
衝

出強研修 (NTT尾道} 1日間 18名生
教 出強窃修 (NTTØ;椅} 1日間 30名
宵

出( N張T研T修インターナシ，ナル) 1日間 6名

!1113図 5日間 10畠
灘研署揮官櫨現 〈海洋ザーピス 他6祉〉

期14図 5日間 21名〈日窓サルゲs-ジ 他12�)
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第 7 章

船舶等の 運航関係業務

1 .  r し ん か い 2000/ な つ し ま j の 運 航

2 .  r し ん か い 6500/ よ こ す か J の巡航

3 r か い よ う 』 の 巡 航

-1 . 船 舶 の 鍛備



第7章 紛舶.，の運航関係業務

当センターでは. fしんかい筏附OJ システふと して，
潜水調醐骨 fしんかい却ωJ と その支援母船 「なっし
まJ及び無人傑牽穣 「 ド ル 7 ィ ン ー 3 KJ. fしんかい
65∞J システムと して， 潜水調査紛 「しんかい筋OOJ
とその支援母船 『よこすかJ. ま た海中作業実験船
「かいようJ を保有し. 深海調査を始めとする各種の
海洋科学銭術に関する鉱験研究に活用 してきた。

これら. 船舶等8運航のうち. 主と して潜水嶋査船
及び無人傑牽機の運航と. 日常の保守R備については
センターが直接これを担当し， 支援母船並びに海中作
業実験紛の運航と. 一般的R備についてt幼骨舶運航会
社にそ由業務を委託している。

平成6年度の運航概要は， 次のとおりである。
「しんかいm∞J は. 駿河湾， 穂積j青. 伊豆 ・小笠

原海鼠 期西諸島海犠. 三陸沖， 日本海及び鴎海 ト ラ
フの蛍点海績を対象とする滑航調査を実施した。

「ドル7� ン ー 3 KJ 1ま. fしんかい2∞OJ の潜航
前の事前縞査. 鹿児島錦江湾における縄査を実施した。

「なっしま」は. 前記の fしんかい初ωょ 「ドル7イ
ン ー 3 KJ 0)潜航支援のほかに. 海洋自動観測銭:術研
究 ・ 開姥に係る沖の鳥島行勧告単独で実施した。

また. fなっしまJ 1乱 兵庫県南邸地震によ坦被災
し. 修復工事を実施した。

「しんかい6切OJ は. 本年611から11月にかけて.
中央大西洋と東太平洋海績で. 国際共同潜航潟査を実
施した。 ζの一連の潜航調査は. fMODE唱4 (Mid 
Oceanic ridge Diving Expedition)計画」 と名付けら
れ. 大西洋においてはウッ ズホール海洋研究所 (WH
01) と の研究協力協定により. 6月初日-7月 18日 :
WMAR K海蟻で第 1行動 (15回潜航).8 月 4 日- 8
月22目 : TAG海紙で第2行動 (15回潜航〉 を実施し
た。 また. 東太平洋においては， 科学技術復興調盤貨
「海般におけるエネルギー ・ 物質 7 ラ ッ ク スの解明に
関する国際共同研究Jによる もので. 9 月14日-11月
29日 : E P R海域で第 3 ・ 4行動 (羽田潜航) を実施
した。

本調査lì. 園内・ 外各機関の書加により. 海洋プレー
ト形成の場である中央海磁系における地質・地球物理・

地E量化細切総合研究を実篤した。
『よこすかJ は. fしんかい65ooJ O)潜航支援のほ

かに， 無人傑査機 「かいこう」 の総合海上鉱験に従事
した。

また. 兵庫県南部地震で. 厚生省医綴チーふ宿泊業
務支援を実施した。
「かいよう」 は. �恒芋に引き続いて累減縄怠 海洋レー

ザ. ト モ グ ラ 7 ィ ー敏勝技術の研究等に従事す る と と
もに. fWOCEJ. fTOCSJ のプロ ジ￡ク ト に嘗
加した。 ま た. 兵庫県南部地震で， 厚生省医療チーム
宿泊業務支複を実漉した。 各船舶等の艶備については
「なっしま」 が音書航法装置の改修工事を行うたほか
は例年どおり. 定期的な聾備. 検査工事壱行 う と と も
に. 機能向上申ための各種改良を実施した。

， .  rしんかい2∞0/なっしまJ の運航

「なっしまJ は， 平成6年度7行動 〈全て内航〉 を
実施した。 実績線衰を義 一 1 . 行動海域を図 - 1 に示
す。 行動の内訳t弘 治続調査4行動， 猷験 ・ 伽同晦潜航
l行動1. r ド ル フ ィ ン ー 3 KJの.忽・縄査等1行動.

海洋自動蛾測妓術研究S再発 l行動である。
潜航舗査は. 潜水l.1li量船潜航縄JE錐進委員会(海洋

科学銭術セ ンター} 及び深海調奪研究推巡検討会 〈科
学技指庁)において審厳事れ， 当センターが策定した
年度計画に従うて行われた。平成6年度は年間6行動
9幡航 〈含む鼠験 ・ 別事事織統} を針砲し. 53潜航を相
模持層. ，聖河湾， 伊豆・小笠原諸島海成 南西諸島海紙
三陰沖， 日本海及び南海 ト ラ 7等で実施した。

本年度Iま. 特に音響航法議置の改修工事を行いそれ
に伴い， 駿河湾及び北海道日本海側に於いて10回の猷
験・制順調書航を行。た。

平成6年度の事関機関1;1;， 表-2申とおり当センター
のほか15機関で. それらの研究者の研究項目を表-3
に示す。

寄紛由におげる一般公開は. 大阪港 ( 5 月 7 日-8
8). 岩内港 (8 月13日). 和歌山港 (9月10日-11日}
において実施した。

支援母船 「なっしまJ の単独行動と しては. 無人探
査機「ドル7ィンー3 KJ の滋腕調査及び. rしんか
い捌OJ 0)中間検査工事及び地震被災復旧工事期間を
利用して. 海浮自動観測銭術研究. l1li発に従事した。
単独行動航跡図を図-2に示す。

また. rなっしまJ I丸 川崎鑑工業側神戸造船工織
での第2種中間検.Jt受敏及び修繕工事中に， 平成7王手
1月178に発生した兵庫県南縁地震により被災した。
このため. 川崎盤工策鮒坂出工織にて修復工事を実施
L..3月10自に完了した。 悶紛の紛底歯車に級置されてい
る ソ ー ナ ー ドーム郵の完全復旧については. 平成7年
度 5 月 4 日 申予定で復旧工事を実施した。

2 .  rしんかい8問。/よこすかJの運航

「しんかい6500J は. 平成3年度より本格的な調査
潜航を開始したが. 平成6年度は日本の潜水船として
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初めて. MODE・94 と鰍Tち大西洋中央海侃 東太
平洋海膨まで溜征を行今た。 年皮肉の潜航回数は5行
動防潜航 (含む鼠験潜航〉 を計画し， 調査潜航の予定
書賞金部の60ìl航を大西洋中央海償. 東太平洋海�で実
施した。 しかし. 5潜航予定されていた賦験潜航は，
母船「よこすかJ が兵庫県南邸地震の支緩に使帰され
たため. 平成6年度内に行う こ とが出来ず. 平成7年
度に繰り鎗された。 また. MODE・94 出港前に各機
器の作動確mのため. 横須賀沖で沈総鉱験を 1回行。
た。 実績線表を表-4 . 行動海犠を図- 3 に示す。

大西洋中央海.. 東太平洋海膨では. 当センターと
協定を結んでいる米国ヲ ッ ズホール海洋研究所やNO
AA/PMELの研究耐え 各調査潜餅珊中を通し
て集船l.，. 日本の研究者と共同の潜航縄査を行った。
日本圏内の研究者I乱 東京大学. 高知伏朱富�
工業銭術院地質縛査所. 海上保安庁水路総 力府併さ広
東海大学. 生命工学後術研究所. 電力中央研究所. 筑
波大学等から参加した。 平成6年度の和問機刻I� 褒­
S申とおり当センターのほか17機関 {含む米菌研究所)
で ， そ れら申研究者の研究項目を表 - 6 に示す。 また.
支援母船 「よ己すかJ は. rしんかい65ω」 の調査行
動終了後. 昨年に引き続き. 無人探査機 「かいこうJ
の海上公Eまのために. 琉湾海損t マ リ アナ海溝で行動
し. rかいζう」 世界最高深度の鉱験潜航を支援 した

が. それに先立ラて. 1月29日-2月9 8の間. 1 月
17日に発生した兵庫県南郁地震に対する厚生省からの
宿泊施役としての協力要請に応えて神戸港に停泊l.，.
延べ502人の医療関係宿泊者に対する支援業務を行ラ
た。

3. rかいようJの運航

2位船は. 特殊fi，船霊 (半没ホI!双胴船〉 のため作集
申叙が広くとれ. 動掃が少ないなどの利点壱有するこ
とから. 種々の海洋調査研究に適している。

平成6年度も. 多機な研究目的に使用害れ7行動
〈内航 5 . 外航2) を実施した。

内航関係では. 深海曳航縄蕊 トモグラ7<ー実草色
黒潮舗ヨi. 物質循環研究等織広い分野で有効に速航さ
れ種々の成果をあげている。

外航測係では. TOCS及びレーザ観測が初年同線
東シナ海から熱稽赤遭海績で実施され多く の成果をあ
げることができた。また. WOCEへの賞献を目的と
して7 ィ リ ピン東方海織における流鼠変化の峻測研究
を行。た。 さらに. 兵庫県南部地震での厚生省窓療チ­
J>.宿泊集務支援申ため. フ ィ リ ピン東方海織で rwo
CEJ 0)プロジaタ トに怠加していた fかいようJ I� 
計画を変更して. 2 月 5 日か ら 7 自の間センターに燭

港l.，. 機材等の積込み， 警備後 2 月 9 日-3月31自由
聞に延べ1.ぬ6人的宿泊者に対して支援業務を実絡し
た。

平成8年度の実績織衰を表ー 7. 内市r作動海犠を図-
4に. また外航航跡図を図- 5 に示す。

4 量醐の盤情

平成6年度の法定検査工事と鑑要な聾鏑，項は次の
とおりである。 なお. 本年度は 「 しんかい創同OHな
っしまHかいようHしんかい65∞J が中間検査工事
を. rよこすか」 が定期検査工事を実施 し さ ら に 「 ド
ルフィンー3KJ の年次獲備工事を継続して行勺た。

(1) rしんかい2脚J

平成6年12月168から平成7年3月23日の間潜水調
査紛盤情織において. 年次検査に伴う各機:6の点検盤
備及び必要な部品交換を行令た。 その他 厳河湾にて，
最大潜航深度潜航鼠験を含む鼠験潜航を実絡し. 5 月
15日に金て申猷厳検査を終了した。
また. 老符化対策工事の一環として耐圧般ハ ッチ蓋・
水中通話績の換装及び主蓄電池充放電管理装置の改修
を行勺た。

なお. 王手次検査工事期間中に発生した兵庫県南郁地
震により， 三獲量工神戸造船所に於いて検査中の部品
舟司直災l.，. 約10日間の工夢の遅れが発生した。また.
同時期に川崎電工に於いて中間検査を行っていたfな
っしま」 が入築中に敏災しソーナー ドームの修復に長
期を要したため. 鉱駿潜航日程が大婚に変更にな勺た。

(2) rなっしまJ

平成6年6月待望の音'航法蓑置改修工事を完了し
た。 改修後の作動はきわめて良好で， 測位精度， 録作
性が向上した。 平成6年12月22日から平成7年1月お
自の予定で第2種中間検査実施中， 兵庫県南西E地震に
より船底外相l. ソ・・・ナー ドーム他を被災した。 直ちに
被災幅f'1l工事にとりかかり. 平成7年3月10日ソーナー
ドームを除毒修復を完了した。 ソーナー ドームの修復
は平成 7 年 5 月 4 日完了の予定で御日工事を実施した。

(3) rドルヲィン- 3 KJ 

『ドル7<ンー3KJ は昭和62年度に 「なっしま」
に絡織されて以来， 専ら. rなっしま」 で運用されて
きた。 平成6年度も引続き 「なっLまJ に織載し， 駿
河湾， 相槙湾を始めと して. 鹿児島餓江湾. 日本海奥
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尻島などで. 浅 ・ 深海地置の潜航調奪を実施した。

また. 年次保守聾備工事は. 上記行動終了後. lI'成

6王手12月12日から平底7lf:3月24自の間に実施した.

本年度It. 特に劣化の馨しい油圧ホース豊富の更新並び
にス，スター. 耐圧容器. 油圧パルプユユヲ �. マー
ピaレーt -司F・a曜の保守護舗を行。た他 ト リ ム調
.のため. 浮カ"の鳩麓を行ゥた。

(4) rしんかい6蜘J

平成6年12月18日から平成7年3 月30日の閉. 潜水
調査焔.側鳩に於いて. 年次検査に伴う各機器の点検

箆傭及び必要な郎品交換を行勺た。

その後. 硫湾海溝にて. 最大機銃深度潜航怠験を含
む鉱験潜航を実施し. 4月14自に全ての鉱験検査を終

了する予定である。

tlお. 年次検査工事期間中に発生した兵庫県衛邸鳩
震により三獲量工神戸造船所に量きいて検査中の毎品が
被災し. 約1週間の工事の遅れが発生した。

また. rよζすかj の 「かいこうJ 支援行動の量5・
によ'J. It験骨量銑回程が大幅に変更にな。た.

(5) rよこす品、」

早成6 年 4 月 4 白 か ら 5月21自にかけて強迫以来最
初の定期検査工事を実施した。 紛綴織造歯車の非破繊検

査. プロペラ シ ャ 7 ト銭輩出し等徹底した検盗点検を

実篤し. 必要な補修. 部品交換を符ラた。 また. 本エ

事と緩行して大西洋 ・ 東太平洋行動に伴う 「よこすかJ
に対する噂鋼工事として基本的な寓牽観獅機器を信敏

した.

(6) rかいようJ

fかいようJ は平成6年6月 1 8から7月 28の問

第 24置中朋検査及び間関連工事を実施した。 各機器の
点検.備を行。たほか. ADCP (音響 ド ッ プ ラ ー カ レ

ン ト プ O '7 T イ ラ ー } を新�l-. 海洋調査船と して四

機能. 級備の向上を図勺た。
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車- 1 平1&6隼度『しんかい 2 0 0 0HなっしまHドルヲ ィ ン 3 KJ還続実績 (..0.: 潜水舗の略紀号}
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袋一2 rしんかい2ωOJ 11董利用樋闘

度重 年 度 63 冗 2 3 4 5 6 

1. 繕賞グループ

(1) エ禽銭術袋地質調査所 。 。 。 。 。 。 。

{宮} 国I立防災科学銭術研究所 。 。 。 。 。

2. 地形・海象グループ

海上保安庁}j(i榔 。 。 。 。 。 。 。

3. 海洋工学グループ

海縛科学技術セ ンター 。 。 。 。 。 。 。

4. 掌術グループ

(1) 勝岡大学 。 。 。 。 。

(2) 東京大学 。 。 。 。 。 。 。

(31 磁波大学 。 。 。 。 。

(41 名古思大学 。 。 。 。 。 。

(51 東海大学 。 。

(6) 鹿児島大学 。

(71 新潟大学 。 。

{働 省山大学 。 。 。 。 。

(91 繍浜国立大学 。 。

ω 徳井大学 。

ω 岡山大学 。

ω 干薦入学 。

ω 岩手大学 。

目。 愛媛大学 。

QS 九州大学 。 。

自由 山形大学 。 。

日司 東舘大学 。

ω 創価大学 。

5. 生物グループ

(1) 氷麓庁日本海区水産研究所 。 。

(21 富山県本産鉱験場 。 。

(3) 静岡吸水産訟験場 。 。 。 。 。

(41 傷岡県水車第 。

(51 小笠原水産センター 。
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度宣 年度 6市 7t: 2 3 4 5 6 

(6) 神奈川県水産鉱級鳩 。 。 。

(7) 仲縄県水鐙以験鳩 。 。

(8) 島組県水稜鉱験嶋 。 。 。

(9) 東京都水産叙駿帰 。 。 。

00 歓田県水底娠興センター 。 。 。

ω wl醇県水車以駿場 。

ω 京都府立海洋センター 。

ω 水産庁中央ホ.!I!研究所 。 。 。 。

ω ホ鹿入学館 。 。

ω 福井県水産鉱繊場 。 。 。

0$ 鳥取県水産鉱験場 。

Q1) ，時縄県水産紙験場 。 。

ω 鹿児島県水産鉱験場 。

。曽 北海道立中央ホ箆鉱駿渇 。 。

ω 石川県ホ慮線 。

ω 石川県水盛鼠験場 。

ω 海洋水産資源開発センター 。

ω 水産庁東北区水底研究溺 。

ω g繊県水底研究開拠セン1- 。

ω 水腹庁陶西海区水m研究所 。

6. 111 際

(1) ハワイ大学 。 。 。

(2) マイ ア ミ 大学 。

(3) 米園地質舗道所 。

(4) モ ン ト レー水銀館 。

(5) ス ミ ソιアン情物館 。 。

(6) パリ大学 。

m パ引高等大学錠 。 。

計 16 21 16 23 22 17 16 
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.-3 平成6年度調査潜般の研究項目 <rしんかい'2000J)

研 究 項

南西諸島
深海性刻胞動物の生態学的研究
伊平鹿海丘における熱水活動の広得繊地震観測
鹿児島湾における熱水積出現注物群衆の生管縄査

伊豆・小笠原諸島
低貨の観察と岩右の録取， 火口壁の観察
カルデラ.の観擦と岩石の採取， 堆積物の温度測定
カルデラ蟹の観察と鋲斜の採取
カルデラ.の観察と岩石の採取， 堆積物の温度測定:

三箆沖
ツノナシオキアミil付き軍事の行動観察

自本海

包

ホ ッ ヨ クアカエピ. ズワイ ガ品漁場， 特に増殖事事量実施海織の周辺
トヤマエ ピ人工種苗放浪後の行動生態について

マダラの根付群に関する研究
海洋海山の海底地形変動の直線観察

" 
深海微生物実験システム銀泥器鼠験
断層. 火山地形の縄査及び北海道南西沖地震の影響調査
武蔵海盆商郎芭縁から梅津海山東斜面娘。海底観察
日本海東縁における沈み込み テ ク ト ユ ク スの研究

" 
" 

南海トラヲ
南海トラ 7付加格上部斜面申櫛進地質学的研究
海底地撤変動測定の;1.実験
B仏KAJKO-TOKAJ計画 東海神衝突テク ト ユク スの解明
南海トラ フ付加裕よ部斜面の楊進地質学的研究

相復湾
海底斜面に沿今てキンメダイ の分布と行動を観察
深海甲般類等の脂質成分の研究
相横淘湧水系における地球化学的研究
中深層性プラ ン ク ト ンの分布と生態に関する研究
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利 用 機 関

水産庁間西海区水産研究所
東京大学地震研究所
海洋科学技術セ ンター

海上保安庁水路部
ス ミ ソ 品アン縛物館
工業技術院地質調査所
海洋科学筏術セ ンター

宮城県水産研究開発センター

指井県水農民験場

富山県水産紙験場
秋図県水産緩興センター
東京大学海洋研究所
カ訓i大学理学部
海洋科学銭術セ ンター
海洋科学銭術センター
海洋科学技術センター
エ猿渡術院地質調査所
海上保安庁水路都

富山大学獲学郵

東京大学理学邸
パリ高等大学院

東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所

静関県水産叙験場
水穫庁中央水産研究所
東京大学理学音E

創価大学



研 究 項 目 事j 用 線 開

Sedim舶t-Water lnterfa曲の櫛造と生物活性の観察 東京大相草洋研究所

冷水湧水環燐の総合的な研究 海洋科学技術セ ン タ ー

微生物培養缶の股置と回収 海洋科学銭術セン タ ー

化学合成生物群集の生態学的研究 海洋科学技術セン タ ー

初島沖長期ステーシ. ン及び周辺生物の観察ならびに地震計iI夜、 海洋科学技術セン タ ー

通州議
化学合成生物群集についての研究 海桝ヰ学技術セ ンター

冷湧ホ深海生物混.<1.>比級生態学研究 東京大学海洋研究所
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表- 5 rしんかい85∞』掬董利用縄問

年 度
3年度 4年度 5年度 6年度線 開

1 地質グループ

(1) 工.絞術院地質調査所 。 。 。
(2) 国立環繍研究所 。

(3)国立防災斜�按術研究所 。

(4)生命工学ヱ:.践術研究所 。

(5)電力中央研究所 。

Z 地形 ・ 海象グル時プ

海上保安庁水路郁 。 。 。 。

3. 海洋エ耳障グループ
海樽科学銭締セ '/11- 。 。 。 。

4. 学術タループ

(1)俗同大学 。 。 。
(2) 東京大学 。 。 。 。
(3) 新潟大学 。 。

(4) 富山大学 。 。 。
。}丸刈大学 。 。
(6)筑滋大学 。 。 。 。

(7) 大原市立大学 。 。 。
(8) 岡山大学 。 。
(9)京都大学 。
自由琉際大学 。 。
。日 高知大学 。

021 東海大学 。

5. 国 際
(1)パリ大学 。
(2) NOAA 。 。 。

(3) パリ高級大学院 。 。
ω}仏問団立科学院 。

(5) 仏担国立海洋開発研究所 。
(6) パリ簿7大学 。

m 仏国国立憶力促通研究所 。
(8) 仏国プルタ-=-�オタ シデンタル伏学 。
(9) フ ィ ジ ー ' M R D 。

ω米軍海軍調査員時 。

ωハヲイ大学 。 。
01) ピエール ・ マリ ・ . � リー大学 。 。
ω ラ ト ガー大学 。 。
ω ィ ンデアナ大学 。

Q51 サンホセ大学 。
06) W H O I  。

計 20 19 10 16 
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表- 6 平成6年度調査潜航の研究項目 <rしんかも鳴∞J)

研 究 項

WMARK 

衡問火山地得から古甥近〈までの変換歯車の慣厳

海銀庖厨tlIの漆館におItる集中的重量測定

�tJ司書斜磁の地質績断

活動的 ト ラ ンス 7 ;， ーム断層からの地質横断

新綱火山械とそのチク ト ニクス

g 

地質学的. 地磁気学的観察による活動的 b ラ ンス 7 ;， ーふ断』置の横断

地織内高地骨東側の階段上断層面白地質観察

ト ， yス フ ， ーム断層期向き斜面の地質学的地磁気学的慣断

活動的 ト ラ Yス フ ，， -1.断層の南倒的深みにおける量点的.刀測定

中傷鱒造的海績の集申重力測定

�t向き斜面の地質検費時

TAG 

TAGマタンドの全繊. 熱水全体と地形念体の偵察潜航

ブ ラ ッ ク スをーカーのサンプリYグ

長期観測ステ-�. :/等の段置

米国然減量計の段目E

日本熱流量肘の般11

ホ ワ イ ト スモーカ ーの採集

広綾地質
化学潜航と岩石採築
地質潜航
化伊調匝鍵

海底地震計の綬置

E P R  
海側節プレーム岐における各寝測定及び鼠料の縁取

-91 -

利 用 寝 間

WHOI 

海洋将学筏術セ ンター

WHOI 

高知大学理学:tlI

WHOI 

富山大学理学館
海津科学妓術セ ン?­
WHOI 

東京大学地震研究所

東京大学海洋研究所

高知大学理学館
\VHOI 

海洋科学技術センター

東京大学海洋研究所

海洋科学技術セ ンター
WHOI 

東海大学海洋学部

工灘鎖術能地質関査所

力洲大学理学部
海桝特技術セ ンター

大飯市立大学理学歯車
WHOI 

WHOI 

海洋科学技術センター

海上保安庁水路穆

工業後術院地質調車所

NOAA/PMEL 

東京大学理学偲

岡山大学窓学部地緋

生命工学工業技術研究所

海上保安庁水路舗
疏E重大学理学部
海洋科学技術センター

電力中央研究所
東海大学海洋学g

筑滋大学生物学
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資 料
1 . 業勝目誌
2 .  J平滋u会

3. �.L1会等

4 .  'f'f1. ・ 決算表

5 . 役目 ・ 主要時韓日名

6 . 研究開発テー マ リ ス ト

7 . 研究発淡等

8. 粉飾

9 . 当 セ ン タ ー 関係山版物

1 O . 外岡111張等

1 1 . 施設 ・ 設備等の鐙備と利用

1 2 . 安全対策検討会

1 3 . 来初8・

1 4 . 賢助会会員と寄付者名簿



1 ，  業務日誌

く平成6年>

4 月 ・ 科学祭制鵬行事の一環と して. 当センター
絡役を一般に公開 ( 9 8 )

- 水海用自動観測ステ ー シ ， ン 2 号機を綾震
(12日}

・青木太郎氏 科学妓術庁長官貨を受賞(208)
. 了ヤ ングのサ イ エ ン ス広場J !こ容加 (238-

248) 

5 1l ・ 「 しんかい制OJ システ ム大飯市天保山滞�
で一級公開 ( 7 日- 8 8 )

- 江田五月元科学技術庁長官が当セ ンターをご
視察 {幻自〉

・中央海嶺縄蛮行動計画 (MOOE'宮4)のため
「しんかい65ωJ が大西洋に向砂て出港 (30
日}

7 月 ・ 「しんかい6500J 米国ウ ッズホール研究所で
公開 (26日-278)

8 月 ・ 「しんかい2∞0) システム北海道岩内科書一般
公開 (138)

9月 ・ 「しんかい2OO0J システふ和歌山県下海港で
ー般公開 (10日-118)

・宮被録と 「仙台湾沿路漁場における水溌流動
モ・ユ9リ ングシステムの研究閣発J について
地域共同研究契約を締結 (138)

・ 「かいようj が人命救助で紛員災害紡止協会
から表彰 (26日)

10月 ・ セ ンター創立23.周年紀念式典を 新予 ( 3 日 )
・岩手県と 「沖合海中空間制用拡大銭術の開発j

について地織共問研究契約を締結 (11日}
・ 第11図 「臨際親善わんぱく 7 L ス テ ィ パルー

に世話カ参加 (30日〉

12月 ・ MOOE'94成果報告会を開催 (13日〉
第11周 「しんかいνyポジウムJ を開催 (14
日......15日)

く平成7年>

1 月 . ;-北優翻総合研究シYポジウムj を開催(12

一鈎 ー

日-13日〉
・ 第20回 f研究発表会J を開催 (26日~幻自)
. rよこすかjfかいようj 兵庫県南部地震で

救援活動を支援 (298- 4 月 1 日〉

3 月 ・ 10，∞om級無人祭進機 「かいこ う 」 が マ リ ア
ナ海海チ ャ レ ン ジ ャ ー海淵の世界最深邸に到
逮 (24臼}



(2)平成7年第t 図E手段員会

時 平成7年3月10日 (金) 11&寺30分-13時

ß'i Ltノr，パス ト ラ ル

主な審議事項
1) 平成7事業年度予算， 事業計樹. 資金

計画について

2) 海洋科学技術センタ一定款変更 {資本

金増加〉 について

泌洋科学技術センタ ー役員人事につい
て

臼
湯

1干織員会

当センタ ー!�， その運営に関する重姿事項を穫量量す
るために， 評議員会を窓いている。

2 

E平議員会1ι 海洋開発について専門的な知織を脅す
る者のうちか.;，科学校術庁長官の忽可を受けて会長
が任命した20名以内の斜線員で携成されている。本年
度の評議員は、 以下のとおりである。

評議員 〈五十脅願. 敬称略〉
浅 井 富 夫 広島大学教授

安 部 浩 3f. 1電気事業迎合会会長

菊 池 功 飽臼本電機工業会会長
木 村 邦 雄 q晴海洋生物環場研究所理事長
久良知 章 倦 紛日本深海蛍術協会会長

合 図 茂 側日本造紛工業会会長

小 山 健 失 疲京大学工学部教授
繍 綴 絡 {紛日本鉄鋼連盟会長
販 問 俊 文 東海大学情報銭術センター所長
酒 匂 敏 次 東海大学海洋学宙1教綬

総 数 宗 E量 鋤 シ ッ プ ・ ア ン ド ・ オ ー シ ャ ン

財団理型事長
B本海洋学会会長
日本経済新揃槍鋭委員
東京大学名轡教授

韓首日本建設業団体連合会会長
催経済団体連合会事務局長
東京大学学長
石油鉱業連惣会長

〈平成 7 年 3 月 3 1 日 現在)

3) 

明
之
串宇
治
也
之
信

良
弘
経
験
正
弘
敏

羽
芥
須
田
好
川
田

由時
鳥
系

的
=一
士面
白叩

また. 本年度開催された評議員会の概要は. 以下の
とおりである。

(1) 平成6年第2 図評tl員会

時 平成6年6月幻自 〈月) 1IS寺30分-13時

所 東海大学校友会館

:.Eな審級事現
1) 平成5事業年度決算について
2) 平成7年度予算綬:ø:�書求の基本方針につ

いて

- 1∞ 一

日

場
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授
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郎
委
理

9

7

学
門
命
綬
ン

シ

医
事

生
数

セ

セ

蜘
園

学
動
車問

術

燥

大

銭

技

学
寮
掌長
掌

軟

紅

側
勝

糊

日

東

海
総
海

彦

三

間判

明

忠
一
世幡安

名 同・・ーー・幽幽門
海洋科学校術セ ン タ ー 深海環鑓プ
ログラ ム級換えDNAllU喰責任者

理費

illl換えDNA実験安全護員会

1 氏j 加 綴 平 明

餐員会事事1 

m 総務錦関係

敬 | 海洋斜学校術センタ ー海洋観測研i 究腕娃斡
衛生管澄者

稔 ! 梅僻ヰ学技術セ ン タ ー総務総工務
: 課長 安全管理者

徳 ! 海洋持学技術セ ン タ ー総務総安全
i 管寝室長

和

山

'"ま

国

宗

山

1t 

カ

智

E襲

� 良
費 野

長谷川

回利

企冨蹴関係(2) 

地緩共同研究館発務築制噂員会

a: 名 司匝 名 氏 名 . ‘ 唆 名
3酒5 負匂 長 敏 次 ;1 東海大学海将学部教授

陶 図 久 町= 1 臨むた字盤筏柵師醐

柳 田 倒むk研究セ ン ヂー専務組事
委大 員森 信 | 水 谷 治 水交官緩庁中失氷鐙研究所海洋環境研
問 中 賞 水m庁水産工学研究筋長

深網開プログラ ム迎��閉会

氏 名 唱E 名 氏 名 理主 名
岡 見 吉 郎i糊生物僻研究所副所長 一

清 水 潮 東京農業大学客員研究員

門 国 元 i 京都大学名簿数綬 奈 須 高� lOl 東京大学名谷教室E

�t 川 ペ …… 鍛総語合草洋
研究パ所イ長

オ テ ク ノ ロ ジー研究所

小 池 勲 夫 東京大学海伴研究所事湘

長 柄 事一郎 i 窓側究所蜘事長
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深海研究部関係:31 

名 耳主 名 φ 氏 名 戦 名 i
。 lJi 谷 徐 õj 東京水単語大学教綬 | 
!i i宮 怠 i;l� 級 制問嚇!センタ ー深海腕プ ロ i・ グラ ム持:拘微生物研究グルー プ リ ー

ダー

，桂川ii!.I�?:\;i苗統"'1五i!世巡・'Ii5民会

氏
安 .i:it l� 
高z t且 .rc.

�� . i奇j:'(.中戸学liIi掠1セ ン タ ー
。 深海研究$;長

!& i括ìH4竿!主術 f ン タ a!絞部長

回
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1ft 

自書

枚

委 員

・ 予定

Jl I  

殺 名 氏 名 後 名
- � iW上保安庁水!il討;企i碕謀長 時空 木 作 a 海洋科学f支 術 セ ン タ ー研究�IJ:壬嶋

茂 ' 湯上保安庁水S基調:秘主主食 事由 闘 �� � ?時，午科学妓�f，jセ Y タ ー
! 深海研究報lミ

h.lJ 

潜水銀; íま旬、 渇鮪推進委員会プレート境界積怨専門総会

大

名

申!
lX. 

m; 

械 工業妓l;:1i10也質鈎E起訴
主任研究・8

'11 E毎
5E二部 。 筑波大学教後

2Z 1 1E玖火怖糊削教j量
三 工業段鼻7隊員�fi�号訴所

; 海洋地質務長

M ! 東京大学海洋研究所教後

検太郎 t苛r工科乙主主主紡 セ ン タ 山 研尖主幹

事島

E事
HI 

挙 東京大学手当者苦教ilì

勇二郎 筑絞大�主役後
t在 日本大学文型官学寄ifXt'i

郎 東京大学持軍I下研究iM.:d;受

1も

で守?.. ・
五E!t; 中

E睦
間

| 滅

， �長

1殻 名 氏 名 咲 名
一_._一一 一 一一一 ー一一"-r一一ー一一→ ー ー ー ー ー ー " -

純一位目 。 東京大学舷学部H!}J手 中 村 光 - : J:然技術ÇJi;.世情.1IJ治:i前。 主任�JI究稔
Z若 拘上保雪量庁水g�奇ß

総 本 f干 ・ 海洋料す:妓mでンター研究i41 1主斡
。 議 問 þ�太君f! iWln�学銭持j セ ン タ }司?制'併

1 ;綴

浴車宮司資紛詩奇書定I量進;ø連会海泌火山及びt持1幻滅専門部会

石
名E主

有3

宏 治t事科学校t奇 マ ン )' ­
淡海研究総長

t官

銀i上保安庁浪路副t��討課長

f旬 。 東術大学L崎町l

失 。 i羽1I1大学教綬

三 ; 工業技術院地質減資所
t助手1世�.tt総長
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国

国

間

谷

生

出輔

氏
一

和

一
・京

大

様

奥

浦

加

治水諸家主昔話富鉱縫i&�員会生物 ・級生物専判話会

名 i 稔 名 l 氏 名 ; 義 名ー--寸一一一一一一一一一一一一一一一一一一寸「 ・ ー ーー 一一一一::T一一一ー一一←一一一一一ーー
秀 ! 東京大学海洋研究所教市役t 11 偏 本 惇 ‘ 渇存軒字反橋セ γ ター研究副主幹

紘 一 i 東京大学海洋研究所教綬 楓 図 宏 l 海洋科学妓術センター
i II ! 深海研究費ß長

検太郎 | 海洋科学技術セ ンタ-ijf究支締 11I II �可能 靖 雄 : 神奈川県水産鋲験犠長
� 司 | 東京氷窓ブピ学教授 1 i I! �大 上 総 久 ! 静悶 県水産低級崎長
俊 敏 i 東京大学海洋研究所助教俊 I! ! I � 仲 村 正二郎 | 東京都水産紋験場長
平 明 i 海洋科学技俄センター深海環境プログ � I 

! ラふ深海微生物 グル ープチーム ザ - 1' - 1. 闘 機 靖 彦 i 水痘庁重吉事官
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(4) 深海開発筏術郎関係

無人探査険ケー プル研究会

!!;: 名 議 名

座吉 長田 宏ー郎 資
総

京
絶大

海
学
洋

工
工学

学
S
科
Z

教授

金 僚 勲 船東
京

舶大海
学

洋工
工学

学
部

科教授

一
氏 名 費量 名日 索開22U9-

委右 員嫁 英 男 潟知大学理学部助教綬

E接 続 行 雄 東京工費量大学理学部助教授

ヨ巳 名 事置 名

中 尾 一 家 大合
阪
成化

大学
学

基
教

礎
宣言講工学師徳

加 藤 俊 司 総
海

紛
洋

技
開術発研

工
究

学
所

部
主任研究n� I 

綴再i胸査研究会

氏 名 ! 事量 名

末 広 東米大学海洋研究所助教授

徐 九州大学理学部助教授

高 橋 進 気象庁大学校教授

� 好 京都大学総合人間学部助教綬
iI ロ 学 縫 防セ 災ン 科タ学ー主校術任務研交究官所地震予知研究

鳥 居 雅 之 京都大学理学部助教授

間 魁 縄 武 | 山形大開輔醐
小 111 勇二郎 筑波大学港湾科学系害対量

径 忠 彦 海
大Z

上
霊保期

安
調

F
査
F水

室
路
長町i

罪者 生 後 敬 ; 東京大学海洋研究所制服

川 幡 秘 Z宅 地主質任調
研究
査

官
所海洋地質量ß

木 JlI 栄 一 地主質任3研
i� 究査所官海洋地質鶴

木 下 正 樹 j 東海大学海開部講師

松 岡 洋

丸 山 茂 徳

- 1 04 -

目本海洋揺再1I徐Y
式
"...

会
3

社
鹿自容認エンジニ.， 1) 長代理

東京工裟大学理学総教授



深海掘削総VステJ.絞術研究会

� 名 ! 耳量 名 氏 名 験 名
委

田
員
中

長
彰 一I東京大学工学部名誉教後

勲 策総鎗京大海学洋工
工学学

部科教授

時i 管 信 !1 船運舶動伎性術能研総究長所
吉 白 宏一郎 東給自京由大海学洋工エ学古学部科教授

。 手 塚 � i 石油公団計函第一務調車証役
筒 井 療 法 ; 初日本海事協会創査解析部長

(5) 海洋観測研究費欄係

E量熱得循環系餓梯i研究倹討会

氏 名 司匝 名 氏 名 職 名
曇日嵐 長俊 之 !繍議zu-
委寄 員高 樽 行 海海上洋調保安査官庁氷給部 実 留 邦 明 水海産洋生庁産中部央水変動産研機嫌究所研究室t是
金 子 秘 縫 気主象任技庁術海洋噂気門 象官部 関 根 義 彦 三盆大学生物資源学総数援

高 野 健 三 ! 筑波大学名望書教授

海洋音響トモグラフィー研究会

氏
一下

名 理量 名
ヨ島 員 長
奥 島 基

� 員寺 本 俊
大 観 茂

翁 池 f手

総 )IJ 常

良 l 栴蔭学調機浜大学工学部
i ;1:11御システム工学科教授

彦 l 神奈川大学理学部1 情報純学科教授
雄 i 東京工業大学精密工学研究所教綬
晃 | 防術大学校応用物理教室教授
治 | 桐穫学割横浜大学エ学部

l $11ほ蹄システム工学科教綬

l 名 ! 験 名1 平 啓 介 : 東京大学海洋研究所教授
! 謝 野 健 三 i 筑波大学生物科学系名糊綬

竹 内 倶 佳 ! 翻通信大学電子工学糊役
t量 井 機 i 元 東海大学海洋学部教授

I! 松 浦 充 宏 ! 東京大学潔紛腕物111!教室教授
松 山 俊 治 ; 東京水産大学海尚三遊学科紡側壁
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海洋広織緩溺妓術研究会
氏 名 暗邑 名 � 名 ! lIlt 名

委鈴 員木長 内 邸 玄 - ， 紡衛大掌綬帰路科学科教授引 電嫡信大学電子工学制服
中 村 秀 E i|! 科妄防学災商科校'ð学衛11<防庁授術災研実究験所研究所所長委g:; 員E 彰 気主a任R庁研気究宮象研究所海洋郎

春 山 幸 男 i t1F血術球開観発測事シ業ス団計踊室管長Jmllll 
増 子 治 信 郵地研究球政省観室通測室信計

長
総測合郎研燭機究計所測技術

ー

雪氷分科会委員会
.s; 名

4中E 員茜長
俊 之

委膏 員悶 昌 敏

近 嬢 純 正

内 藤 玄 ー

事量 名
海

海洋洋科観学測技研街究部セ長ンター

1付海属流道氷大学研低究温終科段学数研綬究所
東北大学理学問1教綬
防術大学校 員直球科学科教授

氏 名 司匝 名
芭 F童 文 彦 北海道教育大学街路校数授
若 土 iE IIÆ 北海道大学低温科学研究所教授

成 回 実 \15 ! 北海道大学低温斜学研究所禽師
筑波大学盛物科学系教綬

海洋レーザ妓術研究会
氏 名 電量 名 氏 名 ‘ 理院 名

委Ii 員m長
知 夫 班員匝大学開発筏術研究所教授

岸 野 元 軍五 理化学研究所研究員
石 丸 町 軒雄大醐委 員

江 蘇 ，. 文 東京情報大学教綬 !才 野 敏 郎 名教古綬日畑欄間嫡

安 田 鶏 純 千情Z線E大工学学工科学教線綬
高 橋 邦 失 I 木S更礎2学E工系業・ 物高理等専学門教盆学校助教綬
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f溺洋大循環海洋物淫WCJ 委員会
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t.-!I 

子
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総

杉 J 級

冶
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氏
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第2研究司区長

巴.!fy 減
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道
交

海
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前
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純

産
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質

永福
同

地

貨

高

岩ロ野

続 ・ 気象庁気級研究所海得研究$
。 ?ñ l研究割IXf宮駅究官

事E野

筒

機 名 I 氏 名 ! 穏 名幽四ーーーーーーーー一一ーー-!，ーーーーーー-一一_Mt-ーーーー一一ーーー一ーー-回目一­
郎 ! 九州大学:Jt-m力学研究所 l奥 田 111 明 i 氷ill1庁中央氷i1IliJi 所

; 泌線路鳴海体制カ判定綬 ! ! 制生産係変動機; 研究室長

夫 1東京大学祭傍システム研究センタ- � 井 本 il! 百J i ì海上�1i庁水絡童話海滞納報�
教綬 t 1 主任海洋情報官

経 気象庁海洋気象部調瞬時 � f君 子 治 信 l 混信縫合舗究所砲嫁級栂澗鯵
主任妓術専門Th" ! i 環境計潟綾鋳研究室室長

幸 g 海上保氏守点絡部海事羊右耳究室 !! fi匝 高 弘 | 包子技綴総合訴事�rfcエネル半-岩ß
3 上席研究官 i | 環境ニネルギー研究資主任研究官

官E 東海大学淘洋学者ß教綬 l 酋 * !f.'. 行 | 気象庁気象�f究所初出ド研:1{fl{;l | 第 1 畷究室主任日f次官
敬 : i苗件科学法術セ

; 海洋観i1i!1研究庇ß

� i 三洋テヲ ノ マ リ
研究関発句ン?-長 1 I11 崎 桜

介 氷8i庁議採水rn研究所海洋・ 目E太
平洋!ll!!!Í鱒iltSl

水

右

泌浄観測におけるヲそ-，センジ'l1;f'j周のI$.'jrtlltに関する研究会

名 1
a I ì語上銭安時 水ìA部海洋研究室

1 5を研究官
原 1 持学技術庁航空宇宙伎術研究所

宇宙研究グループ;J，fI:研究官

名望邑氏
凶

気象片手気象研究所
海洋研究M� 2研究家主任研究官
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勲得赤道犠観測研究会

氏 名 .. 名

日~ 郎 | 綴大相候VÃ"'fk閉山一

事安S 員車事 正 気象庁海洋気象部品種洋課

沼 Ji 栄 生 .潟大学海海耳障郎教授
111 建 和 雄 九量詰州滋浪大学織応造学用カg学門研究所

北 村 佳 !照 気象庁気象研究所海洋研究部

氏 名 ! 司匝 名

書評 目前 樽 海海上洋保調安査官庁水路樹l 海洋>>.n量線

竹 内 議 北雪海氷道気大候学物理低温章科婦学問研究所
水 野 恵 遠洋水産研究所海洋 ・南太平洋館

山 修 利 男 !i 霊開*�酔邸胴岨帽輔

海洋熱循環眠究会

民 名 司匝 名 � 名 司量 名

要総 員野長太 郎 所東京長大学気候 システム研究センター
省 内 謙 介 何回一

雪 氷気候物理盟*侃r，

袋石 員川 孝 一 気象庁樽滞気/11.官官海洋螺
花 輪 公 雄 東北大学理学関宇宙地I事物理学科

協 議 栄 生 | 東海大新晦洋学館教授 水 野 恵 介 遠洋水車研究所海洋 ・南太平洋部

今 脇 資 郎 九海州洋大現学墳応海用洋境力学界研力究学所教授 道 困 量 海主上任集研安究官庁水路部海岸研究li:

111 建 利 雄 九漏放州大浪学栂応遊用学力，.学p，研究所 山 形 俊 男 東室京大学型車学音型地E事態獲物理学教

北 村 佳 PJ( 気象庁気象研究所海洋研究部
者 土 正 暁 北海道大学低温科学研究所

平 啓 介 東京大学栂�研究所
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(6) 海域開発・ 利用研究部関係

i�ブJ毒IjJ!l;シス テふIí}f究会

氏 名 ・ 電車 名 : 氏 名 ! 磯 各
一一」 一一一 ー ー一 一 --_. - ._-_.. . ー __.-ÎI 一一ー一一ー一一一」ー …_. ... . ・ 今 一 ー ー ーーーーーーー

委 員 長 g i 筏 偽 :i[( l1< ! 迩総省必終段術研究所
本 1m fま せi 新 エネ ルギ - �霊祭技術総合;期発綴 :� I 水工都府波ffl1f.;室長

I . i時理事 !l I i 委 長 仰 木 儀 包 i 水断水深:r:")I!研究所
一一

木 下 総 東京大学主主建設紛研究所 : 角 iI! 疋 附 I 3埼電子中央研究所
i 助教綬 :: I 我孫子研究所水渡部:次長

淀 川 忠 一 ; 央京大学工学部 i 金 子 他 言j 通産省了ぷ校総1m
: 機敏悦報じ州助教綬 ; ψ ン シ ゃ イ ン計郎縫進本町1

井 k 令 作 ; 巡幸浦制自技術研究所 ! 

氏3喜 良 f;l
:!t í専

委 員
寺 泊 Z語

J詩水実験安全性脂サ委員会

iJ: : 淑京医科自信科大学名後数I受

一 10宮 ー



高圧生理学研究会

氏 名 電量 名 氏 名 青色 名
告書 員 長 武 石 島 敏 日本大学幾獣医学部教綬後 間 成 明 偉業医科大学名讐教綬 清 水 強 徳島県立医科大学教綬

白 木 啓 三 準君臨医科大学教授
永 坂 鉄 夫 金沢大学復学書客数綬 鈴 木 久 響 静関大学教綬
主主 野 li ì芋 東京医科自器科大学教授 製 本 ー 郎 埼玉医科大学教授
細 見 弘 香川低利大学教授 鹿 島 勇 神奈川慣科大学教綬
ít'i �華 儀 ー 東京理科大学助教綬 今 回 育 秀 産鎌医科大学教綬
北 野 元 主主l鹿児島大学歯学郵教授

水中切断装獲研究会

氏 名
委 員 長小 松 茂 暢
ヨ島 負
小 JII 詳 言司

氏 名
専門委JII

員長
荒 �、 一

委鈴 員木 正 己

瀕戸口 俊 明

職 名 氏 名 車量 名
小長井 由 縫 アジア滋洋作殺事前工事部次長

元
潜水

海
技
洋
術

科
部
学

長
校術セ ンター い 寛|綿一

制
四国

御
工
銭

業
術

主
研
式署

究
員所

室主任研究官 毛 利 元 彦 海海洋媛斜開学発技・ 利術用セ ンタ ー
研究郎研究主幹

ターピン ・庇織機専門郎会

雪量 名

東機京械大情学報工工学学部科助教授
機東京械大情学報工

工学学邸科助手

綴佐賀銭大工学学理科助工学教部授

! 氏 名 ! 喰 名6 八 郎 |鱗護者協附
g 島 省 吾 東第京2大総学前生回産研技究術室研勤究手所

， 
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内海軍E境改良筏術研究会

� 名 • 名 氏 名 曹量 名

翁矢 貝野長 <1> 国 事三郎

工資自車業源両産技環影境場術院按予測術総邸合主研任究研究所官弥 四日市大学録済学部教授

a小� " 筒 一 定 | 禁E開廷恥醐
中 国 英 昭 I 東資源京環大学鏡海邸洋助研教究綬所

氏 名

3，5E 員111長武 信

S鏑S 員図 理 一
小 坂 漕

氏 名

S岡E 員 長
田 光 正

事場

古 谷 研 三1{陵賃大生産学学海洋助生教S鰻匝学g

深層水筒皮革IJm段術研究会

• 名 氏 名 唱E 名

肩書 繊 正 笹 東京大学理学館助教授
湖南工科大学教授

西 島 敏 陵 高知大学虫学舘教授
高知大学農学書B教綬 古 海 徴 i 日本錦繍館会側
南外海西

海郷底査水研島究研剖1究長所

餐両面刺画壊における海底クリ-)'システム研究推進委員会

• 名

広島大学工2幹部敏後

広島大学ヱ学部教授

氏 名 司邑 名

宇 野 史 llß I 海海域洋科崩学発校・ 術事iセンター
! 問硯飽伺長

伊 臓 {吉 夫 海話量洋織科開学発技・ 利術用セ ンタ ー
研究郎研究玄斡

松 田 治 ! 広島大軸物錦学部教授 1&1 本 忠 議 広課長島県商工労働邸工雛筏術際
潟 水 浴 車高 広生物島県資源立大学部学敏授 大 下

房長
!l1 名 古一郎 主中国席研工察究後宮術研究所

木 原 敏 1専 広島県保険環糠センタ ー所長
本 城 凡 夫 衛赤潮西E海E区鳩水部a長研究所 三 好 ft 照 広島県水産訟験場長
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仙台鴻沿岸漁場における水塊流勣モニタリングシステム研究会

高圧環境制御研究会

氏　 名 噤　　 名 氏　 名 魘　　 名

委 員 長　 ｜
白 木 魯 三| 産業医科大今生理学第２講座教授

委 員　　 ：
矢 代 清 高 了幽闃発甲槧団了宙環境町用

システム本部宇宙環境利用推進耶
主任闘発部皿

有 ｘ 資 文 東京卜 産大学海洋生産学卜
魚群行勤学研究室教授

深 井 一 夫

首 鴎 宝 生

槁浜・ 立大幸工幸部埋没幸卜
建築学教官助手

川哨・ Ｔ薯淋淘舶事4 太郎
諾水菰口令部翼捶
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｛7｝ 電子X↑算機宜関係

高精度データの収集システム調査研究委員会

革新的ブイシステムの基礎技術開発研究委員会

氏　 名　　｜　　　　　　　幟　　 名 氏　 名　　 嗷　　 名

委 畏 長　 Ｉ
杉 森 康 宏ｌ東両大学両洋学部教暖

蛋 員　　
Ｉ飯 高　 弘 電子技術総合面又所
・エネルギー邸主任研究官

石 井　 曹 水産了水置工学研究所
皿船工学部電子曜器研究室長

柏 皿　 政 水産斤北海魯区水産研究所
海声環境部長

金 子 鄒 誰；気象庁海洋気象部朏洫諏主任
技術専門９

川 本 和 信 プラン・ルーペ株式会社課長

桜 井 邦 雄 気象庁雇洋気象邵海洋皿
；エルニーニ。覧撞センター所長

千 回 周 皿

竹 内 倶 住

友 足　 彰

広 田 道 夫

井 太 寥 司

遒 田　 壘

東海大学海洋学部町教暖

心輿通卮大幸電気廼信学部取極

水濔斤東北区水産研究所
潟洋環堵田憂

太象斤海洋気象部海雇食
汚染分析センター所長

海上皿多庁水路部両洋情皿課
主任海洋悁假官

雇上保安庁水路韶企凶｣謀
海洋可友室生圧冨介官
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区 分

{出資金部門]

〈項) 研究開発費

〈目) 深海おii銭続側発費

(自) 深海事耳造研究開発費

(自) 深海軍軍司量研究開発貨

〈目) 海域1'rj!ll研究鯛発I!l

〈 自 ) 海 洋観測研究捌発貨

(項) 共通研究費

〈 自 } ー 般 研 究 費

〈目} 沼 査 研 究 貨

〈 自 } 共 同 研 究 貨

(JJI) 業務運営費

〈目} 研 修 事 業 費

{ 目 } 情 報 業 務 貧

{回} 特 定 装 置E 運 営 費

(自〉 工業所有線管理費

(日〉 成 果 苦普 及 費

〈告〉 受 託 業 務 質

(13) 技 術 指 導 費

(13) 紛 鎗 迷 期 業 務 質

(目〉 研究権設設俺連世難聴置

(項〉 共通旅役等建設資

〈目) 施 t聖 書事 建 設 資

〈項) 用地RI臨費

〈毘) 織 地 � 矯 賢

〈項) 施 綬 貨

(自) 管 理 施 投 費

支
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〈 総 事 )支 出 決 算 額平 底 S 事 量 年 度

区

{鋪効金書ßr�)

(項〉 役磁員給与

〈ヨ} 役 員
(!3) 型車

表 - 2 

前年度 よ り ! 被力条項に
の 縁 結 綴 l よ る t告 書百

。

。

AMV
A"

Auv

aO

AUV

のuv
Auv

ao

。 :
。 l

分 j 支出予算綴

; 2.050.918.000 
i 1.448.247.000 

108.520.∞9 
1.339.127.∞。

与給

給

257.928.∞o 

与員

{項) 共 溺 U J世

CËl) i且 毅 .6. 462.0ω円減期

.6. 35.675.∞0阿波用
心 18.364.∞0同僚周

へ
へ
へ

与
与
与

給

給

給

員

員

員

役

稔

喰

)
〉

)

同国
間回

目出

〈
〈
〈ea

ae
'B
aq

 

mU

MW

釦
M

3
問

蜘

仰

の》

akv

20.847.495 
20.844.2ω 

88.020 

。

l
i
-

­

AHV

AHV

OW

Aυ

 

。
157，679.705 
308.348.945 I 

8.320.089 I 
側諸臨|

5∞.980 i 0 :  
0

1 

81.881.∞o 

8.906.∞0 
309.001.∞9 

ぬ9.000

176.047.∞s 
317.907.∞o 

金

負

資

質

費

〈包) 怒 利
〈攻〉 一銭管理費

(自〉 厚 生
〈 自 ) 管 理

(gi) 交 際 貿
〈 自 } 交 際

〈項) 予 備 費 26.241，∞a 

一 119 -

26.247.000 
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表 - 3 財 務 諸 表 (a)

貸 借 対 照 表
平 成 7 王手 3 月 31 目 現 在

資 百E の 部

科 自 � 電車

同 内 同
流 動 資 度 5，202，3ω，251 

.帽

事色 金 . 預 金 4，967.322，265 i 
禿 鈴 金 683，242 
前 tJ. 費 m 137，440，26。
来 収 収 益 818，620 
米 収 金 96，095，870 

回 aλsζ ， 資 E主 29，9古;9，731，2<同
t 

有 形 固 定 資 産 29.933，必6.528

建 物 4，221，864，875 
機 築 物 1.飽2，321.601
電量 被 . 装 理t 719.183，882 
紛 紛 10，712，154，985 
• R耳 . i! 搬 呉 10，120，968 
工 具 ・ 器 呉 ・ 備 品 8，967，752.307 
土 地 2，鈎9，231.910
E草 綾 仮 勘 � 1，910，856，000 

無 形 鼠 定 資 産 20，603，621 

エ 型車 存f 有 権 7，5守0，000
エ lr! 所 有 様 仮 勘 定 11，213，594 
そ の f患 の 無 形 庖 定 資 � 1，ω0，027 

投 資 そ の 他 の 資 産

数 金 15，641，051 

資 E宣 合 計
ト

35，172，091，457 

(主主〉 有形菌定資産の減価償却累計客員は， 36，3ω，幻0，999円である。
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負 債 及 び 資 本 申 告事ト一一一一一一一一一一 ー一一一一 --1-' 一 ー …ー ω ・ ー 一..... ・ 刷 一一一ー 一ー一一一一一一一一ーー 一 一
持 続 金 額ト一一一一一一一一一一一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一一 一 一 __... --一一一ー一一一一

向 。 fIl 門
担i j>..i) 負 {員 ! 4，013，510.122 ト一一一一一一一一一十一一 一一一一一寸一一一一一一一一一一一

i 3，367.725，89昔 。
I 616，836.913 
i 28.941.310 i 

101.539，882 

資 産 見 返 鱗 助 金 492，例-1 i 
資 緩 見 返 努 付 金 ; 肌041，2ぉ !

資 本 金 ! | ト一一一一 一一一一 …一一…十一 一 一一.�.-

政 府 出 資 金 j 119，912，11)1，500 : 
民 間 出 資 金 ; i 30.棚.∞。

欠 j時 金 ! I ゐ 88，945，150，041トー一一一一一一一一一一一一 十一一一 ー 一一一→一一一一 一 一 一十一一一一一一一一

資 本 草IJ 余 金
! 3 1削M8 1

欠 綴 念
， i ム 9幻2.0ω附附叩9侃則仰5引5.12ロ2仰5

1一一一一一一一一一ーー一一 ー一ーーーーー一一--�-一一一ー 一一一一一一一ートー一ーーーーー一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一ωー

後 総 欠 損 � � 79，365，791.054 ! ' 
さi 期 損 失 金 ム 12，'i29，331.341 : ・

�t } 

ト一 一一 一一 一一 一一一一一一一 一一一一 一ーー ー ...，-.� …一一十一一一ー一一一一
負 債 ・ 策 本 合 H ! _，ntω1.451 

未
来
割問

tι 

tι 1是

会

附用

金IJ 

問 定 負 {置

〈 負 合 :r ) 償

{ 資 合本

(4.1 \5.050，004) 

120，002，191，印。

(31.0幻，041.453}

ー 121 --



袋 町 3 財 務 諸 表 (bJ

損 益 計 算 書

自 平 成 6 iF 4 月 i 日
if. 平 成 7 年 3 月 31 日

科 g j 金 徴
内

綾 常 収 益 2.総8.630.191

、 一一一一一一一 一ー ー
事 業 収 入 ; I 82.601.730 

受 31: 業 務 奴 入 I 319，161，832 

箇 Ii: 織 幼 金 収 入 1.942.105.002 

寄 付 金 収 入 lω.0∞.355 ， 

資 産 見 返 楠 助 金 戻 入 197.508 I 

資 産 見 返 寄 付 金 戻 入 43.407.675 

事

受

紫

取

外 収

利

益

息 i 121156.089 

雑 � I ω.548，ω4
1 

盆 常 貸 別 1 1 時 制 岨 曲

事 業 賞 用 SMZ502.352 i 

共 逃 研 究 費 227，140，956 

研 修 事 業 鈍 6，380.699 

情 報 業 務 質 244.691.022 

受 託 業 務 質 319.161，832 

漆 営 業 務 質 6.427.676 ω2 1 
h在 設 管 理 tII 88.349.361 

一 般 管 理 費

一 般 管 慾 費 1.992.346，6宮6 1 
滋 仮 償 却 貨 4 附叩2i 
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約 自 金 額

同 円
4寺 SI) 革1) 主主 28.936.882 

前 期 損 益 修 正 益 21.517.382 

受 取 保 検 金 7.419.500 

特 811 損 失 132.476.お4

固 定 資 度 除 却 損 132.476.294 

当 期 演 失 金

-123ー



役員 ・ 主要職員名

〈平成?年3月31日現在〉

| 役 名

トーー一一一一一一ー一一一
会 長 〈非常勤

! 理 事 長

; 理 事

I " (非常勤

! 監 事
; グ {非常勤

臣事

厚

努

縫

震

失

作

5月

名

正

信

英

興

進

公

望書

氏

苦誕

弁

関

国

Z軍

臨

lJí( 

稲

f.!; 

池

&h 

機

石

林

石

関

荻

役員

5. 

)

 

1
 
{

 

〈平成7年3月31日現在)事宇都積良i2) 

名氏軍監役

央峰野E主割l務総

男建本有長割1酪企

宏田割高長割1究研海深
ヨ幸正椅自深 海 開 発 技 1括 部 長

之俊酋中海 洋 観 測 研 究 部 長

郎史野字梅線開発 ・ 利用研究総長

木予守
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6 . 研究開発テー マ リ ス ト

税 自
{11 プ ロ ジ ェ ヲ ト研究「由記 深海潟査研究

4書 記震織の物質箔濁に関する研究

③ 無人 事差益綴の研究開発

③ 深海錫高11給、ノ旦テムのl線発研究

③ 深海潟水締罰E給システ ムの研究開発

⑤ 深海軍里 織の研剣湖発

⑦ 研究基本設備のきIH崎

③ 話量滋斜御校術の研究開発

③ 海洋エネルギー利用妓術の研究側発

� 海中作業技術の研究淵発
� 

} シ ス テ ム 化 に 関 す る 研究 〉
@ "'再'生ヨシシテのEスス観テテ測dムh研4化t究にに加閉 すす る

る
研
研究重 〉} q量

IS 北太平洋・ jt筏海敏総合観測研究

@ 海洋レー ザ伎術の研鈴官Il�
@ 海洋音響 ト モ グ ラ フ ィ ー技術の研究開発

@ 海洋自動観測技術の研究開発

⑬ 証話洋t企合観測νステムの概念検討

⑬ 航�機隠滅型マイ ク ロiti放射g.rの研究開発

電FE火S淳lI'l観海劇諸プ観イ測シ研ス究テ錨ムにの係開る発閉
@ [電量大司島型民J税与障る組海組稼1mデ曹ー舶タに伝揺送る主 eラt〉L 
@ 穴(大型君津梅海津稔観級測制研限究君主粉鉛にによ係るる措 自 }

w・"
電3 研(大究型開巡発然種観選測障研制究の船鼓に鋼係連る宮E 
@ j虫綬共i百j研究開発

(2) 特別研究

Q) 太平洋プレ ト沈み込み織に関する研究

② 深海生物の基礎研究

@. 海水の化学分野?と物理データの誤差鱗正の研究

③ J醤J掌生!LIl 1長の変動に1M!する研究

f31 経常研究

① 深海1&機界局内の物理聖右骨造の研究

@ �可強の詑紋岩海山の1iX.凶

� 黄島水噴出核縫積物及び駿J留水の放射化学的研究

@ 自本周辺の海度火山のIIR大様式の媛7E方法に関する研究

実b在年度

一一_.・ー，
i 3.57-

H.・1-

l S.62-

日 2-
5.57-

H.2-
H シw
S.62-H.6 

$ .62-

S.51-

H. 5-

H. 5-

5 .61-

円。 3-

S.62-

! 日.元~

H 光~

H， 5-

S.52-

H.5-

H.5-

日 6-

! 11 . 6-

5.63-

H.4 -H.6 

H.4 -H.6 

H.5 -H.7 

H.5 -H . 7 

H . 3 -H .6 

H.4 -H.6 

H.5 ........H.7 

H.6 -11.8 

一125-

( P.T. ・ プロ ジA タ ト チ ー ム 〉

担 当 部 ・ ?i:

涼 総 研 究 部

深 海 研 究 8ß '  

深 海 l的 発 技 術 音B '深深 謝海開 発研 校究術 部部 !
。

深 海 Vlj 発 綬 術 昔!I

深海環犠プロ グラ ム推進il!

ヱ 務 銀
泌総f拙 ・ 利用研究費B
海滋開発 . �Ilffl研究理1

海域開発 . f.iJ渇研突llß

海 主主 総 括部j 研 究 部

海 洋 級 担IJ 研 究 部

海 洋 鎚 総 研 究 部

海 洋 観 総 研 究 部

海洋音響トモグラ7ィーP.T

海 洋 観 測 研 究 部

海洋観測衛星利用研究P.T

海 洋 観 測 研 究 部

辛

I � 海 扇 銀 金1
総務部 ・金濁吉s. 連続部

企 画 書ß :î十 種 管 理 tw. l

i浅| プ深プ薄両ロロ京研ググ支究蕊部ララて

・
ム

ム
烹

深
地

織

海

再苦
道

選
言環言l 

海 洋 観 測研利 研縄究研究
究部深海域開海発 ・ 郎告訴 !; 

海以!開発 ・ 利用研究部

官襲 t梅 田f 夕夕、、2 部

深 海 研 究 5ß 
深 海 研 矢' 軍昆
深 海 研 究 豊臣 i

{晴 盟雪 倒

，ー -



.IJi 呂 実施年度. 担 当 部 ・ 室 備 考 側

⑤ M出法NにB脅関窃す測る源研究般のサイ ド ス キ 十 ン4豊能及び海f車検 H.4 -H.6 漆 海 研 究
.__ 

⑤ 黛人潜水織自動航行システ1>.の研究錫発 H.4 -H.6 i漆 海 開 発 伎雪術認SSL! -ー 一
⑦ 深梅周小�TV観測鰻の研究続発 H.5 -H.7 i 深 海 開 発 銭 l 
� �渇峨における音響信号の伝搬策費特性に関する研究 H.6 -H.8 : 深 海 腐 発 技 術 認i
@ 海中における音嘗ディ ジ タ ル信号舟棚叫す研究 i H.6 -H.8 i 深 海 開 発 技

術 偲!
⑬ 海面高度に対する滋胤の影響に関する研究 l H A ~H 6!海 洋 観 測 研 究 部

偲I⑪ オ ホ ー γ ヲ 海:!t認の海氷変動の研究 川H 44.. 
55 ~H.7 i 海 洋 観 測 研 究

⑫ 蜘仰ー ド水のモニタ リ ング概 -H.7 海 洋 級 測 研 究
究
竺

費者
Li 

⑬ CT同定 慨に関す砧蹴 - lH 6」a M 観 測 研
⑬ 蜘潜水ダィ~の疫学調査 i H.5 -H.7 i海棚発 ・ 利用研究部j
③ 自立 ・ 績合蜘臓の概 I H.6 -H.8 i 海糊発 ・ 利 用研究館!
@ 高圧下室約環境に関する基礎研究
⑫ 高圧水中下で有効む化学センサーにMする基礎的研究
⑮ ス Fパーハープカ メ ラによ る途方建銀銭街の研究
@ 船舶計測情報の管理手法に関する研究

(4) 共同研究 (傭湾側I孟共同研究相手先}
① 深海底かもの術昆経由データ伝送に関する研究. 
② 深泌!Jl.車tケー プルの性能向上に測する研究

③
進
自主4事学て的

い
研
る化究石オキナエピスガイ の生態学的研究，

③ サ ツマハオ リ ム シ群集の研究

⑤ 化学合威生物の湾伝干因子治出法に関する研究
⑥ 深海生物の伝婚とit石itプロ セ スの現場実験的解明
⑦ 伊且小笠原到の島慌の嫌迭に関する窃究

③ 自律Z回無人潜水機の鏡導制御に関す る研究

H.6 -H.8 
H.6 -H.9 
H.4 -H.6 
H.5 -H.1 

H.5 -H.6 
H.5 -H. 6 

H.5 -H.7 

海糊発 ・ 糊眠SS;
漂海 環 境 プ 0 グ ラ ム f
抱 進 鐸
遺 書;: 8鶴E 深 海 瞬 発 伎 矯
電 子 計 算 事皇 室

深 海 E耳 。夕俗、 Ilil 
深 海 研 究 部

深 海 E再 事E 部

ー
古里事電気株式会社
日本大洋海底電線株式会社

繍IjJí賀市自然i事物館

i H.6 -H.8 深 海 正再 事E 総1.児島大学. 玉川大学

， H.6 -H.8 1 i草 海 窃 由夕、 吉S 東大海洋研究所

H.6 -H.8 ì深 海 研 究 部 東北大学. 静岡大学
! H 6 ~H B:深 海 研 究 部 1 東大梅津碗究所
l H 4 ~H 6;深 海 開 発 技 術 鋭| 日本飛行 酬

③ 航行軍司自暗燦無人潜水磯町研究開発 〈UU S) i 14.5 ~H 7 i 深 海 開 発 技 術 部 l 住友電気工銭{槻， I _一ー・回『・
⑪ 高字雪絵潜水糊テザーケーブルの鎗じれ特性に 川 -H.7 深 海 開 発 技 術 部 j議守勢}守

切一
⑪ 績淘濁除去システムの性能評価と最適化に関する研究 H.6 -H.8 深 海 開 発 技 術 部 i 情�県

⑫ 「げんたつ均三原告三宅供寄書箱詰制局 H.6 -t1.8 深 海 開 発 技 術 錦|沼棚水腹繍場

@ 僻捌 研…る人工組…開it I H.4 -H.6i海 洋 観 測 研 究 部 字宙開発問
@努号明?のための衝崎潤55鳩山~H 10i…測 研 究 gi字叩畑- イ ン' ; 1 ー シ ョ 町

⑬ 榊糊及び海洋t昭和制 1 H.4 -H.6 I海 洋 観 測 里 究 lìI l! 間以筏術研究所
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積 g 
@ 首鼠Jt太平洋におけ る海洋環境のE手伝手法に関する研究
⑬ 渇降線上I!人工骨量底の長期実用化研究

@ 高度鹿嶋i6itでの脅変化的扇像工学豹研究

③ 深層水の究車場約f11湾法に関する研究

⑫ ・4、fi(;" 梅!;I.の循環動婚に関する研究
@ 短時間神宮水時の雌適滋庇手法の�礎研究
⑫ ズワイ ガユの生態に関する研究
⑬ 飢餓療機下におけ る対人交流の分桁
@ 海洋敬射線環績の測量E研究

(5) 受挺研究

① 長高級�ft周期EZ語��学
号
tζ

綴
串 畳マ

び様イ 空 プ白議ラセン シク サト利Y用量の
の高史度援4のt 

②2223i号線機鱗激震?芸25
③ イ ン ド 阜 シア通過liIiの綬測研究

⑥ j
す
b犠

る
織観測に

研
お
究

ける水衝の熱・水及び物質�送過程にI世

⑤ 淘びI火a日占也君穏雪勧貯をと 周マいグたマi禰骨震り活の動進及化びに漆関器すß�
る
寄薪進
3

のE研究及

⑥ オ ン ラ イ ン1'- �管理・健供YÃテムのrnl�研究

� 海色t1価手法の開発及びサンゴ礁の氷質判別訟の5品売

③ 海タ底ー ケ本
ー プ ル シス開テ発lA関を用連窃い究た多巨的地認環境 そ 品
ッ ト ワ-'l

⑥ 梅底変動に関する研究
⑬ 深海 モ ユ タ リ ングシステふの総発の予僚議査

一 冒畠 一一品
(6t 淘査研究

<D 沿l草海犠にお吋る海洋科学研究 ・海洋利崎研究の動向調査

② 北4語圏氷泌域での級制手法に関する2周遊

| 実施年度 怨 当 部 ・ 2宣 {荷 骨骨 期
H.5 -H. 7 海 洋 観 測 研 究 部I間1l電除力手 研巾央究所研究所
H.4 -H.6 海棚発 ・ 利用研究部!話ま禁 制組合
H .4 -H. 6 !海問発 中l研究部i待奈川制 大学

I ll.S -H.8 毒事 ii l iiE ク高ロ レ ラ ヱlI!酬
海閥発 ・事JIll開

酬 絢水211
手担金令官・. B * *31輔.
本16飴2・

H.5 -H.6 海域開発 ・ 利用研究部 ~ "24. 官絞Jh 霞! Il隊約 学
M 43 1 市醐健 ・ 柵窃掴

失
究

4
G
5

Z

兵早ν緬話庫県国鎌大相津隊司k h 日 目ル叫海敏開発 湖周研 酬水産線
H.6 -H. S I潟明)11発 ・ 利用務

H.6 -H.S!縁 海 研 究 部|政射線低学総合研削
H.4 -H.6 海 洋 鰻 測 研 究 部

H.4 -H.6 深海績開海発 ・研苧'illj究
研究沼認

H.5 -H.G 海 洋 銀 測 研 究 部{
H.S -!i.6 海 海 観 測 研 究 都!
!1.5 -H.7 深 海 餅 究

1 1. 5 -H.7 海 洋 綬 ìJtil 1滋 炎 都
H.5 -H.7 ! 海

海峨
洋
開発

餓
・
測
利府

研
研究

究
部
部

H.6 究 哲志

H.6 深 海 研 究 認i
H.. 5 - l深 海 研 究 怒|�..・田且

峨開発 ・ 棚研究部!
J時 ì'f. 観 測 研 究 銘!

③
@

潟
広駿

i狗
総合

見制
海洋

限
観
総
測

の
に管

お
理

に
関する 潟資 葺 I l 連 絞 総i

一一
げる高崎度データ申収集ゾステふの凋 ー

m その他 (園練共同研究)

① il<掲凋i'fシステ心及びそのデータ処理に関する研究 H. 2  -H.6j深 海 研 究 鑓|
② 大港斜面媛の地質環象と揚洋現象の毒自互作馬町研究 H.4 ‘斗1.6 深 海 研 究 お
③ 大西洋中央梅舗のt量級深部�造の研究 H.5 -河.7 深 海 研 究 書事
⑥ を汁い褐と相模湾にお'1る同 ワ') tfイ積の崎研究 H.6 -H.8 深 海 研 究 s;;l 
③ 自律厳傭人潜水械に関する研究 時- H .7 深 海 開 発 伎 術 祭!
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7. 研究発表等
(1994年 1 月 l 白から1鈎4年12月31日の聞に. 紙上に掲載されたもの。〉

(1) 企画館

1) 大儒:s:l司. 1994 海水研修. JAMSTEC. 6(3). p. 71・73

(2) 深海研究都

1) HASHIMOTO Jun and Takashi OKUTAN!. IS94・ Four N.w Mytilid Muss.ls A持。ci.ted with D曲psea

Chemosynth叫ic Communities around Japan. V.nus， 53(2). p. 61.83 

2) HONDA M.kio. Masashi KUSAKABE. Takco TANAKA. Shigeto NAKABAYASHI. Hiroshi HOTTA. 

Susumu HONJO and St.v.n J. MANGANINI. 1994: The study of biogenic and 1;山。genic material fJux 

in Okinawa Trough during K。拍 Seoson. 1994 0偶制 Science Meeting. p. 235. 

3) KUSAKABE M.s帥hi. Makio HONDA. Shigeto NAKABAYASHI and Kyohiko MITSl'ZAWA， 1994 

Distributions of suspended and 日ttli.g particles in the E.st Chioa Se.. Internat時間1 Symposium 加

Global F1uxes of Carbon and 1砧 Related Substances in the Coasta1 S..-O開制.Atmospher. syst.m (1994 

Sapporo IGBP Symposium). p. �・56.

4) KUSAKABE 11.1齢制hi， Makio HONDA， Shigeto NAKABAYASHI 3nd Kyohiko M1TSUZAWA， 1994 

Oistributio崎。f Suspended and Settling Particles in th. East China S... ?問団吋ing of the 1994 Sappor。

ICBP Symposium. p. 165.470 

5) WANG， T-L. KU. S. LUO. J. R. SOUTHON .nd M. KUSAKABE. 1994: Cosmogenic 26Al and 10B. 

in the Ocean. 1994 Ocean Sci.r.時s Meeting. p. 42. 

6) MATSUMOTO Takeshi， 1994: Gravity field de..ived from altimetric 喜朗id and its implications to the 

。rigin. driving fo同e of the initiatioo and evolution of micropl.te-type marginal basios in もhe so叫h

western Pacific. International Workshop on S伺floor Mapping in th. West a.d S。叫hwest Pacific ・ Results

and Applicotions， p. 51. 

7) MATSUMOTO Takeshi. 1994: Gravity anomaly and its tectonic implicatioos in th. south.rn East 

Pacific Rise active 拘perfast spreading .nd hydroth.rmal ar... Am.rican Ceophysical Union 的94 Fall 

Meeting， p.320. 

8) NASU Noriyoki and K帥帥KOBAYASHI， 1993/94: 25 y岨問。f Oc..o Drilling、Japan. 0時.nus. 36(4). 

p. 34-35. 

9) RUDO von Cosel. 8ernard METIVIER and Jun HASHIMOTO， 1994; Thr明 New Specie喝 。f &chymodiol凶
(Biva!via: Mytilidae) from Hydrothermal Vents in the L.u 8asio and the Norlh Fiji B拙同. W借切開

P3cific. and th. Snak. Pit Are.. Mid・Atlantic Redge. The V.liger. 37(4)， p. 374-392. 

10) S. J. Lall.m・nt. P. HENRY. X. LE PICHON and H. H01"l'A. 1994: Tect刷、ic Context of Venling 

Sit酷 叫 tho Toe the Eastern Nankai A民間tionary Prism. JAMSTEC J. ne.p S.. Res.. 10， p. 331・341

11) S. LUO， T-L KU. M. KUSAKABE. J. BISヨOP， Y. YONG. L. WANG and H. Li. 1994: Biog同chemical

cycling of particu)ate matter in th. equatorial Pacific: Th.230 and Th・228 studies. 1994 0叩.n sc同町田
M帥ting. p. 83. 

12) T. YABUKI， S. KASUGA， K. OKI:-IO. A. ASADA and T. MATSUMOTO， 1994: Resu1ts of S.abottom 

Survey of the Eest Pacific Ris. SI3"-518.40 Using Sea Beam 2000. 1994 Fo!l Meeting. p. 320. 

(3) T・L. KU. S. LUO. M. KUSAKA8E. J. 81SHOP and Y. TANG. 1994: 228Ra・dcrived nutrient budgels 

川 th. surfa帥 equatorial Pacific during th. 泊92 ENSO. 1994 Ocoao Sci.n.輔 M..ting， p. 82 

14) WASHIO Yushu， M時的 MIYOSHl. Kat叫yoshi TAKEKUMA. Kenji YAMADA and Ka.uo K08AYASHI. 

1994: Recent research and development in th. d.sign of an 0世制。g悶ph日 research \'essel. Marine Technology. 

31(1). p. 1-19. 
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15) XAV1ER L. Piehon. Siegfri.d LALLE:vlANT. Mare FOURNlER. Jean.Paul CADET and Kazuo 
K08A YASHI. 1994: Shear partiti。刷ng in the eastern Nankai 1'tough: Evidence from submersible dives 
Earth 帥d Planet.ary Sci.nce Letters. 128. p. 77.83. 

16) 石橋純一.�[I. 角倍 澗， 餓図 広. 渡辺一樹. 梶村 徹. 芝回 目事. 織原健弘， 婿本 傑. 1994 伊豆小笠
原弧 七四臨海山�Jの海底熱水系の主餐戚分緩成 JAMSTEC深海研究. 10. p. 89.97. 

17) 1I消防再二郎. 小林和努. 1994 日本海織と千島海織の地形および地質的特徴。 地球号外. 9. p. 60.69. 

18) IJサ11勇二郎. j車問換太郎. I申回 淳. 西村はるみ. JIi回多力a!X!. 松岡 篤. f旨阻勝努. 金松敏也. 伊路 孝.

l鈴4: 太平洋プレート上のジュラ・白箆紀海山・チ ャー ト層序 富士官磁気及び表層推積物中の裂か群ーマ リ アナ海
溝海00:.斜窃における「しんかい6500';第181潜航報告. JAMSTEC深海研究. 10. p. 123・151

19) 沖野郷子. j車問換太郎、 1994 紀硲泌控室wの絞形と地質. JAMST政潟海研究. 10. p. 63.74. 
20) 押国 首�. 'Iサ11勇二郎. !車問換太郎， 19宮4 マ リ ア ナ 海溝(15030・N)の海底地形総資. 鮒涼感厳科学関連学会

1鈎4年合同大会， p. 208 
21) 海宝自佳:. r，馬大和. 満商事匡彦， 1吉本元行. 織田宏. 宵哲J恭平. 篠原雅尚. 末広潔. 1鈎4: 北海道南西神

治震:5数者震の海底変動観測と余緩観測. 1994年度日本地震学会秋祭大会. p. 406 
22) 笠原瓶三. 佐藤事j典， 量産問換太郎. 1鈎4・ 「 しんかい6500Jと海底地震計による南部 マ リ ア ナ ト ラ 7海山にお

ける強い熱的湧昇洗の証拠 JAMSTEC深海研究. 10，p. 163-174. 

23) 蒲生俊敏. 石橋純ー郎， 下島公紀. 中塚 武. 角皆 iI'll. 増縛敏行， 清井 士旬. 海海巨彦. 1994 東郎防
海 ト ラ フ付加体におけ る冷湧水の化学的性質 (KA1KO.TOKAI 計画) : f しんかい65ωJ潜航# 113報告.
JAMSTEC深海研究. 10. p. 343.352. 

24) 精生俊敬. 千葉 仁. パ ト リ シ7 ・ 7 ラ イ ヤー. 石橋純一郎， 志弁縛秋. 引 ン・E・ジ曾 ン ソ ン， ケゲイ ン・ヶ
リ ヘ 益田明恵. 大田 秀. 7ナ・ルイ ー ズ・レイゼンパッ ヘ ピーター・A・ロナ， 柴田次失. 3i爾 迅， 田中

烈月. 角皆 紘 山口寿之. 藤関換太郎， 19斜: r L.Nかい飴∞J に よ る マ リ アナ海場潜航調奪1992 (Y9204航
海上中!1ß熱水綾の再訪及び南部海頓における制刊シト の発見 JAMSTEC深海研究. 10， p. 153.162. 

25) 目下音6.iEJ怠 田中武男， 中林成人. ::$;多牧生. 1鈎4: 東シナ海を実験海滋とする縁辺泌におけ る物質循環の
研究-MASFLEX projcct-. 第19回海洋科学技術セ ンター研究発表会. p. 5.9. 

26) 目下$.iEJ窓. 申林成人. ::$;多牧生. 回中武男， 溺滞忌彦. 1994・ 東シナ海における位状物の分布. 1994年度
日本悔洋学会春季大会. p. 300. 

27) 小林和男. 1蜘: 海底下の甘露ー商海 ト ラ 7の冷湧水一. JAMSTEC. 6(3). p. 67.10. 

28) 朴忠和. 玉木賢政. 'J味本初努. 1994・ 全世界に分布する縁海海盆における115盤水深と生成年代の関係. 地 Eま
号外， 9 .  p. 103・110.

29) 伸 二郎. 1994 伊豆半島伊東市東方手石海丘海底火山の噴火後の変化. JAMSTEC深海研究. 10. p. 49・53.
30) 申u成人. 1994 東シナ海 「かいようJ 航海rc-物質循環研究ー. JAMSTEC. 6(2). J). 43.41. 

31) 申林成人. 目下部正君主 主位多牧生， 被爆匡彦. 1鈎4: 東シナ海における粒状物の分布. 第11図しんかい$.Iy
ポジウム予編集、 p. 102.104 

32) 西海あずさ. 沖野郷子. 議官司換太郎. !鈎4: ヤ ッ プ海海中央部海僚斜面織の海底地形. JAMSTEC深海研究.
10. p. 251・259.

33) 西海あずさ. 佐織利拠. 笠原îll;ll三目 際問換太郎. 藤本i専巴. 1994: .，ユトラフにおける海底抱震観測. JAMSTEC 
深海研究. 10. p. 243.249. 

34) 締本 俸. 藤倉J!l.剣. j事E主義弘. 躍動崎俊二. 1自94・ 栂機湾初島沖における シ ロ ウ リ ガイ の生活織式と間際水
中の様化物iIl度. JAMSTECì軍海研究. 10. p. 381・お8.

35) 橋本 俸. t屈包 宏. 1994: rしんかい2000j からみた錦織海の生物穏， 水産海浮研究， 58(3)， p.I94.11潟.
36) 服部陵男. 1994: 炭酸カルシウムコ ン ク リ ー シ a ン JAMSTEC， 6(1). p. 76-77. 
31) 線部鰻努. 穴場.�滋. 1994: f自候鴻初島沖で録集さ れ た シ e ウ リ ガイ般の酸繁・炭素同位体比. JAMSTEC深

海研究， 10. p. 373.379. 

38) 線級隆男. 大場忠造. 蟹江綴光， 秋元秘書官， 1994 梅模湾初島沖で発見された自生の炭酸塩煩. JAMSTEC 
深海研究. 10. p. 405.416. 

39) 線路錬太郎， 1994: 海織の包大地態と深海生物. JAMSTEC. 6(1). p. 58.60 

40) 厳鶴倹太郎. 1994: 深海を伝掃する生物一微生物お億年の喜まよい・・ JAMSTEC， 6(3). p. 59.66. 

- 129ー



41) 灘間換:*BIl， 1994: 大西洋中央海績を探る. rなっしまよ No.131. p. 2・3.
42) 蔵間換太郎， 絵本 剛. 加藤幸弘. 鳥井真之. 新線電一. 小野'.I!.Il!iQ. 1994: �車球海溝の海側・ 陵liJ斜面の地

形と地質 ー続Eま海語陣織断潜航ー. JAMSTEα軍海研究， 10， p. 261・280

43) 疎開換太郎， 藤本1噂巳 沼海あずさ. 佐E盛和j揖1， 小泉聡子. 大鋸麟生. 仲村明子. 極井善弘， 1994: サザン
ク ロ ス潜航調査報告 ー フ ィ リ ピン海プレー ト 南端偲 ヤ ッ プ バラ オ海調書及びγ ユ ト ラ フ の繊断潜航ー.

JAMSTEC深海研究， 10， p. 203.230. 

44) 藤周換太郎， 北里 洋， 1994: バラ オ海溝�iIII斜面の巨大石炭岩岩裕の発見とその成因. JAMSTEC深海研
突. 10. p. 231.242. 

45) 車車問換太郎， 和田秀樹. 沖野郷子. ス ーザ ン・デパ 1) ， 篠山英一. 長沼 鍛. 小1111時二郎. パ ト リ シァ・7

ラ イ ヤ ー. 管池 寛， 加議久佳. 西村はるみ. I鈴4: 伊豆 ・ 小笠原弧機断潜航 ー海洋地鍛断面 蛇紋岩機山 マ

Yガン舗量産一. JAMSTEC深海研究. 10. p.I-35 

46) 蔵倉克JtIJ， 1994: :筒鱗湾初島沖の化学合成生物総集の関する比絞群集生犠学的研究 東京水産E大学博士学位

論文. p 蹴
47) 掘内一穂， r，馬大和. �高滞巨彦. 1蜘: 宮古沖日本渇海海側斜面における地形 ・ 底貨 ・ 生物の関係〈予聖書).

JAMSTEC深海研究. 10. p. 425.436 

48) 本多牧生. 1994・ 最終氷l'Jiにおける深層水循環とl!�量生産カ. 海の研究， 3(3). p. 205・2お.

49) 本多牧生. 日下部iÐ窓. 中林成人， 田中武男， 1994 沖縄ト ラ 7海犠におけるセデメ ン ト ト ラ ッ プ実験一陵

起原物質の移動へ 第11回しんかいシYポジウム予構築， p. 4849 
50) 益岡崎恵. リ チ ヤ ー ド・ ラ ッ ツ. 松本哲�. 升;$:真こ. 薦問換太問主 1994・ 13・Nマ リ アナ ト ラ フ の鉱大舗の

移動と最近の火成活動. JAMSTお深海研究. 10， p. 175.185 
51) 松本側， 矢吹信一郎， 沖野郷子. 山崎俊鼠 湖沼徹郎， 1鈎4' .東太平洋海膨荷量事13"30・岳-18・45・Sの地形と

lIi:カ異常の特徴w序報- 地球惑星科学関遂学会1994年合同大会， p. 165 

52) 氷困敏夫. 小椋正彦. 橋本 俄 E車問換太郎. 1捌 小笠原水曜海山カルデラ内の銅にaむ熱水位チ ム;;. ­

鉱石. JAMSTEC深海研究. 10， p. 75.87 

53) g下純失， 1!山英一. 徐 垣. 竹内 抵 石井次鉱 伸 次llll. 嵯峨山 積，1994: 北海道地下資源舗道所.
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8.  特待・ 実用新案

(11出 願

I ) ii1i1J利則樹Eを備えた海洋�NI.i?i物

{特mlÞltの範関)

①袴カヨEを有する海洋f持法物本体の前総務tこ笠宮t*

を有し. 主主窓宮R�の前爾下部に海水流出入問のtmロ絡

を紋けると共f:目 i!i�世i草Eの上�Iに波エネルギーを省

力者事に変換する被エネ ルギー変換装慣を線えた海洋郷

造物において. 上SE海海』障造物本体の左右勾菌1)田iの水

中位ü!(tこ. 所要のJf�状. 大きさを有する>><<を張り出し

て設けたことを特徴とする波カw官機後を備えた海i羊

傍造物e

2 ) 波体浅漬lt!ポ ンプの給自童手�rl1

(特許締'"の範l!Il)

①液体没i質製ポンプ駆動用のポ ン プ敏と絞ポンプ用

の総動モータのモータ舗とを述結する4車種主手事長僚にお

いて. -'}jの側にIlîj�ポ ンプ4菌剤の穴をそなえ. 他方

のG帯広wW'!号-9t由燭の穴をそなえ. llíJ�2 2舗の穴の

う ち の 1 (閣の穴，�キF耳障をそなえ. j告の l 偲の穴はス

プライ ン潟をそなえて前紀南紬の聞に介装され. 全体

を円筒状に波形されてその外径を可能最小寸法に作成

す る と と もに周辺碕織の角部を丸く 商取り加工した継

手本体と. 絞S控手本体が外部との涜過を遮断された流

体中で回転するよう にi*体を内部に会lじ込めて前Rè液

体後演説ポンプと絞ホンプ耳量動mのそータとの聞の笠

おiを油W;に包凶 し. その長手方向の中期lf.容に l 偲ない

し?童数濁の蛇綴をそなえる総手カパーと. �主総手カパー

の内野lに設けられ. 一絡を前t己 君主手カパーの鱗笛付近

に係者されて片持ち状悠でjjíj�è語審手'J$;j:本の外郎を包節

する筒状体と して形成された獲割t簡とをそなえること

を特徴とする液体浅漬�ポンプの総継手袋銭。

�母体.手本体の外�iJjjに デ ィ ンプル加:r:をbをした諭求

J1j ' 犯裁の担主体ð(ìl1í2ポンプの勃継手装;置。

3 ) ボル ト縁付由1の均庇構造

〈実問新案登録治家の銭脳〉

(t締Hボル トによ 今て組み'iLてもれるiJ;j剖l材の対告書

舗にt室。デ ル ト 期の穴号シールするOリ ングb毛主げられ.

締付:j!)レト の頭首l議出に形成さ れる総付躍とt車線付$

に向かつて締め付け込れる対l司践とによゥて形成され

るシ}ル衡を織にして分げられる綴滋のそれぞれの流

体圧に対L.i胡庄カfb�の均.�Eを関るための宮崎逃として.

波ボルト 自体また!��主ボ ル ト と 隣銭状態の線材に旅体

ま導遜用の通路が設けられるこ とを特徴とするボルト

-- 137 

締付朝1の均ぽ構造。

�可tèの均圧をl遡るための締括主として. t実ボルトの

主主手方向に治勺てボルト自体の中災都を貫通する流体

任導i週間の通路が�設されている務求項 I EE般のボル

ト務付絡の均l王f荷造。

(3)前8己の均ff.を凶るための練迭として. Z主Jポ ん ら の

頭部裏面に形成される紙付�.lïと. &草締付m;に向か今て

締め付けもれるま。11司m;とのいずれかの態または両方の

陸のま長酪に総体従事通用のi通路と して の ノ ッ チがおl段

されてい る紛求積 ， gc量産のボ ル ト締付認め均庄構造。
③前記の絢 l王を図るための鰐迭と して. E喜ボルト骨

頚秘書�Ilüと絞m弼に向かつて締め付けられる対向函と

の問に機体E王ir/.適用の遜ï5と して機能する切り欠きを

そなえ るE基金が介3毒されている鈴求項 l 自己綬のボル ト

締H出iの均圧精進。

4 ) llì磁式?字盤l1li 1距裟鍍
〈称占午t高求の 車E図〉

①シ ョ ッ トパラス ト を収納した:t: ':/パーの下部に.

鉛(!I方向に円筒形のホルダーをtil;t， 当滋ホルダーの

外尉に放身拭�:方向に偶数個の1Iì磁2 イ ルを円周方向に

号車角度で配� l... 総合うllì量生コイ ル内の磁東のi司 きが

反対方向 と な る よ う に し た こ と を特徴とする古屋磁式浮

;蟻調獲主主獄。
②ホルダー内に磁性体を配置 したことを特徴とする

務求現 1 記載の電磁武浮織鈎猿該録。

5 ) 時計Ill:文字綬

〈特許認i求の純鴎〉

①文字絞�鮫と. この文字板蕊板の上面に形成され

た碍矯佐官器材とからはり. この蒋燭i生部材のよ薗に印

卑札 織物. 鮎り合わせ害事の手段で鈎字. マーク. 様様

宅事を形成し た こ と を特徴とする時併用文字板。

②前tè時:r-. マ-? t耳様号事のうち少な く と も時字

はお光材か ら な る ζ と を特徴とする締求項l 紀量産の時

計照文字1ふ

@メッヰ. 司在籍. 主主主主等の設耐処理R習を有する文字

仮装阪の上面に. j耳滞I!l;.到t材からなるB寺字. マーク.

燦隊司Fを有 している こ とを特徴とする陸線十周文字絞。
③曲íìire.符鍋性自1M!ま. 時然性シ ー ト を貼り合わせた

ものであ る こ と を特徴とする紛求項 l ， 2又は3�鍍

の時計府文寺板。
⑤時ifgi;!拘帰性苗1材!1. 潟締役インキを印刷して形成

したこ とを特徴とする銭求額 l ， 2又は33c鍛の時計

111文字板。

6 ) 曳主主ケー プルの 2皇内装f置

(特待t荷求の純鴎)



①曳航ケー ブルが巻僻11' '"れる滑lIl'主体と. X敏.

Y拍およびZ紬のB車交 3"血の旋回自由度を有する滑車
吊下車農織と， こ の滑車吊下機織に悶設されて前記滑車
本体を回転自在に支持する支持部材と. この支持部材
に;Ji!;端部が総書留されて滑車本体の回転函とほぼ鞘Tに
よ下し. 先鑓舗によ1')/骨lI!本体入側の曳航ケーブルお
よび滑lI!本体出骨!の曳航ケー プルをそれぞれ袋内する
ー対のガイ ドアームと. を具備する こ と を特徴とする

曳腕ケープルの察内豊富担。
②滑車吊下機椛のX輸. y紬およびZII自の蕊交3総

は一点で交差 し， かっこの交差点は. 滑車本体のピッ
チ径の頂点に一致 している こ と を特徴とする繍求項 1

記量産の曳航ケープルの案内護軍。
③曳航ケープルの滑車本体へ巻後角度を検出する曳

航ケープル角度検出手段と. 鴻進本体から加わる荷量
を検出する荷i!検出手段とを備え. 前記苅検出手段に
よる検出値に基っ・き， 曳航ケープルのì&カが求められ

る こ とを特徴とする締米積 1 または 2紀載の曳航ケ由
プルの策内装置。

③滑車本体の回転鑑に11づき曳航ケープルの繰出震
を求める繰出検出手段を備えている こ と を特徴とする
鏑求項 1 . 2 ま た は 3 ìE載の曳航ケープルの案内装11。

⑤滑.吊下機構1ま. 紛船上に限付けられて上下;こ錨
動するフレームの先線鶴に取付け られている 己とを特

徴とする謙求項 1 . 2. 3 ま たは412載の曳銃ケープ
ルの案内装置。

7 ) 海中長鰐量皇制システム

(特許締求の範圏}
d持層中または海E査に綬怨される海中ステーシ， ンと.

切り鍵 し可能に首�ð2海中ステーシa ンに取り付けられ

た複数のデータ伝送プイ とからなる海中長鋼観測シス

テふであ勺て. 前記海中ス テーショ ンには海底観測に
対応した銀側装置と， この観iJ!1装置からのデータを記

憶する記憶装置と. 取り付け られている前記データ伝
送プイに対して前認定憶装鐘からのデータを送出する

データ伝送!l1lとを備え. 前g2データ伝送プイ には. 前
提海中ステ甲シa ンに取り付けられているとき. 前tè
データ伝送量ßかち送出されるデータを記憶するデータ
Z芭憶部と. 官ij 紀海中ステ - 'V g ンから切り駿されて海

面に浮上したときには. 痢ìEデータ記憶部に記憶した
データを通信i輔星に送信するデータ送信割1とを備え.
予めt量定された調書簡毎ま たは特別なデータが例記観測
装置によって観測されたとき. 少な く と も l つの前記
データ伝送プイを例記海中ステーシa ンから切り援す

こ と を特徴とする海中長銅級担.IJシステム。
②前記泌中ステーシ者 ンには. 前記データ伝送ブイ

の切り離しを検出したとき. 前詑データ伝送プイの切

。舵しを示す切般信号を送出する�総確認、訴を繊え.
紛紀デー タ伝送ブイの切り離しにおいて前ìE切能確認
訴より前記切鍵信号が送出されないときには. 切り緩

されずに取り付けもれているその他の防犯データ伝送

プイのうちのl つのデータ伝送プイを代聖書して用いる
こ とを特徴とする舗求項1:記載の海中長期観測システ
4、。

③1liJt2データ伝送ブイに11. 前記データ伝送部に対

して非切般信号の伝送をfTう信号経絡を備え. 前紀初

滋E置忽部には. 前記信号経路を介して導かれたWJ&2非
切熊信号の検出を行わせ. この非切離信号が験出され

な く な っ た と き附rc!切能信号を送出させる こ と を特徴
とする鏑攻項2紀!被の海φ長期観測システム。

⑥前紀海中ステーショ ンには. 所定位自I1こ取り付け

られた前記データ伝送ブイの外壁認またはこ の外援穏
に綾けられた被検出体の検出を行うセ ンサを備え. 首ij
re切緩確認隊には， 前記セ ンザが例記外渡部または耳Íj
ti!被検出体を検出 し な く な っ た と き 青�S2切量産信号を送
出させるζとを特徴とする鎌求項2 ti!餓の海中長期観
測システふ。

⑤例記データ伝送プイには. 外llUlIに役けられた導
電舗を備え， 前â2海中ステーシ， ンには， 高崎Eデータ
伝送プイが所定位認に取り付けられたときには. 前記
導官車部に接触するー対の検出子を備え. 前12切青E硲認
叡!こは. 前ti!ー対の検出子の簡の!lt抗が予め設定され

た{直を鑓えたとき前記切般信号を送出させることを特
徴とする舗求項2 12般の海中長納税測 システム。

8 ) 海中ステーνョ ンおよびデータ伝送プイ

〈特待勝求の範甑}
迂海中または海底に設け られ. データ伝送プイが切

。続し可能に取り付けられる海中ステーショ ンにおい
て. 予め設定された時�Iとな勺たとき. 前tèデータ伝

送プイの切り縫 しを指示する切離指示信号を送出する
111示信号生成郵と. 百�ìEデータ伝送プイ の浮上位置近

傍の波高を検出 L. 検出した抜高が予め設定された滋

高以下であるときには切般可能信号を送出する波高検
出部と. 前IC切離指示信号が送出され怠つ前!2切量産可
能信号が送出されるとき. 前紀データ伝送ブイの切り
厳しを行う切続制御$とを備えたこ と を特徴とする海
中ステー シ a ン。

@見事中または海底に設けられ. データ伝送プイが切
り難 し可能に取り付けられる海中ス テ ー シ 4} /におい

て. 綾概された改定の近 〈 変動の観測を行う綴測装僚
と. この観測量産自障が地般の変動またはその予兆を検出

したとき. 地殻変動信号を送出する変動検出部と育Íj紀
地綾変動f量号が送出されたときには. 前ìEデ田タ伝送
プイの切り躍しを行う切緩制御tlIlとを備えたことを特
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首止とする海中ステーν，ン。
G海中または海底に設けられた海中ステーシ事ンに

切り織し可能に取り付けられるデータ伝送プイにおい
て. 前#è海中ステーシ. Yより切り縫されてから海面
に浮ょするまでの期間と して予め設定された期間を浮
上所要期間とするとき. 前�2泌中ステーシa ンより切
り議されて後. 浮よ所要時間が経過したときには浮上
期間経過信号を送出する浮上タイマと. 前rê浮上期間
経過信号が送 出されたときには， プイ本体が海面に浮
上しているかどうかの検出を開始し. 前記プイ本体が
海箇に浮上していることを検出したときには浮上確認
信号・を送出する浮上検出認と前記浮上E依互信号が送出
されたときには. 通信衛星にデータを送信するデータ
送信部への包液の供給を開始する電源制御部とを備え
たことを特徴とするデー タ伝送プイe

③海中または海底に綾けられた海中ステーショ ンiこ
切り縦し可能に取り付け られるデータ伝送プイにおい
て. 動作電緩め供給を行う電池と， 官ôlf2海φステーショ
ンとのi画館経路となる接続都と， このtl.続部を介して
前紀海中ステーションか ら動作開始信号舟坦尊かれたと
き富Îj紀電池より供給される電担軽が波れ. その他のとき
にはカ ッ ト オ 7状穣を維持する開始検出部と， この開
始検出部に流れる電流によってその動作が制御される
�U車ザレーと， この電源 リ レー の メ イ ク接点を介して
前記電機からの電源が供給される動作部とを備え. 制
52動作開始信号が送出されないときには. 前記電池よ
り流れる2軍事憶を前畑開始検出部に流れる調書11流のみと
したことを特徴とするデータ伝送プイ。

9 ) データ伝送ブイ
(特許縞求の範閲}
①電波が透過可能な気密容穏と. この気密容鎗の濁

聞をE置い且つ電波が透過可能であるハードハットと.
前記ハードハッ ト内線の水が任意Eの水位に移動司自主で
あるとき. 水E語に浮遊状態にある前R気密容器に対す
る水面位遣を規定水iW位Blとするとき. 市首Eハードハッ
トに形成され. 少なくとも前記ハードハ ッ ト 内部の規

定水面位置より上鶴の水を前紀ハー ド ハ ッ ト外務に速
やかに緋水させる排水孔と. IliUc気密容怨の内認に設
けられ. 規定水面位置より下方の水ではその動作に影
響を受けない指向特性を有する街星通信7 ンテナとを
備えたこ とを特徴とするデータ伝送プイ。

②電波が透過可能な気íii容器と. この気密容器内iI
に緑けらn. この気密容器が浮遊する水商よりよ華客方
向に指向特紘を有する術展通信γンテナとこの衛星通
信アンテナに接続され， データの送信を�jうデータ送
信郎と. 前記録密�a苦の傾きが予め設定された角度iií
鴎を越えているかどうかの検出を行い， 富可配気管容穏

の傾きが前R角度事EIlDを結えていることを検出したと
きには傾斜信号を送出する傾斜検出部と. 例記傾斜信
号が送出されたときには. 前tèデータ送信審ßの動作を
停止または待機させる送信制御部とを備えたことを特
徴とするヂ四タ伝送プイ。

③.波が透過可能な気密容器と， この気密容器内部
に綬砂られ、 反射材からなる反射援部及びこの反射緩
官官の中央に設けられたへリカル章容からなり. 衛星通信
を行う織昼過信アンテナと， 前紀反射飯郡に形成され，
防犯反射院をGPSアンテナの形状に対応して欠損さ
せた欠織部とを備え. その表商品1前記反射財の反射面
とl1li萄ーとなる位11関係でもって前記欠損部に前記G
P S ア ンテナを絞けたことを特徴とするデータ伝送プ
イ 。

10) 箇体高分子書官燃料電池電源システム
(特許綿求の範囲)
①図体高分子�懲料電池官官源システムを氷中におい

て使用するに目標 L.. 絞Vステムを宮、目丹署�fl内に収納す
ると共に. 電池発電反応により生成された反応生成水
をシステムを収納する密閉容器外に導く ことを特徴と
する国体高分子�燃料電池電源システふ。

G通高求項 1 詑般の臨体高分子Z世継絢電池電源νステ
ムにおいて. 上記反吃生成7]{を!/Ãテムを収納する密
閉容器外Iζ導く擦に. 払出しポ ンプの払出しにより.
或いは高圧ガスの水中への噴出に同伴させて行う こと
を特徴とする国体高分子製燃料電池電源システム。

都青求積 l 叉Iま2犯般の周体高分子皇官燃料電池宮電源
システムにおいて. 上.fè固体高分子!\'l燃料節也電源シ
ステムを水中において使用するに際L.. 水中馬独立電
源袋讃或いは水中移動体用電源装置として用いること
を特徴とする図体高分子型燃料電池電源システム。

11) 固体高分子型織料電池電源温度調書Eシステム
{特務2青求の範図}
q凋体高分子.'!rl犠料電池電滅システムを水中におい

て使用するに際L.. 1;池発篭反応により温水となって
排出された電池冷却水の一部をシステふを収納する密
勝容器?I-に導書. 該官電池冷却水の保有する電池排熱を
系腐蘭の氷を冷却媒体として電池緋黙を放出寄せ. 再
び系内に瑛して系外に型車かれなかった篭池冷却水と混
合事せ 1置池本体に再循濠導入される電池冷却水温度
を銅�することを特徴とする固体高分子塑燃料電池宮量
減温度調鐙システム。

12) 呼依モユタ リ ング装置E
(特許1育求の範囲〉
q液験者が着用する呼吸鑓に. 被験者の吸引時にの
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み呼吸がスを呼吸器に供給する差圧潟箆弁を介して.
環機圧よ り潟い正の�fEを有する呼吸ガスが導入され
た耐fE伎の吸気供給務が接続され， この吸気供給器It
吸気流量計勝手段と吸気器圧計jlJ手段とが�け ちれた
呼吸モユ タ リ ング装置。

@淑気流量計測手授が差庄式調温計である繊求項 I
に紀臓の呼吸をユタ り ング装置。

@湾吸器の排気系に呼気鋭出器が接続され、 この呼
気排出器に緋気涜量計測手授が設けられた請求項 1 ま
たは精索現2 に記載の呼吸モユタ リ ン グ袋置。

③排気流量針祖1)手段が�圧式決量計である請求項3
に紀載の呼級モユタ リ ン グ装置。

⑤声手気排出器に呼気中の厳禁漉度及びニ磁化炭紫it
l!!'を計測する手段が接続された論求項 3 ま たは請求項
4 1こ記載の呼吸モふ タ リ ン グ装置。

⑤買手吸器に呼吸t正統を計測する手段が接続された舗
求項lない し請求項 5 のいずれか 1 項に記載の呼吸毛
ニ タ リ ング装置。

⑦被験者の心拍数計測手段及び体蜜温度計測手段を
備えた舗求項 l な い し鯖*項6のいずれか1 項に紀臓
の呼吸モニタ リ シグ猿置。

③上紀扮求項 l な い し餓求項?のいずれか 1 演に紀
般の呼吸モニ タ ザ ング袋11を用い. 経時的な級気換気
量変化. 呼気換気量変化， 厳業消費量変化， 二酸化炭
素排出量変化. 呼�数変化およひ1手lJ1)t仕事量の少'.. く
と も 1以上を計測演算処理聖して表示する手段を有する
呼吸モニ タ リ ング装置。

13) 圧力制御装置
{特鈴務求の範函}
￠泳中に存在する容器の内部圧力を外穏水圧と平衡

させるための圧力制御薮置であうて. 加皮ガス供給源
と. この加圧ガス供給源からの加圧ガスを水中に存在
する容器に. この;g鵠に作用する外部水圧に対応した
圧力に調節して供給する第 l の弁と， 容器内のガス底
地例都;fEカよ り も 大 き く な っ た と き にその圧力差に応
じて容器宮内のガ1を放出する第2 の弁と， 容器内のガ
スEEと外郎氷匡との圧力量産を吸収するバ ッ 7 '1' タ ン ク
モ有するfEカ制御装援。

②上紀第 l の弁が， 容器の近傍に設けられたダイヤ
7 ラ ム弁であって. この弁のー方のダイヤ7ラム室内
に水を導き. 他方のダイ ヤ フ ラ ム室内に供給加圧ガス
を導くζとによ り加圧ガスの圧力調節を行う ものであ
る縞求項1 紀織の圧力制御装慮。

③上紀第 2の弁が， 容器の近傍に�It られたダイヤ
7 ラ ム弁であラて， 一方のダ イ ヤ 7 ラ...�に水を導き.
他方のダイ ヤ 7 ラム�に容器内の加圧ガスを導 く こ と
により. 容器内の加圧ガスの放出を制御するものであ

る舗求項 U i:'.敏の圧力制御装置。
④上.ìèパ ッ 7 ァ タ ンクが， 容器の返傍に綾けられ，

容量宮内の加庄ガスを導〈とともにその内容積が可変と
された内Øß?'/?と. これを収納するとともに外舗の
水を導く外部タ ンクとからなり， 内邸タンク内の圧力
と外豊富タン ク内の圧力との圧力差により. f司郎タンク
が膨犠または収鎗するものである鱗余項1 紀措置の庄カ
制御裳置。

14) 海底地鍵のヨアサγプリング方法
(特許論求の範劉)
(j)ì躍底地銀のコアサンプリ ン グ装置は， 浮カ体およ

び切り緩し可能に取り付けたウエイ トを具備し. 絞海
底コアサンプ リ ング装置は本船より海中に投入寄れ
海底にilJ遣した ら濁水絡に装備されたマユ 品 ピ ュ レ ー
タによりこれを保持し所定の位置に着穫させ， しかる
後綾コγサンプ リ ン グ袋置により海底地量産を鑓削 して
その資料を採取し. 海底地量産の鼠料を採取した後1:1.
3γザンプリ ング袋置に切り灘し可能に取り付けられ
たウエイ ト を切り費量し. コアサンプリ ング装置に取り
付け色れた浮力体の浮カでコアサンプ リ ン グ装置を浮
上させ回収する ζ とを特徴とする海底地盤のコアサン
プ リ シグ装置。

@精1iEコアサンプリ ン グ装置は. 一郎切り雌し可能
な浮カ体および切り雛しに取り付けられたウエイ ト を
具備し. 縁海底コ ア サ ン プ リ ン グ設置は本船より海中
に綾入され. 海底に富l逮 したら潜水船に装備されたマ
ーュピレータによりこれを保持し所定の位置に着座さ
せ. 浮力体の-1慎吾切り離した後. 該コアサYプリ Y
グ装置により海ií草地盤を掘削 Lてその銭料を採取し.
海底線鍵のE主将を採取した後は. :>7サンプリ ング義
援に切り離し可能に取り付け られたウエイ ト を切り総
し. コアサンプリング装置に取り付けられた浮カ体の
浮カでコ ア サ ン プ リ ン グ装債を浮上させ回収する こ と
を特徴とする海底地盤のコ ア サ ン プ リ ン グ方法。

(2) 登 録

1 ) 海洋波集中装置
E主録日 平成6年10月 7 日

{特許鴻求の範囲〉
①海逓下に水平面をなして絞置され. 海洋波を浅海

側の一点に集申させる。三日月状の平緩から構成され
る海洋波の集中塗置であり. 平板の深海自由iの外形線が
機内弧状に. 浅海側の外形織が円弧状に形成されてあ
ることを特徴とする海洋波集中装置。

2 ) 希土類金属と遷移金属とからなる§大磁恋合金0ッ
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ドの製造方法
登録日 平成6年lIJjIO日

〈特野誠求の箆図〉

q濁体状のE盟歪合金素材を， 垂直方向に移動可能屯.
上織が開放されそして下虫躍が閉じられている円筒状の
ルツポ内に収納し. 前記ルツポを加熱機構により加熱
して. 前記Jレツ:f，'内の前記雌合金制を浴散し. 次
いで前1èルツポを量産漉方向に移動し. この間に前記Jレ
ツボを冷却して前tèJレツポ内の浴滋した滋露合金繁材

を ロ ッ ド状に凝窃させそして結晶化させることから屯
ふ 磁盗合金 ロ ッ ドの製造方法において. 前記磁霊会
金繁"として. 少な く と もデ ィ ス プ ロ シ ウ ム(Dy)お

よびテルピウ ム(Tb)を含む2 縫級以上の希土綴金属
と I 種類以上の遷都金属とからなる合金製のロ ッ ド
状素材を使用 し. 前紀加熱機構として. lFfIC 1レツ，y.を
密むように配置串れた. 高周波の周波数が 0.1から 3
MH. の範関内であり. 且つ. .その内穫が例記ルツポ

の外径の 1.1-1.6 倍である環状の高周波加熱コ イ ル
を使用 し. 前提11-';;;j(内に前紀合金か\>なる ロ ッ ド状

索材を婦人L. 0.2 -10気圧の範囲内の圧力に保たれ

た不活性ガス雰箇気下において. 前記高周波加熱コイ

ルにより. 前Rルツボ内のilíi紀 ロ ッ ド状紫材を厨部約
に加熱してこれらを溶融し. 前lèlレツポを. 0.2 -8.5 
mm/minの速度で下方に移動L， そして. 前記ロフ
ド状紫材をIfolrt!fレツポの移動速度に対応する所定速度
で下方に移動L. かく して. 溶融状態の前記ロ ッ ド状
素材を連続的に凝固させ， 一方向的な凝国崎織または
単結晶にするこ とを特徴とする. 理時土短金属と遷移金
腐とからなる巨大磁露合金ロ ッ ドの製造方法。

②前1è1レ、ノポと して. その下部が30-1∞度の角度
の円錐状に形成された. セ ラ ミ ッ ク "'=固めルツポを使

期する. 1青求項 lS è鮫の製造方法。
③関詑ル・ノポの例記内維状の下豊富に繍穴を�11. Ifol 

Îè細穴内に<111>方位およびく112>方伎のいずれか

の種結局を充綴する捕求項 2記鍛の製造方法。
③前lèJレツ ポが石英 (SiO.). 熱分解11I化 ポ ロ ン

(P.BN). 磁化カルシウム (CaO). 酸化イ ッ ト リ ウ ふ
(Y.O，). fi主化ジルコ」ユウ ム(ZrO.). およひ1控it"?グ

ネ シ ウ ム (MgO)の少な く と も 1 つを主成分とするセ
ラ ミ ッ ク ス製である. :.求項 1 か ら 3 のMれか l つに

rt!織の製造方法。
③前記ロ ッ ド状素材を. 下lè式によ勺て求められる

速度によって移動する. t商求項 1 ft!戴の製造:方法。
V. =V， R，'/R.' 

包L. V，  ・ ルツボの移動速度.
V. ロ ッ ド状繁材の移動法度.
R ，  : ル7ポの内径.
R， ・ 0 ッ ド状紫材の誕径。

⑥前記。 ツ ド状紫材の糊蛾電車を静織カ メラによっ
て監視し， その熔融状態によ今て. 前tèJレツポおよび
mJlèa ':/ ド状制初少な く と も一方の移動速度を制御

する. 2脅�寝 1 �è般の製込方法。

3 } 深海生物採取量産{置
鐙録日 平成7王手3月初日

〈実用新案舗求の総箇〉

①海底に着地する基台(2)の中央部に本側3}を支持し.
11<台(21の上方に回転畳間を巨阪可能に支持し. 本科>(S)
の中央著書に配置した約ま，(61上に制l装置1(5)を支持する

と共に. 自i転袋(71.上の耳�ft台ωを介して複数倒の採取
容量制4)を積脱可能に支持し. 吸引装置(5l1i生物吸引用
の 7 レ キ シプルホース(29)と吸引ポンプ(28)と. 水と
共に吸引された生物を分縫して排出する関口調1(35)を
有し. 採取扱概[41は上蓋鰍131下賞部ωで上下を開放可

能に形成し， 更に圧力保持装置(22)と筆体側服装置Q5)
が併役されており， 上重量部(35)を遺鴎操作して開閉す

ると共に回転{引を包転させて関口部(35)の下方に蛾次
採取装置(4)を位置させて7レキVブルホース(29)で吸

引された海底生物を収容するように事構成してなる深海

生物縁取装置。

4 ) 多現像同時勢j光方式による海洋レーザ綬品副議11
Eま録B 平成7 年 1 月23日
〈特許繍求の範随)
α〉マルスレーザ光を海面に向かつて照射するレーザ

光時射手段と， 海面及び海水中からの光を受光して所
定割合で分割する光学系と. 分割光より海面からの反
射光. 海水中からの散R光及び笠光をそれぞれ透過さ
せ る 7 ィ ル タ と 7 ィ ルタ透過光が入力されるゲート動
作可能なマイ ク ロ ・ チ ャ ンネ ル ・ プ レ ー ト 内蔵の光t電

子倍増智とを備え. 光百草子倍増管のゲー ト タ イ ミ ング
を顛次ずらすと と もにゲイ ンを変えて海面からの反射

光. 海水中からの散乱光及び鐙光を同時iIl'J光するよう
にしたこ とを特徴とする多現像問時世l光方式による海
洋レーザ鰻測装慮。

②前紀光5詳系1ま. 検出すべき光強度に応じた31J合で
分割することを特歯止とする締求項 l紀畿の海洋レーザ

観測装留。
③前ft!パルスレーザ光i弘 ナノ秒単位の鐙鐙パルス

レーザ光である繍求項 U è般の海洋レーザ観測後援。
③前記マイ ク ロ ・ チ ャ ンネ ル ・ プレー ト iま. ナノ秒

単位のゲート動作措沼1能である繍求項l紀臓の海洋レー

ザ観測量産自E。
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9. セン9一関係出版物

(1) 刊行物

発行是正月 判 ページ敏
1)1宵織lt í J AMSTECJ 第6巻第2号 (通巻11122号} 平成6. 4 A 4  70 
2) Curi.. R.p。叫 for PRIS .nd PR24 平成6. 4 A 4  105 
3) 熱帯織の海洋:&_ぴ大気研究に隠するシンポクワム要旨集 平成6. 2 A4 74 
4) 情報lt r J AMSTECJ 第6巻第3号 {通巻第23号} 平成6. 7 A 4  ω 
5) Curise Report for PR24 平耳H. 8 A 4  44 
6) lIZlll< 6年度 〈第20図〉 研究報告会要旨集 平成6. 9 A 4  183 
7) 情報総 r J AMSTECj第6�島第4号 (通巻郷24号〉 平成6. 10 A 4  74 

8HJAMSTECJ 深海研究 第10号 平成6. 11 A 4  494 

9)第1I@)しんかいシンポジヲム予筏集 平成6. 12 A 4  117 

10) 海潮崎銭術センター年報 (平成5司峨年度〉 平成6. 12 A 4  148 

l I )MTS ・94 J・査報告' 平成6. 12 A 4  107 

12) 海洋純学緩衝センター訴験研究報告 11131号 平成7. A 4  17 
13) OTC ・94 調査報告書 平$.1. 1 A 4  160 
14) 情緒絶 f JAMSTECJ第7巻第1号 (通管第25号〉 平成7. 1 A 4  74 
15) 官官20回研究発表会要旨象 平成7. 1 A 4  78 
16) PACON・94 調査報告書 平成7. 3 A 4  129 
17) 海津科学妓術セ ンター業績集 1993 年度 (2分冊) 平成7_ 3 A 4  

(1993 Contributions) 

18) Curi剖 Report for PR23 and PR24N 平成7 . 3 A 4  90 
19) 海洋科学銭術センター叙験研究報告M>録鎌 (第7号〉 lIZ成7 ‘ 3 A 4  20 
20) C汀i回 R叩。rt of th. 1"1鴨t of JAMSTEC for 平成7. 3 A4  226 

O..p 50. Research 1'10.1 
21) JAMSTEC 1993 Annual Report 平成7. 3 A 4  66 

22) JAMSTEC Publi岨tion List 1993 平成7. 3 A 4  138 
23)海洋科学校術センタ-.:._，.-^ NO.Iぬ-135 隔月刊 A 4  各12

(1'10.135のみ10)
(21 餐託研究.5'.

〈日本深海銭術沼会へ)
IHt僅組依漏織での観測手法に関する調査報告. 平成7. 3 A 4  200 

(平成6年度〉
2) 海洋服部l機lIiの管理に関する調査報告嘗 〈平成6年度〉 平成7. 3 A 4  101 

(3) 受庇研究線告書

〈科学銭術12合研究�徒費より)
1) 海底ケープルシステ1>.を用いた多目的結琢E軍司直 平威7 A 4  

モユターネヲトワーク開発に闘する調査
2)寧.$.6年度三農はるか沖地震に関する緊急研究 平成7. A(  
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10今 外国出張等

(1) 外国出張件数 ・ 延べ人数の縫移 (平成2年度~平成6年度)

{ {.ヰ ・ 人 }
110 

1 8 0  

1 5 0  

1 4 0  
â30 

J 2 0  
l l O  

喜重 詰 件 数
100 

9 0 
s。 雲 耳 人 数

10 

60 

50 
.�O 
30 
2 0 
1 0  

。
H2 H3 "4 日s H6 {年度) ※ 海 滋 実 験 は 除 く

(21 紛日本船舶振興会繍動家業による出張

期務先・2耳問 用 r語 氏 名

ア メ リ カ

6. 5/ 1 -

一一一 開-一--1
。 OTC'94 (Offsho，c T叫nology C。山町nω ; 深海開発銭綴邸 苦海治一郎

る/13 i に参加. 海洋開発の広新動向;;r!}五 i 

オース ト ラ リ 7 j MOW飽際会議 (別 問海洋斜学技机限 ! 海棚発 ・ 利用研究部
6， 7/ 2 -

ア メ リ カ

6， 7/23 -

ア メ リ 力

6. S/ 6 -

フ ラ ンス
6. 9/ 7 -

7/10 : する斑太平洋会縫〉 にwm:. 研尖成泉の発袋 : 潟本 i峰!lÊ

UぷR Submer.ible i総務部! MODE'94fl(J巡行lji出席.
7/31 i PaneJ 著書加

; M Ts .宮例4 (:v!蜘a口rm哨le l'帥n附。log釘y S 。 t話洋 ��幅l別手き技術部
9/1η7 i i設支術学会) ，にこ 拳古加1 

。 第 3 悶滋水鉛絞殺 シ ン ポ ジ ウ ム に診加 i 深海I�I発筏筋線
9/11 . 0仰向航側 海洋科学問に関する滋 i

i �野動日15司菟 i 
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(31 在外研究員 ・ 海外駐在員等

問務先・期間 ， m 務 ; 氏 名
一一一叶一一一一日 町一一一一一一…一…→一一ー一一一一一一

米閣 ・太平洋時帯域の袋j皆海洋箔環を解明するための | 海洋税減研究部 安嫌健太郎
6. 3/3ト7 3AS i繍僻州知蹴 [夜榊俊民]

米億J l地球物耳語学的手法による海綴系・ 背主l!.ì詰盆のダ | 深海研究部
6. 3/3ト7. 4/ l i イ ナ ミ ク スの解明

i (毛E外研究員; 殺 :海外駐在員]

米劉 ! 降水峨を申心と した大気一海洋相互作用の研 | 海洋側研究部
7. 3/ 7-8. 3/ 6 !突における解析技術の向上及びド γ プラ ーレー |

! 7'一主主滋等の り を ー ト セ ン シ シ グ投衛手Ijmによ i

j る銀総研究倒的治 ・ デ寸断手法の習得 ;i I在外研究員J i 

松本 ijI 

多量山 邦夫

(4) 海外の研究者 ・伎術者の招務 住1) 布E1Jiま(財)臼本総持自綴興会徳助事業を示す。
注2) ム印{ま紹鴨費用の一部のみセンターが負担した。

期務先・期間 i Jll 務 ! 民 名

海構糊嫡センター i ï遇制時間のエルニ--"-.ii;動に関わる十年 米国ハワイ大学
ι 6/22 i 変動についてJ議機 1 6P同Î. Bin Wang 

ぬ糊特術センター ! 悶際 矧研究 F イ ント リ ッ ジー| の一環と し て | 米国太平糊洋環境研究所
5. 7/16- 7/20 I の 「 しんかい65ωJ 潜航符蕊に関する研究打合 I Dr. John Lupton 

i せのため ! Dr. Davc Butterficld 

泌洋平時ヤ技術セY!1- ! JAMSTEC/BPPT共同秘密i航海において得 ら ! イ ンドネシア 銭術!'I'錨応用庁
広 8/21- 9/10 I れた観測 デー タの解析のため I Mr. Y. $. Djajadohardja 

i i Mr sy剖fudin

I ! �1r. Yudi Anantascna 

l I Ms. Nani Hendriarti 

海綿ヰ学捌3センター i 「海色評価手法の幌1発研究J &び f イ ン ド ネ " i イ ンドネシア 技術瀞錨応潟庁
6. 9/ 5/- 9/ 7 I 7通逃世t の級制研究jの研究方針打合せのため i .6Dr. indoroyono SoesHo 

持軍側斜蛸セン ター | 海洋微生物の生産する炭水化物分解燦紫研究{こ ! 米関ス ヲ リ プ ス海洋税究所
6. 9/12- 9/18 ! !刻するセ ミ ナ ーの開i弘 情報交倹 及び研究tr合 I Dr. G. J. Sh.n 

i せのため i 
海側胤欄ω日 i滑深糊糊仰生釧物帆tにこ側叫儲指糊湯鐙制ぴに 叫織
6.1ω0/ シw叶10/1ωo ! 報交換2及kび研究打合せのため I Dr. D. H. Bartlm 

海側柑術センター i嫡概 f短時間隙械の最適問手法の腕 i米国ウ ィ ス コ ンシン大学
ι 11/ 8-11/23 : 研究j に関し. 減EE手法と管領死モデルの� ij詰 i Dr. Charles E. Lehn甘

; 研究のため I 

t寄与税特牧術セ ンター ! fi括m海洋学における最近の成果とi話!f!データ | 米包NASA
6 12〆12 i .lt.殿上の銀題J について携泌 I ÔDr. Robert Frouin 
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海洋科学自E骨セ ン ター I i漂海微生物に関する研究者指導並びに議決のた ! 米包カ リ 7 " んふ7大学
7. 3，〆18- 3〆24 I め ! マq ンバイオテクノ ロシーt"，-

-J叩 … ト ー ン テ ナ ンぷ 糟問僻問問

! Or. Oanicl E. :vIorso 

7. 3レ〆18- 3レ〆.24 I つ いての セ ミ ナ ー及び次世代 プイ に ついて の伎 I .. Dr. Hugh Milburn 

間組…ての打合町め i 
海将科学校街センター I !事'!1{fBi I曜掲狩モデルを用いた海洋循環に� す ! 米図太平洋海 洋環向島研究所
7. 3，〆.28- 4/ 8 I る 共同研究による. シ ， � レー シ ョ ン結果の出 ! . Dr. Jack Rich i カプログラ ム哨介問問出カ手間の !

指導のため
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(5) 海外の研究者 ・絞術者の受入 ・研修

用務先.JØj問 用 務

問時ンターT平成3報科鞠術斤7�O-シ γ ず制度に務
5. 2/1ト7 2/14 1 づ書棚における微生物を申心 と し た生態系のi 研究山

桝側内ンター | 鞘 3 年間糊術庁hローシッ プ制度 にg
5. 2/24-6. 8/幻 i づき源閣におげるiIfれと海E主砲u骨相互作用のi 研究のため

海桝将校術i!;;? - I 函館線通鵬首主観測実験. 参加
fかいようJ祭給 l 

6. 4/21- る，/ 9

向上 | 凶郎赤道海敏観測災験. 怠加
6. 4/21- 5/10 

海桝糊術センター I MODE'94 WMAlll{1叫軌調査. 釧
「よこすか」衆船

6. 6/26- 7/21 

向上 I MODB 例 1'AG地域精鋭潟楚. 容加
6. 7/鈎- 8/27

向上 I MODE'例 E?R・1榔腕調査. 蜘
6. 9/14-10/19 

氏 名

ス ペ イ ン

Dr. Juan M. Gon..l四

中国

方 正氏

米霞太平洋海洋E霊境研究所

Dr. Ke\'În Kinsey 
Dr. l'im N田seth.| イ…妓術評価問

I Mr. C. N. Pattiasina 
I Mr. Djoko H町凶)'0

ぅjtj)自 ヴ γ ズ'"司ル海洋研究所
Dr. lVilfrcd 3. ßryan 
Dr. Peter 8. Kelemen 
Dr. MauricG A. Tivey 

米国ウッズホール海洋研究所
Dr. Richard von.Herzen 
Dr. Rob.rt Evance 
Dr. James KirkJi.r 

米国マサチ .. - セ ッ ツ工科大学

Dr. Hanrlelta Edmonds 

米包太平洋海洋環境研究所
Dr. John E. Lapto。
Dr. Robert W. EmbJy 
Dr. Da叶à A. Butterfi.ld 

海洋斜学繍セ;;?­
fかいよ うJ費量鉛

深海の物質循環に関する研究による織酋翁�SII I 米園南舟 り 7 ォ ルニ 7 大学

6. 9/1ト10/ 8

海洋科学制拘ント
「かいようjJR船

6. 9/勾--10/ 7

蜜， 参加 I 11 尚1f 1専士

相Ili需における 日 仏KAIKO ・1'OKAI針商事前潟 | 仏恩パ リ高等大学院
l!i'. tI加 I Dr. PhiJip Huchon 

D，. Frederic Thoue 
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用務先・期間 周 務

海洋科学働時センター I MODE'94 EPR.2地織潜航調査. t$加

「よこすか」 鮒 l 
6 …  

! 氏 名
!米国太平洋榊糊研究所
I ��. �_a��_�as�出! D訟r. J品a帥叩山me

Dr. Kevin K. R.冷�e

i 
D伽r. G帥叫噂時 ι Pa町帥r悶ad

米L趨自地貨潟蕊H所F時r 
Dr. Cornel de Ronde 

海糊学繍技伽ン河夕←- !赤純逃湧僻昇糊駿総駄tにこお制ける硝海洋恥レ-サザ'-噌観糊験. I同カナダ ダJル伽μレνい，ハ、サウ ジ内イ 大蝉学
「かいよう」 乗幾.紛 i '参参怠怠;力加o i Pr刊。ばf. Ma町r刊1。加n、 ("e必wìss 

6.11/1ト12/18 I : Mr. S州 Sc{'ut加

! Mr. Daniela rurk 

側報伽ンター | 西部赤道糊観測尖犠， 糊 i糊太平洋滅。洋環獅究所
「かいよ う j 乗船 i i Pr. Andrew J. s針h叩1恥1噌e

6丘. Iロ2/1ω8-7. 1/〆1ω3 ! 1 Dr. Ke肝v川刊'“in Kね'"悶s.町y 

制御ンター !平成6年度科学技術庁 7 日 - ，/ ..，， 7制問 | 中盤

1. 2/1ト8. 8/11 1 づき感械の ザ ト 同 ン シ リ デー タ と数値 I Dr. Jun Sh. 

シ ミ ふ レー シ ョ Yによる大気海洋穏草作用lこ関

するÐf'究のため
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蝿宜 ・ 綾舗の箆備状況" . 

主要事量器のJl傷状況i

 

1
 
{

 

平成6年度において箆倫1...1�.:r.妥屯機総は表- I の と お り fある。

供用施訟. 1量舗の利用状況

当センヲーでは. 海洋科学校衡に関する各種の研究発表を行うのに必裂な種々の大裂実験研究終設 ・ �備を有し

ており. これを各研究部で使期するほか. 包 ・ 念tIl及び学会等外部の機関でJ晦洋w学技術に関する研究開発を行う
者の利用に も供 している(茨- 2及び3 )。

平成6年度の施設 ・設備の科I1j実績は表-4のとおりであるc

(2) 

平成6事業年度に量産偏した主饗機緑豊富

※日本自転車綴興会繍助事業取得物件

�- 1 

日 の 名ーじ取僻月j 使 用

マ川チャ yμ反射峨! 6 m !糊波及び僻
3まシステム ! ! 深部のt極秘晦造の探査に使用する 。 ! ②受主主総 }式' 

! | 鋤飢餓 ー式i j l @データ側 一式

f しんかい6500J 淘.:r.古書電I 7. 3 i fしんかい6500J の主電源として 1<D!号式 ・ 油i:aMJI:銀w聾鉛2電池
池 i I f蓄量産する。 I ②g最 初OAH/台

i I ③儀正 t08V ; ! i③開 始卸腕
I : I⑤寿命: 1 年

… J 局側 峨i 7 4人純綿州内叫 れ j叫 「かも こ う j 繊細

嫡 j jfかいこ うJ の ラ ン チ ャ ー及びピー ! ー式j 1 9J崎街中及び縫酬の蹴- p→処理制御装讃 4 
! tt;験に使用する。 i ③疑似信電発生器 ー式. i③光通信多強化装Ilf ーまえi J !争次ケー ブルダミ ー 一式i ! !問雄 司

i⑦陸上試験問油庄パ ワ ー ユユッ
! i 一式

※ ; 1 3 :海底の有自民汚泥踊のJJみ及びその i①鳴機汚泥厳原検知ユ:.. 'Y ト
有lJli存自E扇環境の検知 ・ 分 i : 物理的 ・ 化学的等の環境関 子を検 I -式

折システム 1 8 知 ・ 分析する。 同初、質計測ユニッ ト 一式

� ! I③ウ イ ンチユユッ ト ー武

一一一一よーよ一一一一一…… 一一一一ー…一
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表

施 絞 名 構 成 装 殴 仕 線 使 用 目 的

漏持初水く2訓1 1 胤練1用
アール プール， ほぽ正方形 -mの長さ21m I深書3m (一部1.5m) 給水妓術者の�Iil<

1) 治 水 訓 練 プ ー ル オ ー プ ン タ ン ク 訓練. 常ホ織絡の
オ ー プ ン タ ン タ : 匝11圭3m 深さ3m 開発. 性能紙験

ホ台槽車本・体渦漉・装造置法E装償・針帥l 長さ40m 総4m i!I1さ2.3m 最大抜高O.2m 波長O.5m-IO.om
泌消フ洋放

品
構談
ン

i造
ス
E物ミ.事 ，オ

の
船
E
イ
Z

舶
験ル2) 波 動 水 情

針。測合繊O.2-2.0m/s 逃度変度事 土3%F.S以内

水耳動目I較
機
総

本
量正産f毅

体世 自
・
・主
送
超・ 無受音波

勝
波
官脱
送官受彼

気
自3波主
皇

検器
位

出自 f胤Z滋さ9数
m

範聞鱗9m �軍事9m， 1.5m 
周i

鰍放数
:モ

レ
ー

ス
ドポ

. パ
ン

ルス及び連続波 水8感中lでZ
のと送!Ii受向汲性宮の2 3H ll 務 ?班 アド m 5 k Hz-500 k 1-1. ス土ldB

パルス波 10μ$軒以上 測定

4) 悶 滋 水 情 本flt橋巡本測体定装
・

位送剖・t�駆動装般- 長秘法さ9..
5
0
mト'5E0104m

0
A
m田問〈書印1刷8表m 面無し} 船晶Ijjt舶F工総学体力研究学JIIホ イ ス ト 0.5-2.5m/sc. (自由表部有り)

耐境
庇
コ チ & ン パル・ 系

ガ
統
ス系・ 統中央・ 制環 ウ 品 ツ ト チ 品 ン パ : 内径

後
3

2
.6m 商長事6.2m 縫合ガス短時tm櫛

5) 潟 水 シ a ミ レ ー タ ー ン ト ロー ド ラ イ チ 忌 ン パ : 内 .3m 事7.5m 水訓練. 高医療機
御� サプチ品ンパ : 内径2.5m 下の医学的研究等

水3主1股曹本・体計測・ 加量Hli圧装- i作世業・ 装モ蹴ふタ
有最

加
効大
庇

寸加
t草

法
圧

体
・ 静内

奥
庄

水
筏加

1.4圧
m

1
長 さ3m

E等宮市の開周器発機研究. 材実料
験6) i*i 庇 実 験 水 情 .560kg/col 線返 し;加圧650kg/oøf

7) 小 E目 高 庄 司区 験 水 憎 水装樋低本・ 計体測・ 1装m庇置2裟・ 位作当・世主モ主慣ニタ
有
最

効大加
寸法

配 ・. 7r
内ω
l水

包k4E5/cmCd 長さ70.聞 深等海の周開機器g， 材料
加庇際体 ・ 発研究実験

水器楠装本置2
体・操作�. 人工呼磁

指
有
最

1

効
大
圧

加
総
寸法

庇
体

; 7恥町g
不
/db民u波主 169.

m 各級 潜水機おの作
8) 給水呼吸滋高庇試験装 自主 .

:
5

:ホ
0k
• 〈塩水). 気体 (Air， He. He情。れ N，)

動. 性能確認及び
耐圧鼠験

9) オ ー プ ン ベ ル 磁 t量1.6m �隠さ1.8m 般大定員; 3名 治安水全作
の業確員保�.地

10) 救 急 符 庇 訓 練 量産 位 長さ4.3m 錨1.8m 高さ1.9m 級大定良; 2名 潜飢水練技， 術高者気の圧養隙成轡
発生時救急再庇害事

l I } 織 畿 2量 収容人員 15名-30名程度 海す洋る織科学犠待技術を行に関う

Jî 偏t量綾施用供表-2

1
59
1

 



表-3 籍1量 ・ 後備使用 1 日当りのi51l1 (平成6年度}

� � . � !t 名! 使 用 斜

数 議 l 到 )，∞0間

線 義 室了二!

一 水 槽i
一一 一

3，0∞阿

128，航路内

| 氷f曹本体 | 水槽装置ー式
t!! 音 滋 水 倒 ト一一一一一一ー一 一一一一--1一一一一一一

| 例。∞円 I 235，000内

ト一一一一一一一一→一一一一一一一 」ー-

回 � 氷 摺 I 38，側同夜 圧 実 験 水判 明 に 定 め る治 水 シ ミ a レ - 91 別 に 定 め る

小 型 高 度 i:-.:.: I 30，∞0円
笑 験 氷 柵 !

諸事 水 S手 型� i� I Â .̂..例:: I 39 側 :.rt， {;lllJ途畑庄III体に必�な官費用を加算する。)æ; 任 まま 島幸 袋 ill l 四 円相
ト一一一一一一ート一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー ー

オ ー プ ン ベ ル! 12.m内

救 急 事専 圧 l訓 練 装 遺i
正{ l;�己金額に消岱税I��tま れておりません歩

- 15 1 .-

14，000円



型軽田4 平成6年度施2量の使用実績

�" 区 分i -11ーよどγ縫 絵 名 、\、"'-...、\、・ 件 数 1
il g 数 I 額 ( 円 i 件 主主 a 回 数

治 水 訓 練 プ ー ペ
i

4ーア， 5 : 肱川 I 13
一

70 

オ ー プ ン タ ン ク ; 2 ! ? I 62.307 1 3 14 

潟 議 室
、
11、1 h 1 

. 
滋 動 水 槽 ; 3 

; 

超 沓 波 水 4曹 l 3 

回 苦主 水 補 i

高 E 雪ミ 験 水 情 |

中 盤 高 注 実 験 水 締 !
小 型 高 正 実 験 水 摘 !

ì 
漏 水 シ ミ A レ ー タ ー l

潜 水 呼 吸 器 i'Ji 圧 鼠 験 後 ift i

救 匁 博 庄 訓 練 袋 蹴 i
軍串 堅 ! 2 

そ の f庖l

|合 計 j i9 

. 5 

t ‘ 

3.090 
4ド・一一一一一一一

12 923.033 7 78 

H 出づ十千l
君 ! 1 3m2 j 12 i 38 

2 | 2M9 j 13 i I8 

-...... 
365 i 201.198 

16 264.195 

413 4.296.G骨7

- 152-

18 25 

l6 

4 

10 |「ー
お

: 
屯

87 559 



12 安全対簸倹釘会 {安全管理室}

安全対策検討会は， セ 〉〆 タ ω における特に重要な施

設 ・ 作業環境等に関する安全性の検討を行うため. 昭

和63年 4 月 に設置されました。

安全対策検討会の検討項目は. 安全上特に鑑聖書な縫

綾 ・ 2量備 . 鈎l'i・ 実験， 縄重苦・ 実験海績. 事1& ・ ト ラ

ブノレ. その他理事会 ・ 総長会害事か品依頼を受けたもの

となっています。 また. 特殊な事項に関して. 専門的

な安全検討を行うため. これま で6.5K信頼綾検討部

会�6 つの専門部会が緑置され， それぞれ活動されて

お り . 現在， 係留系信獄絵検討部会及びケー ブル問題

検討部会の 2部会が継続 しています。

平成8年度における検討会の実施状況を. 以下に示

します。

(1 ) 安全対療検討会の実施状況
第91図 1/13 深海微生物災験システム安全マユ

A アル{袋〉他4件

第92回 2/17 放射線障害予坊規程(lt:)及び要綴

鎖(lß)他 5 件

第93団 3/17 サ ブ ・ サ四 7 ふ イ ス係留系の朱図

収 ト ラ ブル報告他 2件

〈以上平成5年度追加分〉

第94図 4/ 7 WOCE係留系の回収後討の報告

他6件

第95悶 5/12 海底地震計未回収 ト ラ ブル報告他

2件

第961El 6/ 9 深海底�合観測ステ ー シ ョ ンの包

収方法他4 件

第971El 7/18 有人潜水調査船の潜航に関する安

全性検討の手続き他2件

第98@i 8 / 4  テ 品 ク チ海総合観世lの安全性他3

件

第991El 9/13 「 しんかい2000J 航法管制マニュ

アルの改定他 4 件

第100回 10/11 夜間・休日における内部通報体制

他2件

第101回 11/17 潜水研修時における安全心得他2

{牛
第102回 12/ 8 初島沖の立入祭止区域の確認、他2

件

第103回 1/25 WOC E係留系の回収他2件

第104回 2/23 オホーツク海沿俸制掛jの安全性他

2 件

第105回 3/16 調査・ 実験海繊の安全性

(2) 係留系信続性検討部会の実縄状況

第 6 自 3/29 WOC E係留系の隠収

(以上平成 5年度追加分)

第 7 凶 9/幻 WOC E係留系の回収

第 8 1Ë) 1/19 WOC E係留系の回収
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13 来訪者

(1) 圏内視察 ・ 見学者

年 月

H 6. 4 

， 。

6 

7 

主 屯 史 学 者
一一一一

何学筏術庁
徳山際金轡部
i鴎1&1企画書E興会

t 笑岡 大使館将虫学参事官一一一一一-
i UJN附問問総会

岩手県1世滋綴興課
i 上潟西地区消質生活f量進路

! 日本織俗学会
l 大減省主i計局
; 州3暗貝会! …附情報センター

栄区t闘賞生活1世逃民税昔話神奈川県瑚l書棚1| 細大使館��I耐瓜i障会
江回五HliiJ科学妓術庁長官
耳11.1飾他方教1軍事S員会迎絡!白t語会

日本郵船
海よ自衛隊
日本セ カ ン ド ラ イ 7盟国会
鶴陶工員�i!lí�専門学校
水魔庁中央氷信研究所
i南郷町婦人防火ヲ ラ ブ

料句�I主術庁
i m際仰数回 リ い を ン シ ン グ伎術研修生

ド イ ツ AWI密地研究所

関東経営lfl事話会
水甥庁
4量級健司1直接J媛興財団
会計検遜鍵
腕山県玉里子市誠会
111須賀市役所

横須賀市長持漁銀協同組合
l 飽t団地区漁協専務審事会
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件 数 人 数

7 24 

13 190 

9 191 

; 
2 
。

十 一 一ー
. 司2也・
， 9 ω 
1 



数

s 130 

人数件怠
! 日本造船伊会持軍浮工学�員会| 大様相糊財務局償訴財務4'務所

どろんζ会
久!I!ル�ff�完千代が時;Vt l繊 足元
リ サ ー チ ・ マ 2・ ー ジ 〆 ン ト技術交波協会

学1'J. I� 主月

8 

年中

H 6 

寸

ω 

91 

186 

10 

s 9 

10 

10 1 1  

83 

67 
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γ
i
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ie
10

 

e 

令

理化乍研究所
栂模原市館市!i僧公社
仏同立海洋4摘発研究所総�
イ ン タ - '1 ヲ ジ!tif国際道営委員会
米ウッズホール研究所所長
防衛大学校級彼システム工掌科
m高団体巡合会
日本海洋デー タ セ ン 9 ・・研祭注

| むつ市道会
将学校術庁WANOJll�'Ilン7-$務局
海底線問紅会

1 理化学研究所
1 悠滋空 宇 ブ
: lE.te教育1'1務所
i 米聞大使館海洋水殴官
! 防災料虫学技術研究所管理f!ß長

イ ン ド ネ シア悶以科学学桜町l総絞

「五;iお五三一一l m士会
鵠f包帯世迎 ク ラ ブ| 附加T.*�fl
!U1t大学
回戸"斗‘ 股戚人会n会

1 日本電気縦線1é!下 (株)
日本動物縞物場門学院
東京フ ロ ン テ ィ ア総選本拠
追浜7-11会

岩手県立居市均等学校
繍須賀市教育餐員会
GRNSイ ン ド .t. シア関係者
久虫�J>il'�寛千代がE噂t査院�練所
樹立館建所久泉ilWj�捕虜右後学校
�nfjl，企踊昔1

12 

4 

日本セ カ ン ド ラ イ ?協会
制覇担��事大気庁海洋窃究部長
東京都立大学大学院生

! 附加工学会

B 7. 



年 月 i 乏 な 史 学 者 ! 件 数 js 人 主主一一一一一一一一一一一一一一一一
I 111崎市立川崎総会科学君主等学校

12"1 

i-l 1  2 

3 

! 科学後掠政策研究所所長 ; 4 ; ! 日本アイ ソ ト プ協会 i i 
! 三浦半島地区労働問題協議会 j ! 制一一間 ! 

京都大学工学部教f量 。
i ハ ワ イ 大tF | 
! ア ラ ス カ大学地縁物理学研究所所長 ! 

むつ市企南部E長
! 1軍総省海土:浅銭安全応設街説l
: 倒療協力鰍殴研修員
i í嘗議院事務局初任者研修

東京大学
よ 旦ささ子力研究1税制ílえ

合 討 95 

船舶一般公院

101 

1 .2'.18 

年 月 自 所 j 公 防 縫 訟 川川川学特省判
「川 5 川 i 大畑阪府献火腕 l fしωん川地か糾、叫叩L!岨.日ω{‘-白--山舗一-脚巴-血一--一岨-一噌-島一-句_.-一-一，駒縄一A緬-幽咽-叩『干-岨鴨叩...リ.叫"一-一.刷目咽--申骨--民一.山嶋拍.一--“一喧“由--届-回.峨山鮪白-目叫_.“-一舟: 

1.25.2ï i 米国ウ ッ ズホール海洋研 7しんかい6500] ・ iよ ζすかJ 1 し一一一一一_-1一一一一一一一一一一一一二一目r-一“一 ー一一一ーー一一「I 8.13 : 北海道岩内港 白 ? しんかい2úOOJ ・ 「なっしまJト一一一→一一一一一 ，一一一一一一一一一一一←-
I 9.IO.iI ・ 愉lnljl，1""糊 しんかい捌Oj • � t.;.っしまJ : 8.431 

合 計 29.ω2 
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131 外国人来訪者
「一一一一一 γ一一一 一一 一 一 ー 守 ー 一一一一一'一一一一一一一 一 一一
i 年 月 i 件 数 ; 人 敏 . 主 な 来 筋
ー一一一一一一一一 一一一十一一一一寸一 一一一一一一一一一一- --I 6. 4 • 1 i 3 ! 細大使館 斜学参事官
1 5 ニ 3 8 40 . JoloEs e務局関係者

i 1 ' l:JNR海洋傷退物専門部会腿係者

! 米関大使館 科学鐙当公使

�・

6 I 3 ・ 12 AWI(γルフ レy ド ・ ウ 兵ゲナー径地海洋研究所)所長

8 
9 

10 

7. 

2 

3 

4 

3 
2 

I s 

「一一一一「ー ー ーで­
i 合 計 ! 23、ーー一一一一一一ー」

6 神i t車大学校 研修!t
I� IFREMER総裁

WHOI所袋

7 イ ン ド ネ シア自目立科学院 副総裁
!\OAA大気海滞研究局長

4 JISTEC関係者

10 イ ン ド 本シ7閣立J斜学税f陸軍重工学事究所 副所長

t パリ 高等大学院 教綬

f 太平fflイ ニ シ?チ ブ関係者

97 
一一 一一

来防省件数 ・ 人数 の f量移 (平成2年度~平成 6 年度)

{件 ・ 人}
< 20 
400 
380 
360 i一一 号
340 
320 
300 
%80 
260 
240 
220 
20。
180 
160 
140 
12。
10・

80 
60 
40 
20 

。
H2 H3 

.�件数

雲国人数

"4 H5 H6 { 年度}
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15 賛助会会員と寄付書名簿 (平慮7年3月羽目lJlt)

ア ク ア 働

側 あ さ ひ 銀 行

7 ジ 7 海 洋 作 業 総

ア ジ ア 是正 測 紛

安 話番 懲 役 側

ア ン リ ツ 側

池 上 通 信 機 附

石 川 島 f語 圏H! 工 業 紛

泉 産 量E 附

総 伊 織 高 I!l! 瓦 斯 容 2躍 器 造 所

イ ン ド 阜 ν ァ 石 油 世帯

骨骨 エ ス ・ イ ー ・ エ イ

世間 大 桃 組

沖 電 気 工 難 骨骨

骨量 化 学 分 析 コ ン サ ル タ ン ト

鹿 島 懲 役 世帯

か も め プ ロ ペ ラ 側

カ ヤ パ 工 事量 世帯

川 僑 m ヱ 象 {悌

※ キ ャ ノ ン 阪 発 事現

{揖i キ .1 ..... . 7 イ

共 立 管 財 側

{悌 共 和 電 業

{暢 き ん で ん

繊 熊 谷 組

ク ロ レ ラ 工 業 {崎

京 浜 急 行 '<i 鉄 {問

※ ケ ー ・ エ y ジ ユ ア リ ン グ {闘

終 鉱 研 工 業 開

事輯 減 池 総

神 戸 ペ イ ン ト 世帯

悶 際 気 象 海 洋 側

図 書壊 後 (� 電 話 網

五 洋 lJIt 絞 {機

怖 さ く ら 銀 行

三 共 倒

三 洋 テ ク ノ マ リ ン 昔前

ー 158-

三 洋 電 機 {悌

世帯 J三 和 銀 行

師事 シ ス テ ム 投 研

V パ タ 工 業 側

清 水 建 設 {附

(悌 湘 悶
昭 和 両国 分 子 {附

側 臼 石

新 日 本 海 事 (悌

新 日 本 製 S遺 骨惜

新 明 和 工 業 {悌

※ 須 賀 工 雛 韓首

側 ス ギ ノ マ シ ン

※ 鈴 鹿 建 絞 {開

住 友 海 上 火 災 保 険 側

能 友 金 織 鉱 山 {峨

。掛 住 友 照 行

住 友 重 機 械 工 業 (悌

住 友 電 気 ヱ 業 側

骨骨 ス ル ガ 銀 行

駿 河 精 機 {槻

セ イ コ ー エ プ ソ ン 鮒

セ ナ ー 側

側 第 一 勧 業 銀 行

第 一 電 子 工 業 側

※ 怖 大 衆 社

大 成 建 設 側

議 大 成 絞 錦 繍

;た 紛 火 災 海 上 保 険 側

大 東 京 火 災 海 よ 保 険 駒

大 日 本 土 木 側

ダ イ ハ ツ デ ィ ー ゼ ル 紛

{働 大 和 銀 行

部 砂 熱 学 工 調信 仰

骨骨 竹 中 土 木

書語 圏帯 地 球 科 学 総 合 研 究 所

千 代 田 火 災 獅 J-. 保 験 事事

世帯 電車 児 精 機

帝 国 石 鴻 (様

。骨 テ ザ ッ ク



東 � II 絞 工 黛 {働

側 東 海 銀 行

澗 海 タ グ ポ 』 ト 抑制

東 急 11 t量 VtI
世帯 東 京 銀 行

東 京 海 よ 火 災 保 険 繍

東 京 製 151曲 線 ロ ー プ 側

東 洋 建 級 機

東 洋 通 信 俊 側

事事 東 織 テ ク 品 舟

滋 賀直 洋 鉱 工 . ω

東 和 科 学 側

同 和 火 災 海 よ 保 険 働

戸 国 主童 館 側

理由 中 村 鉄 工 所

側 ナ ム コ

西 芝 電 機 側

西 松 建 銀 側

日 動 火 災 海 上 保 険 胸

自 衛 石 油 側

B 油 妓 研 工 察 側

目 鉱 金 属 側

日 産 火 災 海 上 保 険 制晴

B 産 自 動 車 側

日 新 火 災 海 よ 保 険 相暗

信輔 自 平 ト ヤ マ

日 本 7 イ ・ ピ ー ・ エ ム 側

B 本 獅 洋 側

日 本 海 洋 鎗 削 ω

滋 B 本 海 洋 針 画 絢

日 本 海 洋 事 察 側

日 本 火 災 海 上 保 険 圏構

日 本 銀 管 "

日 本 サ ル ヴ a ー ジ 骨量

目 本 音量 察 側

日 本 ホ ii! 側

勝 目 本 製 鋼 所

[他 日 本 t量 管 保 険 織 会

日 本 大 洋 海 底 電 線 側

日 本 た ば こ 鹿 割院 側

一 1 59 -

日 本 D E C 由時

日 本 電 気 側

日 本 電 信 電 鈴 働

日 本 電 池 側

8 本 飛 行 線 鱒

日 本 無 線 側

日 本 郵 鉛 側

側 関 組

議 側 ハ ナ ザ ン

S置 中 � 鍍 工 業 働

側 目 立 製 作 所

目 立 造 鉛 側

目 立 電 車車 紛

療 目 立 プ ラ ン ト . � 鱒

姫 路 気 象 紛

濠 隠 サ ル ペ ー ジ 建 役 側

明暗 富 士 銀 行

鵬 7 ジ ク ラ

富 士 ゼ ロ ッ ク ス 瞬時

富 士 通 鰍

富 士 電 機 働

省 河 電 気 工 銭 。酔

吉 野 電 気 側

側 細 山 太 七 商 庖

申書 北 海 道 事E 殖 銀 行

前 回 建 綬 工 業 総

車全 下 通 信 工 察 世帯

綾 本 興 産 量曽

J; 源 建 E主 側

鱒 マ リ ン ・ ワ ー ク ・ ジ .. パ ン

鱒 丸 川 建 築 後 計 事 務 所

" マ ル タ ン

三 井 海 上 火 災 保 険 側

三 井 金 属 鉱 業 鱒

三 井 造 給 世帯

側 三 菱 銀 行

三 菱 Iì: 工 集 開

総 三 菱 総 合 研 究 所

三 菱 電 鍍 側

三 菱 電 車車 工 業 働



側 議 京 介 建 築 事 務 所

安 回 火 災 海 上 保 険 鱒

ヤ マ ハ 発 動 機 側

ヤ Y マ ー デ ィ ー ぜ ル 鱒

相前 ユ ア サ コ ー ポ ν ー シ ， ン

側 部 紛 海 洋 .f.4 学

側 4横 浜 銀 行

� 浜 ゴ ふ 働

側 緑 屋 社

ワ ー ル ド ウ ￡ イ 側

� 祭 建 経 側

{注) 議はlJt成6年度新規加入
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平成8年度寄付金員
ω 信 徒 協 会

石 油 連 �
電 気 事 業 選 合 会

側 東 芝

位昨 日 本 ガ ス 焼 金

{凶 日 本 産 業 機 械 工 費世 会

松 下 電電 器 産 業 側
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